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自転車エルゴメータ運動時の収縮期血圧応答から
検討した安全な運動強度

松 原 建 史(福岡市健康づくりセンタペ株式会社健康科学研究所)

樋 口 慶 亮(株式会社健康科学研究所)

進藤 宗 洋(福岡大学スポーツ科学部)

小 池 城 司(九州大学大学院医学研究院循環器内科学，福岡市医師会成人病センター)

Safe exercise intensity as determined by systolic blood pressure response 

during cycle ergometer with respect to gender， age and physical fitness level 

Takeshi Matsub紅'a1ベYoshiyasuHiguchi2) ， Munehiro Shindo3) and George Koike 4，5) 

Abstract 

The aim of this study was to determine the safe exercise intensity level using systolic blood pressure (SBP) response during 

cycle ergometer exercise in adults according to gender， age and physical fitness level. 

The study involved 129 males and 560 females. SBP and heart rate (HR) were measured continuously during the incremen-

tal exercise test with a cycle ergometer. The metabolic equivalents (METs) and percent HR reserve (%HRR) were calculated 

as absolute and relative exercise intensities， respectively. We then determined the SBP at each exercise intensity according to 

age and physical fitness level for each gender. 

Regardless of age or physical fitness level of either gender， SBP at six METs and at 60 %HRR did not exceed 250 mmHg， 

which is the upper limit of exercise intensity set by the American College of Sports Medicine， above which the exercise should 

be stopped. The increase in SBP at 5・6METs as well as at 40-60 %HRR in all comparisons exceeded 40 mmHg， which is the 

upper limit of exercise intensity proposed by Anderson and Dohi. 

This study indicates出at出eupper limit of safe exercise intensity during cycle ergometer exercise for a healthy adult is 6 

METs or 60 %HRR. However， if there is possible underlying heart disease， exercise intensity should not exceed 5 METs or 40 

%HRR in the male， and 6 METs or 50 %HRR in the female. 

Key words: safe intensity， aerobic exercise， blood pressure， cross-sectional study 

1 .はじめに

生活習慣病の予防・改善を目的に健康づくりのための

運動指針2006(以下.エクササイズガイド2006)が厚生

労働省から発表され.活発な身体活動と運動の習慣化に

向けた取り組みが全国的に推し進められている(運動所

要最・運動指針の策定検討会t 2006).そして.エクササ

イズガイド2006では，体力には個人差があり.それに

よって適正な運動強度は異なるため.健康であっても歩

行より強い強度の運動を行う際は.無理に「きついJと
感じる運動はしないように注意が促されている.これ

は.健康づくりを目的とした運動では.安全性を第一に

1) Fukuoka 励。IthPromotionα械だ2・5・1Maizurn， Chuo・初• Fukuoka810・0073
2) Laboratory 01 Physical Science lnc.， 3-11-20・6FTenjin. Chuo-ku. Fukuoka 810・0001
3) Fukuoka Universi，かFぽ ulty01 Sport and Health Science. 8・19・1Nanakuma. ]onan-ku. Fukuoka 814・0180
4 )均IUShuUnivet均 Gn必峨劫ω1/01MedicaJ Sciences. D仰幼仰ttol白'rdiovascuJarMedicine， 3，・1-1Ma劫'lShi， H~ω:hi-，似 Fukuoka812・a迎
5) Fukuoka City M旨'dicalAssociation HosPital， 15・7Sohara. Sawara-ku， Fukuoka 814-8522 
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考えた上で.効果の導出を図る必要があるためである

(進藤・松原， 1999).特に.低体力者や有疾患者など身

体能力の低い者は，運動強度の自由度(運動の有効限界

と安全限界の幅)が狭いため(池上， 1987)，目安となる

一定の範囲(下限値と上限値)を設けた上で.個々人の

状態に合わせて適正な運動強度の選択を行った方が，運

動中の事故等を未然に防げる可能性は高い.

このこともあって，アメリカスポーツ医学会(以下.

ACSM: Ameriαn Col1ege of Sports Medicine) (Haskel1 et 

a1.， 2007: Pate et a1.， 1995)や国際肥満学会 (Sariset a1.， 

2∞3)の運動指針では.有酸素性運動により健康の維
持・増進を図る上で，安全で効果的な運動強度の範囲

乞下限値は3METs，上限値は6METsとしており，下

限値に関してはエクササイズガイド2006でも同等の基準

が示されている.さらに， ACSMでは，相対的運動強度

についても， Karvonen (1957)の予備心拍数(以下.

%HRR: pe民entheart rate reserve) を指標に下限値を

40%HRR.上限値を80%HRRとしている.

運動の安全性を判断することができるいくつかの指標

の中で.健康づくり運動の支援現場でも比較的簡便に測

定可能なものに血圧がある.一過性の有酸素性運動中は

運動強度の増加に伴い，収縮期血圧(以下.SBP: sys-

tolic blood pressure)は漸進的に増加するのに対して，拡

張期血圧(以下， DBP: diastolic blood pressure)の変化

は小さい (Hansonet a1.， 1966: Wolthuis et al.， 1977).そし

て， ACSM (2011)では.血圧を指標にした運動負荷試

験や運動トレーニングの中止基準を設けており，運動中

のSBPが250mrnHgあるいは DBPが115mmHgを超え

た場合としている.一方.心疾患や脳卒中後の患者に対

しては，アンダーソン・土肥の中止基準があり.運動の

安全性を確保するために，安静時よりも SBPが40mrnHg

以上またはDBPが20mmHg以上に上昇した場合，運動

を中止するのが望ましいとしている(Andersonet a1.， 

1964:土肥， 1976).心疾患患者に限らず.運動中の過度

な血圧上昇は，左室肥大を引き起こす原因になる可能性

が指摘されているなど (Kokkinoset a1.， 1998) t 運動中に

血圧が一定水準以上を常時上回っている状態は，健康を

害する危険性を苧んでいる.以上のことから，運動中の

血圧応答に影響を及ぼす性.年齢と有酸素性作業能力

(Martin et a1.， 1991; Ogawa et al.， 1992)を考感した上で，

血圧が過度に上昇しない運動強度の上限値を明らかにす

ることは.健康づくり運動を支援する際の重要な基礎情

報になると考えた.

運動強度の安全性を検討している先行研究として.

Albert et a1. (2∞0)やMittlemanet a1. (1993)は.6METs 
を超える運動では，運動中の突然死の発生率や急性心筋

梗塞の発症率が高くなることを報告している.この様

に， ACSM (Haskell et a1.， 2007: Pate et a1.， 1995)や国際

肥満学会 (S訂iset a1.， 2003)の運動指針と合わせて，

6METsが有酸素性運動を安全に遂行できる上限強度と

の見解が大勢を占めているものの， 6METsの安全性に

関して，運動時血圧の面から検討している報告はない.

そこで本研究は，運動中の変化が大きいSBPに焦点を

当て.男女別に年齢と単位体重当たり最大酸素摂取量

(以下， V02maxJwt)を指標にした体力レベルで分類し

た群ごとに， 3 -6METsならびに30-60%HRRの自転

車エルゴメータ運動中のSBP応答を明らかにし ACSM

(Haskel1 et al.， 2007; Pate et al.， 1995) とアンダーソン・

土肥の中止基準(Andersonet a1.， 1964;土肥.1976)に照

らして.有酸素性運動を安全に遂行できる運動強度を検

討することを目的とした.

n.方法
1 .対象者

対象はt F市健康づくりセンターの健康度診断一日

コースを自主的に受診した20-69歳の者のうち，高血圧

症.糖尿病，脂質異常症および心疾患で服薬中の者，妊

娠・授乳中の者.喫煙者と当コースを複数回受診してい

る者は2回目以降のデータを除いた後で.V02maxJ帆と

運動時SBPの測定値を研究対象として採用する上で設

けた条件を満たした男性129人と女性560人の計689人と

した (V02maxJwtと運動時SBPの研究対象としての採

用条件については後述する). 

全対象者へはコース受診受付時に.測定の方法と求め

られた測定値を研究目的で使用することを口頭で説明

し文書にて同意を得た.本研究はF市健康づくり研究

委員会の承認を得て実施した.

2.形態測定

形態指標として.身長計 (YS-OA.NAVIS.大阪)を

用いて0.1cm単位で身長を，体重計 (BSC-I01.L凶 ITA，

東京)を用いて0.1kg単位で体重の測定を行った.さら

に.求めた体重 (kg)を身長 (m)の2乗で除すること

により，体格指数(以下.BMI: body mass index)を算

出した.

3. V02max/wtの測定・算出方法

V02m砿 Iwtを測定するために，自転車エルゴメータを

用いて1負荷4分間の4負荷からなる最大下漸増運動負

荷試験を実施した測定は先行研究(進藤ほか. 1980) 

の方法に沿って行い.各負荷は第1負荷から第4負荷の

順で.およそ40%.50%， 60%， 70%V02max相当の HR
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になるよう調節した.各%V02max相当HRの判定には.

日本体育科学センターが発表している10歳ごとの年齢階

級値を用いた(以下，年齢推定HR)(進藤ほか.2010). 

そして.V02m鉱/帆の算出は.①大きい方から3つの負

荷における HRの平均値と仕事率との関係から一次回帰

式を求め.②求めた一次回帰式を用いて.80%V02max相

当の年齢推定HRに対応する仕事率を算出し.③Astrand

(1954)のノモグラムに80%V02max相当のHRと仕事率

を代入して.一旦.V02max 01分)を算出した.その後.
得られたV02max(ν分)に対し.④年齢による修正(年

齢による修正式(進藤ほか.1980))および.⑤体格によ

る修正(日本人の体格を考感して作成された福岡大学修

正式(進藤ほか.1980))を行い.最終的に得られた値

を.V02m以Iwt(ml/kgl分)として採用した.

また.V02maxlwt測定値の信頼性を確保するために.

①運動負荷試験が15分40秒以上.②運動負荷試験時の最

高HRが60%V02max相当の年齢推定HR以上③仕事率

とこれに対応する運動時HRとの関係性における一次回

帰式の寄与率が0.9以上であることを研究対象データの

採用条件とした.条件①は.算出に用いたHRは.各負

荷3-4分の平均値を採用しており.15分30秒未満の平

均値では信頼性が低くなることと.15分30秒で終了して

いる負荷試験データは.15分20秒過ぎ辺りからペダルの

回転速度が低下している可能性が高く.これらの影響を

排除するために設けたものである.条件②は.進藤ほか

(20∞)により.本研究で用いた測定方法により

V02m砿 Iwtを推定する工程で.60%V02max相当の年齢

推定HR以上とその仕事率を含めない場合，推定精度が

低下することが報告されていることから設けたものであ

る.条件③は，一次回帰式の直線性が低い場合，

80%V02m鉱相当の年齢推定HRに対応する仕事率の信

頼性が低くなると考えて設けたものである.

4.安静時と運動時のSBPとHRの測定方法

SBPは，運動負荷用血圧監視装置 (FB・300.フクダ電

子，東京)を用いて測定した.FB・300はリパロッチ・コ

ロトコフ音法が採用されており.カフに内蔵されたエレ

クトレットマイクロフォンによりコロトコフ音を検出す

ることで，血圧値を判定する.HRは，胸部双極誘導に

より測定した心電図のR-R間隔から. 1分間の平均値

を自動計算して求めた.

安静時の測定は，自転車エルゴメータのサドルに座っ

た状態で.およそ5分間安静を保った後に行った.運動

時の測定は.V02m獄/帆を測定するために実施した自転

車エルゴメータによる運動負荷試験に合わせて行い.

SBPの測定は.各負荷3分20秒でカフの加圧を開始し

約40秒以内に終了した (SBPの測定に限っては.30秒以

内で終了).HRは.各負荷における 3-4分間の平均値

を採用した.

5.各運動強度におけるSBPの算出

最大下漸増運動負荷試験時のSBP値は4負荷分のみ

である.このため.本研究では絶対的運動強度として.

各運動負荷の仕事率を代謝当量(単位はMETs)に変換

した上で独立変数にとり，各運動負荷におけるSBPを従

属変数にとって.Miyaiほか (2002)の方法に沿って.三

次回帰式を求めた.そして. 3 -6 METsの範囲で

lMETsごとに前述の三次回帰式に代入し.3 -6METs 

に相当するSBPを算出した.仕事率から代謝当量への変

換式は.ACSM編・運動処方の指針 (2011)の代謝計算

式:V021帆 (ml/kgl分)(= 1.8 x仕事率 (kg'ml分)I 

体重 (kg) + 3.5 (ml/kgl分) + 3.5 (ml/kgl分)Jを用

いた.各運動負荷のV021帆を算出した後.それを安静

時代謝当量の3.5(ml/kgl分)で除することにより.各

運動負荷における代謝当量を算出した.

同様に.各運動負荷における3-4分間のHRの平均

値を%HRRに変換して独立変数にとり.各運動負荷にお

けるSBPを従属変数にとって三次回帰式を求めた.そし

て.30-60%HRRの範囲で10%HRRごとに前述の三次回

帰式に代入し 30-60%HRRに相当する SBPを算出し

た.%HRRは%HRR= (運動時HR一安静時HR)I (年
齢推定最大HR一安静時HR)から算出し(Karvonen，

1957) .年齢推定最大HRは220一年齢(拍/分)から求

めた.

なお.各代謝当量と各%HRRに対する SBP値の信頼

性を確保するために，代謝当量と SBPとの関係ならびに

%HRRとSBPとの関係において. 3 -6METs.ならび

に30-60%HRRに相当する SBP値を内挿法にて求めら

れることを研究対象データの採用条件とした.運動時

SBP応答の指標は，各運動強度に相当するSBPの絶対値

から安静時の値をヲ|いたSBP上昇量を用いた.

6.統計処理

データは平均値±標準偏差で示した対象者の群分け

では.男女ごとに年齢を基に二分位で本研究対象集団に

おける相対的な低年齢群と高年齢群の2群に分け，続い

て，各年齢群をV02maxl帆を指標にした体力レベルを基

に二分位で本研究対象集団における相対的な低体力群と

高体力群の計4群に分類した.年齢とV02maxl帆を基に

4群に分けた理由は.運動時SBPに対する2つの影響因

子の主効果と交互作用について検討するためである.そ

のために.群聞の差の検定では，データが連続変数で2
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て，運動時SBPは，全ての代謝当量ならびに%HRRにお

いて250mmHgを超えていなかった.運動時SBP上昇量

は， 4METs以上で体力レベルに主効果を認め (4METs

と 6METsはρ<0.05， 5 METsはpく0.01)，

5METsで年齢と体力レベルの交互作用を認めた(それぞ

れpく0.05).%HRRでは全ての運動強度で.群聞に差を認

めなかったそして，運動時SBP上昇量は，全ての群が

5METsと4O%HRRにおいて.40mmHgを超えていた(図

3METsと

第I号第28巻九州体育・スポーツ学研究

2). 

女性の場合は，運動時SBPは全ての代謝当量で年齢

(全てpく0.01)と体力レベル(全てpく0.01)に主効果を

認め.全ての%HRRで年齢に主効果を(全てpく0.01)，

30%HRRで体力レベルに主効果を認めた(p<0.05). そ

して，運動時SBPは，全ての代謝当量ならびに%HRR

において250mmHgを超えていなかった.運動時SBP上

昇量は.全ての代謝当量で年齢に主効果を認め(全て

p<O.01) ， 4 METs以上で体力レベルに主効果を認めた

(全てpく0.01).%HRRでは全ての運動強度で年齢に主効

果を認め(全てρ<0.01)，40 -50%HRRで体力レベルに

主効果を認めた(全てpく0.05).そして，運動時SBP上

昇量は，体力レベルに関わらず若齢群は6METsで.高

年齢群は5METsで40mmHgを超えていた.%HRRに関

しては，低年齢+低体力群は60%HRRで，その他の群は

50%HRRで.40mmHgを超えていた(図3). 
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群の場合は対応のないt検定を，データが離散変数の場

合はマン・ホイットニー検定を. 4群の場合は二元配置

分散分析を用いた.

全ての検定処理はSPSS(15.01)で行い，p値5%未満

をもって統計学的に有意と判定した.

男女における対象者特性の比較では.全ての項目で有

意差を認めたが，安静時SBPは男女とも正常域の130

mmHg未満であった(表1).男女比較における運動時

SBPとSBP上昇量は.全ての代謝当量ならびに%HRR

において.女性よりも男性の方が有意に高値を示した

(全てpく0.01).そして，運動時SBPは，男女とも全ての

代謝当量ならびに%HRRにおいて， 250mmHgを超えて

いなかった.一方.運動時SBP上昇量は，男性の場合は

5METsと40%HRRで.女性の場合は6METsと50%HRR

で40mmHgを超えていた(図1).

男女別に年齢とV02m砿/帆を指標にした体力レベルを

基に， 4群に群分けした際の対象者特性の比較では.男

性の場合は，体重に年齢 (pく0.01)と体力レベル (pく0.01)

の主効果ならびに交互作用(戸く0.05)を認めた.BMIに

は体力レベル(pく0.01) の主効果を.HRには年齢

(p<0.05)の主効果を認めた.女性の場合は，体重と BMI

に体力レベル(それぞれpく0.01)の主効果を.HRとDBP

には年齢(それぞれpく0.01)と体力レベル (HRは

pく0.01.DBP はpく0.05)の主効果を認めた.SBPには年

齢 (pく0.01)と体力レベル (p<O.01)の主効果と年齢と体

力レベルの交互作用。く0.05)を認めた(表2). 

続いて，運動時SBP応答の比較では.男性の場合.運

動時SBPは4METs以上の運動強度で体力レベルの主効果

を認めた(4METs はpく0.05. 5 -6 METsはpく0.01).

%HRRでは全ての強度で，群聞に差を認めなかったそし

果m.結

60 

。

図1 運動時SBPとSBP上昇量の男女比較
.:男性 0:女性統計解析は対応のないt検定を用い
た...tく0.01
略語;%HRR (percent heart rate reserve) :予備心拍数.
METs (metabolic equivalents) :代謝当量.その他は表1と
同様とした.
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発する可能性が低い。 20織から69歳の健常成人にとって。

述動を安全に遂行できる強度であることを示唆する結果

と考えた 一方巡卸Ul時SsP上昇泣についてi 心疾患や

脳卒中後の山者に対して定められたアンダーソン 土肥

の中JU，l;i\~ (SsP J:Ali.¥が40mmHg以上)(Anderson et 

al.， 1 964 土 IJ~. 1976) に!!(I.らして判断した場合は。性。

年齢や体力レベルで興なるものの 5 - 6METsと

40-60%HRRのmliI1tl で~，~ i\~を越えていた

松!山 樋口 進藤小池 自転車エルゴメータ運動時の収縮問l血圧Lι特から検討Lた安全な連動強度

安全に遂行できる健常成人の平均的な上限強度につ

いて述動lI;fSsP応答を基に性年齢と VO，m阻八円を指

僚にした体力レベル別に検討したその結果迎勤時SsP

は。位。年齢や体力レベルに関係なく i

6O%HRRの述IfOJ~~ 1 1:立では ACSM (2011)が示している迎

動負荷試験の'"1'.11:.基準 (SsPが250mmHg以一仁)を超えて

いなかった これは 6METsと60%HRRが。:iill勤時SsP

応答から判断した場合は llill工の上昇により心疾忠を誘

6METsと

を

Kokkinos et 

年齢と体力レベルで分類した群における対象者特性

低年働k性 前年齢女性 〆抗
!Jtt$:JJ 高体力 低体JJ ifIi休); 主物見品 交互作川

{13G人 035人 (¥43人 (!4G人} 年船 体ノJ 年t~ x U:); 

年a防(誠 31A.:!:.1.3 29.2:: 4.3 '19.6之8.5 '19.8土7.3 <0.01 ns <0.05 

ー021l1UxJwt(m山<，1分 28.I:!::1.6 33.5=2.2 2i.i::!::1.3 32.0::2.2 <0.01 <0β'"  

作前 Ikω 品 3.:!:7.'1 49.9:!: '1.8 5'IA:!: 5.8 '19.5::!:: 5.2 ns <0.01 s5 

i3~1I (kgfm1) 21.9::': 2.6 19.9二1.8 22.1 :t. 2.2 20.3::!: 1.9 ns <0.01 ns 

1m (柏J分 87.7:!:11.'1 83.3エ9.9 82.0:: 10.7 77.9::!:8.1 <0.01 <0.01 ns 

SBP (mmHg) 108.0エ10.1 106.1=8.2 116A::!:13.2 ¥1臥3主 12.6 <0.01 <0.01 <0.05 

D凹吋mmHg) 68.5::!:: 7.2 67.8 = 7.1 73.5土7.7 7lA主 8.G <0.01 <0.05 n 

交正作JII

'1合'"x体力

低年併 ~J伎 町'1齢別性 "バ'o!i

依{ド); 耐体力 低体力 向(ド); 主効*

ω1人) ω2人) ω2人) 臼4人) 年船 体ノJ

句働争(，;1) 35，(j土6.2 36.1土6.0 58.6士7.5 57.I::!:6.0 <0.01 ns 問

、 01max九川 (ml/kgf~)) 30.3土2β 35.G::!::2.1 30.S::!:: 1.2 35." ::!::2.1 ns <0.01 <0.05 
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1li¥1I (kgJrn~) 25.6:!:: 2β23.0:!:: 1.8 2.1.6:!:: 1.8 22.6:!:: 2.0 附 <0.01 陥
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表2

数{自はとド.I$)j，出土標準 1同:Z~で示した 統計解析には二元配位分散分析をJIJいた
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31. (1998)も運動時SBPが安静時よりも平均で37mmHg

上昇した場合.左室肥大を引き起こす可能性があること

を報告しており，健康づくりのために運動を行う際は，過

度の血圧上昇を引き起こさない強度で実施するべきであ

る.以上のことから，運動実施に対して心停止等を引き起

こす可能性のある者については，男性の場合は5METhと

40%HRRを.女性の場合は6MEもと50%HRRを安全に運

動が遂行できる上限強度として一旦設定しそれ以上の

運動強度では.年齢と体力レベルを考慮した上で.血圧を

モニタリングしながら運動を実施するのが望ましいと推

察される.

ただし本研究は健康度診断1日コースを自主的に受

診しかっ安静時血圧が正常域の者を対象にしたもの

で.導かれた結果に多くのバイアスがかかっている可能

性を否定できないこと，運動強度の安全限界を検討する

際は血圧応答だけでなく，心電図の変化や対象者の症候

を基に総合的に判断する必要があるが，これらのことを

検討できていない点は，研究の限界であり.あくまでも

SBP応答から判断した運動を安全に遂行できる上限強度

の目安であることを踏まえておく必要がある.

運動の安全限界として， 6METsを超える運動につい

て， Albert et a1. (2∞0)は心血管疾患の既往がない者を
対象にした調査で，運動中の突然死の発生率が安静時よ

りも16.9倍高くなることを Mittleman et al. (1993)は急

性心筋梗塞の発症が6倍高くなることを報告している.

この様に.有酸素性運動の運動強度と死亡事故との関係

性について調査している先行研究では， 6METsが運動

の安全性を確保するための一つの閥値となる可能性が示

唆されている.また， Tanaka et al. (1997)は.運動強度

の増加に伴い交感神経活動が高まる運動強度に同期し

て， SBPとHRの二重積に屈曲点 (DPBP: double product 

break point)が出現することを報告している.そして.同

強度による運動は安全性が高いことが明らかにされてい

ることに加えて(熊原ほか， 2∞3)，約9割の一般成人で
はDPBP相当の代謝当量が， 3 -7MEもの範囲内にあ

ることが報告されている(松原ほか， 2011).以上のこと

と本研究結果を踏まえると， 6METsまでの運動は，健

常成人にとって安全に運動が遂行できる運動強度と見な

すことができると考えた.また.相対的運動強度の指標

である60%HRRの運動の安全性に関して， ACSM (2011) 

では，対象者の疾患等で幅があるものの40-80%HRRを

推奨しており.60%HRRはその範囲内である.また.我

が国で1989年に発表された「健康づくりのための運動所

要量」では.健康づくり運動における適正強度として

50%V02maxを推奨し，その指標として運動時HRが，

138一年齢/2(単位は拍/分)であった場合に.これに

相当することが報告されている(進藤.1990). 60%HRR 

のHRはそれに比べて若干高いものの (40歳で安静時HR

が70拍/分の場合:50%V02max相当のHRは118拍/分，

60%HRR は136拍/分)， 50%V02maxは有疾患者でも，運

動の安全性と有効性を兼ね備えた強度であり，運動強度

の自由度が有疾患者よりも広い健常者の安全性を担保で

きる上限強度という観点からすると.整合性は損なわな

いと考えた.

有酸素性運動時の血圧応答は個体差が大きい.これは

血圧応答が心拍出量と総末梢血管抵抗により調節されて

おり，これらが性，年齢や体力レベルで異なるためであ

る(Martinet al.， 1991: Ogawa et al.， 1992).性差の影響に

ついては，男性の方が静脈環流量は多いことから心拍出

量が大きく.このため左室駆出率が高まり，最大下有酸

素性運動中の血圧が高値を示すと考えられている

(Higginbotham et al.， 1984: Proctor et al.， 1998).このこと

が影響して，本研究でも全ての絶対的・相対的運動強度

において，運動時SBPとSBP上昇量ともに.男性の方

が有意に高値を示したと推察された.

年齢の影響については，総末梢血管抵抗は血管拡張機

能により調節されているが，加齢に伴い血管拡張機能が

低下するため (Martinet al.， 1991: Dinenno et al.， 2001). 

高齢者の方が最大下有酸素性運動中のSBPは高値を示

すと考えられている.本研究でも.女性の場合は，絶対

的・相対的運動強度を問わず.多くの同一運動強度で運

動時SBPは，低年齢群と比較して高年齢群の方が高値を

示した一方.男性の場合は，年齢の主効果を認めず.

群閑における差を決定している因子が年齢以外にある可

能性が示唆された.

体力レベルの影響については.絶対的運動強度に対す

る血圧は有酸素性作業能力が高い者ほど低い (Martinet 

al.， 1991).若干高い (Tanakaet al.， 1996)や変わらない

(Steinhaus et al.， 1988) という報告が混在している.

V02maxと血管コンダクタンス(抵抗の逆数)との聞に

は正の相関性があり.有酸素性作業能力が高いほど.血

管拡張機能が優れていることが示唆されている (Martin

et al.， 1991).これが，本研究における同一代謝当量にお

いて.運動時SBPは高体力群の方が低値を示した要因と

推察され，男性では年齢よりも，体力レベルの違いが影

響を及ぼすことを示唆する結果と考えた.一方.同一

%HRRにおいて運動時SBPに体力レベルの主効果を認

めたのは，女性の30%HRRのみであった.これは.男女

とも同一%HRRの代謝当量が.高体力群では低体力群よ

りも平均値で0.6METs高いことが影響したと推察され

た本研究の体力レベルで群分けした際のV02m鉱/帆の

平均値は，男性の低年齢+高体力群が30.3:t2.0ml!kg/ 
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分，高年齢+低体力群が30.8:t1.2ml/kg/分で.エクサ

サイズガイド2006で示されている60歳代の健康づくりの

ための基準値を下回るレベルであった.一方.女性の低

年齢+低体力群は28.7:t1.6 ml/kg/分.高年齢+低体力

群は27.7:t1.3 ml/kg/分で.低年齢群で50歳代の基準値

を.高年齢群で60歳代の基準値を下回るレベルであっ

た.つまり，本研究結果は.健康の維持・増進に必要な

体力レベルを確保できていない集団におけるものであ

る.

本研究には，先で述べたことに加えて.いくつかの限

界がある.ACSM (2011)やアンダーソン・土肥の血圧

に関する運動中止基準(Andersonet a1.， 1964;土肥.

1976)では.SBPに加えて DBPについても提示されて

いるが，本研究ではDBPについて検討できていない.こ

れは.先行研究 (Hansonet aI.， 1966; Wolthuis et a1.， 1977) 

と同様に.運動時DBPが僅かしか上昇しなかったこと

や.不規則な変化が見られたためであるが， DBPに関し

でも対象者数を増やし検討を重ねていく必要がある.

また，運動時血圧は.活動筋量や運動様式の影響を受け

る.例えば.同一%V02maxの運動の場合.自転車エル

ゴメータよりも腕エルゴメータの方が血圧は高値を示す

ことや (Astrandet aI.， 1965)， 自転車エルゴメータ運動

とトレッドミル運動の比較では.運動時血圧は自転車エ

ルゴメータの方が高値を示すことが報告されている

(FernhaIl et aI.， 1990). このため.本研究結果はあくまで

も自転車エルゴメータ運動に限定した結果であることを

踏まえておかなければならない.そして.運動の真の安

全限界としての上限強度を検討する際は.Albert et 

aI. (20∞)やMittlemanet乱(1993)のように心事故や

障害の発生をエンドポイントにした縦断的研究が必要で

ある.さらに，男女別の対象者特性の比較では.交互作

用の結果に違いを認めた.これは.男女別に年齢と体力

レベルを基に，それぞれ二分位で群分けしたが.男女そ

れぞれの年齢かつ体力レベルの階級が同じ群でも，相対

的に同じ特性を有していないことを示唆するもので.結

果の解釈には注意が必要と考えた.

V.まとめ

運動時SBPを指標として.健康づくりに有効で.かっ

安全に遂行できる有酸素性運動の上限強度について.健

常成人(男女.20-69歳)を対象に検討を行い，以下の

結果を得た.

(1) 自転車エルゴメータ運動中の6METs(絶対的運動

強度)， 60%HRR (相対的運動強度)までは.運動時

SBP は安全指標である250mmHg以下であった.

(2) 運動時SBPとSBP上昇量は.4 -6METsの巡動強

度において.男性では体力レベルの低い群が高い群

より，女性でも体力レベルの低い群が高い群より.

また年齢の高い群が低い群より有意に高値を示し

た.さらに30-60%HRRの運動強度では，女性にお

いてのみ年齢の高い群が低い群より有意に高値を示

した.

(3) 男性と女性において運動時SBPとSBP上昇量に関

わる因子が異なっているが. 5 -6METs. あるい

は40-60%HRRの聞の運動強度では.SBP上昇量が

心疾患を誘発する可能性のある40mmHgを超えるも

のであった.

これらのことから.健常成人の自転車エルゴメータ運

動では.絶対的運動強度が6METs. 相対的運動強度が

60%HRRの運動強度までは.健康づくりに有効で.かっ

安全に遂行できる上限強度であることが示唆された. し

かしながら.SBP上昇量を考感した場合.心疾患等を誘

発する可能性を除去するための上限強度としては.男性

の場合は5METsあるいは.40%HRRを.女性の場合は

6METsあるいは.50%HRRにすることが望まれる.
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4基のトレッドミルを設置した大型流水プールの
水流速度分布と縦列水中歩行時の呼吸代謝応答
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Distribution of water velocity and respiratory metabolism during tandem wa1king 
in an experimental flume with 4 underwater treadmills. 

Masami Hirano1，2)， Mamoru Tanaka1，2)， Akira Kiyonaga1，2)， Hiroaki Tanaka1.2)， 

and Yasuki Higaki 1，2) 

Abstract 

The purpose of the present study was to investigate the distribution of water velocity and respiratory metabolism during 

tandem underwater treadmill walking in an experimental flume with 4 underwater treadmills. Water velocity in an experimental 

flume was measured at four pool positions (0.1， 1.0，2.0， and 3.0m) and depths (5， 25， 50， and 75 cm). Ten healthy males walked 

alone on an underwater treadmill in the upstream side (A). For condition A， subjects performed six 5・minintervals with treadmill 

velocity increasing from 0.7 m/s to 1.2 m/s. Underwater treadmill walking at the downstream side involved walking alone (B) and 

tandem walking behind another individual positioned ups甘'eam(C). Conditions B and C consisted of three 10-min intervals at 

0.8， 1.0， and 1.2 m/s. The subjects alternated between conditions B and C every 5 min. Water velocity was maintained at 1.8 m/s. 

Upstream and downstream water velocities were similar; however， as the water depth increased， the water velocity decreased. 

No signifiαnt differences in respiratory metabolism， exercise intensity， energy metabolism， and rating of perceived exertion 

were observed between conditions A and B， however， these were significantly lower during condition C than during A如 dB.ln

conclusion， the distribution of water velocity in the experimental flume is different for ups甘'eamand downstream for each depth. 

However， respiratory responses are hardly affected by different water velocities between upstream and downstream. Additionally， 

the exercise intensity demand of tandem walking in the downstream position is lower compared with walking alone upstream or 

downstream. The present study suggests that during tandem walking on an underwater treadmill， the velocity of the treadmill 

needs to be adjusted to ensure that the required exercise intensity and energy expenditure are achieved. 

Key words: tandem walking， exercise prescription， underwater treadmill 

まっている.国民健康・栄養調査 (2007)では， 40-74 

歳における MSが強く疑われる者は約1070万人，予備群

者数は約940万人併せて約2010万人と推計されている.

MSを含む肥満者は，関節疾患を合併していることが多

関節痛が運動の制限要因のーっとなって有酸素性作

言

近年.食生活の欧米化や身体活動量の低下から.内臓

脂肪や異所性脂肪を要因とした高血圧や糖尿病などの生

活習慣病やメタポリツクシンドローム (MS)に関心が高

1 .緒

く，

1 ) Flぽul，かofSporls and Health Science， Fukuoka University， 8・19・1Nanakuma， ]onan-ku， Fukuoka 814・0180
2)αnter Research Institute for Physical Activity， Fukuoka Universi~弘 8・19.・1Nanakuma， ]onan-ku， Fukuoka 814-0180 
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業能や生活の質が低下することが指摘されており

(Sutbeyaz et a1.， 2007).肥満の予防や改善を目的とした

運動については.至適運動強度とともに安全な運動様式

を選択する必要がある.

水中環境での運動は.肥満改善や心臓リハビリテー

ションプログラムに有効かつ安全であることが示されて

いる (Brinkset a1.， 2009). また，肥満症治療ガイドライ

ン (2006)では，肥満症患者に対して全身性の有酸素性

運動.特に自転車エルゴメーターや水泳による中強度の

運動を推奨している.水中運動は，陸上の運動に比べて

浮力による下肢関節への垂直荷重が軽減されること(三

好ほか.2005).深部体温の上昇を軽減させること(堀田

ほか.1998)などの特徴がある.肥満者にとって水中歩

行や水泳は，関節への過剰な負担を軽減することができ

る合理的な運動様式である.

運動処方の実際には.運動様式に加え運動強度の設定

も重要である.アメリカスポーツ医学会の指針 (2011)

によると.成人の健康・体力を改善させるためには.少

なくとも中等強度の運動を推奨している.しかしスイ

ミングプールでの水中歩行は.他利用者の運動で生じる

プール全体の水の流れなどが影響するため，運動強度の

管理が容易でない.さらに，複数の泳者が縦列となる場

合，泳者の後方は.約50cmにわたり水の抵抗が軽減する

ドラフティングゾーンとされ.後方泳者のエネルギー消

費が約25......30%減少することが報告されている Qanssen

et al.， 2∞9). この現象は.水中歩行においても.複数人
が縦列歩行することでドラフテイング作用が生じている

と考えられる.しかしこれまで水中歩行時のドラフ

ティングと運動強度の関係について検討した報告はない.

流水プールと水中トレッドミルは.アスリート

(Brubaker et al.， 2011)から高齢者(堀田ほか.1994)ま

で幅広い対象者の水中歩行運動プログラムに利用されて

いる.水中歩行の運動強度は.プールの水深. トレッド

ミル速度，水流速度などが影響する.しかしプールの

水深で運動強度を調整するには，可動式床のプールを用

いるなど大掛かりな施設が必要になるため現実的ではな

い.従って，運動強度の調整は.水流速度やトレッドミ

ル速度で調節する方法が現実的である. トレッドミル速

度と水流速度については.それぞれを独立して調整でき

るため，組合せによって幅広い運動強度の調整が可能と

なる. トレッドミル速度に同速度の水流を負荷した水中

歩行は.静水時と比較して酸素摂取量及び心拍数が高く

なることが知られている (Masumotoet al.， 2012). また.

トレッドミル速度と水流速度の違いが換気応答に及ぼす

影響を検討した研究によると.水流速度を一定に保ち.

歩行速度を漸増させると.速度の増加に伴って心拍数.

換気量および酸素摂取量等の呼吸循環応答は，ほほ直線

的に増加する.一方，水流速度漸増歩行の場合.水流速

度の変化に対して大きな変化を示さなかったことが報告

されている(高岡ほか.1999).すなわち.流水プールを

用いた水中歩行は.体力レベルに応じた一定水流を負荷

した上で.水中トレッドミル速度を増減させて運動強度

を調整することが適切と考えられる. しかしながら.多

くの施設では1人でしか運動実施が行えないために利用

効率の低きが課題としてあげられる.また.運動実施の

継続は.指導者のサポートや一緒に運動を行う他者の存

在が重要である.そのため，大型の流水プールを用いた

複数人の運動実施は.利用効率の改善.運動実践継続に

関わる動機づけのために有効であると思われる.以上の

ことから，大型の流水プール内に水中トレッドミルを設

置した施設で運動を行う場合は，水流速度分布の違い.

単独水中歩行時の漸増幅や複数人同時に歩行する際の人

の配置による影響を検討する必要がある.

そこで本研究は.4基のトレッドミルを設置した大型

流水プールにおける水流速度分布の特徴を把握し縦列

二人同時歩行時において人の配置の違いによる呼吸代謝

応答について検討することを目的とした.

n.方法

1 .被検者

被検者は.日常的に水中での運動習慣がない健常成人

男性10名(年齢21.8:t1.4歳，身長172.9:t3.Ocm.体重

66.6:t6.0kg)とした.水中運動実験に先立ち，体脂肪率の

推定と形態計測を実施した体脂肪率は，皮脂厚計

(Harpenden Skinfold Calipper， British Indicators Led， West 

Sussex)を用いて上腕背側部と肩甲骨下部の皮下脂肪厚

を3回計測して平均化し長嶺の式(1964)から身体密度

を求め.Brozek et al. (1963)の式から算出した.形態特

性は.マルチン式人体計測器 (PMTK-1l242，竹井機器.新

潟市)を用いて，立位で床から膝蓋骨上部，大転子.剣状

突起，肩峰の高さを計測した(表1).研究に先立ち，対象

者には，研究の目的と内容を書面と口頭で十分に説明し

研究参加の同意を得た.尚.本研究は.福岡大学研究倫理

委員会の承認(11・12・01)を得て実施された.

2.測定項目

水中歩行運動時の速度および条件毎の定常状態が確認

できるように.各負荷5分間の多段階漸増負荷試験を実

施し運動中の呼気ガス分析を行った.Borg scaleを用

いて主観的運動強度と心拍数 (FC2C，PLAR，フィンラン

ド)は.各負荷終了30秒前に測定した

呼吸代謝指標は，質量分析器 (ARCO-2000MET，アル
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表1 被検者の身体的特性

身長 (cm) 172.9土 3.0

体重 (kg) 66.6 + 6.0 

体脂肪率(%) 12.9土 2.4

肩峰高 (cm) 139.9 + 3.3 

剣状突起高 (cm) 119.8 + 2.8 

大転子高 (cm) 87.7 + 2.8 

膝蓋骨上部高 (cm) 50.9 + 1.9 

(平均値±標準偏差)

コシステム，柏市).マルチサンプラー (ARCO・2000

SYSTEM-5L，アルコシステム.柏市).2台の流量計とミ

キシングチャンパーから構成された呼吸代謝測定装置を

用い， ミキシングチャンパ一法にて測定した.マウス

ピース (2700T-Shape™, Hans Rudolph， Inc.， Kansas)に

4mの蛇管を接続し.ニューモタコ流量計. ミキシング

チャンパーの順に接続した.測定データは， 12秒毎にサ

ンプリングし 1分毎に平均を求めた.呼吸代謝の指標

として，酸素摂取量.二酸化炭素排出量.酸素換気当量，

呼吸交換比を求めた.また.エネルギ一代謝量は.Weir 

(1949)の式を用い.運動強度は.代謝当量(メッツ)を

算出した.尚.実験開始前に.質量分析器はガスサンプ

リングなしの状態の校正.標準ガス (Nz:Balance， O2: 

14.97%， CO2: 4.50%) と大気ガス濃度 (N2:78.10%， O2: 

20.93%， CO2: 0.04%， Ar: 0.93%)の3点で校正した.また.

ニューモタコ流量計は.流速なしの状態の校正.3.000L 

の校正用シリンジを用いて.0から10L/s範囲で5段階の

気流速度で校正した

3.流水プールと水中トレッドミル

流水プールは.4基のモーターとプロペラによる垂直

循環型回流水槽(スイムライ 7.ジャパンアクアテック.

佐世保市)であり，開放部が180cmx334cm.水深1mに

特注の4台の埋め込み式水中トレッドミルが設置されて

いる.水流速度は， O.lm/s毎に最大1.8m/sまで設定が可

能である.水中トレッドミルは.縦横2列に配置され.合

計4基がそれぞれ独立してO.lm/s毎に最大1.2m/sまで速

度を調整することが可能である.本研究における水中歩

行時の対象者の位置は.上流側のトレッドミルが最上流

部から7l:t12cm，下流側が239:t14cmに相当した.また.

測定時の環境は.室温22.1:t 1.5t，湿度60.5:t6.8%，水

温30.8:t0.3tで、あった.

4.研究プロトコール

4基のトレッドミルを設置した大型流水プールにおけ

る水流速度特性を把握するためにプール内の水流速度分

布を計測した.まず.流水プール内の水流分布は.水流

速度を0.6，1.0. 1.4. 1.8m/sに設定し 2成分電磁流速計

(ACM200・A，アレック電子.西宮市)を用いて実測した.

計測位置は，プール中央において最上流の放出口から

0.1. 1.0， 2.0， 3.0mとしそれぞれ水面から5.25. 50. 

75cmの水深とした.

次に縦列二人同時歩行時において人の配置の違いによ

る呼吸代謝応答を検討した予備実験として.漸増運動

負荷時のトレッドミル速度の漸増幅に対する呼吸代謝応

答の定量性を検討した (A条件).予備実験は，上流側の

水中トレッドミルを用いて.1.8m/sの一定水流速度でト

レッドミル速度を0.7.......1.2m/sの範囲でO.lm/sずつ漸増

させ.各負荷5分間の水中歩行運動を行い， 4.......5分間の

平均値を代表値とした.また.心拍数と主観的運動強度

は.各負荷終了30秒前に測定した.

縦列二人同時歩行が呼吸代謝応答に及ぼす影響は.同

一被検者に対し流水プールの上流と下流に設置された

それぞれの水中トレッドミルを用いて，人の配置の違い

による検討を行った.水中歩行は.1.8m/sの一定水流速

度において0.8. 1.0. 1.2m/sのトレッドミル速度をそれ

ぞれ10分間行った.同一トレッドミル速度の10分間歩行

は.前半と後半の5分間で2種類の人の配置によって構成

された歩行時の人の配置条件は.下流側の水中トレッ

ドミルを用いた後列一人歩行条件 (B条件)と上流側に

他の運動者がいる場合に下流側トレッドミルを用いた縦

列歩行条件 (C条件)とした(図1).また，両条件は.

ランダムな順序で実施した.

呼吸代謝指標は.各負荷及び条件の4--5分間の平均値

を代表値とし.心拍数と主観的運動強度は，各負荷終了

30秒前に測定した実験条件や手順に慣れるために.全

ての被検者が事前に練習を行った.尚，実験の前日から

激しい運動を控え，実験当日は.少なくとも測定前の3時

間以上の空腹状態で実施した.

5.統計処理

統計解析は.統計処理ソフト PASWstatistics 18 (IBM 

SPSS)を用いて行った.流水プールにおける水流速度の

設定値と実測値の関係.水中歩行中の心拍数と酸素摂取

量の関係については， Pearsonの単相関分析を行った.

一定水流速度における水中トレッドミル速度聞の酸素摂

取量.二酸化炭素排出量.心拍数.主観的運動強度につ

いて一元配置の分散分析を行い.有意な差を認めた時に

事後検定としてBonferroni検定を行った.また， トレッ

ドミル速度聞及びA--C条件聞は.各呼吸代謝指標につ

いて二元配置の分散分析を行い.事後検定として運動条

件問の分析にBonferroni検定を行った.すべての有意水
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図1 水中歩行時の位置

A 上流側の水中トレ ッドミル歩行 (A条向上

日 下流側の水'i'トレ ッドミルをJIIいた後列一人歩行 (B

条件)

C 上流側に他の辺rUJ者がいる場合に下流側トレ ッドミル
を)fIいた縦列歩行 (C条件)

準は危険率 (p)を5%未満とした

E 結果

設定した水流速度と実測した水流速度のl制係は 放出

口から0.1. 1.0. 2.0. 3 .0m すべての計測位íù~の水深5cm

と25cmにおいて有意なキIlml刻係を認めた(区12・A，B)一

方.水深50cm以上では。水流速度の顕著な減衰がみら

れ水深50cmの放出口から2.0mの計 ilill1止mを除く全て
において 設定値と実iJllJ値の1mに直線臥l係が成立しな

かった mI2-C) 水流述度の設定他と実話IIJ他の差につい

て 全ての計測位mで水7震が増すごとに回帰直線の傾き
が小さくなっており 両他の差は 水深が探くなるにつ

れて顕著に大きくなることを示した 放出口からの距離

旬の差について 3.0m の計測位îù~の水深5cm は同じ水

深にも関わらず他の計 ililH立位よりも回帰直線の傾きが小

さかった 以上のことから 水流速度は 仁流側及びF

流側ともに水深によ って興なっていた

漸t目運動負荷l時のトレッドミル述肢のi析I目帽に対する

定量性について， トレッドミル速度のl新附 (O.lm!s) に

伴い 酸素摂取f止と二酸化炭素排出品は有意に増加し

た 心拍数は。 トレッドミル述j見O.7m!sを除く 0.8-

1.2m!sにおいて また主観的述動強度は トレッドミ

ル述皮0.7と0.9m!s. 0.8と1.0m!s. 1.0と1.1m !sに有意な

地加を認めた (pく 0.05)

縦列二人間H守歩行時における人の配mの逃いによ っ
て酸素摂取訟 二目立化炭紫排出iE.換気量 心拍数

メッツ並びにエネルギー消費量は 是s助条例とトレ ッド

ミル速度に交E竹朋を認めた (表2) 目立紫摂取hl.二際

化炭素排出iil 換気温 メツツ並びにエネjレギ-iì~j 'i~ i，l 
は A及びB条刊に比して C条例 が有:むな低イiuを示し

心拍数は B条1'1に比してC条例が有;0"'な低値を示した

主観的運動強度は 五srr!IJ条刊 と トレ ッドミル迷度に有意

な交互作用を認めなかったが A及びB条例に比して C

A uJ VMkl a"'eaaz 
1・ "' .U ~ " o.". . . OJlI ../ - 2.0 

~ L8 i?:芯::tE:芯 ι% 1.8 

"? ~.~ 1 ぷY ミ1.6.........1 .y..- E 1.4 

富'"1 〆~..' ，" I!i 1.2 
挺 21 成品 ご 剤 1.0
;:: U"l T〆髭 0.8

量目 .... 4:.'.. 王 06
9依"'1 〓戸 空'-'
0.1 ~ /:.， -揮 0.2

'‘曹間<.，'0."'.'<四
・ ，・ω1~ ， 'o.'・....~白色
。ド0.".，<.0."...0訓
"，0)..・6....0."..‘.臥

9 

HHPHIalauiu ・
.0 。。 止
回 目白 06ll.fI 1.0 U 1.. !.C; 1.8 2.0 0.00.20.4 0.6 O.H 1.0日 1.4U; 1.8 2.0 

殴a水涜温度 (m/s)

i::|/.. ;...... ..... Z.. ..~ 
E安定水流適度 {m/$l

図2 水深5cm (A)、25cm (日)および50cm (C)に

おける設定水流速度と実，則水流速度の関係

上流からの距離 O.lm(x}.I.Om  (・).2.0m(O). 3.0m (+) 

条件が有意にi創出を示した 酸素換気当訟は 条例問に

有13な差を認めなかった 呼吸交換比は A条例よりも

C条件が有意に低イIt(を示し (p< 0.05). B条例と C条件

に有意な差を認めなかった 以上のことから 縦列歩行

において人の配mの逃いによる運動強度とエネルギ一代
謝は~~なっていた また，各運動条併の心拍数と酸素摂

取訟との関係に有誌な.iEの相関関係を認めた m13)

表2 各条件における呼吸代謝指標及び運動強度の比較

トレッドミル適度 A条件 8条件 C条件

陪素摂取量 0.8 m/s 138& :t 143 1332:t 182 1043土126.. 10 

(ml/min) l.Om/s 1695::!:: 197 1687::t 177 1253:t 121..10 

1.2 m/s 2日制:t239 2029:t 277 1533::!:: 151 .. 10十
二世化炭素排出量 0.8 m/1 122日士 119 1141土169 日::!:136 ..10 
(ml/min) l.Om/s 1548 ::!:: 197 1542土197 1120::!:: 126..10 

1.2 m/s 19日:!::241 1田l土耳目 13印::t156o.bt
換気量 O.8m/s "自士 3.2 27.3 :t 3.6 21.5 ::t 2.9 ..b 
(Umin) 1.0m/ .. 36.4士5.' 35.3 ::t 3.9 26.8 ::t 3.5 ..b 

1.2m/s 45.9 ::t 7.0 43.2土8.0 33.0 ::t 3.9 ..~ 十
虚誕換気当量 0.8m/s 21.5 ::t 1.4 20.5::t 1.3 20.6::t 1.1 

1.Om/s 21.5 ::t 1.5 20.9::t 1.0 21.4主 u

1.2 m/s 22.0::t 1.9 21.2土1.4 21.5土1.1
呼吸交魯比 0.8mh 0.88 ::t 0.04 0.86::t 0.04 0ι3::t 0.06・

1.0m/s 0.91士ロ03 0.91::t 0.03 O.~泊土日" ・

1.2 m/s 0.94 ::t 0.02 0.93::t 0.03 O.田土日.03・
t拍数 0.8m/s 107土15 106::t 15 95::t13 ~ 

(beats/min) 1.0 m/ .. 123 ::t 21 122士" 108::t16 h 
1.2 m/s '"土日 140 ::t 24 120::t16 ~ t 

主観的連動強度 0.8 m/s 10 ::t 3 10土3 9::t2 U 

1.0 m/s 12土3 12士主 11 ::t 2 .j， 

1.2 m/ .. 14 ~ふ 3 13 ::t 2 12 ::t 3 ..h 

メッツ 0.8 m/s 6.0::t 0.8 5.8土1口 4.5 ::t 0.7・b
1.0mh 7.3 ::t 1.2 7.3土2.2 5.4 ::t 0.8 ..h 
1.2 m/s 9.0::t 1.3 8.8 ::t 1.6 6.6 ::t 0.9 ..h十

エネルギー消費量 0.8mh 6.7 ::t 0.7 6.5 ::t 0.9 5.0土日.6 ..h 
(I:!:al/mln) 1.0 m/s 8.3主1.0 8.3 ::t 0.9 6.1 ::t口6・b

1.2 m/s 10.3 ::t 1.2 10.0土1.' 7.5 ::t 0.8 " ~十

(平均仙土標準備宜)

各条1'1 は I~I!に記載
a: A条件 VS.C条刊 (p< 0.05) 

b: B条件 VS.C条刊 (p< 0.05) 

!迎申~J条件×水'1'トレ ッ ドミル述 Il!' (1' < 0.05) 
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図3 上流側一人歩行 (A条件)、下流側一人歩行 (8
条件)および縦列における後列歩行 (C条件)

時の酸素摂取量と心拍数の関係

各条件は図 1に記載.

W.考察

本研究は.4基のトレッドミルを設置した大型流水

プールにおける水流速度分布の特徴を把握し縦列二人

同時歩行時において人の配置の違いによる呼吸代謝応答

について検討した.その結果.本研究で用いた大型の流

水プールの水流分布は.上流側及び下流側ともに水深に

よって水流速度が異なっていた.縦列二人同時歩行時に

おいて，後列歩行者の運動強度や呼吸代謝応答は.低く

なることを明らかにした.

プールの水深毎の水流分布について水深5cmと25cm

は.放出口から4つの計測位置 (0.1.1.0. 2.0. 3.0m)で

直線関係が認められたが.水深50cm以上では直線関係

が成り立たなかった.一方.水深毎の水流速度は.設定

速度に対して水深5cmで平均87::t7%.水深25cmで44::t

7%. 50cmで14::t 4%. 75cmで4::t3%であった.すな

わち.同じ位置でありながら水深によって水流速度が異

なっていることを示した.これらの結果は.小野寺ほか

の先行研究(1991，1992)と矛盾しない.また.本研究で

用いたプールの水流放出口が水面と水深約50cmの間に

あったため.流水プールの放出口の形状が水流分布や水

面の定在波に影響を及ぼした(田中ほか.1973)ことで.

水深が深くなるに従って流速は減速したと考えられる.

水深50cmは，被検者の膝あたりであることから.深い層

での流速の減少は，小さな筋活動で下腿を前方に出すこ

とができ.安定した歩行を可能にするかもしれない.

次に.プールの上流と下流の水流分布について.水深

5cmの放出口から3.印nの位置は.他の位置と比べて設定

水流より低い傾向にあった.それにも関わらず.水深

25cmの放出口から0.1-3.0mまで同様の水流速度を示し

たまた，水深50cmでは，放出口から3.0mの計測位置

が他の計測位置より高い傾向にあった.つまり.水流分

布は，上流側及び下流側ともに水深によって水流速度が

異なっていた.本研究において.被検者のトレッドミル

歩行時の位置は.上流側で平均71cm. 下流側で平均

239cmであり.水流負荷が異なっていた可能性がある.

それにも関わらず.A条件と B条件の水中運動は.呼吸

代謝応、答に差を認めなかった.この原因として.B条件

の水中歩行の位置では.水面付近の表層部分における水

流が50cm以上の下層部分に分散され.A条件との水深

毎の水流負荷の違いが相殺されたと考えられる.そのた

め，呼吸代謝応答にも差が生じなかったと推察される.

すなわち.本研究で用いたプールの水流負荷は.上流仰!

と下流側のトレッドミル上で呼吸代謝応答の差異に与え

る影響が小さいことが示唆された.

流水プールと水中トレッドミルを用いた水中歩行の運

動強度は，プールの水深. トレッドミル速度.水流速度

などが決定因子である.本研究で用いた流水プールの水

深は. 1mであり.水面が対象者の隣位であったことか

ら.水中歩行時の体重荷重は，陸上に比べて約45%(小

野寺・宮地.2003)であったと予想される.水深と運動

強度の関係は.同一歩行速度のとき水深が深くになるに

つれて酸素摂取量が低下し (Gleimand Nicholas， 1989 : 

渡辺ほか. 1995). 肩に達するような深い水深では十分

な運動強度が得られないと報告されている(高石ほか.

1994).このことから，本研究で用いた運動強度の調節方

法に有効な水深であると考えられる.

また，呼吸代謝の調整について，従来の一人歩行用の

流水プールと水中トレッドミルを用いた水中歩行時の呼

吸代謝応答や筋活動は，約0.17m/s(Masumoto et al.， 

2009: Shono et al.， 2000， 2001， 2∞7)から0.2m/s(加藤ほ
か.2002)の漸増幅で有意な増加が認められている.本

研究は.予備実験において一定水流速度の条件下で水中

トレッドミル速度をO.lm/s毎に漸増させたとき.酸素摂

取量の増加が認められた.すなわち，大型の流水プール

とトレッドミルにおける水中歩行は， トレッドミル速度

を小さな漸増幅で調整したとしても.先行研究と相違な

く運動強度とエネルギ一代謝を微調整できることが示唆

された.

複数人同時に実施する縦列歩行は.歩行速度が同じで

あるにも関わらず.後列の運動者の運動強度とエネル

ギ一代謝量が低いことが明らかとなった.クロール泳の

場合に泳者の50cm後方まではドラフテイング現象が生

じること Oanssenet al.， 2009)から，我々は.それ以上
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の間隔(約1.7m)をあけることでドラフテイングの影響

が無視できると予想していた.しかし A条件と比較し

てC条件は，酸素摂取量が顕著(約25%)に低値を示し

た.水中を移動する物体の抵抗は，推進方向面積に比例

することから(高橋.1983).クロール泳に比べ.水中歩

行時の抵抗は大きく.より後方の位置まで水流を変化さ

せたことで. ドラフテイングの影響が残ったものと思わ

れる.また.水中トレッドミル速度と運動条件聞に交互

作用を認めており. トレッドミル速度が高くなるほど，

ヒトの配置の影響が大きくなることを示した.縦列歩行

時に後列で運動したとき.エネルギー消費量は. トレッ

ドミル速度0.8. 1.0. 1.2m/sにおいて.前列の運動に比

してそれぞれ平均1.7::tO.9kαlImin. 2.2::t1.0 kαIImin. 

2.8::t1.5 kαIIminの減少を認めた.従って前列に運動者

がいる場合の縦列歩行では，運動強度やエネルギー消費

量を調整するために.生理的指標を用いて. トレッドミ

ル速度を補正する運動プログラム作成が必要である.同

様に，スイミングプールで実施されている水中歩行は.

縦列歩行による運動負荷軽減が生じている可能性があ

り.歩行者同士の間隔をあけて実施させるなどの指導的

な配慮が必要かもしれない.

複数人が同時に行う水中歩行は，縦列歩行で減衰する

運動強度を心拍数で補正することが最も現実的と考えら

れる.酸素摂取量で評価した運動強度と心拍数の関係に

ついては.低体力者(堀田ほか，1994)から，成人(堀田

ほか. 1993， 1995; Shono et a1.， 2000， 2007). アスリート

(Brubaker et a1.， 2011)まで幅広い体力レベルの対象者に

おいて，高い相関関係が認められている.本研究におい

ても.A. B. C条件における心拍数と酸素摂取量の関係

について有意な直線関係を認め.さらに個人毎の回帰直

線の傾きに運動条件聞に差がなかったつまり，心拍数

と酸素摂取量の関係性は.水深毎の水流負荷の違いや縦

列歩行によって水流負荷が減少しでも一人で歩行すると

きと同様であることを示した.これらの結果は.縦列歩

行時に心拍数による運動強度管理が有効となる可能性を

示唆している.加えて，同じプール内で個別に水流速度

を設定できないため.縦列水中歩行の後列の運動強度と

エネルギー消費量は.前述の通りトレッドミルの小さな

速度変化によって微調整が可能である.従って.縦列水

中歩行の場合であっても.ガイドライン等で推奨される

強度で，運動処方の精度を保った指導が可能となるもの

と思われる.

本研究の限界として.本装置では前列2名.後列2名が

歩行可能であり.前列に2名の歩行者がいた場合は.前者

が起こす水流変化によって後列歩行者への影響がさらに

大きくなることが予想される.また.本研究では，比較

的高い水流速度 O.8m/s)であったため.A. B条件が

5.9-8.9メッツ.C条件で4.5-6.6メッツであった.低体

力者を水中運動の対象とする場合.より低い水流速度で

運動実施することになるため.縦列歩行の影響がどの程

度生じるか検討する必要がある.また，対象者が20歳代

の健常成人男性10名であったため.性差や幅広い年齢層

に対して，データの蓄積が今後の課題である.

V.結論

本研究の目的は.4基のトレッドミルを設置した大型

流水プールにおける水流速度分布の特徴を把握し縦列

二人同時歩行時において人の配置の違いによる呼吸代謝

応答について検討することであった.

その結果.実測水流速度は.水深が深くなるにつれて

設定水流速度よりも低く，上流側及び下流側ともに水深

によって異なっていた.また.上流と下流の水流負荷の

違いは，呼吸代謝応答に与える影響が小さいことを示唆

したそして，縦列二人同時歩行は，後列の歩行者の運

動強度とエネルギー消費量を低下させ，かつトレッドミ

ル速度が高い程大きく低下することが明らかとなった

それを補うためには.心拍数による運動強度の管理が有

効となる可能性が示唆された.
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セパタクローのトス動作における
利き脚キックと非利き脚キックの比較

水谷未来(鹿屋体育大学大学院)

前田 明(鹿屋体育大学)

Comparison with the dominant leg創ldnon-dominant leg 

in toss operation of sepaktakraw 

Mirai Mizutani 1) and Akira Maeda2) 

Abstract 

The present study comp紅白di百erencesin toss accuracy and the execution of the inside kick in sepaktakraw (kick volley-

ball) between dominant and non-dominant legs. Six healthy male college players performed the toss operation with both legs. 

Toss accuracy was significantly lower in the non-dominant than in the dominant leg (pく 0.001).The ratio of the movable hip 

region， with respect to flexion， abduction， and external rotation， was significantly smaller (p < 0.05)， and follow-through was 

significantly shorter (p < 0.01)， in the non-dominant than in the dominant leg. The hip flexion angle was signi自白ntlylarger at 

the moment of impact in the non-dominant kicking leg (pく 0.05)，whereas ground reaction force in the horizontal and vertical 

directions was significant1y greater and smaller (p < 0.05)， respectivel弘whenthe non-dominant leg served as the pivot. 

Key words: inside kick， movement analysis， accuracy 

1 .緒言

セパタクローは「空中の格闘技」とも呼ばれ，アクロ

パティックなアタックが競技の見所だが.競技の特徴と

して.インサイドキックを多用することが挙げられる.

インサイドキックは，足関節を背屈させた状態で足部の

内側でポールをキックするのが特徴であり， トスの際に

最も多く使われる基本的な技術である.また，指導現場

においては，ポールを持ち上げるイメージで蹴りあげる

のが重要だと言われている.セパタクローに関する先行

研究では，セパタクロー日本代表選手は大学男子サッ

カー選手に比べて.股関節の左右屈曲.左右外転.左伸

展.右内転の可動域が有意に大きいことを報告している

(長浜と山本， 2∞8). また.セパタクローのサービスに
おいて，股関節可動域が大きいことが複雑なキック動作

を可能にしその結果，より高いパフォーマンスを発掃

できると報告されている (Sujaeand Koh， 2008). これら

のことから.セパタクローにおいて，高いパフォーマン

スを発揮するには股関節の大きな可動域が重要だと考え

られる.

日常生活のヒトの動作・行動を観察すると.左右対称

に備わっている諸器官において.個人によって左右いず

れかの側に優位性があることが知られている.一般に片

側で行うことができて， しかも熟練を必要とする動作を

行うとき，選択的に能率よく使用できる側を利き側と呼

んでいる.利き脚について.前原 (1989)は，利き脚と

は動作をする脚であり器用きが要求され，より多くの注

意力を集めている脚とし非利き脚は体重を支え姿勢の

維持に関与する脚としている.サッカーにおいては，筋

力ではなく巧綴性を利き脚に求め，プレーヤーがボール

をコントロールしやすい方の脚を利き脚としている(藤

田と川北， 1968).これらのことから.ポールを上手に扱

1) Gradz似たS伽 0/01Physica/ Educatu耽 NatumalInstIi似たolH加鉱sandゆ'or/s加Kanの1仏 1Shiromizu. R仰のIa，Kogoshima， Japan 891・2393
2) National Inslitute 01 Fi加自sandゆ01おinKanのla，1 Shiromizu， Kanoya， R勾'Oshima，Japan 891-2393 
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えるということに~Ti.I~，i を înいているのが利き仰の特徴と

して挙げられる これは セパタクローにおいても何事官

に考えられる 多くのセパタヲロー選手lι 正確性を活l
111に 利き脚でのプレーを多川する しかし すべての

}，，)而を利き脚だけでプレーするには限界がある アタッ

クされたポールのスピードは訓'出に日く レンープが乱

れることは多々ある またI トスを上げる|祭に必ずしも

利き脚を使えるとはI:}!らず 非利き脚を使わなければな

りない場而はよく ある 相手選干の非平11き脚を集rll的に

Jllったf'FiiiJ(も珍しくなく 非利き仰のプレーが試合の流

れを大きく変えることも考えられる したがって 相手

が白分のコートにアタックしてきた直後に 正確かっ腕

IISに利き脚. .1'利きmvを使えることが霊安になる 利き

脚でのインサイドキ ァクは 糾nl}/ 試合において使!日す
る如皮が山<..1'利き腕lに比べ仰J刊が習熟されている

そのため!手1)き脚と手l'利き脚ではキック粕!正.動1'1に.is

いがあるのではないかと考えられる サッカーでは利き

仰と非利き仰の比較が行われており (Dorgeel al.， 2002 

iU:.と佐藤 2000 : Nunome et al.， 2006) 故大努力にお

けるキァクffVJ竹の述いが報告されている しかし セパ

タクローにおける利き仰と非利き脚との比較は行われて

いない

球技スポーツにおける正，{I世lを去す許f1l1i折原の iっと

して 日燃物をJllったパフォーマンステス トがmいられ
ており クリケ ット 野球バスケ ットボールにおける

朝!1!i"治宝されている (Freestoncl al.， 2007 : 11長亦ら 2004 : 

元安ら 2011) このように I~I 版物を JI1ったパフォ ーマ

ンステストをHJいてI 球技スポーツの正時性のパフォー

マンス評官lIiおよび競技の特f監を明確にしている ーカ

セパタク口一選手を対象と Lたボールの分布については

報告されていない以上のことから 本研究は セパタ

クローにおけるインサイドキ ァク動作を 利き脚と.1利

き脚で比l放し トス制度動刊の述いをIJJらかにするこ

とを目的とした

n.方法

1 被検者

被検者は第17回全日本学生セパタクロ一選手和大会3

1立の選手3名を含む大学男子セパタクロー選手6名とし

た全ての被検者は利き脚が右脚であり トサー サー

ノ〈ー アタッカー2名ずつ百J6名であった (6名平均年

齢21.7:'::0.7蹴身長173.h4.5cm.体重6-1.2:t3.0kg 競技服

3.4 :t0.8'lo トサ-: 1piffi'包1.0:t0.0成身長169.7:tO.5c01. 11< 

lE:ω5:t2.5kg。競技歴3.5:t0.5'I' サーバー 年齢21.0:t1.0 

保身長I7I.9:t3.4cm 体重臼5:t3.5kg.競技1f.!'3.5:t0.5年

アタ ッカ一年齢22.0:t0.0歳身長172.4:t6.lcm 体lli

62.5:t2.5kg競技L't3.5:t0.5イド 〔平均1IIi:t杭{i¥H尉X:)) 被検

者には 日目iからf史JJJしているセノ守タクローシューズ

(NANYANGtJ製)を治JJJさせた 被検者には :人数の実

施前に 'AJ>i:の手順およひず例人情報の保護について説明

し |分な翌日併を科た上で参加の lfîhj~ を符た

2 測定項目

2. 1 股関節の関節可動域測定

IJ党関節の|則節可動域測定lι 日本幣形外料学会及びn
本リハビリテーシ ョン学会の定める方法に基つ'き 京大

式1il}立言l'(i問m2H主主um を川いてfiった 測定項目は!

l剣山節の肌1111イ'1'展外'1正 内阪、外旋!大IllEの6Jl'iI'l 

とした(長浜と 111本 2008) 角度を測定する際 l比関節

('1'1耐え態で弁1'11立をntJ¥した

2.2 トス精度測定

セパタクロー選手は 正確伯が7J3いというJjl!山かり。

トス動作にインサイドキ yクを多JJJする そこで本研究

ではトス場f(ijでの精度il!IJ定を行った トス制度品!IJ定は

セパタクローの コート で行った(コ ートサイズ 縦

13.4111 .t.Yi6.1111) センターラインから自陣に1"1かつて

4.25mサイドラインから3.0501に位附するサービスサー

クルから日燃物を狙ってボールをインサイドキックで蹴

らせ 目抑物とボ-)レの部下点との誤差を メジャーを

111いて測定した (図1) 目標物の1立位は， 次の動作でア

タックがしやすいとされている セノターラインから自

陣にliTJかつて 1111 サイドラインカ、り3.05mとした 尖

際の試合の状況に近つ'けるため 直後トス動的を行うの

ではな く，自分でID'iヒにボールを 11TI1蹴り上げ その後

に トスを行わせた 被検者には次の動作で他の味方プ

レーヤーがアタックしやすいように ボールがILJなり の

軌跡を:tHiくように トス動作を行うように教示した 測定

3.05m 1m 

Target 

3.25m 

。恰
図1 トス精度測定の概略図



本谷 川111セパタクローのトス，'IJ[¥における利き脚キックとJHI)き脚キックの比較 21 

前には5分IIIJの練官'{I時IIIJを与え il制定は JI'干IJき脚と利

き脚を交正に15図ずつ;n'301"1行った 作試行の1mに休む

をとり 波労の彩特が11¥ないよう配雌した

2.3 動作分析

被検者には トス制度測定と同様のキァク動作を 利

き脚 ;)1利き脚各3IITIずつポールを)Jlいて行わせた 試

技のmn帯はランダム去をIIJいてランダムな川(iJ-(;で行わせ

た その際の励行を 3次元光学式モーションキャプ

チャーシステム Mac3DSystem (Motion Analysis主l製)の

Eagleカメラ12台を月1，、 1ft~)~; した よJJ述11カメラのサ

ンプリング周波数は'100Hzとした iJ!lJiE純IJtlの中央に L

フレームを設iEし キャリブレーンヨンを行 った 3次

元の脱線系は手座標系とした (身体のL，Ji方li'jをx，同
前後方riiJをY取I1 垂直7iJ"1をZ軸) キャリプレーショ

ンにおける3D誤差の平均は0.4780:0.182ml11であった

マーカーの佐世はI直径1 2.7mm の王E状の Ix~.J マ ー カー

を各部位<DfiJ(i. Dfii両市¥.DJi後部右itJljl'l'J 官11'I'j 右

肩峠.右IHDfi外側。布尺'n ~制k突起 le日的.左INIDl外

側左J>!.'，'1茎状突起右上iiijJJla'I:J 右大!/ii;子右大腿fi

外暫1 右大腿十i 内駅右ml， ' j'j 外来右足首i~5末節'1:1 右

越'1:1'. t;:J~.lìíj脇 11 左大和.子I左大腿"，)外相! 左大腿ti

内暫i.liニ腕')'J外来 左足第5末節ff 左踊 v]-){こ!日1り付

けたまた.ポールインパクト1立訟をIVJらかにするため

ポール3かmに7ーカーをJliiり付けた 3かiiiからポー
ルの中心位iù~ を算出し ボール巾央の述度変化からポー

ルインパクト位置をSl:IJ¥した 同時に多分析フォースプ

レー ト (I<istler社製)を川いて地ffij反ブJをサンプリン

グ周波数800Hzにて測定した

iJ!lJAJJ'i日は l投|則節角度. 1M閃節角度。 イ/パク 卜佐

世 フォロースルー出2離 J也而反力とした 名|削節角度

は 7ーカーの位iD~から名|則節の |削節中心をtJ l.B し |則

節中心に対する身体セグメントの角度を関節角度として

の出した 加IJJI. fOI' 1.昆方1"1では凪JlIJ方[iljをjlの他内

転 ・外il[i;;JJIJjでは内i!li;、ブIJrírj を正の11むとして t~: iJ\ Lた 地

面からポールインパクト Hキの蹴り脚IUHHf~，の Z 品IJ方 1"1

の距離をボールインパクト1立i(t(図2)蹴り脚IUf1'j外来

のZ取IJ方1"1への1t，;;大位からインパク1位iEを差し引いた

ものをフォロースルー距離 (lgI2)とし 作山節の角以

変位は 分析区 IIU内でのl止大lfuから 'I!:i小怖を差 L~I し、た

イl自と定義した 分析区11111人lでの各Il¥Ii1N角度のiは大値とla

小値がf.l¥tQ.した地占では いずれの被検./'iでも姿勢に泣

いはなかった 地而反力は体重あたりの数fII[をt)lI¥し

た また蹴り脚自t地からフォロースルー出1雌をt'):H¥L 

た地点までを分析区1mとした 分析区1mについては鋭栴

化を行い 税絡化には 3次のスプライノ|同数を111いた

図2 測定項目の定義

各項目をZlIJ ¥する際 ZリJ竹内平析ンステム n-MotIon(nac 

11製)を111いた各l見JilNにおいて前後107レーム fi"1

207レームの的判iを用いて hi小三乗法による 2次の多

項式近似を行い平滑化を行った 各3回のうち検者

被検者の判断でM:も動作がスムーズであったI試技を各
被検者のrrW1HJ仰「試技とした その際のiEMfセlは トス

柿J主測定での平均Ift[とほぼ|百l織な結果であった 全ての

データは 利き脚 非利き脚それぞれで6:!"の平均値及

び際司L偏岩Lをtlll¥L 各脚のj土4立を行った

3 統計処理

各項目の平均他と標準偏差をZ?:Wし 非利き脚 手IJき

仰を比較する際に.対応のある t検定を行った いずれ

も危険率5%未満で有意書ありとした 検定には統計処

耳目ソフト SPSS15.0 for Windows (SPSS社製)をmいた

m.結果

1 股関節の関節可動域

股関節I'jo恨むL 内転位 |人.11>>1位において. flJき仰と;)1

利き脚のHlJに桁立な差は認められなかったが 股|則節回

1111位外転位外1>>1位おいては非利き脚は利き仰に比

べて有立に小さい他を示した (1'く0.05 表1)

表 1 股関節の関節可動域測定

Hip movable region n 
Extension 
Flexion 
Abduction 
Adduction 
External rolation 
Internal rotation 

(Mean土SO)
Dominant leq Non-dominant le9 

27.3::t2.7 26.5:t2.1 
127.0:t4.5 122.7:t:5.5・
47.2:t2.6 43.0::tl.2* 
30.2:t2.1 29.2:t 1.8 
51.7:t2.6 44.7土2.8.
50.3:t2.4 48.5:t2.9 

(.p<O.05. Dominant reg vs Non.dominan! leg) 
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2. トス精度

非利き脚と利き脚を交互に15回ずつ計30回行ったトス

精度測定において.非利き脚は利き脚に比べて有意に誤

差が大きい値を示した (pく0.001.表2).

3.動作解析

3.1.ポールインパク卜位置

ポールインパクト位置において，利き脚と非利き脚の

聞に有意な差は認められなかった(表3). 

3.2.フォロースルーの長さ

フォロースルーの長さにおいては，非利き脚は利き脚

に比べて有意に短い値を示した (pく0.01.表3). 

3.3.各関節角度変位・インパクト時における各関節角度

各関節の角度変位に有意な差は認められなかったが

(表4)，ボールインパクト時の蹴り脚股関節屈曲角度，

軸脚股関節屈曲角度おいては，非利き脚は利き脚に比べ

有意に大きな値を示した (pく0.05.表5). 

3.4.地面反カ

ポールインパクト時の軸脚の地面反力では.前後方向

においては.非利き脚と利き脚の聞に有意な差は見られ

なかったが，左右方向においては.非利き脚は利き脚に

比べて有意に大きな値を示し垂直方向においては.非

表2 トス精度測定

Toss accuracy (m) 

Dominantleg 

0.79:f:0.10 

(Mean:f:SD) 

Non-dominant le9 

1.04:f:0.13**・
(**・p<0.001，Dominant leg vs Non-dominant leg) 

表3 インパクト位置・フォロースルーの長さの比較
(Mean土50)

Height of imp唱ctposition (m) 
Length of a foUow-through (m) 

包囲盟旦l盟
0.58::tO.03 
0.24::tO.02 0.19::tO.03** 

同一
M
W

E
0
 

.m-2 

0
τ
t
 

4
d
-
a
u
 

-

-
E
G
 

o-
M
同

-

(**p<0.01 Oomlnant leg vs Non圃dominantleg) 

表4 各関節角度変位の比較
(Mean土SO)

Angledlsp陥cementof each Jolnt (・}
Leg kick-Hip joint-Adduction 
Leg kic恥・Hipjoint-円exion
Leg kick拍 leejoint.FI四ion
Pivoting kiほk-Hipj同inトFlexion
Pivoting kick-Knee ioin印刷刷

包出血旦l盟

41.7土6.9
71.8土7.2
42.8ま20.2
21.6ま3.3
14.5土7.3

37.9主11.9
75.1土刊.6
52.7土21.9
17.9ま2.7
13.9土6.0

Non-dominant I盟

表5 インパク卜時における各関節角度の比較
(Mean::tSO) 

Oominantl盟 Non吋dominantle9 

Jolnt angle(・}
Leg klc批・Hipjoint-Adduction 26.1士10.7 20.9土12.9

Leg kick.Hip joint-Flexion 57.0::t7.6 61.6::t6.5・
Leg kick.附leejoint.Flexion 67.2主19.6 76.6土20.7

Pivoting kick-Hip joinトFlexion -4.4土6.4 1.4::t7.0・
Plvoting kick-Kn伺 joint-Flexion 26.8土6.1 32.5土10.3

{・p<0.05Oomlnant leg vs Non圃dominantleg) 

利き脚は利き脚に比べて有意に小さな値を示した

(pく0.05，表6)

3.5.非利き脚におけるトス精度測定が最も高かった

被検者と最も低かった被検者の比較

非利き脚におけるトス精度測定が最も高かった被検者

と.最も低かった被検者のデータを示した(表7).非利

き脚におけるトス精度測定が最も高かった被検者は.股

関節の可動域. トス動作において，利き脚と非利き脚に

大きな差は見られなかったが 非利き脚におけるトス精

度測定が最も低かった被検者は.いくつかの項目で利き

脚と非利き脚に差が見られた.

1V.考察

本研究で得られた知見は.非利き脚は利き脚に比べて

トス精度が低いことと.股関節の関節可動域.キック動

作において利き脚と非利き脚で違いがあったことであ

る.

表1には.股関節の関節可動域が示されている.利き

脚における股関節の関節可動域は.長浜と山本 (2008)

が報告している日本代表のセパタクロー選手とほぼ同様

な結果であった.これは，本研究での被検者が，セパタ

クロー選手特有の股関節の可動域が大きいという特徴を

持っていることを示唆している.股関節伸展位，内転位.

内旋位において，利き脚と非利き脚の聞に有意な差は認

められなかったが股関節屈曲位.外転位，外旋位おい

ては.非利き脚は利き脚に比べて関節可動域が有意に小

さい値を示した (pく0.05，表1).インサイドキックは.

股関節を外転.外旋させた状態から，股関節を屈曲させ

ることによりボールを蹴り上げる.セパタクローでは利

き脚のインサイドキックを多用することから.股関節屈

曲位，外転位.外旋位おいて.利き脚は非利き脚に比べ

て柔軟性が高くなったのではないかと推測できる.ま

た.セパタクローのサービスにおいて，股関節可動域が

大きいことが複雑なキック動作を可能にし.より高いパ

フォーマンスを発揮できると報告されている (S吋aeand

Koh，2008). このことから.関節可動域が小さいことは

動作の妨げになる可能性があり. トス精度やトス動作に

影響を与えていることが考えられる.

トス精度において，非利き脚は利き脚に比べて有意に

表6 インパクト時における地面反力の比較
(Mean:f:SD) 

Horizontal direction 

Longitudinal direction 

Vertical direction 

Dominant leg Non-dominant leg 
0.02土0.01 0.05土0.03・
0.22土0.07 0.21土0.04

0.96:f::O.11 0.85:f:0.13・
ドp<0.05 Dominant leg vs Non-dominant leg) 
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表7 ~~利き脚におけるトス精度測定が最も高かった被検者と最も低かった被検者の比較

Dominantle 
Hlp movable reglon(・}
Extension 28.0 
Flexion 130.0 
Abduction 47.0 
Adduction 31.0 
Extemal rotation 52.0 
Intemal rotation 49.0 

Tossa∞uracy (m) 0.75 

Height of impact position (m) 0.55 
Length of a follow-through (m) 0.24 

Angle displacement of each Joint (0) 
L句 kick-Hipjoint-Adduction 42.3 
Leg kick-Hip joint-Flexion 72.7 
Leg kick-Knee joint-Flexion 56.3 
Pivoting kick-Hip joint-Flexion 21.7 
Pivoting kick-Kn伺 joint-Flexion 14.0 

Jolnt angle at impact (0) 
Leg kick-Hip joint-Adduction 30.8 
Leg kick-Hip joint-Flexion 59.4 
Leg kick-Knee joint-Flexion 57.2 
Pivoting kick-Hip joint-Flexion 0.9 
Pivoting kick-Kn伺 joinトFlexion 26.8 

Ground reactlon force 

Horizontal direction 0.03 
Longitudinal direction 0.23 
Vertical direction 0.99 

誤差が大きい値を示した (pく0.001.表1).これは，サッ

カーのキック動作における.利き脚と非利き脚との比較

と同様な結果を示すものである(井上と佐藤.2000).セ

パタクロペサッカーともに練習や試合において利き脚

を主に用いるため.利き脚と非利き脚で技術の差が出た

ことが推察される.また，サッカーのキック動作に関す

る先行研究では，通常の練習のみでは非利き脚の使用頻

度が低いため.キック技術の向上が見られないことか

ら.非利き脚の技術を向上させるには.非利き脚に特化

した練習が不可欠であることが報告されている(井上と

佐藤.2∞0). これはセパタクローにおいても同様なこ
とが考えられ.練習の中で非利き脚に特化したトレーニ

ングの導入が必要だと示唆される.

ボールインパクト位置において.利き脚と非利き脚の

聞に有意な差は認められなかったが フォロースルーの

長さにおいては.非利き脚は利き脚に比べて有意に短い

値を示した (pく0.01.表2).非利き脚のフォロースルー

の長さが短くなった要因として.股関節屈曲位をはじ

め.股関節の可動域が小さいことが挙げられる.また.

Wade (1967)は.サッカーのキック動作について.蹴り

脚は目標に向かつて真っ直ぐにフォロースルーされ.

フォロースルーが長いほどキックの正確性が増すと報告

している.セパタクローのインサイドキックは.足関節

を背屈させた状態で足部をもちあげキックする.股関節

の関節可動域が小さい場合.足関節を背屈させた状態で

BEST WORST 

Non-dominant le， 

26.0 27.0 27.0 
126.0 127.0 118.0 
44.0 46.0 42.0 
31.0 31.0 30.0 
47.0 53.0 42.0 
48.0 50.0 48.0 

0.91 0.77 1.13 

0.56 0.58 0.57 
0.22 0.25 0.17 

40.5 41.3 39.8 
76.6 68.9 70.4 
48.1 60.1 59.8 
17.9 23.6 16.9 
13.8 20.5 18.5 

27.9 26.4 24.7 
60.3 54.3 67.0 
60.9 54.7 76.9 
3.2 -1.6 7.2 
30.2 29.3 28.7 

0.03 0.02 0.07 
0.22 0.19 0.23 
0.93 1.01 0.80 

足部をもちあげる動作は窮屈であり，スムーズに動作を

行うことができない.フォロースルーが長い選手は.股

関節の関節可動域が大きく.動作もスムーズに行えてい

ることが考えられる.インパクトの位置が同じであって

も.キック動作がスムーズに行えるかどうかはパフォー

マンスに大きな影響を与える可能性がある.これは.非

利き脚におけるトス精度測定が最も高かった被検者と，

最も低かった被検者のフォロースルーの長さ，股関節の

関節可動域を比較した際，顕著に違いが見られたことか

らも推察できる.以上のことから，セパタクローにおい

ても.正確なインサイドキックを行うには，長いフォ

ロースルーが確保できることが重要だと考えられる.

各関節の角度変位に有意な差は認められなかったが

(表3)，ポールインパクト時の蹴り脚股関節屈曲角度.軸

脚股関節屈曲角度おいては，非利き脚は利き脚に比べ有

意に大きな値を示した (pく0.05. 表4).各関節の角度変

位において，利き脚と非利き脚と同様な結果を示す傾向

が見られたことから.一連の動作の流れとして非利き脚

は利き脚と類似した動きが行われていることが示唆され

た.しかしキック動作で最も重要であるボールインパク

ト時においては.蹴り脚股関節屈曲角度.軸脚股関節屈曲

角度に違いが認められ.非利き脚におけるトス精度測定

が最も高かった被検者と，最も低かった被検者を比較し

た際. トス精度測定が最も高かった被検者は利き脚に近

い動作が行われている.以上のことから.非利き脚でキッ
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クを行う際は，蹴り脚.軸脚の股関節を意識し，屈曲しす

ぎないことで利き脚に近い動作ができると考える.

ボールインパクト時の軸脚の地面反力では，前後方向

においては.非利き脚と利き脚の問に有意な差は見られ

なかったが.左右方向においては.非利き脚は利き脚に

比べて有意に大きな値を示し，垂直方向においては.非

利き脚は利き脚に比べて有意に小さな値を示した

(pく0.05.表5).安定した動作を行うには，身体のバラ

ンスは重要であり.軸脚の加重がキック動作に影響を与

えていることが考えられ，特に左右方向において.非利

き脚の値が大きいことは，利き脚に比べて左右へのバラ

ンスにズレが生じていることが示唆される.非利き脚に

おけるトス精度測定が最も高かった被検者と.最も低

かった被検者を比較した際. トス精度測定が最も高かっ

た被検者は利き脚と非利き脚において.地面反力でほと

んど違いが見られなかったことからも. トス精度に影響

を与えていることが考えられる.

V.現場へのフィードパック

セパタクローの動作に関する研究は少なく.キック動

作の仕組みが明らかとなっていない部分が多く存在する

ことから.本研究で利き脚，非利き脚で“差"があるも

のを明らかにできたことは.非利き脚のトレーニングの

開発や実践の指導において役に立つと考える.

本研究や先行研究で股関節可動域がパフォーマンスに

影響を与えていることが示唆されたことから.可動域が

小さい非利き脚の可動域を大きくすることで.動作の改

善が期待できるのではないかと考えられる.

インサイドキックの精度測定で利き脚と非利き脚で差

が見られたことから.非利き脚に特化したトレーニングの

必要性があると考えられる.その際.フォロースルー，

ポールインパクト時における股関節角度.軸脚の踏み込み

を意識することで.効率よく非利き脚のパフォーマンス精

度を向上させることができるのではないかと考えられる.

また.セパタクローにおけるキック動作の仕組みが明

らかとなっていない部分が多く存在することから.今

後，さらに検討していく必要があると考えられる.

羽.まとめ

本研究では，大学セパタクロー選手を対象として.利

き脚と非利き脚のインサイドキック動作を比較し トス

精度.動作の違いを明らかにすることを目的とした.結

果は以下の通りであった.

1 ) トス精度測定において，非利き脚は利き脚に比べて

有意に誤差が大きい値を示した (pくO.∞1).また.股

関節屈曲位，外転位.外旋位おいて.非利き脚は利き

脚に比べて関節可動域が有意に小さい値を示した

(p<0.05). 

2)キック動作では.フォロースルーの長さにおいて.非

利き脚は利き脚に比べて有意に短い値を示した

(pく0.01).ボールインパクト時の蹴り脚股関節屈曲角

度.軸脚股関節屈曲角度おいては.非利き脚は利き脚

に比べ位有意に大きな値を示した (pく0.05). また.

ポールインパクト時における軸脚軸脚の地面反力で

は.左右方向においては.非利き脚は利き脚に比べて

有意に大きい値を示し垂直方向においては.非利き

脚は利き脚に比べて有意に小さい値を示した

(pく0.05).

以上のことから.利き脚.非利き脚ではトス精度に違

いが見られ，関節可動域.キック動作においても違いが

あることが明らかとなった.
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光刺激を用いた反応トレーニング並びにその後の
脱トレーニングに伴う視覚-運動関連時間の変化

奥谷謙吾(鹿屋体育大学体育学部)

中 本 浩揮(鹿屋体育大学体育学部)

柳 楽 晃(鹿屋体育大学大学院博士後期課程)

荻田 太(鹿屋体育大学体育学部)

Changes in visuo-motor related time foUowing response training 

using light signa1 and subsequent detraining 

Kengo Yotani 1) ， Hiroki N紘amoto1)，Akira Nagira2) and Futoshi Ogita1) 

Abstract 

We conducted response training to visual stimulus， and assessed the effects on response time of different periods of training. 

Fourteen healthy male subjects participated in the present study， and were randomly divided into two training groups: 4・week

training (4W， n=7)加 d8・weektraining (8W， n=7). The response training lasted 2 days/week in 4W group， 1 days/week白8W

group. Each group performed the same reaction time test before (Pre-test) and after (Post-test) the training. The training and 

test employed a mastication task. The task comprised 10 trials performed as quickly as possible in response to visual stimulation 

仕oma flashing light， and was repeated 5 times with a 2・3min rest between each task during training. The EMG signal was 

recorded仕omthe right masseter muscle simultaneously with the light signal. Motor-evoked potential (MEP) latency was 

measured仕omthe masseter muscle using TMS. Pre-motor time (PMT) ， visuo-motor related time (VMRT) ， and MEP latency 

(MEPL) were measured in the tests. In addition， each group performed the same test after detraining for 4・8weeks (De-

test). PMT and VMRT were in both groups significantly shorter at Post-test than at Pre-test (P<0.05)， and the tendency 

toward reduction in VMRT was comparable in the 4W and 8W groups. MEPL in neither group exhibited a sign泊αntdifference 

between the tests. After 8 weeks of detraining， PMT， VMRT， and MEPL in the 8W group did not differ significantly between 

Post-test and De-test. However， the 4W group exhibited signifiαnt differences in PMT， especially VMRτbetween Post-test and 

De-test (P<0.05). The results of the present study suggest that VMRT shortens equivalently between Pre-and Post-test. 

However， training effect was in fact maintained for a longer time in the 8W group than in the 4W group. 

Key words: Simple reaction task， Electromyogram， Motor-evoked potential (MEP) latency 

1 .はじめに

多くのスポーツでは.外部刺激に対する素早い反応が

パフォーマンスの規定要因になるため，刺激に対する反

応の速さを評価する反応時間は.スポーツ科学領域にお

いて古くから関心がもたれてきた.一般的な反応時間計

測では.外部刺激(光など)から課題が終了するまでの

時間(総反応時間)を記録するが，その時間は主に，神

経系の所要時間である Pre-motortime (PMT)と筋系の

所要時間である Motortime (MT)に分類することがで

き.特に.PMTは総反応時間の半分以上を占める

(Schmidt and Stull， 1970 ; Viitasalo and Komi， 1981 ; Bell 

1) F抑 lか01Physical Education， Nationallnstitute 01 Fitness and Sports in Kanoya， 1 Shiromizu， Kanり'a，Kagoshima， Japan 891・2393
2) Graduate Schω'101 Physical E冶u:ation，Nationallnst的政olFi伽essandS知市inKanoya， 1 Shiromizu， Ka切 'll，R砲'Oshima，Japan 891-2393 
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and Jacobs， 1986 : Mero and Komi， 1990 : Winter and 

Brookes， 1991， Lee et al.， 1999 : Yotani et al.， 2013).その

ため， PMTに焦点をあてて.反応時間短縮のためのト

レーニング効果を検討することは.素早い反応を要する

スポーツにおいて重要であると言える(興谷ら， 2007). 

PMTは光刺激の呈示から筋放電活動開始までの時間

であり，視覚入力(網膜)から視覚野を介して一次運動

野 (M1)に至り， M1から筋へ命令が伝達されるまでの

時間を反映する (Shiozawaand Komiyama， 2005) .さらに.

PMTは.一次運動野 (M1)に経頭蓋磁気刺激 (TMS)

を与えることで.外部刺激から M1に至るまでの視覚一

運動関連時間 (Visuかmotorrelated time: VMRT) とM1

から筋に信号が伝達されるまでの下行性伝導時間を反映

する運動誘発電位 (Motor-evokedpotential: MEP)潜時の

2つの時間に区分することができる (Yotaniet al.， 2011) . 

Yotani et al. (2011)は，光刺激を用いた反応トレーニング

と上記の区分法を用いて PMTの変化過程を検証した結

果，反応トレーニングはVMRTのみを多段階的に短縮さ

.せ，中枢の可塑的変化を引き起こす運動学習に類似した

変化 (Oishiet al.， 2005)を示すと報告している.そのた

め， PMTの短縮に関わる反応処理の変化は，脊髄レベル

よりも.より上位中枢処理における可塑性によって生じ

ていると推察される(Kaas，1991). 

一方.このようなトレーニングに伴う身体の適応は.

トレーニングを止めると元に戻ることが知られており

(Nudo et al.， 1996 ; Classen et al.， 1998)，さらに.これは

トレーニング終了直後に即座に戻るのではなく. トレー

ニング期間の長さに応じて脱トレーニング後の効果の維

持期間が異なることが明らかにされている (Stevenand 

William， 20ω: William et al.， 2011). しかし前述のよう

に， VMRTに関する反応トレーニングの研究は.主とし

てその前後の変化に焦点を当てて検討しており.脱ト

レーニングにおいてどの程度.維持した短縮効果が見ら

れるのかは明らかでない.また.スポーツでは.怪我等

の理由によって脱トレーニングを余儀なくされる状況が

あるため.脱トレーニングに伴う影響を考慮することは

事実上重要な問題である.その一方で，末梢系の脱ト

レーニング効果の検証に比べて.中枢系におけるその検

証はほとんど行われておらず，特に.素早い意思決定が

求められる競技種目では.受傷後のリハビリテーション

に対して意義深い指標に成り得るだろうと考えらえる.

そこで本研究は.光刺激に対する反応トレーニングを

実施しその前後.並びに脱トレーニング後のVMRTを

検討することを目的とした.その際，本研究では.異な

る2つの反応トレーニング期間を設定し.各トレーニン

グ期間でのVMRTの変化と脱トレーニング後のその効

果について評価した.

ll.方法

1 .被験者

被験者は健康な成人男性14名とし光刺激に対する反

応トレーニングを週2回4週間にわたって行う群7名

(4W群:年齢21:t 1歳.身長173.6:t 4.8cm，体重65.1

:t 8.9kg)と週 1回8週間にわたって行う群7名 (8W

群:年齢21:t 2歳.身長175.0:t 7.1cm，体重68.1:t 

5.9kg)に無作為に振り分けた.本研究は.予め被験者に

目的および実験内容の十分な説明を行い，実験に参加す

る同意を得て実施した.また.本研究はヘルシンキ宣言

に則った鹿屋体育大学倫理審査委員会の承認を得て実施

した.

2.実験プロ卜コール

4W群および8W群は.各反応トレーニング期間の前

後で光刺激に対する反応テスト (Pre-test，Post-test) ，並

びに脱トレーニング後の反応テスト (De-test)を各10回

計測した.尚.全測定を通して.全被験者はリラックス

した状態で椅子に座り.より上位中枢付近の応答を主と

した岨鳴動作を反応課題として実施させた.その際.被

験者の目線前方 1mには発光装置を設置し右岐筋には

筋電図用表面電極を置き.光刺激を合図に被験者はでき

るだけ素早く岨鴫動作を行った.光刺激は被験者が予測

できないように.ランダムな時間間隔 (2-6秒)で提

示され.この時，光信号および筋電図を記録し， PMTの

定量に供した.また.これらの測定に加え， TMS 

(Magstim 200，ミユキ)を用いて.一次運動野から右岐筋

までのMEP潜時を計測した.

3.反応トレーニング，並びに脱トレーニング期間

各群の反応トレーニング期間，並びに頻度(実施回数)

において， 8W群はYotaniet al. (20 II )と同様の8週間

(x週 l回)を， 4W群はその半期間 (4週間 (x週2

回))を設定した.反応トレーニング内容は，阿群ともに

同じであり，反応テストと同様に光刺激を合図にできる

限り素早く岨嶋動作を行い.試行数は 1セット10回と

し.セット関には2-3分の休憩を挟みながら5セット

繰り返した.また，本研究において.脱トレーニング期

間は， Post-testから各群 (4W. 8W)ともに実施した反

応トレーニング期間と同程度の期間を設け， 4W群は4

週間後に， 8W群は8週間後に De-testを行った.加え

て， 4W群は.さらに4週間後 (Post-testから 8週間後)

にも De-testを行った.尚.実験期間中は，普段の日常

生活を行うように指示した.
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1. 4W群.8W群における反応トレーニング前後
(Pre-， Post-test)の反応時間の変化

両群 (4W群. 8W群)において.PMTは.Pre-test 

よりも Post-testの方が有意に短かった (pく0.05)(図 l

A)， また.VMRTも同様に. Post-testでは.Pre-testと

比較して有意に短かった (pく0.05)(図 1B). 一方.

MEP 潜時は，両群ともに Pre-testとPost-testの閲で変

化は見られなかった(図 1C). 

興谷・中本・柳楽・荻1lJ:光刺激を用いた反応トレーニング並びにその後の脱トレーニングに伴う視覚一運動閑述時間の変化

果m.結
4.筋電図の記録

被験者の右唆筋から.表面電極双極導出法により筋電

図を記録した.電極はプリアンプ付きのパラレルパー電

極 (DE-2.l，Delsys， USA :長さ1白nm.直径1mm. 1ft極間

距離l白nm)を使用した.アース電極は上腕骨内側上頼の

皮府上に置かれた筋電図記録システム (Bagnoli・8EMG

System， Delsys， USA)にて導出された電気信号は.AlD変

換器 06bit， PowerLab， ADlnstruments， Japan)を介してサ

ンプリング周波数2kHzでPCに取り込まれ.波形表示解

析ソフト (Chart6， ADInstruments)を用いて解析した.
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5. TMSによる MEP潜時の計測

MEPは.右岐筋から誘発しその際.ダブルコーンコ

イル(直径1l0mm)を用いた.被検者には水泳帽子を被

せ.その上にコイルを当てる位置をマークした.刺激部

位は Cz(国際法10-20法)から左半球の一次運動野と

し被験者の安静時に MEPの記録が可能な場所とした

筋電図記録システム (Bagnoli・8EMG System， Delsys， 

USA)にて導出された電気信号は.A/D変換器 (16bit， 

PowerLab， ADlnstruments， Japan)を介してサンプリング

周波数20kHzでPCに取り込まれ.波形表示解析ソフト

(Scope， ADlnstruments) を用いて解析を行った.尚.

TMS刺激時点から MEPが発生するまでの時間を MEP

潜時として計測した.

2.4W群と8W群における VMRTの短縮傾向
両群における Pre-testから Post-testへのVMRTの短

縮傾向を図2に示した.また.各被験者の Pre・testと

Post-testの時間差 (L1)を算出し.そのAとPre・testに
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6.データ分析および統計処理

光信号および筋電図信号は.AlD変換器を介して PC

に取り込み.波形表示解析ソフトを用いて反応時間分析

を行った分析方法は，光刺激時点、から筋放電活動が現

れるまでの時間を計測しその時間を PMTとした

(Shiozawa and Komiyama， 2005).筋放電開始時点の計測

は.Difabio (987)の方法に基づいて実施した.また.

TMSより得られたMEP潜時を用いて.PMTから MEP

潜時を差し引き，光刺激から一次運動野に至るまでの時

間を VMRTとして同定し PMTをVMRTとMEP潜時

に分けて評価した (Yotaniet a1.， 2011).これらの計測項

目について.各被験者で平均値を求め. 4W群および

8W群の平均値±標準偏差 (SD)を算出した.統計処

理は.各群で被験者数が少なく.データの正規性が仮定

できないことを考慮し Pre-test.Post-test. De-testの

比較にフリードマン検定を行った.また.各反応トレー

ニング期間に伴う VMRTの短縮傾向を評価するため.各

被験者のPre-testとPost-testの時間差を算出し.Pre-test 

との問で単相関分析.並びに回帰直線に対する傾きの差

の検定を行った.尚.全ての検定において.有意水準は

5%未満とした.



いが観察された.

まず，本研究の反応トレーニング前後における反応時

間の短縮は.PMTの中でも MEP潜時ではなく.VMRT 

に観察された.この結果は.これまでの先行研究と一致

したものであり.反応トレーニングが上位中枢処理へ影

響することを示す (Yo回niet al.， 2011). そのVMRTは，

視覚入力(網膜)から視覚野を介して一次運動野 (M1) 

に至るまでの時間を反映するが.脳磁図を用いた先行研

究において.Sugawara et al. (2013)は，反応トレーニン

グによって，視覚野以降の後頭頂葉からMlに至る範閤

内で運動処理関連の時間短縮が生じることを報告してい

る.従って，本研究も同様に.VMRTの短縮はその領域

内で変化が生じているものと推察される.加えて.その

VMRTの短縮は.Pre・test時の値に比例して変化(短縮)

しその短縮傾向(傾き)には，各反応トレーニング期

間で大きな違いは見られなかった(図2).先行研究にお

いて，錐体ニューロンの活動は動作開始以前(約l∞ms)
に生じることが報告されており (Evarts，1966). 本研究

の各被験者における VMRTの短縮は.その100ms付近を

制限とした変化を表すものと恩われる.さらに，本研究

の反応トレーニング期間は. 4週間と 8週間であり.両

トレーニングの間で2倍 (4週間)の違いがあったが，

週当たりのトレーニング実施は，いずれも合計8回であ

る.このことから，少なくとも Post-test時の最終的な時

間を考感すると反応トレーニングにおける VMRTの短

縮効果はトレーニング期間と関係がないように思われ

る.つまり. 8週間の反応トレーニングよりも 4週間の

方が短期間でVMRTの短縮効果を得ることができるた

め効率的であると言える. しかしながら.脱トレーニン

グ後の効果には.期間による違いが示され. 4週間の反

応トレーニングよりも 8週間の反応トレーニングの方が

VMRTの短縮効果を長く維持していた.従って，前述の

ように，短期間でVMRTの短縮を得ることに関しては

4週間の反応トレーニングの方が理想であるが.それを

長く維持する上では8週間の反応トレーニングが望まし

いことが推察された.

次に.そのようなVMRTの変化について.神経系の可

塑的変化としては.①新しい神経線維が成長し新たな

シナプス結合を形成する概念(神経発芽)と，②既存の

シナプスの伝達効率を変化させるという概念の2種類が

挙げられてきた.先行研究において，①の神経発芽は脳

機能等が損傷することによって，それを補うために生じ

ることが報告されており(Ichikawaet a1.， 1987).本研究

のような反復したトレーニングに対して生じるといった

知見は見られない.一方.Little et al. (2004)は，磁気共

鳴機能画像法の評価によって，運動学習に伴う脳内の変
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おけるVMRTとの相関関係を図2Bに示した.両群とも

Pre-test時のVMRTと&の問で高い正の相関関係が観察

され (4W群:r=0.997， 8 W群:r=0.995L統計的にも

有意であった (P<O.OI). さらに，両群の回帰直線にお

いて.傾きの差の検定を行ったところ.両群聞に差は認

められなかった.
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3. 4W群， 8W群における脱トレーニング後の反

応時間の変化

Pre・testからDe-testにかけての反応時間の変化を検討

した.両群ともに.MEP潜時は.Pre-test. Post-test.並

びに De-testとの閑で変化は見られなかった.一方.

PMTとVMRTにおいて. 8W群の De-testの値は

Pre-testの値よりも有意に短く (P<0.05).Post-testとの

問で差は見られなかった(図 3). 4W群の 1回目の

De-testにおいては. 8W群と同様の傾向を示しさら

に.2回目のDe-testは.Post-testよりも PMTとVMRT

が有意に長くなった (Pく0.05).
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4週間 (x週2回)の反応トレーニング群 (4W
群)と8週間 (x週 1回)の反応トレーニング群
(8W群)における Pre・motortime， Visuo-rnotor 
related timeのP問、Post-testと脱トレーニング後

のDe-testの比較.* P<O.05 vs. Pre-test， t P<O.05 
vs. Post-test. 

察

本研究では.異なる 2つの反応トレーニング期間を設

定し光刺激に対する反応トレーニング前後.並びに脱

トレーニング後のVMRTの変化について検討した.主要

な結果として. 2つの反応トレーニングにおける VMRT

は.Pre-testよりも Post-testの方が有意に短くなる一方

で，脱トレーニング後のDe-testにおいては.Post-test 

と比較して.VMRT短縮の維持に両トレーニング問で違

IV.考

図3
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化が神経ネットワークの連結性の強化(長期増強)に依

存することを報告した(②に該当).これは.従来の脳研

究における学習時の適応と一致した知見であり

(A姐n凶naand Keller， 1991)，本研究のVMRTの短縮が.前

者①よりも.後者②に依存する可能性を推察させる.そ

の一方で.本研究の4W群と 8W群のVMRTは.各々の

反応トレーニング期間と同期間の脱トレーニング後にお

いて， De-testがP'Ost-testと同程度の時間を示した.上記

の長期増強においては.これまでの先行研究を通覧する

と，概ね，その持続効果が数時間であり (Almaguer-

Melian et al.， 2006 : M'Osch'OV'OS et al.， 2008 : Li and Richter-

Levin， 2012)，本研究の各群における 1回目のDe-testの

約1-2ヶ月間は，従来の長期増強の持続時間よりも長

いことになる. しかしながら.運動学習効果の維持につ

いて， Sisti et al. (2007)とNaqibet al. (2012)は.“Spacing

effect"に関する報告をしており.学習効果の維持がト

レーニング期間の長さに依存して残存することを指示し

た.これらの結果は，本研究と同様であり，さらに， 4W 

群の2回目のDe-test(8週間の脱トレーニング期間)で

はP'Ost-testよりも長くなった.加えて， Kim et al. (2∞8) 
は.反復したトレーニングが神経ネットワークの再構築

を促すことを指示しており.課題遂行のために適した

ルートを選択して処理を行うことを報告した.即ち.シ

ナプス伝達によって生じる所要時間(シナプス遅延)は

約0.3-0.9ミリ秒であり.それを重なるような遠回りの

ルートを選択するのではなく.最小限の伝達によって処

理が行われることを示唆させる.以上の所見を踏まえ.

本研究の各群 (4W群， 8W群)における VMRTの短縮.

並びにその維持は.神経ネットワークの連結性の強化と

再構築の両方の影響によって生じている可能性が推察さ

れた.

v.まとめ

本研究は.異なる 2つの反応トレーニング期間 (4週

間 [x週2回]と 8週間 [x週1回J)を設定し.光刺

激に対する反応トレーニング前後 (Pre-，P'Ost-test).並

びに脱トレーニング後 (De-test)のVMRTの変化につい

て検討した.その結果， 2つの反応トレーニングにおけ

るVMRTの変化は. Pre・testよりも P'Ost-testが短くな

り.その短縮傾向は.両トレーニング間で大きな違いは

観察されなかった.一方. 8週間の脱トレーニング後に

おいて. 8週間の反応トレーニングを行った群(8W 

群)は. Post-testと比較して De-testに変化は見られな

かったが. 4週間の群 (4W群)では.P'Ost-testよりも

De-testが長くなった.以上のことより.期間が異なる 2

つの反応トレーニングはVMRTを短縮させ得るが.その

後の短縮の維持に両トレーニング問で差異が生じること

が示唆された.このことは.スポーツにおいても短期間

で学習するよりも.長期間で学習した方がスキルの長期

保持に有効である可能性を示す.一方で，本研究は， 8 

日間の連続した反応トレーニング(1日l回の頻度)の

調査は行っていないため.頻度等の影響は明らかにでき

ない.また. 4W群と 8W群でDe-testを含めた測定項

目数が異なるため.群間比較による評価ではなく.あく

まで各群における変化を捉えていることを限界としてお

り，今後は.期間と頻度を組み合わせた上で脱トレーニ

ング効果を検証する必要があると考えられた.
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中学校・高等学校における運動部活動の
加入状況に関する研究
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A geographica1 study on the state of extracurricular sport activities in 
junior and senior high schools. 

Toshio Yamazaki， Hiroko Maeda， Misaki Sumino and Shun-ichi Takeshita 

Abstract 

The purpose of this study is to c1arify the surrounding in-school sport c1ubs in junior and senior high schools across Japan 

through the construction and analyses of thematic maps on in-school club activities and search for theαuses of them. 

We obtained data regarding the gender and location of junior and senior high school students and their participation in in-

school sport c1ubs. We出enadded this data to a prefectural map of Japan and created thematic maps by prefecture using GIS 

(Geographic Information System) to explore territorial distinctions and commonalities仕omvarious spatial perspectives. 

The results are as follows: 

① The participation rate in sport c1ub for junior high school students is higher in eastern Japan except Hokkaido and Tokyo 

metropolitan district while lower in western Japan. 

②The participation rate of sport c1ub for senior high school students is higher in non-metro area such as North Tohoku， Kousin， 

Hokuriku and San-in， while lower at metro area. 

③百leparticipation rate of sport c1ub for bo出seniorhigh sch∞:1 boys and girls is higher in non-metro areas and lower in metro紅白s.

④Baseball at甘'actsthe greatest number of male student at both junior and senior high school for the m司orityof prefectures. 

⑤ Soft tennis at仕actsthe greatest number of female students at junior high schools in 41 prefectures， whereas volleyball and 

basketball vie for a top spot for female senior high school students in 41 prefectures， and soft tennis outnumbers all other sport 

activities. 

Keyword: Junior High School， Senior High School， In-school Sport c1ub， Prefecture， Geographic Information System 

1 .はじめに

文部科学省の「中学校学習指導要領jの第 1章総則に

おいて，部活動について「生徒の自主的.自発的な参加

により行われる部活動については.スポーツや文化およ

び科学等に親しませ.学習意欲の向上や責任感，連帯感

の涌養等に資するものであり.学校教育の一環として.

教育課程との関連が図られるように留意することJと規

定している(文部科学省， online). 同様の規定が， r高
等学校学習指導要領jの第 1章総則にも記載されている

(文部科学省， online). 学校教育の中でも.部活動は，授

業とは違い，先輩・後輩を交えた年齢の違う集団で学校

生活において多くの時間を使って活動するなど.人間形

成に大きな役割を果たしている.中学校では.自己裁量

Fぽul，か01Physical Education， NatUJnallnstitute 01 Fitness and Sports I11 Kanoya. Shiromizu-cho 1， Kanのla，Kagoshima 891・2393
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で時間を使える放課後において，生徒の多くが自由に選

択できる部活動に参加しており 教育実践における部活

動の重要性が指摘されている(角谷， 2∞5). 
中学校や高等学校の部活動は文化部活動と運動部活

動itl)の2つに分けられる.運動部活動には，集中力や継

続力，精神力.忍耐力.意思決定力，周りとの協調性や

礼儀作法など，社会生活を営んでいくために必要とされ

る力を育む要素が数多く含まれている(青木， 2011).運

動部活動はまた.生徒の重要な学校生活の領域を構成し

ており.学校生活にとって意義が大きいと指摘されてい

る(藤原・堺， 2009). 

正課授業の体育とは別にスポーツ活動の機会を生徒に

提供してきた中学校や高等学校の運動部の多くが.少子

化や受験の低年齢化などに伴う部員数の減少.指導者や

顧問教員の高齢化などの問題に直面している.しかし

運動部活動は従前から.自発的・自主的に参加する活動

であって，これからも学校教育活動として重要な役割を

果たしていくことに変わりない(水内， 20∞) . 

部活動が生徒にもたらす教育的効果と影響力を検討し

た研究や報告は多くみられる.部活動への参加は.学業

や学校生活での態度，学業コンピテンス.学校生活への

満足度や適応などにプラスの影響を及ぼすことが示され

ている(岡田， 2009 a :角谷・無藤， 2∞1 :角谷， 2∞5: 
山口ら， 2∞4).運動部活動に参加している生徒を参加し
てない生徒と比較すると.①学校生活をポジテイプに捉

える(岡田， 2∞9b )，②高い社会性を獲得している(山
本， 20日)，③課題志向性および協同性が高い(竹村ら.

2∞7).④ライフスキルを獲得している程度が高い(上
野・中込， 1998;青木ら， 2011)，⑤有意義な学校生活を

送っている(鈴川ら， 2∞9)，⑥学校生活への満足度が高
い(藤原・堺， 2∞9)，⑦周囲との人間関係が良好(青木
ら.2011)なと運動部活動参加が多くのプラスの効果

をもたらしていることがわかる.旧文部省が平成8年に

実施した中学生・高校生のスポーツ活動に関する調査で

も.運動部活動を通じて.多くの生徒が.スポーツの楽

しさに加えて，体力向上や人間的成長.友だちづくり，生

活の充実などを実感していると報告されている(文部省

体育局体育課.1998). このように，中学校や高等学校の

部活動に関する研究報告は数多くみられる.しかしそ

れらは部活動がもたらす効果や影響に関するものが大半

で.地理的な側面.すなわち.自治体単位をはじめとし

た地方や地域間の部活動を取りまく各種状況の差異なら

びに共通性等に着目した検討作業が不足している.

地図は.数字や文章.図表などからはうまく掴めない

空間的なパターンを一目瞭然で表現するので.極めて強

力なツールといえる.特定の事象について地図化して視

覚的にわかりやすく表現する試みはいくつか行われてい

る.武田ら (2004，2007)は，進学・就職・結婚・出産・

子育てといった，女性のライフイベントに焦点をあて.

それぞれのテーマごとに地図を作成し地域的差異とそ

の傾向を視覚的に表現し統計表や文章だけではわかり

にくい日本の現代女性を取り巻く状況を明確に示してい

る.由井 (2006)は女性の婚姻状態について.インター

ネットで取得可能な統計資料を利用して.女性の婚姻状

態の地域差を表す手法を紹介するとともに，それによっ

て提示された地図の解釈を試みている.Seager (2∞3) 
は.女性の現状.居場所.差別に対する世界各国の対応

など.ジェンダーに関する項目を40に分け.それぞれの

統計数値を世界地図の上に色分けし解説文を付して，

世界の女性の状況に関する地域的な格差を示した地凶を

集成している.データマップ研究会 (2∞6)は.政治・
経済.社会，生活一般.スポーツ・文化の4分野につい

て36のテーマで.都道府県別のデータマップを作成して

いる.そのなかで.スポーツについて.主に野球やサッ

カー，ゴルフを取り上げ.プロ選手の出身県別人数.運

動部活動加入者数.スポーツ用品の支出額.ゴルフの行

動者数などの地域特性や地域差を図説的に検証してい

る.正井 (2011)は.政治.社会，交通・情報，産:業経

済，環境・エネルギー.文化・スポーツの6分野につい

て.日本の現状を都道府県別地図に表して比較・分析し

ている.そして，スポーツに関しては.Jリーグやプロ

野球，プロゴルフなどメジャースポーツを取り上げ.地

域差を視覚的に表現している.Rooney et al. ( 1992)は.

野球やフットポールからローンポールに至るまで70種目

のスポーツについて，北米を州.市町村.ジップコード

(郵便番号)単位に分けて.地理的分布を250の地図に表

して解説を加えている.Tomlinson (2011)は.世界中で

行われているスポーツを30種目取り上げ.世界のスポー

ツ事情を伝える世界地図を著し現代スポーツ文化の影

響力と決定因子，それにグローパルなスポーツ大会やそ

の制度を明らかにしている.

ところで，近年のGIS(地理情報システムiI:2)) の発達

と普及によって，簡単に地図を作成したり，利用したり

することが可能になっている.統計悩報も整備され.

ネットを通じてダウンロードした種々の統計データを

GISにて素早く地図化することができるようになった.

山崎 (2012)は.GISを利用して.わが国のスポーツに

関するデータを都道府県別で電子地図で表現し.rス
ポーツ地理情報デジタルアーカイプJとして.インター
ネットを通じて外部に公開しているi主3)

日本中学校体育連盟と全国高等学校体育連盟は.それ

ぞれのホームページで，加盟している学校の運動部活動
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の加入者数について都道府県別・男女別の集計表を述動

部単位で毎年公表している.しかし都道府県別の年次

別データに地図化したデータの空間的パターンを加えな

いと.地域的な差異や共通性などがすばやくかっ視覚的

に把握されにくいという課題が残る.

そこで.本研究では，上記の運動部活動加入者数に関

するデータを用いて.中学校と高等学校における運動部

活動の実態について，都道府県単依の空間において地|立l

上に表現することで.空間的な文脈から述動部活動を取

り巻く状況を明らかにしその要凶の検討を試みた.な

お，本研究では.GISを利用して，中学校と高等学校の

運動部活動への加入状況や種目ごとの加入率などを都道

府県別に電子地図で表現した.

n.研究方法

まず. 日本中学校体育連盟.全国高等学校体育連盟お

よび全国高等学校野球述盟のそれぞれのホームページサ

イトから.r平成22年度加盟登録状況」の PDFファイル
をダウンロードした.これらのファイルは.上述した各

連盟加盟の運動部に加入している生徒数を都道府県別お

よび男女別に表形式で並べたものである.運動部の種目

数は.中学校は男子と女子のいずれも27(日本中学校体

育連盟.online). 高等学校は男子が34.女子が28から成

る(全国高等学校体育連盟.online:全国向等学校野球

連盟.online}. これらのPDFファイルを EXCELのワー

クシートファイルに変換して保存した.これらのワーク

シートには中学校および高等学校の都道府県別生徒数

(男子.女子.男女合計)のデータを付加した.さらに.

運動部の種目別加入者数を生徒数で割って各部活動の加

入率を算出し.運動部別にワークシートを作成し.それ

らをブック形式でまとめた.なお，以上のデータはすべ

て2010年度のものを使用した.

次に.r全国市区町村界データJiI:.l)という無償で入手
できる日本地図を ESRIジャパンのサイトからダウン

ロードした.この地図から区市町村の境界線を取り除い

て，都道府県の境界線だけを残した.さらに.GISソフ

トであるArcGISDesktopl0.0i泊)を用いて.上記のエクセ

ルデータを属性データとして日本地図と結合して.テー

マ別に都道府県別の主題図出)を生成した.主題図はコ

ロプレス地図il:i) (階級区分図ともいう)というタイプに

した.運動部活動加入率については.地図の階級区分の

分類方法制として「自然分類Jを使則した.なお.地匝l

の視認性を考慮して.階級数は5つとし階級の色彩表

示については.値の大きなものは赤系統に.小さなもの

は緑系統に統ーした(武田.2007).分析は.中学校と高

等学校のそれぞれについて男女合計.男子.女子の3通

りに分けて都道府県別で行った.

m.結果と考察
1 .運動部活動加入率

1955年以降の中学校と高等学校の運動部活動加入率の

推移を図 1で示した.中学校の加入率は. 1962年には

36.6%と低かったが.以後は上昇を続け.1996年には過

去最高の73.9%にまで上った.しかし 2010年には64.1%

にまで低下している.一方.高等学校については，中学

校とほぼ阿様の上昇・下降のパターンがみられた.加入

率は1974年には25.0%にまで落ち込んだものの.それ以

降は中学校と同様に右肩上がりに上昇し 1996年には過

去最高の49.0%に上昇した. しかし 2010年には41.2%

にまで低下している制.生徒数の減少によって. 1つの

学校単位では運動部活動(特に団体競技)が維持できな

い状況や総合型地域スポーツクラブの設立などによるス

ポーツ実践の場の多様化に伴って.運動部活動に加入す

る生徒の割合は近年減少傾向が続いていると指摘されて

いる(渡部ら.2008).中学校と高等学校の運動部活動加

入率の差をみると.1977年以降は前者が後者より23--26

ポイント向いまま推移している.高等学校の運動部活動

加入率が低い理111として.r自由時間がほしい」を筆頭
に.r中学校時代の部活動漬けによる燃え尽き後遺症J.
「長時開通学による時間的制約J.rアルバイトJそれに
「勉強優先」等が挙げられている(内海.2000}.近年は

低下傾向がみられるものの.中学生の6割強と高校生の

約4割が何らかの学校運動部活動に参加していることか

ら.渡部ら (2008)が報告しているように.中学・高校

期のスポーツ活動の中心は依然として運動部活動と考え

られる.

次に.2010年の中学校と高等学校の運動部活動加入率

を都道府県単位でみた.加入率の上位5県と下位5県を

全体および男女別で示したのが表lである.図2.図3.
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1955年 1962年 1974年 1977年 1987年 1996年 2∞3年 2010年

図1 運動部活動加入率の推移
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表 1 運動部活動加入率(上位県と下位県)

順位今体 男子 女子

1 {立福助 町助 岩手
2位岩下岩下 福島

3位鳥取 1ωE元 自取
'I(l'l. 山形 山形 山形

中 15位隣府 俳句 三世

''f 1 I 
後 1，¥3立福岡 隔間 千集

44位北師道北海道北?毎週

45位千蝶 千集 大阪

46(立大阪 東京 熊本

47位 Jl旧;( 大阪 東京

.T 

~ 

J 

ー・'， 
， 

剛(立令休男子女了

l(立岩手岩手岩手

2 立長崎長崎品~<

3立山形山修山形
4位.r.~J!i島般 民崎

;|5位石川商山石川
43位京都京掃偏向

4'1位協問問問栃木

<15位栃木栃木和歌山

46位東京東京東京

<17位大阪大阪大阪
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図2 中学生の運動部活動加入率
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図3 男子中学生の運動部活動加入率
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図4 女子中学生の運動部活動加入率

図4は1=1=1学生について l到5.1到6 闘7は高校生につ

いて それぞれ男女合計 男子女子の都道府llA別の巡

動部活動1111人率を主題図で示したものである

rl:E学校については全体でみると術向県 (83.1%)の

1111入率が11，(も引く これに岩手t';t.，nlrY{V;t，山形県. I非

同県なとー地方の~I'大者1\[111割が続いている 一方 最下位

は東京都 (49.3%)で五li動部活動未加入の生徒が半数を

超えている 下位グループは東京都に大阪府千葉t11t
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図5 高校生の運動部活動加入率
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図7 女子高校生の運動部活動加入率
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福岡県などの大都市圏と北海道が続いている(表 1).図

2に示すように.北海道と首都圏を除く東日本(特に東

北地方)で加入率が高く，西日本では低い傾向がみられ

る.男子の加入率をみると.福島県が95.1%と非常に高

い.これに岩手県.鳥取県.山形県.群馬県などの非大

都市閣が続いている.下位は大阪府 (57.2%)を筆頭に

東京都.千葉県.北海道，福岡県など政令指定都市を抱

える大都市闘が続いている(図3).女子の加入率は.岩

手県 (71.2%)と福島県 (69.8%)が断然高い.これに対

し.最も低いのは東京都 (38.4%)で.運動部活動未加

入の生徒が6割強を占めている.下位グループは東京都

に熊本県.大阪府.北海道，千葉県などが続いている(図

4 ).男女ともに地方の非大都市圏で高く.大都市圏と北

海道で低く.同じ傾向がみられる.札幌市周辺を除くと.

非大都市闘が広がる北海道での加入率が低いのは.人口

密度と10平方キロ当たりの高等学校数 (2010年現在.そ

れぞれ69.63人/凶と0.04校)がともに47都道府県中最も

低く.通学に時間を要することと冬期は厳しい寒さと雪

で屋外スポーツの実施が困難なことなどが原因と思われ

る.なお，全国の加入率は，男子が74.8%，女子が52.9%

と男子が女子よりも21.9ポイント高い.

高校生については.全体でみると.岩手県 (59.2%)の

加入率が最も高く.これに長崎県.山形県，鳥取県.石

川県など地方の非大都市圏が続いている.一方，最も低

いのは大阪府 (29.2%)で，東京，栃木県，福岡県.京

都府など主に大都市圏が続いている(表1.図5). 男子

の加入率をみると.岩手県 (77.2%)がトップで，長崎

県，山形県.島根県.宮山県など地方の非大都市圏がこ

れに続いている.一方.低いのは.大阪府 (39.2%)を

はじめ.東京都.栃木県.福岡県.京都府など主に大都

市圏が多い(図6).女子の加入率は.岩手県 (41.296)

をはじめ.鳥取県.山形県，長崎県.石川県など地方の

非大都市圏で高い.一方.低いのは大阪府(18.8%)を

筆頭に.東京都.和歌山県.栃木県..福岡県など大都市

圏と非大都市圏が入り交じっている(図7).このように

加入率は男女でほぼ似通った傾向がみられる.なお.全

国の加入率は男子が55.6%と過半数が運動部活動に加入

しているが.女子は男子の半分以下の26.5%と低く.ほ

ぽ4人に1人しか運動部活動に加入していない.

以上のことから.運動部活動加入率は.中学校も高等

学校も非大都市闘で高く.東京都や大阪府など大都市圏

といくつかの地方県で低い傾向がみられる(図2.図

5).大都市圏で低い要因として，大都市闘では.アルバ

イト，勉強優先，文化系部活動の隆盛.総合型地域ス

ポーツクラブでの活動など，学校の運動部活動以外の活

動の選択幅が広いことが考えられる.非大都市聞におい

て運動部活動の加入率が高い要因として，これらの閣で

は大学進学率が非大都市圏よりも低い傾向にあるため

(総務省統計局.2013).学業よりも部活動を優先してい

る生徒の割合が高いことが推察される.

2.種目別の運動部活動加入率

中学校の運動部について，男女別で加入者の多い順に

I位から10位まで並べ.加入者数とともに表2に示し

た.男子で加入者つまり競技人口が最も多いのは軟式野

球 (291，015人)で全男子生徒の16.0%が加入している.

これに.サッカー (221，407人)，バスケットボール

(174，443人).ソフトテニス(167，674人).卓球(144，231

人)が続いている.上位3種目を合わせた加入率は

37.8%と全男子生徒の4割近くを占める.女子では，ソ

フトテニス (193，279人)が最も多く，全女子生徒の

11.1%が加入している.これにバレーポール (160，867

人)，バスケットポール(153，046人).陸上競技 (90，833

人)，卓球 (90，718人)が続いている.上位の3種目を合

わせた加入率は29.1%と全女子生徒の3割近くを占め

る.男女とも上位5位以内にソフトテニスやバスケット

ボール.卓球が入っている.ちなみに.中学生では運動

部活動以外に.サッカーはJリーグの下部組織をはじめ

として地域のクラブチーム所属の者が多く.水泳は地域

のスイミングスクールの選手コースに通う生徒が多いと

推察される.このようにサッカーや水泳などいくつかの

種目では.学校以外で活動を行っている生徒も少なから

ず存在している.こうした種目の学外での活動実施者を

部活動加入者に加えると，足立 (2011)が報告している

ように.競技人口は多くなると推察される.

続いて.都道府県別・男女別で中学校の運動部活動加

入者数の上位3種目を表3に示した.さらに，男女に分

けて図8と図9で加入者数がl位の種目を都道府県別で

それぞれ示した.男子では，軟式野球が42府県で1位と

圧倒的に多い.残る 5都県はサッカーである.この2種

目だけですべての都道府県で1位を占めている.軟式野

球は全国に広がっているのに対し.サッカーは東京都や

表2 中学校の運動部活動加入者数(上位10種目)

中学男子 中学女子
種目 加入者数 種目 加入者数

1位 軟式野球 291.015 ソフトテニス 193.279 

2位 サッカー 221，407 バレーポール 160.867 

3位 バスケットボール 174.443 バスケットポール 153.046 
4位 ソフトテニス 167.674 陸上競技 90.833 

5位 車球 144.231 卓球 90.718 

6位 陸上競技 124，423 1¥ドミントン 89.148 

7位 剣道 60.881 ソフトボール 54.696 

8位 バレーボール 50.621 剣道 36.312 

9位 水泳 29.229 硬式テニス 18.601 

10位硬式テニス 22.704 水泳 16.876 
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表3 中学校の運動部活動加入者数(上位3種目)
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軟式野球 バスケットポール
軟式野球 ， ，スケットポール
卓球 陸上続技

サッカ ソフトテニス

バスケットポールソフトテニス
サッカ 卓球

軟式野球 ソフトテニス

サッカー "スケットポール
ソフトテニス バスケットポル

軟式野球 ソフトテニス

サッカ ソフトテニス

ソフトテニス サシカー

サッカー ソフトテニス

サッカー バスケットポル

サッカー バスケットポール

ソフトテニス サッカ

パスケットポール十y力一

ソフトテニス パスケyトポル
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図8 中学校男子の運動部活動加入者数 (1位種目)
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図9 中学校女子の運動部活動加入者数 (11立種目)
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埼玉県，神奈川県.山梨県.静岡県など関東・東海地方

に中心とした一部地域に偏在しているに過ぎない.これ

らの地域にはJリーグ加盟クラブが立地しており.サッ

カ一人気の根強さが同種目の加入率を高めている要因の

ーっと考えられる.9:.子ではソフトテニスが41府県で1

位を占め.全国に広がっている.他はバスケットボール

が3都県.バレーボールが2県.バドミントンが1県で

1位となっている.ソフトテニスは運動部活動を始める

中学l年生にとって取り組みやすく，団体競技でないの

で少人数でも部が成り立つので.高校よりも小規模校の

多い中学校でも存続しやすいことが加入者数の多い要凶

と推察される.加入者数がトップの種目を男女で比べる

と男子は軟式野球.女子はソフトテニスが他の種目を

圧倒しているが. 1位の種目は男子が2つなのに対し.

女子は4つで.女子では種目がやや分散している.種目

のタイプをみると.軟式野球.サッカー.バスケット

ポール，バレーポールなど団体競技が多い.

高等学校における運動部について.男女別で加入者の

多い順に I位から10位まで並べて加入者数とともに表4

で示した男子で加入者が最も多いのは硬式野球

068，488人)で全男子生徒の9.9%が加入している.これ

に.サッカー (148，764人).バスケットポール (91，034

人).硬式テニス (65，926人).陸上競技 (65，234人)が続

いている.上位3種目を合わせた加入率は24.0%で，男

子生徒の約4人に 1人を占めている.女子で加入者がli占

も多いのはバスケットポール (62，598人)だが.その加入

率 (3.8%)は男子硬式野球部の半分にも満たない.他に

バレーポール (61，575人).バドミントン (53，441人).ソ

フトテニス (36，845人).硬式テニス (36，808人)が上位

を占めている.上位3種目を合わせた力11入率は10.8%で全

女子生徒の約10人に 1人を占めているに過ぎない.バス

ケットボールと硬式テニスは男女ともに上位5位以内に

入っているが.テニスはソフトテニスと硬式テニスを合

わせると.加入者数は男子で3位.女子で1位に上がる.

続いて.都道府県別・男女別で高等学校の運動部活動

加入者数の上位3種目を表5に示した.さらに.図10と

表4 高校の運動部活動加入者数(上位10種目)

高校男子 高校女子
種目 加入者数 種目 加入者数

1位 硬式野疎 168.488 パスケットポール 62.598 

2位 サッカー 148，764 バレーボール 61，575 
3位 バスケットポール 91，034 バドミントン 53.441 
4位 硬式テニス 65，926 ソフトテニス 36，845 
5位 陸上殻技 65，234 硬式テニス 36，808 
6位 卓疎 53，543 陸上競技 36，716 
7位 1¥ドミントン 49.409 弓道 30，658 
8位 ソフトテニス 47，619 ソフトボール 25，632 
9位 バレーボール 38，335 卓琢 18，994 
10位弓道 33，946 剣道 16.138 

図11で男女それぞれについて加入者数が1位の種目を都

道府県別で示した.男子では.硬式野球が40府県で1位

と他種目を圧倒している.残りの7都県はサッカーであ

る.中学校とl司様に.この2極目だけで1位を占めてい

る.硬式と軟式の違いはあるものの.男子では中学校と

高等学校とも大半の都道府県で野球部の加入者数が最も

多い.サッカーは中学校と同様に東京都.埼玉県.神奈

川県.山梨県.静岡県など関東・東海地方を中心とした

一部地域に加えて.Jリーグ加盟クラブのある広島県と

全国的に有名なサッカ一部を擁する国見高校のある長崎

県で l位となっている.野球(中学校は軟式.高等学校

は硬式)とサッカ一部の加入率を中学校男子と高等学校

男子で比較すると.中学校では野球が16.0%.サッカー

が12.2%とその差が3.8ポイントなのに対し高等学校で

は9.9%と8.7%で差は1.2ポイントと接近している.高校

生のサッカー人気が中学生以上に野球に迫っていること

がわかる.女子ではバレーボールが26県.バスケット

ボールが15都府県.バドミントンが6県で 1位である.

バレーポールは男子の野球ほどには他の秘目を圧倒して

いない.バレーポールは主に地方の非大都市圏で.バス

ケットポールは首都圏や中京凶.関西固など大都市闘で

加入者が多い.中学校では41府県で1位だったソフトテ

ニスは.高等学校では地方の6県でかろうじて3位に

入っているに過ぎない.高等学校ではテニス部は硬式部

門が主でソフト部門を設けていないところが多いことか

ら.中学校でソフトテニス部に加入していた生徒の多く

が硬式テニス部に流れたものと推測される.

IV.まとめ

中学校と高等学校の運動部活動について.都道府県

別.運動部別および男女別で加入率と加入者数の多い運

動部を地図上に表現し地域的な差異や共通性を空間的

に把握することを試みた.その結果.次の6点が明らか

になった.

①中学校での述動部活動加入率は.東北地方と山陰地方

の一部の非大都市閏で高く.大都市圏と北海道で低

い.全体でみると.北海道と首都闘を除く東日本で高

く.西日本で低い.

②中学生を男女別でみると.運動部活動加入率はいずれ

も地方の非大都市圏で高く，大都市圏と北海道で低い.

③高等学校での運動部活動加入率は.東北地方北部をは

じめ.甲信地方や北陸地方.山陰地方といった非大都

市幽で向く，首都幽.関西闘.福岡県などの大都市圏

で低い.全体でみると.地方の非大都市圏で向く，大

都市閣で低い.

④高校生を男女別でみると.運動部活動加入率は.いずれ
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表5 高校の運動部活動加入者数(上位3種目)

男子 女子
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図10 高校男子の運動部活動加入者数(1位種目) 図11 高校女子の運動部活動加入者数(1位種目)
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も中学校と同様に地方の非大都市閣で高く.東京・大阪

の大都市閣といくつかの地方の非大都市閣で低い.

⑤男子の運動部活動加入者数が1位の種目を都道府県別

でみると野球が圧倒的に多く.中学校では42府県.

高等学校では40府県を占めている.残りは関東地方と

東海地方の一部の都県.それに高等学校は広島県と長

崎県でサッカーが1位を占めている.

⑥女子の運動部活動加入者数が1位の種目を都道府県別

でみると.中学校ではソフトテニスで41府県と他種目

を圧倒している.高等学校での 1位は.バレーポール

(26県)とバスケットポール(15都府県)で41都道府県

とこの2種目が大半を占めている.バレーボールは主

に地方の非大都市閣で，バスケットボールは首都圏や

中京圏.関西固など大都市圏で1位となっている.

以上のとおり.中学校と高等学校における運動部活動

の加入状況について地図上に表現することで，地域的な

差異や共通性などを視覚的に把握することができた.

今後の課題としては.本研究で明らかになった部活動

を取りまく地理的差異に関する要因の解明があげられ

る.運動部活動の加入は複雑に関連する諸条件の作用の

結果生じる複合的な現象である.各地域の特性(都市圏.

非都市固など)を取りまくスポーツ環境要素との関係.

さらには教職員の意識など.多様な変数問の関連性につ

いて検討する必要がある.運動部活動加入率が大都市岡

以外に栃木県などの地方県で低い傾向がみられたが.そ

の原因について今後，探る必要がある.さらに.スポー

ツ経営管理学的な視点からも検討するために，社会経済

的特徴にも焦点、を当てる必要がある.

今回用いた運動部活動に関するデータは2010年度のも

のである.2011年3月に発生した東北地方太平洋沖地震

によって当該地域の運動部活動状況に大きな変化が生じ

たと推測される.よって.2011年および2012年のデータ

をもとに運動部活動の加入状況を検討することも課題と

してあげられる.

最後に.本研究では.2010年という特定年次のみの

データをもって.運動部活動の状況を把握した.今後は.

これに加えて時系列的な部活動加入者数や種目等の推移

について検討したい.

注

1 )運動部活動は「課外体育jや「課外クラブJ.r選択
クラブ」などと呼ばれることがあった.本稿では「主

に放課後や休日に行われる組織的・継続的な課外ス

ポーツ活動Jと定義する(中滞.2009). 

2) GISとは.Geographic Information Systemの略称で日

本語では「地理情報システム」という.地理的位置を手

がかりに，位置に関する情報を持ったデータ(空間

データ)を総合的に管理・加工し，視覚的に表示し.高

度な分析や迅速な判断を可能にするシステムである.

3)本稿で掲載している主題図とデータのすべては.

http://www.gis-Iabo.jp/hp/にアクセスして閲覧および

ダウンロードすることができる.

4)中学校および高等学校の都道府県別生徒数(男子.

女子.男女合計)については次の手順でデータを入手

した.まず.文部科学省のウェプサイトのトップペー

ジで「学校基本調査J.r統計表一覧Jに進み，平成23
年度の「初等中等教育機関・専修学校・各種学校〈報

告書掲載集計)Jから「中学校Jもしくは「高等学校J

を選び.r学年別生徒数」のEXCELファイルをクリッ
クすると.2010年度における都道府県別の中学校また

は高等学校の生徒数が得られる.

5) r全国市区町村界データ」はArcGISの利便性向上の

ために.ESRIジャパン株式会社がサンプルデータと

して無償で配布しているものでデータ形式は rESRI

シャープファイルjである.20日年10月現在の行政界

データ(市区町村.都道府県)と属性データ(市区町

村名.市区町村コード.都道府県名)に加えて.2010 

年国勢調査の人口および世帯数)が含まれている.ダ

ウンロードは次のサイトから (http://www.esrij.com/

productsl gis_data/japanshp/japanshp.htmO . 

6) ArcGIS Desktopは.世界で最も普及しているデスク

トップGISソフトウェア.デスクトップ上で空間デー

タのピジ‘ユアライズ 分析.編集.処理.管理などを

行う.米国のESRI社が開発・販売し日本圏内では

ESRIジャパンが販売している.

7)主題図とは.地質・植生・道路・土地利用・人口・

観光など，ある特定の主題について詳しい情報を編集

して表現した地図.

8) コロプレス地図とは.統計区や行政区のような一定

の境界を持ったデータ収集地区に対し.そのデータ値

をある階級分けに従って陰影や彩色で表現した地図で

ある.この地図を作成する価値は.データ値の空間的

分布の全体的パターンを視覚的に表現する点にある

(関根.2000). 

9)階級区分の分類手法には等量(分位数).等間隔.幾

何学的間隔.標準偏差，自然分類.等面積手動(任意

の指定) (以上ArcGISI0.0:ESRIジャパン.2011).最

適化.パーセント指定 (AtlasGIS: Strategic Mapping， 

1990)などがある.利用した階級分けの方法によって

結果が異なるので. どの方法をとるか検討する必要が

ある.本研究で用いた自然分類は.各階級に含まれる

都道府県ができるだけ類似した値をとる「区分法」で
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ある(関根， 2000). 

10) 1955年のデータは文部省初等中等教育局教育課

(1956)から， 1962年については文部省(1964)から.

1974年については文部省体育局(1977)から， 1977年

については文部省(1979)から， 1987年については文

部省体育局体育課(1988)から， 1996年については中

学生・高校生のスポーツ活動に関する調査研究協力者

会議(1997)からそれぞれ引用した.2003年と2010年

については日本中学校体育連盟や全国高等学校体育連

盟.全国高等学校野球連盟のホームページからそれぞ

れ引用した.
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スポーツ・コミットメント尺度の検証及び

スポーツ・コミットメントのレベルとスポーツ行動
診断検査によるスポーツ意識との関連について

一女子大学生を対象にー

金崎良三(福岡女子大学)

Verification of Sport Commitment Sca1e and Relation between Level of 
Sport Commitment and Sport Consciousness measured by Diagnostic Inventory for 

Sport Counseling among Fema1e University Students 

Ryozo Kanezaki 

Abstract 

There are some sca1es for measuring people's sport involvement. Kanezaki (2002) has developed “Sport Commitment 

Scale (SCS) " based on behavioral tendency and sport consciousness toward sport. Sport commitment means attachment or 

adherence to sport. On the other hand， Tokunaga et al (1985) have developed “Diagnostic Inventory for Sport counseling 

(DISC)" to measure people's sport consciousness and sport behavior. 

The purpose of this study is to verify the validity of SCS and clarify the relation between the level of sport commitment by 

SCS and sport consciousness by DISC. The survey was conducted among 442 female university students by questionnaire 

method台omJanuary to February in 2012. The results were summarized as follows: 

1. The higher the level of sport commitment， the more the subjects tend to engage in sport and tend to have behavioral intention 

toward sport. Therefore， this sport commitment scale which was used in this study reflected the sport involvement of the sub-

jects accurately and its validity was verified. 

2. The higher the level of sport commitment， the higher the subjects' scores of attitude， belief and normative belief toward sport 

were. Similarl弘thelower its level， the lower scores the subjects received. 

3. The subjects who commit to sport tend to belong to the pattern of high level of sport consciousness. On the contrary， the 

subjects who do not commit to sport tend to belong to low level of sport consciousness. 

Key words: sport commitment， sport consciousness， sport involvement， behavioral intention 

1 .緒 言

高校から大学にかけての年代は発育発遠の完成期であ

るが.大学生の健康・スポーツ科学研究会の報告 (2012)

によれば.体力についてはその発逮にひずみ現象が見ら

れ. 17歳をピークに下降気味に推移している.特に女子

の場合に問題があり. 18-19歳の女子大学生は高校時代

より体力が低下する傾向にある.この背景には.明らか

に運動やスポーツの実施不足という状況があると推察さ

れる.そこでこうした状況の改善に向けて.女子大学生

を対象にスポーツ行動やスポーツ意識の実情.問題点な

どを明らかにするための調査研究に着手することにし

た. もとより.スポーツは一時的に実施すればよいとい

うものではなく.少なくとも体力の向上という目標を念

頭に置くならば.やはり定期的.継続的に実施していく

ことが大切となる.

lntemationalωllegeof A地 andSciences， Fukuoka助 men'sUniversi，凱1・1・1Kasumigaoka， Higashiku， Fukuo.初・ci，以813-8529
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従来，人間とスポーツの関わりについてはさまざまな

視点から数多くの研究がなされてきたが.人々がいかに

スポーツを定期的.継続的に実施していくかという問題

に取り組むに当たって.筆者が注目したのはコミットメ

ントの概念であり.これを用いたスポーツ・コミットメ

ント (sportcommitment，以下本文中はSCと略す)の研

究であった.コミットメントに注目したのは，この概念

が人間の行動の一貫性または安定した方向性を説明する

のに用いられており (Becker，1960)，スポーツ行動につ

いてもその一貫した継続性を説明するのに有効ではない

かと考えたからである.

SCについての研究で先駆的役割を果たしたのは.

Snyder & Spreitzer (1983) やCurry& Weaner (1987)， 

Leona1d & Sclu叫仕(1987)，Curry & paπ(1988)， Stevenson 

(1990)などであり.彼らによってSCが人々のスポーツ

の実施やその継続化を説明したり予測したりするのに有

効な概念であることが明らかにされている.SCとは.ス

ポーツへの執着.結びつきあるいはスポーツ行動やス

ポーツの集団に身を投入することを意味する(金崎.

20∞).確かに，人はスポーツを実施していく中で.楽し

い経験を積んだり技術が向上したり記録が伸びたり，ま

た仲間との交流や健康・体力の向上など，各自が設けた

目標がある程度達成されることになれば，スポーツへの

肯定的.好意的意識が養われ次第にSCが形成されるよう

になり.そのことがスポーツとの結びつきを深め.さらな

る継続化につながっていくことが考えられる.

SCの研究においては，人々のSCのレベルをどのよう

な尺度で測定するかということは基本的かつ重要な課題

の1つであるといってよい.これまで.金崎(1992，

2∞0，2∞2)は， Curryら(1988)の研究を参考にスポー

ツにおける人間関係に基づく尺度を作成し大学生や社会

人高齢者を対象に調査研究を行った.また， Kanezaki 

& Hashimoto (1995)や金崎(1998)は， Snyderら(1983)

が提唱したスポーツへの金銭と時間とエネルギーの投入

傾向に基づいた尺度を用いて，青少年や社会人を対象に

実証的研究を行ったさらに， Kanezaki (1998)，金崎

(2∞2)はスポーツへの行為傾向と意識に基づく尺度を

作成し社会人や高齢者を対象に調査研究を実施した.

これらの調査研究においては，いずれも SCのレベルの

商い者ほどスポーツとの関わりが深く，逆にSCのレベ

ルの低い者ほどスポーツとの関わりが薄いという結果が

得られ.適用したそれぞれのSC尺度の有効性が検証さ

れている.

一方.徳永ら(1985)はスポーツ行動の規定要因の研

究やスポーツへの社会化論， Fishbeinの行動予測モデル

などを参考に，スポーツ行動に対して高い規定力を有す

る心理的要因，社会的要因及び身体的要因を診断するこ

とによって.人間のスポーツ行動についての考え方や問

題点を調べ，スポーツを日常生活に取り入れるための方

法を検討し健康的な生活を送るのに役立てる目的で.

「スポーツ行動診断検査J(Diagnostic Inventory for Sport 
Counseling，以下本文中はDISCと略す)なるものを開発

したこのDISCの内容は，スポーツの意識面と条件面

から成っており.その目的は第1に被検査者が自己のス

ポーツに関する情報をできるだけ多く集め，自分のス

ポーツ意識やスポーツ条件の長所・短所を理解するこ

と.第2に現在のスポーツ行動はスポーツ意識やスポー

ツ条件とどのように関係しているのかを知り.これを阻

害したり促進したりしている条件が何であるかを理解す

ること.第3に検査結果を踏まえて日常生活に運動やス

ポーツを取り入れるためにはどうしたらよいかについて

工夫することにある(徳永ら.1988).そして特徴的な点

は.被検査者のスポーツ意識すなわちスポーツに対する

態度と信念及ぴ規範信念についての回答傾向から.ス

ポーツ意識のパターンを総合判定しようとするところに

ある.これまでの実証的研究によって.スポーツ意識の

パターン別にスポーツの意識と行動の特徴が明らかにさ

れており.その検査項目の妥当性と信頼性は証明されて

いる(徳永ら.1985).なおDISCは，中学生から高校生.

大学生.社会人まで幅広い年齢層に適用できるようにつ

くられており，開発当時から現在まで25年以上経過して

いるが，この間.何度か改訂されて現在では第5版

(DISC.5)が作成されている.スポーツ意識は，スポー

ツ行動の実施やその継続化を規定する重要な要因であ

り.本研究でDISCを取り上げることにしたのは，この

検査が運動やスポーツの実施を促進するにはどうしたら

いいかという発想でつくられており.女子大学生のス

ポーツ行動をめぐる心理面での問題点を把握する上で参

考になると考えたからである.

そこで本研究の目的は，まず第1に女子大学生を対象

にしてスポーツへの行為傾向と意識に基づく SC尺度に

よってSCのレベルを測定し.その結果とスポーツとの

関わりを分析することによってこの尺度の有効性を検証

することにある.第2に.SC尺度によって測定したSC

のレベルと DISCによるスポーツ意識についての診断結

果との関連を実証的に明らかにすることである.これら

両者の関連についての分析はこれまで行われておらず，

今回その分析を試みることの意義は，どの程度それぞれ

の結果または傾向が符合するのかあるいはどのような相

違があるのか， SCのレベルの違いによってスポーツ意

識の構造にどのような特徴が見られるのかなどを実証的

に明らかにするところにある.
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1 .調査の概要

(1 ) 調査の対象

n.方法

福岡県内の公立女子大学1.私立女子大学2.広島県

内の私立女子大学1の計4大学の学生449人を対象に.

「スポーツの意識と実態に関する調査」を実施した.その

結果.442人から有効回答を得た.対象とした大学はい

ずれも 4年制大学であり.学年の内訳は 1年生が370人

(83.7%に 2年生が72人 06.3%)であった. したがっ

て.対象者の大部分は1年生が占めている.

(2) 調査の方法と時期

調査は.各大学の調査担当教員が授業やゼミの時間に

おいて直接学生に調査票を配布し記入してもらった後

に回収した.調査の時期は.2012年1-2月である.

(3) 調査の内容

調査の内容は.SC尺度と DISCを構成する質問項目の

他.スポーツの実施状況.現在のスポーツクラブ所属の

有無.小・中・高校時代のスポーツクラブ経験及びス

ポーツの行動意図や継続意図，食生活の現状および健康

状態などから成っている.本稿では，研究目的に沿った

調査内容のみ集計，分析の対象とした.

2.スポーツ・コミットメントの測定

本研究で用いたSC尺度は，スポーツへの行為傾向と

意識に基づく 4項目の質問から成っている.人間の行動

は態度によって規定されるが，この尺度は態度を構成す

る成分の中でも行為傾向的成分と感情的成分が行動との

結びつきがより強いということに依拠して.それぞれの

成分に関連する項目で構成されている.具体的な質問項

目と回答カテゴリーは.次のとおりである.

①「あなたは忙しいときでも，運動やスポーツのため

の時間をつくる方ですかj(1.何とかしてつくる方.

2.できればつくる方.3.あまりつくろうとしない方.

4. まずはつくらない方)

②「あなたは運動やスポーツをするためにお金を使う

方ですかj(1.よく使う方.2.かなり使う方.3.あ

まり使わない方. 4.ほとんど使わない方)

③「あなたは何日も運動やスポーツをしないとした

ら.ストレスを感じる方ですかj(1. 非常に感じる方.

2.かなり感じる方. 3.あまり感じない方. 4.ほと

んど感じない方)

④「あなたは近いうちに運動やスポーツをすると考え

た場合，楽しい気分になる方ですかj( 1 .まったくそう

である. 2.かなりそうである. 3.あまりそうではな

い. 4. まったくそうではない)

これら4つの質問に対する回答を得点化して.SCの

レベルを測定しようとするものである.すなわち.運動

やスポーツの実施についての各質問項目に対して，最も

肯定的・好意的な回答には4点.最も否定的・非好意的

回答には 1点を与えた.その中間は3点と 2点であり，

合計点は最高で16点.最低は4点となる.

3.スポーツ行動診断検査の項目について

この検査の項目はかなり多く.スポーツに対する態度

に関しては快感情4項目.不快感情4項目の計8項目，

スポーツの効果についての信念に関しては心理的効果の

5項目社会的効果の5項目及び身体的効果の5項目の

計15項目.スポーツについての重要な他者の期待に対す

る信念(規範信念)に関する 3項目.その他スポーツ条

件に関する36項目の計62項目から構成されている.本稿

では.スポーツに対する態度.信念.規範信念から成る

スポーツ意識に関する26項目についての結果のみを利用

した.各質問項目に対する回答は.好意的か否かの程度

によって4点-1点が与えられ，合計点が高いほどス

ポーツ意識の水準が高いことを示す.

なお.分析に当たってはSPSSによる統計手法を適用

し有意差の検定にはカイ自乗検定とー要因分散分析を

用いた.

m.結果と考察

1 .スポーツ・コミットメントとスポーツとの関わり

SC尺度の4項目について.各々の回答を得点化する

ことによってSCスコアを算出した結果.全体の平均点

は8.6であった.対象者の度数は.9点の者が最も多くこ

こを中心に左右に分布していたので.これに:t1点の範

囲つまり 8点-10点をまず中位群とし 11点以上を上位

群. 7点以下を下位群として全体を 3段階に区分した.

その割合は.中位群が最も多く187人 (42.3%に次いで

下位群158人 (35.7%に上位群は最も少なく97人

(21.9%)であった.以下，本稿ではこの区分に従ってク

ロス集計を行った.なお対象者のスポーツとの関わりに

ついては.まず全体としての傾向を概観し次にクロス

集計の結果を考察することにした.

(1) スポーツ・コミットメントとスポーツの実施状況

表lによって最近3ヶ月間のスポーツの実施状況につ

いて見ると.rほとんどしなかった」という者が52.4%と
最も多く半数以上を占めた.以下.r週1-2日j.r月1
-2日j.r週3-4日j.r週5-7日」の順となってい
る.週1日以上実施している者は3割である.この点に

ついて.2011年にSSFスポーツライフ調査委員会が行っ

た全図的調査の報告書 (SSFスポーツライフ調査委員
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会.2012)によって本研究の対象者と年齢が近い20代女

性の場合を見ると.r 1年間にまったく運動・スポーツ
をしなかった」という者は29.3%.r年1回以上，週2回
未満」の者23.6%.運動・スポーツの実施レベルを問わ

ず「週2回以上J実施している者は47.2%となっている.

この割合に比べると.本研究で対象とした女子大学生の

場合運動やスポーツの実施状況は低調な傾向にある.

表1 スポーツ・コミットメントとスポーツの実施状況

8・p<.OI

次に同じ表lから SCのレベル別に見ていくと.SCの

レベルの上位群は「週1-2日Jが最も多く44.8%であ
り.週 1日以上運動やスポーツを実施している者は

59.4%と約6割を占めている.一方.rほとんどしなかっ
た」という者は約2割であった.中位群は.rほとんどし
なかったjが最も多く51.3%と半数以上を占めている.

週1日以上の実施者は26.7%と3割に満たない.そして

下位群について見ると.rほとんどしなかったjが73.4%
と大部分を占めている.週 1日以上の実施者は僅か

15.8%であり，下位群のスポーツの実施状況は極めて低

調である.これら3群聞には. 1 %水準の有意差が認め

られた.すなわち.SCのレベルの高い者ほどスポーツを

よく実施しており. レベルの低い者ほど実施していない

ことが明らかになった.

(2) スポーツ・コミットメントと現在のスポーツクラブ

所属の有無

現在のスポーツクラプ所属についてのカテゴリーは.

「所属しているJ(所属者).r途中でやめた」及び「所属
していなしづ(非所属者)であるが.r途中でやめたJと
いう者は極めて少数であったため除外することとしこ

こでは所属者と非所属者の割合について見ていくことに

する.

まず全体として.所属者は27.2%.非所属者は68.9%で

あった.非所属者が圧倒的に多い.先の報告書 (SSFス

ポーツライフ調査委員会.2012)によれば.20代女性で

スポーツクラブや同好会.チームに「加入している」と

いう者は6.7%.r過去に加入.現在は加入していなしづは
21.4%. r加入したことはない」は72.1%であった.この
割合と比較すれば.対象とした女子大学生の現在のス

ポーツクラブへの所属率は高い傾向にある。こうした結

果の背景には.対象者の所属する大学には各種の体育系

サークルが身近にあることが影響しているのではないか

と考えられる.

次に.SCのレベル別にスポーツクラブ所属の有無を

見ると.上位群は所属者が60.8%.非所属者が32.0%であ

り.中位群は所属者23.5%.非所属者73.3%.下位群は所

属者10.8%.非所属者86.6%という結果であり.これらの

群間で有意差が認められた (pく.01).すなわち.SCのレ

ベルの高い者ほど現在何らかのスポーツクラブに所属し

ている者が多く.レベルが低くなるに従って所属者が少

なくなる傾向にある. 特に，下位群はほとんどが非所属

者であった.

(3) スポーツ・コミットメン卜と過去のスポーツクラブ

所属経験

過去のスポーツクラプ所属の経験は，現在のスポーツ

の実施に大きな影響を及ぼすことが考えられる.そこ

で.小学校.中学校.高校の各学校段階別にスポーツク

ラプ所属の有無を調べた.なお.スポーツクラブに所属

した者とは. 1年以上何らかのスポーツクラプに所属し

た経験を有する者をいう.全体の結果を見ると，小学校

時代は所属者57.9%. 非所属者37.8%. 中学校時代は所

属者60.9%.非所属者33.7%. 高校時代は所属者40.7%.

非所属者55.4%であった.所属者のスポーツクラプとは，

ほとんどが学校での部活動と考えられるが.小学校と中

学校時代はだいたい6割の者が経験していることがわか

る.高校時代になるとこの割合は低下して4割となり.

反対に非所属者が増加して半数を超えている.そして大

学時代に入ると所属者の割合がさらに減少していく傾

向が伺える.

次に.SCのレベルと過去のスポーツクラブ所属経験

との関連を見てみよう.まず.所属した者の割合につい

て見ると小学校時代は上位群73.2%.中位群61.5%.下

位群44.3%であり，中学校時代は上位群80.4%.中位群

64.7%.下位群44.3%.高校時代は上位群73.2%.中位群

41.2%.下位群20.3%であった.上位群は，小学校.中学

校.高校時代を通じて7-8割と大部分の者がスポーツ

クラブ所属の経験を有している.要するに.過去のどの

学校段階においても SCのレベルの高い者ほどスポーツ

クラブ所属の経験を持つ者が著しく多く.このことが現

在のSCの形成に影響しているものと考えられる.

一方，スポーツクラブに所属しなかった者の割合を見

ると.先の結果とは逆の傾向が見られた.すなわち.小

学校時代は上位群23.7%. 中位群35.3%. 下位群49.4%.

中学校時代は上位群15.5%. 中位群30.5%. 下位群

48.7%.高校時代は上位群22.7%.中位群54.0%.下位群

77.2%であった.いずれの学校段階においても，スポー

ツクラブに所属しなかった者はSCのレベルが高い者ほ
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ど少なくレベルが低い者ほど多くを占めている.中位群

の割合は.上位群と下位群の丁度中間に位置している.

なお，各学校段階において3群聞には 1%水準の有意差

が認められた

(4) スポーツ・コミットメントとスポーツの行動意図

行動意図とは.ある行動を起こそうとする意図のこと

であり，実際の行動との相関は極めて高く.行動予測の

ための要因として有効であることが認められている

(Fishbein & Coombs， 1974). スポーツの行動意図とは，

スポーツを実施しようとする意図のことであり.これを

調べることによってスポーツ行動を予測することが可能

である.調査では， r今日から2週間以内に.何かの運動
やスポーツをするつもりがありますか(体育の授業は除

く)Jという質問に対しての回答を求めた.なお.質問の

中で2週間以内と期間を限定しているのは.スポーツ実

施の状況を特定した方が予測しやすいためである.

まず全体的な結果を見ると， rおそらくしない」
(41.2%)が最も多く，これに「しないJ(26.9%)を合わ
せると 7割近い者がスポーツ実施の意図を持っていな

かった.r必ずするJは13.1%であり，これに「おそらく
するJ08.8%)を合わせても 3割強であった.このこと

から.今回対象とした女子大学生の場合.今後スポーツ

を実施する者は少なく大部分の者が実施しないことが予

測される.

図1は， SCのレベル別にスポーツの行動意図を見た

ものである.すなわち，上位群は「必ずするjが第 1位

で40.2%を占め.次いで「おそらくするJ33.0%となって
おり， 7割以上の者がスポーツを実施する意図を持って

いる.SCのレベルが上位の者はその大部分が今後ス

ポーツを実施すると予測される.この点.中位群では約

3割と少なく，下位群ではさらに少なくなって l割に満

たない.したがって， SCのレベルの商い者ほどスポーツ

の行動意図を有しているといってよい.ちなみに.ス

ポーツ実施の意図を有しない者は中位群が69.5%，下位

群が91.8%を占めており.上位群とは対照的な結果を示

必ずする おそらくする J;そらくし々い Lない

*取pく.01

図1 スポーツ・コミットメントとスポーツの行動意図

している.

(5) スポーツ・コミットメントとスポーツの継続意図

先に見たスポーツの行動意図は， 2週間以内という短

期間内におけるスポーツ実施の予測に有効であっても，

長期間にわたってのスポーツの継続的実施を予測する要

因ではない.そこでここでは， r今後 1年間を予想して.
運動やスポーツを続けていくつもりがありますかjとい

う質問により.スポーツの継続意図を把握することにし

た.この点を調べることによって.対象者のスポーツの

継続化傾向を把握することが可能である.表2によって

まず全体的な傾向を見ると，rおそらく続けないjという
者が最も多く38.2%であり.これに「続けないJ(20.1 %) 

を加えると約6割の者がスポーツの継続意図は持ってい

ない.

しかしこれをSCのレベル別に見るとやはり大きな

相違が見られる.すなわち.上位群は「必ず続けるJ

(46.4%)という者が最も多く次いで「おそらく続けるJ

(43.3%) となっており.合わせて9割近い者がスポーツ

の継続意図を有している.中位群は， rおそらく続けな
い」が47.1%で第 1位を占めるが， rおそらく続けるJ
(32.6%)も3割以上見られる.下位群は「おそらく続け

ないJが46.2%で最も多く，また「続けないJ(41.8%) 

も4割を超えており.両者を合わせると88.0%を占める.

特に， r続けない」という者は他の2群と比較して突出し
ていることがわかる.下位群の場合は.ほとんどの者が

スポーツの継続意図は持っておらず.上位群とは対照的

な結果を示した.この点も， 3群聞には 1%水準の有意

差が見られた.すなわち， SCのレベルの商い者ほどス

ポーツの継続意図を有しており. レベルの低い者ほど継

続意図は持っていない.この結果から， SCの程度によっ

てスポーツの継続意図が形成され.そのことが今後のス

ポーツの継続化を規定するという図式を描くことができ

ょう.

表2 スポーツ・コミットメン卜とスポーツの継続意図
(%) 

•• pく.01

以上見てきたように， SCのレベルによってスポーツ

の実施状況，スポーツクラブ所属の有無.過去のスポー

ツクラブ所属経験.スポーツの行動意図及び継続意図の

有無に関しては明らかな違いが認められる.すなわち.

SCのレベルの高い者ほどスポーツとの関わりが深く.

低い者ほどその反対の傾向が顕著である. したがって.
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本研究で用いたSC尺度による測定の結果は今回対象と

した女子大学生のスポーツとの関わりを的確に反映して

おり.その有効性は検証されたといってよい.

2.スポーツ・コミットメントとスポーツ意識との

関連

DISCにおいて取り上げられているスポーツ意識は.

態度.信念及び規範信念であり.これらに関する質問項

目の回答を得点化することによって.スポーツ意識のプ

ロフイールが描かれる.態度は，認知的成分と感情的成

分及び行為傾向的成分から成るといわれているが(徳永

ら.1985). DISCにおいては，例えば今日から2週間以

内に何かのスポーツをするとしたら「考えるだけでうき

うきした気持ちになるJや「楽しいことがあるにちがい

ない」などの快感情.rなんとなく心配でおちついていら
れないJや「みじめなことにあいそうな気がするJなど
の不快感情に関する項目でこれを捉えようとするもので

ある.具体的な得点化の方法は，これらの項目に対して

の回答は「非常によくあてはまるJ.rかなりあてはま
るJ.rあまりあてはまらないJ.rまったくあてはまらな
い」というものであり.肯定的・好意的回答から否定

的・非好意的回答までの4段階の程度に応じて4点--1

点を与えるものである.次に信念とは，何かのスポーツ

を何カ月も続けるとしたら，どのような効果が得られる

かについての意識を意味する.これには.心理的効果，

社会的効果及び身体的効果に関する項目が設定されてい

る.また規範信念とは，スポーツの実施・非実施に影響

を及ぼすところの重要な他者の期待に対する意識であ

り.具体的には家族や友人.地域の人の中にスポーツを

することを期待している人がいるかどうかについての本

人の意識のことである.これは事実関係を調べるもので

はなく.被検査者が周りの人からスポーツすることを期

待されているかどうかについての本人の信念を把握する

ものであり.わが国では規範信念として用いられている

(徳永ら.1980). この規範信念も.行動との結びつきは

強いことが明らかになっている.なお.信念と規範信念

(得点)

fa念

40.0 ~ 

態度

8"，8e@。e4+ + 
.圃ーー

4- 傘本pく.01

規範低念

0.0 J 
企 合 企 **pく.01

上位鮮
{En122位18置7字} 

fliLl草
(0=97) (0=158) 

図2 スポーツ・コミットメントとスポーツ意織

についての回答カテゴリーとその得点化の方法は.既述

した態度の場合と同じである.

図2は.SCのレベル別に DISCによって検査した態

度，信念及び規範信念についての得点を見たものであ

る.いずれも，得点が高いほどスポーツ意識が高いこと

を示す.まず態度の得点を見ていくと.上位群は27.9

(SD =3.00)，中位群は25.4(SD = 3.75)，下位群は22.6

(SD =4.35)であった.得点、は.上位群ほど高く下位群

ほど低い (pく.01).次に信念の得点は.上位群50.3(SD 

=5.71).中位群46.8(SD = 6.45)，下位群43.3(SD = 

6.53)であり，この点も上位群ほど得点が高く下位群ほ

ど低い (pく.01).最後に規範信念の得点を見ていくと.

上位群6.8(SD = 2.06)，中位群5.3(SD =1.80).下位群

4.4 (SD = 1.53)であった.やはり.上位群ほど得点、が高

く下位群ほど低くなっている (p<.01).いずれの場合も.

中位群は上位群と下位群の中間に位置する得点であっ

た.

以上のことから.上位群は中位群や下位群よりスポー

ツ意識は高い水準にある.すなわち.SCのレベルの高い

者はスポーツに対する態度は好意的であり.スポーツの

継続的実施による心理面，社会面及び身体面での効果を

認め.さらに周囲からスポーツすることを期待されてい

ると思っている.一方.SCのレベルの低い者は.スポー

ツに関する態度.信念及び規範信念のいずれも低い水準

にあることが明らかになった.

3.スポーツ・コミットメン卜とスポーツ意識のバ

ターン

DISCにおいて.スポーツ意識の各パターンの特徴は

スポーツ行動も含めて整理されているので.本稿でもこ

れに従って考察を進めることにする.DISCによる総合

判定としてのスポーツ意識は，態度と信念と規範信念の

各々の得点による判定の組み合わせによって典型.準典

型及び混合型の3つに大きく分けられ.それぞれの中に

個々のパターンが分類されている(徳永ら.1988). ス

ポーツ意識の個々のパターンは.全部で14にも上る. し

かし SCのレベルとこれら個々のパターンとの関連を

考察するとすれば，非常に複雑化する上にサンプル数が

不足するケースが幾っか見られたので，ここでは3つの

パターンとの関連を分析することにした.それらは.

A.B型.C型及びD.E型である.

A'B型には.スポーツの意識と行動の水準が最も低

い典型のA型とその準典型のK型，スポーツ意識が高い

割には行動が少ない典型のB型とその準典型のB'型，家

族や友人からスポーツすることを期待されていない混合

型のAB型が含まれる.いわば，スポーツとの関わりが
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Illも滞いパターンである C型には スポーツの立識も

行動 も平均的な典型の C型とその単~I!~! の C'型態度と

信念は低いか平均的またはいずれも低い混合型のC"

型。態度と信念は低いかFJIいまたはいずれも向く規範信

念は平均的な同じく混合型の C'"却が合まれている こ

れは 平均的あるいは中1m的と呼べるパターンである

D.E型には スポーツの意識が低い制には行動が多い

典型の D型とその準典型の D'型 スポーツのな識と行

動の水準が長も高い典~9.の E ~l とその準典型の E' 型及

び家族や友人からスポーツすることをJV)待されている混

合型のDE型が含まれる つまり D.E型はスポーツと

の|則わりがf止も深いパターンである

上位制

n=97 

中位"
n=187 

下位"

""15.8 

0/¥'8盟 ロC型 .D. E~tl 

事事 p<.01 

図3 スポ ツ・コミットメン卜とスポ ツ意識のパ安一ン

図3は SCのレベル別にスポーツ意識のパター ンと

の関連を見たものである まず上位群について見ると

その内訳は D.E1\9.が45.4%と第 1 位を I~i めるが. C型

も44.3%とほぼ同じ割合を占めている A.B型は訓'出

に少なく約1制であった つまり上位群は スポーツの

意識と行動の水準が日ぃ者と平均的な者で大部分が占め

られていることがわかる 中{立群については C 型が第

l 位で44.4% 第2位は A.B型で3.1.2%。第31立はD

E型で21.4%となっている 中位群のスポーツ意識の特

徴は 特定のパターンが極端に多かったり少なかったり

していないので 中I1IJ型あるいは混在型の構造をしてい

るといえよう i詰後に下位群については A.B型が約

6 ;'1)を占めており 次いでC型が32.9%.D. E 1¥'1は最も

少なく8.2%となっており。スポーツの立総の水準が1止い

パターンの者が目立っている このように SCのレベル

の迎いによって各スポーツtf:識のパターンの l~i める制合

は異なっていることカZわかる

次に3群問の比較で見ていけば。D'E型は上位l咋に

多く次いで中1立群 1'1.立 111'の }~ri となっており SCのレベ

ルが向いほど多くを占めている 平均的 中HlJ的なClli.

については，下位群は3;'1)強と他の2群と比べて若干少

ない傾向にあるが上位群と 1:1:1佼群で占める割合はほぼ

同じでほとんど差は見られないすなわち。SCのレベル

にそれほど関係なく 一定の制合を占めている A'B裂

は，やはり下位群に極めて多く 次いで中位1:，上位都
の町lとなっている これらの結果から スポーツ意識と

行動の水準がねいD.E型は SCのレベルがrdい者ほど
多く スポ-)'Q識と行動の水準が低いA.B型はSCの

レベルが低いほど多い傾向が伺える このように SCの

レベルとスポーツ意識のパターンのJlHには顕著なl剥述が

認められた (pく 01)

ちなみに スポーツ意識のパターン別に SCスコアの

平均値 (M)と掠準偏差 (SD)をす)山したところ 表3

のような結果が得られた SCスコアの平均値は，それぞ

れの集団の SCのレベルにおける相対的な位位関係を示

すと見てよい 最も高いスコアを示しているのがスポー

ツの意識と行動の水準が日い D.E型であり。次いで平

均的 中IIH的なC製最も低いスコアを示Lているのは

スポーツの主r識と行動の水準が低い A.B ~9.であ っ た

すなわち D1SCによるスポーツ意識のパターンに|則し

て スポーツ意識や行動の水準が向くなるほどSCスコ

アの司Z均値も日くなるということカけコかった この点に

ついて 一要因分1技分析を行った結卦W. I %水準の有:(J:~

が見られた [F(2，439) =50.953，p<.OOIl 

表3 スポーツ意識のパ安一ンとコミットメントスコア

n 

167 

178 

97 

1-12 

10.2 

8.6 

SD 

2.04 

2.26 

2.39 

2. <¥5 

以上.SCのレベルとスポーツ立浪及びスポーツ芯識

のパタ ンとのi則述について見てきた SC尺肢とD1SC

は，人々のスポーツとのl則わりやスポーツ実施に影秤す

るスポーツ意識を把出しようとするものであり これら

2つiJll)定検抗結果は当然のことながら|則迎性を有する

と考えられ.先に見た紡糸も概ね予想されたとおりで

あったただ本研究で問題としたのは SCのレベルとス

ポーツ意識の検査結栄や傾向がとaの松度|則述するのかあ

るいはそこにどのような相違が見られるのか また SC

のレベルの迎いによってスポーツ意識のパターンの構造

にどのような特徴が見られるのかということであり.こ

れらの占は今回の分析によって明らかにすることができ

た

N 要 約

以上，スポーツ コミ ァトメント尺度とスポーア行動

診断検査の項目を含む調査票を朋いて女子大学生を対象

に訓査を実施し，スポーツ コミ ットメントとスポーツ
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意識との関連を中心に分析してきた.結果を要約すると

以下のようになる.

1.全体的に女子大学生のスポーツとの関わりはそれ

ほど深いとはいえないが，スポーツ・コミットメントの

レベルが高い者ほど，①運動やスポーツをよく実施して

いる，②現在スポーツクラブに所属する者が多い.③過

去のスポーツクラプ経験が豊かである，④スポーツの行

動意図及び継続意図を有する者が多い.一方.スポー

ツ・コミットメントのレベルの低い者ほどこれらの結果

とは逆の傾向を示した.すなわち.スポーツ・コミット

メントの各レベルは対象者のスポーツとの関わりを的確

に表わしており.本研究で用いたスポーツ・コミットメ

ント尺度の有効性は検証された

2.スポーツ・コミットメントとスポーツ意識につい

ては.コミットメントのレベルの高い者は.スポーツに

ついての態度.信念.規範信念のいずれについても高い

水準を示した.すなわち.スポーツについての態度は好

意的であり，スポーツの継続的実施による心理的，社会

的，身体的効果を認め，重要な他者のスポーツ実施の期

待に対する規範信念も高い.一方.スポーツ・コミット

メントのレベルの低い者は，スポーツについての態度.

信念.規範信念のいずれについても低い水準にとどまっ

ており.スポーツ意識をめぐって問題を抱えていること

がわかった.

3. スポーツ・コミットメントとスポーツ意識のパ

ターンとの関連については スポーツ・コミットメント

のレベルが高くなるほどスポーツ意識と行動の水準が高

いパターンが多く，コミットメントのレベルが低くなる

ほどスポーツ意識と行動の水準が低いパターンが多く見

られた.また.スポーツ意識と行動の水準が平均的・中

間的パターンは.コミットメントのレベルの違いにそれ

ほど関係なく，どのレベルにおいても一定の割合を占め

ることカf明らかになった.

今後の課題については，第1に本稿で適用したスポー

ツへの行為傾向と意識に基づくスポーツ・コミットメン

ト尺度は，女子大学生を対象にした場合も有効であった

が，この尺度の一般化のためにはさらに対象を拡大して

検証の積み重ねが必要であろう.第2に，本稿で明らか

になったスポーツ・コミットメントとスポーツ意識との

関連を踏まえて，今後いかに学生のスポーツ・コミット

メントの形成を図り.そのレベルを上げていくかという

課題に取り組んでいきたい.

付記

本稿は.第61回九州体育・スポーツ学会で発表した内

容に加筆したものである.なお.本研究のための調査に

当たっては.福岡女学院大学の角南良幸先生，西南女学

院大学の上村民生先生.広島女学院大学の上村沙織先生

にご協力いただいた.ここに深く感謝の意を表します.
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九州体育・スポーツ学会第62回大会
(平成25年9月13--.;15日 九州共立大学)

発表抄録集





1 .プレセミナー



九州体育・スポーツ学会のプレセミナー合同企画報告

九州大学斉藤篤司

①九州地区大学体育連合合同企画

テニス授業セミナーすb果的に!分かりやすく!早く上達ト

講師:土井由紀子(福岡大学)田原亮二(名桜大学)斉藤篤司(九州大学)

スポーツ種目を授業で行う場合、上手な学生も初心者も両方うまく使って、効果的に進

める、 “クラス作り"が重要となる。「アイスプレーキング・ウォームアップJから始ま

る「アクティピテイ j (仲間といる事で自分は守られていると実感する)活動をとおして、

効果的な授業づくりを目指した。

また、道具を使うスポーツでは、速くうまくなる(ゴールがイメージできる)学生と道

具に遊ばれる(何をしているか分からなし、)学生に分かれる。そこで、ゴールへの道を示

す「ナピ」として、 ICTの活用が有効となる。ここでは iPad用い、その場で自分の動作を

見て、理解して、動くことにより、分かりやすいテニスを目指した。

さらに、テニスには相手が遠い、ボールが小さい、ボールが速くて弾む等、難しくする

条件が多い。そこで fPLAY&STAYj用の大きな弾まないボールを使用し、テニスをより速く

学んで楽しむ fTennisXpressjを用いて、 fl回目の授業から試合ができる」、を目指した

授業を試みた。

②九州・沖縄地区メンタノレトレーニング研究会

チームカアップセミナー

講師:須崎康臣(九州大学大学院)

チームが優れた成果をあげるためには、チームにおける目標の共有、適切な人材の配置、

チームワークの 3つの要素があり これらがうまく機能することが重要なことになる。こ

の中のチームワークを高める方法として、チームピ、ルディングで用いられる構成的グルー

プエンカウンターがある。本セミナーでは、構成的グループエンカウンターを用いて、チ

ームワークの向上を目的とした体験プログラムを行った。

本セミナーでは 自分の気持ちを表現するエクササイズと、その時に感じことや気づい

たことについて振り返るシェアリングの内容で行われた。ここでは、参加者が活動しやす

いように「ベア」→「グループ」→「全体Jの活動形態で、行った。また、エクササイズの

内容も非言語的から言語的なものへ移行させることで、参加者が抵抗を感じずに活動に取

り組めるように配慮した。さらに、シェアリングもワークシートを用いることで、自己へ

の気づきゃ振り返りが円滑に進むように行った。
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③第3専門分科会

コミュニティダンスの可能性を探るーからだで関係性を感じるワークから一

講師:西迫貴美代(鹿児島県立短期大学)

公務で遅れた参加者が数名いたため、開始は、“おやすみヨガ"からの導入となった。西

迫先生のたくみな言葉がけと仕掛けによって、別世界へと導かれて行った。ゆったりとし

たテンポで癒され、居心地の良い時間と空間を体験した後、参加者も揃ったところで今回

のテーマで、ある“からだで関係性を感じる"ワークがスタートした。非言語的コミュニケ

ーションの様々な手法をべアで体験し、そしてグループへと展開した。即興的・ゲーム的

要素も加わり、体育館の空気は一気にワクワク・ドキドキ感で楽しい雰囲気に変わってい

った。お互いの身体を使つての非言語的コミュニケーションワークでは、身体に対する新

たな気づきを引き出し、また、べアが変わっていく中で出現する相互作用から、「身体知j

とはこのようなものかと思われる体験もできた。短時間であったが参加者が主役の有意義

なセミナーとなった。

④学生企画委員会

スポーツ実技と指導法

講師:安方惇(福岡大学大学院)馬渡洗二(熊本大学大学院)

本セミナーでは、 5大学の総勢 13名(熊本大学3名、九州工業大学4名、福岡大学4名、

九州大学 1名、鹿児島大学1名)が参加し、バスケットボールとバレーボールの攻撃局面

や防御局面における指導法と実践を行った。バスケットボールで、は、レイアップシュート

やシュートの基本姿勢を学び、最後は 5人対 5人で 3分間のゲームを行った。バレーボー

ルでは、アンダーハンド、パス、オーバーハンドパスの特徴を学び、最後は 1チーム 2名で

コートの4分の l面を使い、ラリーポイント制 5点マッチのミニゲームを行った。

プレセミナー終了後、学生だけで懇親会を行い、 9名の参加者が集まった。日頃の研究に

関する話をすることで、院生同士の研究心を高め合う場となった。今年から初めて企画・

実施をしたプレセミナーと懇親会で、あったが、参加者も集まり無事に終えることができた。

今年の経験を生かし、来年の九州体育・スポーツ学会の学生企画も継続させ、大いに盛り

上がることを期待したい。



2.特別講演



プロ野球チームのマネジメントと地域戦略

小林歪

福岡ソフトバンクホークスマーケティング株式会社取締役

福岡ソフトパンクホークス海外兼中長期戦略担当部長

江戸川大学社会学部教授

日時:2013年9月14日(土) 13 : 30f'OW 15: 00 

会場:深耕館 1階大講義室 (S132)

【要旨】

【特別講演】

・プロ野球球団のビジネスには、「チームオベレーションJrビジネスオペレ

ーションJr球場オペレーションJの3つがあることo

・「ビジネスオペレーションj と「球場オベレーションj が、主として収入

部門であり、「チームオベレーションj は支出部門であること。

・プロ野球球団のビジネスは、権利ビジネスであり、その価値は、需給によ

って決まること

・スポーツ興行は、文化の壁、時間の壁言葉の壁、距離の壁などを超越で

きる、グローバル化の象徴的存在であること

・スポーツ興行は、その商品特性ゆえ、グローバル化の進展に合わせて、多

国籍企業の広告・宣伝のツーノレとして、急拡大してきたこと

・ホークスが、ソフトパンクが親会社になって以来、一貫して「目指せ!世

界一j を社是に掲げ続けている理由

・ホークス独自の、選手育成と人間教育について

・日本のプロ野球で唯一の三軍制

・試合組成の工夫

・セカンドキャリアも含めた社会人指導

・ IT会社を親会社に持つことの利点を活かした、映像・統計戦略について

・世界化と地域化は矛盾する概念ではなく、表裏一体であること

・スポーツ輿行は、スタジアムを満杯にすること
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-地域戦略

・地域を巻き込むイベント=騰の祭典

-女子高生デーなど、毎年恒例イベントの価値向上

-ファンクラブを中心とした、ファンの拡大 ・囲い込み策

.クラブチーム世界一決定戦の実現へ

【略歴】

昭和43年東京都生まれ。平成4年、千葉ロッテマリーンズに入因。史上3人目

の東大卒プロ野球選手となる。退団後に渡米。平成8年、コロンピア大学で経蛍

学修士号 (MBA) を取得。その後、平成 12年までフロリ ダ州のテレビ局で通訳、

翻訳、解説などに従事。平成13年、 参議院議員選挙に立候補(落選)。平成 14

年より、江戸川大学助教授(平成 18年より教授)。平成 17年より、福岡ソフト

パンクホークスおよび福岡ソフトパンクホークスマーケティング取締役。

著者に『合併、売却、新規参入。たかが ・・-されとoプロ野球 !.11 (宝島社)、『ア

メリカ人はパカなのか.11(幻冬舎)など。



3.全体シンポジウム
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く全体シンポジウム〉

現場における体育・スポーツ学会からの知見や技術の活用

演者: コーディネーター:池上寿伸(佐賀大学)

下野六太(福岡県春日市立春日南中学校主幹教諭)

手島和人(公益財団法人福岡県スポーツ振興センター)

小清水孝子(福岡大学スポーツ科学部)

【企画趣旨】

2020年の東京オリンピック・パラリンピック

開催決定を機とするまでもなく、スポーツ科学

によって得られた知見や技術は、スポーツや競

技の現場で活用されることが望ましいと恩われ

ます。保健体育の教育現場においても、生涯ス

ポーツの実践と健康で豊かな生活をおくるため

に役立つ情報知識の伝達や必要となる技能の習

得、及びそれらを実践する応用力の梱養が重要

となり、

①現場における体育・スポーツ科学の歩み寄り

の重要性や

②健康・スポーツ事象の根拠づけが切望されて

いるということを実感します。

換言すると、体育・スポーツの現場において

は、「理論と実践の融合」が課題として存在する

中で、実際に研究者と選手・コーチ聞が気軽に

話し合える場の確保や共通の話題にすることの

できるニュースや情報の発信が欲されているの

ではないでしょうか。

また、ヒトの成長・発達、学校体育、生涯ス

ポーツ、競技スポーツと云ったいずれの事象に

おいても身体運動を基点とする視座から、様々

な学問分野の学際的な知見や心身の調和、文武

両道、健康と予防の体育、心・技・体一如に亘

る諸々の目標理念や発展方策などが標として存

在しています。

このような状況下にあって本企画では、

体育・スポーツ現場における合理的な実践力や

指導力を導く議論が展開され、より多くの学会

知見や技術が理論と実践の険路をつなぐ橋渡し

の一歩となるシンポジウムとなった。

【演者要旨】

①「理論と実践の融合」

下野六太(春日南中学校}

学校体育現場における運動指導の合理性や現

場実銭して見つかった運動習得のこつや理論を

元にして短期間ながらも、合理的な運動技能習

得の達成感を味わわせる指導の場を紹介してい

ただきました。ピフォー、アフタービデオ動画

や共同学習(生徒がスモールティーチャーとし

てクラスメートの技能習得の支援に関わる学

習)などを導入した授業により、技能習得だけで

なくいじめがなくなることや生徒の目標達成力、

自己効力感の醸成、学級活動の活発化など多面

的な教育効果が期待されることを説明していた

だきました。シンポジウム会場でも、授業場面

の動画が流れ出して間もなく、実技中の生徒の

見違えるほどの伸長度の高さに驚きの声が漏れ

聞こえてくるほどでした。

②「科学のエピデンス活用J

手島和人(福岡県スポーツ援興センター)

福岡県タレント発掘事業についての選考・育
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成・強化システムの内容と今後の課題等につい

てご紹介いただきました。子どもの運動能力を

見つけ、伸ばし、活かしていくというプログラ

ムですが、体力・運動能力の測定選考後の小学

校5年生から中学3年生まで5年間の育成プロ

グラムによって、その後の強化専門の競技種目

につながるパスウェイプログラムを経て競技力

を身に付けさせるプロジェクトです。今までに

延べ32名(実数22名)の全日本優勝者、ア

ジア大会以上の国際大会出場者21名(実数

1 2名)を送り出す実績を残しているというこ

とでした。

この選考・育成・強化システムの各過程にお

いて、選手の発掘、選考、育成、パスウェイ面

の指導や方向付けをする際に関わる体力・運動

能力評価表やトレーニングスキル対応表などの

ノくージョンアップの重要性にも触れていただき

ました。

単一の県内データ基準に留まらぬ全国標準化

や種目特有の特異性も含めた統一的な基準があ

れば、圏内の育成強化拠点において共通に活用

することができます。さらに、年齢別育成シス

テムにおける段階的な目標設定や種目選択の際

のマッチング根拠とすることが可能となるので

はないでしょうか。

③「エピデンスに基づいたスポーツ

栄養マネジメントJ

小清水孝子(福岡大学スポーツ科学部)

健康・体育・スポーツに関わり現場で学会か

らの知見・技術等を活用していく中で、エピデ

ンスに基づいたスポーツ栄養マネジメントを実

施していく必要があるということを述べていた

だきました。身体活動の増加に伴い生じる生化

学的、生理学的応答に対して栄養学の観点から

エピデンスを抽出し理論化したスポーツ栄養学

のエピデンスに基づいたスポーツ栄養マネジメ

ントを実施していくことが基本となるというこ

とでした。

しかしながら、いまだ科学的なエピデンスが

確証されていない情報や事例も多い現状を踏ま

え、次のようなスポーツ栄養サポートに関わる

事例を通してご説明いただきました。

・スポーツ選手の栄養サポート(管理)を実施

する際のスポーツ栄養マネジメント実行上の流

れ

・スポーツ選手の推定エネルギー必要量算定の

検討

-解決策のエビデンス構築が、さらに必要であ

る極端な減量時に起こる問題点

オーストラリアにおけるリカバリー研究とスポ

ーツ栄養サポート活動

【まとめ】

この後、フロアからの質問や議論の中で、身

体運動やスポーツ活動において、能力や技能を

合理的に発達させ、身に付けることのできる合

理性のこつや理論を広く現場に広め一般化する

ことの必要性や現場におけるスポーツ科学適用

の活性化と実践データを元とした研究活動の活

発化等に関わり、実りある議論が展開されたの

ではなし、かと思います。

この度の学会全体シンポジウム開催に際し、

大講堂をはじめ素晴らしい数々の施設提供と多

くの学生スタッフ活動のご支援をいただいた九

州共立大学の皆様、そして参加していただいた



学会員の皆様の温かいご意見並びにご協力に深

く感謝申し上げ、シンポジウムの結びにかえさ

せていただきます。
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4.専門分科会シンポジウム
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第ト第3専門分科会合同シンポジウム

「運動会Jを考える一学校体育活動としての存在意味と可能性ー

コーディネーター:吉田瑞穂(筑紫女学園短期大学部)谷口勇一(大分大学)

本シンポジウムでは、学校体育活動としての「運

動会Jに着目し、体育(授業)の役割を逆照射的に

検討した。なかでも、今日の「運動会Jは「体育J

で育ませるべき学習内容と整合しているのか、との

問題関心を中心に議論を深めた。

-学校における運動会をめぐる歴史的意味性とそ

の変遷 榊原浩晃(福岡教育大学)

日本における運動会の歴史をめぐっては、 3つの

系譜が存在する。第1に、 1874年(明治7年)3月

21日の海軍兵学寮の「競闘遊戯会jが、日本におけ

る運動会の端緒である。イギリス兵士らの拙letic

spor脂は東京・横浜在留の外国人による「東京アマ

チュアアスレティック協会J(陸上競技のクラブとい

える)の活動に継承されていく。その中には、フェ

レデリック・ウィリアム・ストレンジもいた。彼は

東京英語学校及て刃鯨大学で英語教師として着任す

るも、熱心に陸上競技やボールを学生たちに指導し

た。東京大学のイベントとして、 1883年(明治 16

年)6月16日陸上運動会(回ck& fieldの競技会)、

10月 16日水上運動会「隅岡川のボート競技Jとそ

れぞれ命名されたことから、日本に「陸上運動Jの

概念が定着する。後に、「競技J概念が追加され、大

正時代初期には f陸上競技Jと表現されるに至る。

競技概念の創出はストレンジの教え子の1人武田千

代三郎の功績である。

第2に、運動会の系譜として、体操伝習所にかか

わる体操演習会、学習奨励会の系譜がある。これら

は、演技の発表会(演武やダンスなども含めて)に

つながる歴史で、あるo 1881年(明治 14年)12月、

そして、 1882年(明治15年)4月の体操伝習所の「体

操演技会jがそれらの鴨矢である。そこでは、伝習

員、東京師範生徒、東京女子師範の生徒も参加し、

体操演習アメリカの軽体操、遊戯(西洋のスポーツ)

を実演し、その方法を披露した。伝習員により演習

会の方式が全国に拡充していったo その場合、府県

で大がかりに実施された。また、体操の実施を奨励

する意味があったo 実施形態として、学習奨励会と

称して、その中に体操の内容を含めていた「奨励会J

も存在したが、多くは複数の学校での連合の形態を

とったo

第3に、兵式体操(隊列運動)の導入と連合運動

会から各校運動会への動向である。これらは諸学校

令の公布以降に連合運動会から鞠虫運動会へ(各校

の校庭での運動会)への変化であり、時代的には明

治20年代からJ40年代にかけて、ゆるやかに推移

していったとみられる。校庭(運動場)での「鞠虫

運動会J(各校運動会へ)開催には、運動場の設置が

必要条件となる。 1899年(明治32年)改正小学校

設備準則(文部省)には f運動場は方形若しくは之

に類する形状で、児童100名未満の学校で最低限100

坪(尋常小学校)ないし 150坪(高等小学校)、児童

100名以上の学校では児童1人あたり 1坪(尋常小

学校)ないし 1. 5坪(高等小学校)を加算するJ

f設備準則で示された広さは最小限であり、成るべ

く制限以上の地を備えることを要す…j とあり、学

校運動場設置基準(運動場の規格化、面積と形状)

が策定され、運動会の各校での行事化が可能となる。

戦時中にかけての運動会のイデオロギー化や戦時下

の運動会種目の戦闘遊戯などが出現したが、学校行

事化していくなかでの(学校)運動会の今日的意義

(歴史的意味性)が語れられよう。戦後の民主的な

体育の体制整備がなされる(なされた)の中でも、

運動会は学校行事として継続実施されているからで

ある。

今日、健康安全・体育的行事としての位置づけは
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当然であるが、 1.体育授業としての競争の場や成

果発表の場としての教育的意義として、運動会でし

か教えられない内容(運動会が最も児童生徒の教育

に資する内容は何か)を考える必要があろう。それ

は (1)競うあうこと(競争)及び (2)学習の成

果発表の場としてである。また、 2.運動や競技に

学校行事として各学校が集中的に取り組む教育的意

義 (1)団結やフェアプレー、 (2)参加賞の意義(児

童・生徒全員に賞が与えられる価値)運動会が担う

べき教育的機能ではあるまいか。 (3)実施種目採用

の根拠と説明責任が求められることもあろう。終わ

りに、学校・地域との一体化と将来の運動会像を描

き、学校と家庭や地域で協同する運動会の創出が望

まれる。ドイツの加蜘t(体操祭)のように、学

校と地域のスポーツクラブとの連携や協力によるプ

ログラムづくりなどがそれである。

-運動会の可能性“カンボジアに学校体育の素晴

らしさを届けるプロジェクト"を通して

鐘ケ江淳一(近畿大学九州短期大学)

1 )カンボジアで学校運動会を開催した経緯

カンボジアでは、 2009年にナショナル・カリキュ

ラム上、体育授業は本格導入された。しかし、施設・

用具の不足や教師の体育に関する専門性の不足など

の理由から、現在に至っても教科における体育が実

施されるまでには至っていない (Yam句協hi，2012)。

そこで、「カンボジアの子どもたちに学校体育を提供

したいJという思いを実現するための教育支援活動

を展開するに際し、私たちは、①いきなり「体育授

業を実践しようj と学校と教師に求めない、②現地

の実情にあった体育を構想する、③背伸びをしなく

ても取り組める体育を構想する、④やってみて徒労

感ではなく、効力感の得られる体育を構想する、の

4つの基本戦略を立てた。こうした基本戦略を踏ま

えて注目したのが、季節的イベント型の学校運動会

で、あった(海野ら，2012)。

2)チヨンカル村運動会の概要と得られた成果

4大学の学生ボランティア、教員からなる約 50

名のメンバーで、 2012年 10月に活動を開始した。

プロジェクトの運営は、学生による自治的運営を基

本方針とし、企画立案・運営・総括のすべてを学生

の手に委ねた。カンボジア渡航後は、日本人スタッ

フ間だけでなく、校長、教職員、通訳などのカンボ

ジア人スタッフも交えながら準備を進めた。こうし

た経過を経て、 2013年1月22日にチョンカノレ小学

校(全校児童667名、教職員24名)において運動会

を開催した。

運動会当日、クメール体操しか知らなかった子ど

もたちは、家族、地域住民に見守られJ公共の場で運

動遊戯を体験した。将来の村の運動・文化振興の担

い手としての予備体験の場との意味づけができょう。

教職員は、準備段階から、学生ボランティアと共同

しながら、運動会の成功に向けて尽力し、運動会の

企画・運営のノウハウを体感したように推察される。

地域住民は、子どもたちが作り出す独特のスポーツ

空間、そして運動会が醸し出す臨場感と一体感を感

じ取ったように思われる。さらに、単に観衆として

学校へ足を運ぶだけでなく、ボランティア用の昼食

の炊き出し、保鰯市の派遣など、運動会を支える活

動にも積極的に関与してくれた。こうしたことから、

「村をあげての運動会Jr地域が学校に結集するjイ

メージに近づくことができたように思われる。

3) r運動会』の存在意味と可能性を探る
①スポーツの組織・運営を学ぶ場:発達段階や地

域性、学校の規模などを十分に考慮した上で、子ど

もたちに適切に関わらせることによって、スポーツ

の組織・運営を具体的に学ぶ場を準備すること。②

総合的な学びの場:多様な出番、それぞれの役割、

仕事の中で先輩一後輩関係、仲間、それぞれがそれ

ぞれのためになっているとし、う実感を伴いながら、

一つの目標に向かうという仕組みを構築すること。

③家庭、地域とつながる場:子どもと地域を結び、

地域の文化と担い手(主体者)を育てる運動会。
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健康づくりのための身体活動基準2013

津田亨(独立行政法人国立健康・栄養研究所)

厚生省(当時)は、 2000年にr21世紀の我が国を、す

べての国民が健やかで心豊かに生活できる活力ある社

会とするjことを目的に 2010年度を目途とした目標を提

示するr21世紀における国民健康づくり運動(健康日本

21)Jを作成した。この「健康日本 21Jではさまざまな疫

学研究をもとに、9つの分野(r栄養・食生活Lr身体活

動・運動J、「休養・こころの健康づくりj、「たばこj、fア

ルコールJ、「歯の健康J、「糖尿病j、「循環器病J、「が

んJ)の専門家が 70項目にわたる具体的な数値目標を

設定している喝さらに国は「健康日本 21Jを推進していく

ためには法的基盤整備が必要として 2002年に国民保

健の向上を目的とした「健康増進法Jを制定している。

そして、厚生労働省は2010年度までの成果を評価した

うえで、次期健康づくり運動である「健康日本 21(第 2

次)Jを2013年 4月からスタートさせている。この新しい

f健康日本 21(第二次)Jにおける「身体活動・運動J分

野に関しては、「歩数の増加j、「運動習慣者の割合の

噌加J、「運動しやすいまちづくり・環境整備に取り組む

自治体の増加J品、った3つの目標が掲げられている。

新しい「健康日本 21(第二次)Jを達成するためのツ

ールのひとつとして、厚生労働省から2013年3月に「健

康づくりのための身体活動基準 2013Jおよび「健康づく

りのための身体活動指針(アクティブガイド)Jが発表さ

れた。このf身体活動基準 2013Jおよび「アクティブガイ

ドJは 2006年に発表された「健康づくりのための運動基

準 2006Jおよび「身体活動指針 2006(エクササイズガイ

ド)Jの改定版である。今回は前回の基準や指針を最新

の研究成果に基づいて改定し、より科学的根拠の明確

なガイドラインを策定する試みがなされている。改定に

先だって以下の 5点の検討課題が示され、「現在の基

準値の変更が必要か検討するJ、「従来の生活習慣病

予防だけでなく、がん予防や社会生活機能低下予防の

観点から運動器症候群(ロコモティプ、シンドローム)や認

知症の予防を含んだ基準値を策定するJ、「現在の運動

基準に含まれていない高齢者の基準値を策定するJ、

「活動強度や身体活動量を平易な表現方法に置き換え

るJ、「全身持久力以外の体力の基準値策定の可能性

を探るjといった課題が明確にされている。そして検討

課題を明確にした後に運動分野の専門家による運動疫

学研究のシステマティックレピ、ューを実施しているo具体

的には、 PubMedと医中誌を対象に関連する運動疫学

研究が検索され、上記の検討課題を加味した学術論文

が 6，533本検索されている。これらの論文を吟味した結

果、 205本の論文が今回の改定のための科学的根拠と

して新たに採択された。さらに運動基準 2006で採択さ

れた論文のうち、今回の採択基準に合致する論文62本

を加え色合計 267本が最終的な科学的根拠となる論文

として登録された。これらシステマティックレビューによっ

て登録された論文を対象に、運動基準2006策定時と同

様の方法で基準値を確認するとともに、各文献の結果

を統合して統計解析をおこなうメタ解析の手法を用いて

新たな基準値の策定や、前回の基準値の改定が必要

かどうかの確認作業を行っているoこれらの作業の結果、

fIS--64歳の身体活動(生活活動・運動)の基準jおよ

び「運動の基準jは前回と同様の基準値となったo一方、

新たにr65歳以上の身体活動の基準Jとして「強度を問

わず身体活動を1週間当たり 10メッツ・時jという基準が

設定され、平易な表現として「座ったままで、なければど

んな動きでもよいので、身体活動を毎日 40分Jが提示さ

れた。また「全年齢層における身体活動の考え方jとし

て「現在の身体活動量を少しでも増やすJ、平易な表現

として「今より毎日 10分長く歩くJが提示されたqさらに、

キャッチコピーとしてr+ 10(プラス・テン)で健康寿命を

のばしましょう!Jが提示された。

新しい「健康日本 21(第二次)Jを達成するためのツ

ールのひとつとして発表された「健康づくりのための身

体活動基準2013Jが国民の身体活動の奨励の基準とな

り、多くの人たちが健康や幸せに貢献することを期待し

たい。
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東日本大震災における災害後の食生活

吉村英一(公立大学法人熊本県立大学)

東日本大震災から2年が経過したが、現在もなお、

約 27万人超が仮設住宅等 (公営住宅、民間住宅、

病院含む)に居住しており、今後も継続的な支援が

必要とされている。本発表では、発災後、食生活支

援をどのような連携体制で実施されたかを説明し、

避難生活を過ごすうえでの注意点を水分、食事、衛

生面、身体活動の観点からの報告を行ったo また、

食生活支援を行ううえで、今回の東日本大震災では、

阪神淡路大震災や新潟県中越沖地震で配備された支

援体制を構築することができなかった。これまでの

震災では発災後 72時間以内のフェーズ 1、または発

災後 4日後から 1ヶ月の聞のフェーズ2の段階で概

ね暖かい食事が提供できるようになっていたが、東

日本大震災では被災状況が大きく、ライフラインが

壊滅的な状況であったこともあり、被災後 1ヶ月程

度でもなかなか暖かい食事を提供できない施設が存

在した。また、長期化する避難生活の中で、おにぎ

りや菓子パンなど、炭水化物中心の食事が長期にわ

たって提供され続け、エネルギー代謝に不可欠なビ

タミンB}不足が懸念されていたo このため、日本栄

養士会は、日本ユニセフ協会からビタミンB}強化米

800方食にあたる 4tの無償提供を受け、食事提供に

使用された。さらに、避難所で生活する中で、情報

が混乱し、ライフライン、支援スタッフ、支援物資、

炊き出し、特別配慮が必要な方などを把握すること

が困難であったため、日本栄養士会と(独)国立健康・

栄養研究所では、状況把握シートを作成し、施設の

状況把握と施設問の情報を正しく把握するために活

用された。避難所では、飲料水の配給が限られ、水

分の摂取量が減少傾向となり、水分の摂取不足が懸

念され、実際に高齢者が脱水症状となったケースが

散見された。 また、排池環境も水分の摂取不足に陥

る原因の一つであり、避難生活での飲水量確保だけ

でなく、排世環境の整備もまた必須である。

東日本大震災への支援・対応が進められている一

方で、南海トラフ巨大地震によるさらなる困難が 50

年以内に発生する確率が高いことが政府から報告さ

れている。南海トラフ巨大地震による想定被害は最

悪の場合、被害総額220兆円、死者32万人、避難者

950万人と報告されている。被害状況が甚大となる

ことが予想されるため、我々は災害直後から支援物

資に頼るのではなく、ある程度は世帯単位で災害に

対応できる準備を進めて行かなければならなし九平

成 23年国民健康・栄養調査の結果によると、災害時

に備えて非常用の食料を用意している世帯の割合は、

47.4%である。地域ブロック別にみると、東海プロ

ックが最も高く 65.9%であり、九州ブロックが最も

低く 24.6%といった結果であった。いつ起きるかわ

からない災害に備えて、備蓄意識を向上させること

は大変難しい面もあるが、九州プロックでの備蓄率

を高めることは急務であると考えられる。特に、発

災当日から数日間の流通や交通が復旧するまでの期

間の食事は救援物資が外から入ってこないため、備

蓄品でまかなう必要がある。最近では、特別な保存

食を用意することなく、普段の生活の中で無駄のな

い備蓄を行うローリングストックという方法応注目

が集まっているo 普段使用する比較的賞味期限の長

い食品を、①少し多めに購入し、②いつも通り使用

し、③なくなる前に補充することで循環しながら食

材を使用しで行くことができる。普段使用する食品

であるため、概ねの賞味期限を把握しておき、古い

食品から使用するようにしておけば、いつの間にか

賞味期限が切れていたといったことも生じず、さら

に、金銭的負担も少なく済むのが大きな特徴である。

将来発生すると想定される困難への食事対応を世帯

単位で少なくとも数詞聞は対応できるように、行政

等と連携しながら九州プロックで備蓄の普及啓発活

動を行い、今後さらに備蓄に対する意識が高まるこ

とを期待したい。
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スポーツ選手のセカンドキャリアについて

O演者

渡遜 正和(元プロ野球選手・福岡大学)

増村雅尚(元プレミアリーグ選手・崇城大学)

祭築洋光

0コーディネーター

池上寿伸(佐賀大学)

田口正公(福岡大学)

(鹿屋体育大学スポーツキャリア大学院プログラム・ワーキングメンバー)

太田 恵介(元Jリーガー・龍谷高等学校保健体育教員、サッカ一部監督)

【企画趣旨】

スポーツ選手が日常の生活基盤を維持し、よ

り高いレベルの競技力アップを目指し、また選

手生活をより長くするために自らのスポーツキ

ャリアを拓くことが望まれます。スポーツキャ

リアを積み、①選手引退後は指導者・コーチ・

チームスタッフとしての競技界の発展充実に尽

くすことが目標とされます。

また、選手経験や認知力を活かして、②ニユ

ース解説員やコメンテータ一等のジャーナリズ

ムやスポーツビジネス界、スポーツ関連産業界

等への展開も特に期待されてきます。

あるいは、ファンの応援や支援グ、ループに支

えられ高めた目標達成力や創造性、コミュニケ

ーション力を③国や地域の活性化のための人材

力として一般企業人への進出をはかることも急

務のことと考えます。

今回の分科会企画は、実際にトップの競技経

歴を有される方々のこれまでの①競技環境にお

ける体験と②スポーツ選手の育成に必要となっ

てくる教育プログラムや③スポーツ選手の将来

に役立つ職能や能力開発などの事例を交えた議

論が展開され、『自立するスポーツマン育成』の

観点よりスポーツ選手のセカンドキャリア養成

に向けた実りあるシンポジウムとなった。

【演者要旨】

サッカー界における現状

太田恵介(龍谷高等学校)

.経歴と成長過程における目標設定について

.高校から大学にかけての変化について

・プロサッカー界における信念について

-引退後の指導歴とセカンドキャリアに向けて

(大会出場の為、司会より資料・口頭紹介)

野球界における現状

渡漫正和(福岡大学)

.プロ野球選手時代におけるセカンドキャリア

への考え方

• NPBでのセカンドキャリアへの取り組み

.自分自身の現役引退後の進路について

-現在の大学での指導環境

バレーボール界における現状

増村雅尚(崇城大学)

.スポーツチームの経営形態の変化と競技継続

.スポーツチームにおけるセカンドキャリアの

意義

-研究と実践の同時追求
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セーリング競技選手のセカンドキャリアについ

て ~セーリング競技の現場とスポーツキャリ

ア大学院プログラムの取組から~

楽祭洋光(鹿屋体育大学)

選手が可能な限り現役を続けるだけでなく、

将来の職業や就業力養成を兼ね備えた強化育成

プログラム等が不可欠となると思います。

・セーリング競技紹介

・セーリング競技における特徴

.自身のキャリア

・鹿屋体育大学におけるスポーツキャリア大学

院プログラム取組

・ニュージーランドにおけるコーチングシステ

ム

【まとめ】

質疑応答では分科会フロアより多くの発言が

あり、スポーツ選手が競技に専念し、安心して

競技を継続できる環境の整備に努める必要性を

説いていただきました。また、企業スポーツと

地域スポーツの乗り合うクラブスポーツに、社

会貢献としてのスポーツ指導の場を教室として

セカンドキャリアを養成していく効果があると

いう事例紹介もありました。この点では、教員

免許取得が教職を目指す上での前提条件である

ばかりか、さらに社会貢献・地域指導の観点か

ら企業の採用条件としても求められるケースが

多い為、スポーツ選手の修学システムに一考の

余地が残っていると考えられます。

さらに、現在日本のフロスホーツ界に生して

いるセカントキャリア問題を根本的に解決する

ためには、入り口の教育、つまりフロスホーツ

選手になる前段階から就業力に関わるコミュニ

ケーション力、自己効力感、プレゼンテーショ

ン能力、語学力等を養うキャリア支援やIT機器

を通じた情報基礎教育などか必要のようです。

具体的には、学生時代から選手自身やその指

導者に対してスポーツ指導と能力開発に関する

FD教育を平行して行うシステムを導入してい

く時期に来ているのではないでしょうか。

スポーツ関連の有無を問わず様々な職能に必

要となるキャリアアップの内容が話の中に出て

きたと思いますが、今後のわが国における競技

スポーツ選手の育成過程の中で、スポーツで培

われる資質に加えてどのようなシステムやプロ

グラムを整備していけばいいのかといった観点

での議論の一歩になったのではなし、かと思いま

す。シンポジウムに参加いただいた皆様のご意

見ご協力に対し、心より感謝致します。



5.研究推進委員会企画セッション
(2012年度研究助成対象発表)
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研究推進委員会企画セッション 2012年度研究助成対象発表(課題研究)

高齢者2次予防事業におけるソーシャルサポート介入が

運動継続およびメンタルヘルスにおよぽす影響

O 荒井久仁子(熊本健康・体力づくりセンター/九州大学大学院)， 

キーワード:高齢者運動行動頻度メンタルヘルス

背景

高齢者2次予防事業の目標は、心身機能の改善や環

境調整などを通じて、生活の質 (00υ の向上を目指す

ものである。効果的なプログラム構築のためには心身

の機能に効果があり、さらにそれを継続する仕組みを

提供することが重要である。高齢者における運動継続

要因について、 Ryanet al. (2002)は、ソーシャルサ

ポートを運動継続要因のひとつとしてあげている。こ

のことから、運動継続には、仲間の存在の重要性が示

唆されるため、事業終了後の運動を継続するための方

法としてソーシャルサポート(以下SS)が考えられる。

また、 ssは、 Cohen，S. (1985)がストレス緩衝効果モ
デルを提唱していることから、メンタルヘルスにも好

影響を及ぼすと考えられる。よって本研究では、 2次予

防事業の参加者に運動習慣の確立を意図した行動変容

プログラムに加え ssを介入方法として用い、事業終
了1年までの運動継続およびメンタルヘルスへの効果

を検討する。

方法

A県在住の2次予防事業参加者74名のうち、事前、

事後(3ヶ月紛、フォローアップ(8ヶ月後)、事業終

了1年後の4固とも全て測定が実施出来た女性 26

名を対象とし、運動習慣領度)、心理的要因とし

て、メンタルヘルス(橋本1999を一部改変した12項

目)のストレス度と生きがい度、運動セルフェフィカ

シー(岡ら，1999)、意思決定バランス(岡ら2ω3)、

社会的要因として家族・友人からのソーシヤルサポ

ート (5項目の合計)を測定した。 ssは事業中の3
表 1高ss群と低ss群の2要因分散分析結果

高ss群
週富彊目 M so M so M 50 M SO 
SS(軍旗) 15.9 15.2 14.3 7.8 15.3 4.8 15.2 4.2 

運55動{友習人慣}額鹿)
17.0 3.2 13.3 2.6 14.8 5.7 13.6 4.0 
3.2 1.1 3.2 1.3 3.0 1.0 3.1 0.8 

ストレス度 8.4 1.9 7.6 2.7 8.9 1.6 1，5 2.8 
生きがい度 19.6 3.4 18.5 4.9- 17.4 4.4 17.5 5.3 
セルフエフィカシー 15.8 4.9 12.8 5.1 14.4 5.1 13.9 4.9 
塞墨遺書パ丞ス 11.2 5.8 10.0 4.5 9.8 5.9 11.0 5.4 

日
7.5 
8.7 
2.5 
9.5 
17.0 
10.6 
6.8 

ヶ月、参加者同士でベアを組み、運動の情報交換等

を行った。 ssは、受領の多少により介入効果が異
なるとの報告(浦ら，1992)があるため、事前のss受
領得点の中央値により、高Ss群、低ss群の2群
に分け、 ss、運動習慣領齢、メンタルヘルスのス
トレス度、生きがい度を2群X4期間の2要因分散

分析を行ったo 有意水準は5%未満とした。
結果と考察

まず、参加者の運動習慣を4期間で比較したところ、

有意差は見られなかった。週2回以上実施している者

は事前も事業終了1年後でも、約 6割であった。しか

し、実施項目は、初回は散歩が 8割を占めていたが、

終了1年後では、筋力トレーニングとストレッチが 8

割を超えており、運動の内容が変化していた。また、

ssの介入効果を表1.の結果より見ていくと、家族・友
人からのss介入による有意な変化はみられなかった。
また、運動習慣やその他の心理的要因においても、有

意な交互作用はみられなかったD 以上の結果から、今

回のss介入は、十分な介入効果が見られなかった。し
かし、参加者からは、運動仲間の獲得等の報告もある

ため、介入内容が参加者にとってssと認知されていな
い可能性もある。さらに、介入期間は最初の3ヶ月の

みであり、参加者同士で実施したため、効果が長期で

影響していないと考えられる。また、ストレス度では、

フロア効果が認められため、変化がなかったと考えら

れる。今後の課題として、長期で効果の得られる介入

内容を再検討していく必要がある。さらに被験者の人

数を増やし、質的データも合わせて、効果的な運動継

続介入モデルの検討をしていきたい。

低S5群 群肉 群間 支互作用

50 M ~ M 50 M 50 F F F 

3.3 9.0 5.4 9.0 4.3 1.8 4.3 0.181 39.9704* 0.912 
5.4 8.8 6.5' 11.1 1.1 11.5 5.2 0.964 12.085申 2.248
1.2 3.5 1.1 3.2 1.2 2.7 1.3 2.074. 0.267 1.754 
3.0 8.5 3.0 9.4 2.4 8.4 1.6 2.059 0.162 0.113 
4.7 15.9 4.3 15.6 4.1 15.5 5.3 1.131 3.876 0.078 
5.0 13.1 4.8 13.2 5.5 11.6 3.7 0.304 2.438 2.101 
5.8 10.2 4.1 10.2 5.2 7.0 4.7 0.603 1司638 組!z
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過渡期を迎えた体育・スポーツ行政機構をめぐる「揺らぎJの諸相

一知事部局への移管動向に関する社会学的考察ー

0谷口勇一(大分大学)

キーワード:体育・スポーツ行政知事部局教育委員会(事務局揺らぎJ

1.はじめに 施された。対象は九州内の全289クラブであり、郵

地方主権改革が進む中、地方自治体の体育・スポ

ーツ行政機構における権限・財源・人櫛己置等をめ

ぐる状況には各種変化が生じ始めている。従来まで

の教育行政の一部として位置付けられてきたスポー

ツ行政機構は、近年、「住民生活に密着すべきjとの

立場等から、その一部を首長部局へと機能移管する

動向が看取される。

体育・スポーツ行政機構の移管動向は、平成 19

(2∞7)年の第166回通常国会において、地方教育
行政の組織及ぴ運営に関する法律の一部を改正する

法律案が議案として提出されたことに端を発する。

同法案は平成19(2007)年6月20日に成立し、そ

の後、平成20(2∞8)年4月1日より首長部局がス
ポーツに関する事務を管理し新子することが制度上

可能となった(天野， 2∞8)。
九州内においては、 2013年度現在、 8県中4県が

スポーツ行政機構(機舶の一部を知事部局に移管

している。本研究では、各県行政関係者ならびにス

ポーツ行政との関係が緊密な状態にある総合型クラ

ブ関係者(住民)に対する各種調査をもとに、地方

自治体(県単位)における体育・スポーツ行政機構

をめぐる「揺らぎjの諸相について理解を深める。

2.研究方法

本研究では、インタビュー調査と質問紙調査を実

施した。インタビュー調査は、知事部局への一部移

管が為されているA県とB県の知事部局職員ならび

に教育委員会事務局(以下、教委)職員を対象とし

て、 2013年6月--7月にかけて実施された。質問紙

調査は、上述のごとく、スポーツ行政との関係が緊

密な状態にある総合型クラブ関係者を対象として実

送法により実施された (2012年 12月~翌年1月)。

回収数は208部(回収率72.0%)であったo

3.知事部局移管に伴う「揺らぎJの諸相

1)職員の専門性をめぐる葛藤・ジレンマ

数年後に国民体育大会(以下、国体)開催を控え

たA県は、上述の関連法案の議決以前である 2∞6
年度より知事部局でのスポーツ行政機能の一部執行

体制が開始した。その経緯は『知事の強力な意向J

(知事部局職員)とされ、教委との業務分担として

は、国体準備、県民の生涯スポーツ推進を知事部局

が担当し、競技力向上、学校体育・スポーツ活動を

教委が主に担っている。知事部局には、教育職員(教

員)の配置がなく、「国体集団演技の児童・生徒の動

員時の学校長や教委との調整、総合型クラブ育成に

係る専門的な指導助言の不足J等、職員の専門性を

めぐる課題が見出された。

2)部活動存在をめぐる葛藤・ジレンマ

B県においては、知事部局への教員配置が為され

ており、学校体育・スポーツ活動(部活動を含む)

以外のスポーツ行政機能の大部分が知事部局で執行

されている。「教員の教委とは異なる行政職員として

の経験は教育全体の活性化を促すと期待するJ(B県

知事部局職員)との一方で、 f競技力向上と部活動の

関係が課題J(同)とされた。なお、両県における総

合型クラブ関係者のスポーツ行政機構に対する意識

は、 B県が概ね f良好jであるのに対してA県では

『良好な部分とそうでない部分があるJとなったo

以上より、地方自治体における体育・スポーツ行

政機構をめぐる変革動向には幾ばくかの隆路を確認

するに至った。



6. 卜ヒ。ツク・セッション



<トピックセッション>テーマ 1

大学体育授業の実践例

一種目「をJ学ぶから 種目「でj学ぶへー

演者:木村堅一(名桜大学)

企画・演者:中山正岡IJ (別府大学短期大学部)

演者:木内敦調(大阪工業大学)

【企画趣旨】

大学における体育実技(教養科目)にお

いては，スポーツ種目を教えることだけ(ル

ールや技術向上など)でなく，それぞれの

体育授業の目的を達成させるための「方法J

として，各種目が提供されるのが望ましい

という考えを基に，その実践例を紹介した.

内容として，まず教養教育についての意義

や目的について，体育以外の大学教員から

発表いただき，教養科目としての大学体育

の目的を整理し，そのためにどのような授

業を実施しているのか，それをどう評価す

るのかについて紹介した.

【演者要旨】

1. r教養としての体育授業の現状と課題一

第三者からの要望ー」

木村堅一(名桜大学)

名桜大学の教養教育の事例から問題を提

起し，最後に体育科目に対する要望を挙げ

司会:田原亮二(名桜大学)

め， r教員Jではなく「科目の必要性Jが優

先されるべきである.しかしながら，体育

科目のシラパスを概観すると，教養教育の

目標と体育科目の目標にはズレが散見され

る.このことから，体育科目が直面してい

る現実的な課題として， r教養教育の目標と

体育科目の目標の整合性をどうやって確認

するかJが挙げられる.また，シラパスに

記載されている授業目標と成績評価との間

にズレが生じていることから， r授業目標の

達成度をどうやって確認するのかJという

ことも課題として挙げられる.

これからの体育科目に対して，上記の課

題を克服することが求められる一方で， r社

会人基礎力などを身につけるJ，r他の授業
では重要視されない『行動力・挑戦力・交

流する力』などを育てるJ，r授業外での運

動習慣をつくるきっかけをつくるj などが

今後の要望として挙げられる.

た.教養教育の目標は大学の理念に対応す 2. r種目で学ぶ大学体育」

る形で作成されており，その目標を基に， 中山正岡IJ (別府大学短期大学部)

科目の大区分(共通コア)の目標と小区分 内容として，①大学体育の目的を整理し，

(健康スポーツ)の目標が作成されている. ②そのためにどのような授業を行うのか，

したがってシラパスは，この流れを受けて ③その授業をどういう方法で評価するのか，

各授業の目標を掲げ作成するものであるた の 3つの課題を整理する形で説明を行った.
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まず，し、くつかの大学の体育授業の名称

と目標を紹介し，多くの大学で目標となっ

ているキーワードについて整理した.その

中から， 2008年に中教審から出された学士

力と符合する， rコミュニケーションスキル，

問題解決力， リーダーシップ，チームワー

クJに「運動の習慣化j を加えて，大学体

育の目的とした.次に，これらを達成させ

るためのアプローチ方法として，セルフモ

ニタリングや認知的介入，体育の宿題から

成る「運動行動変容技法Jとコミュニケー

ション行動やリーダーシップ行動，問題解

決(工夫)行動，チームワーク行動などを

踏まえた「活動的アイスブレイクJの実践

例を紹介した.最後に， 目標に沿った評価

方法として，授業期間に配布している「セ

ルフモニタリングシート (34点)Jや「体

育の宿題(16点)Jの評価や行動点 (50

点)の付け方」などの詳細を紹介した.ま

とめとして，これらの方法は種目に関係な

く，同様に， r目標j とされ， r実行Jされ，

「評価Jされるものであることから，本セ

ッションのテーマでもある，種目「でJ学

ぶことの意義を伝えた.

3. rOIT styleの大学体育」

木内敦詞(大阪工業大学)

前演者の中山氏と同様に，①大学体育の

目的を整理し，②そのためにどのような授

業を行うのか，③その授業をどういう方法

で評価するのか，の 3つの課題を大阪工業

大学 (OIT)の実践例を基に OITstyleとし

て説明を行った.

まず，某大学における体育授業廃止と同

期した初年次退学率倍増の事例(中村， 2005) 

や，生活習慣と単位取得数の関係(木内ほ

か， 2010)，身体活動量の確実な漸減と座位

時間の急増(西脇ほか，未発表データ)な

どを背景に，初年次の体育授業の目的を，

スポーツコミュニケーションとヘルスリテ

ラシーとした.次に，これらを達成させる

ためのアプローチ方法として，スポーツコ

ミュニケーションを通じたライフスキル向

上のためのワークブック活用方法を述べた.

具体的には，ライフスキル獲得に関連する

4つのスポーツ経験(自己開示，他者協力，

挑戦達成，楽しさ実感:島本・石井， 2007) 

に着目した， r体育実技経験記述シート(木
内)Jの事例を紹介した.最後に，成績評価

方法を述べた.活動点 (50点):コミュニ

ケーション行動やワークブック活用度など

から評価. レポート点 (25点):日常生活

課題への取り組み記述から評価.筆記テス

ト (25点):健康に関する講義の理解力等

から評価.

【まとめ】

今回，体育以外の大学教員から実際のシ

ラパス a情報に基づ、き課題を提示していただ

いた.大学で体育科目を担当している教員

の中には本セッションで発表いただいた先

生方のように問題意識を持ち，その問題を

解決するために試行錯誤しながら授業に取

り組まれている方もいるが まだまだそれ

は多数派であるとは言えない.全国でも大

学体育学がにわかに注目されつつある今，

本学会においても，学生に対して大学で行

われる体育実技としてふさわしい授業を提

供するために，今後このようなセッション

が継続的に開催されることを期待する.
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くトピックセッション> テーマ2

車いすテニス選手の競技力向上支援プロジェクト
~ロンドンパラリンピック出場までの取組みについて~

司会:山田力也(西九州大学)

演者:岩崎満男(オットーボック・ジャパン)、庄野菜穂子(西九州大学、ライフスタイル医科学研究所)、

近藤芳昭、堀田徳子、中山正教(西九州大学)

西九州大学は、 2011年 3月に当時車いすテニス競技で

ロンドンパラリンヒ。ック出場を目指していた選手の競技

力向上をサポー卜するプロジェク卜を立ち上げた。その内

容は、メデイカルチェック・健康管理をはじめ、栄養管理、

運動能力及ひ機能長引面、トレーニング管理、心理サポート

の各部門から構成された。発表では、同大会へ出場を果た

し、ダブ〉レスで4位の蝋責を収めるまで、の約1年判〉取組

み(各部門のサポート内容と結果)について紹介する。

1.メデイカルチェック・健康管理、運毅機関価部門

〈庄野菜穂子)

対象者は25歳男性、頚髄損傷 (C7)、受{装後8年。全

身状態の托!渥とサポート方針決定のため、血液検査、尿検

査、血圧、形態測定、心電図、 i邸機能矧面(関節噸城、

徒手筋力テスト、月~機能検査うを実施した。改善課題とし

て低(除脂肪)体重、低タンパク血症、軽度の貧血が認、め

られた。その後lおh液、血圧、形態測定を3ヶ月毎に実施

し、結果のフィード‘パックにより選手の行動変容を図った

結果、低タンパク血症や貧血は改善し、除脂肪体重は増加

し九当初正常値を保っていた中性脂肪値で、あったが、エ

ネルギーノくランスの崩れが続いた時期に642mg/dlまで上

昇、削王も正常高値となった。生活習慣修正によって4ヶ

月後には正常化した。筋力や可郵蛾改善にっし、て理学療法

士から提案されたメニューは実行に至らず、基礎的なトレ

ーニング習慣獲得lこっし、ては課題カ、減されたQ

2.栄養管理部門(堀田徳子)

選手の競技パフォーマンス向上を目的に、 3か月ごとの

食事調査と栄養教育を行ったスタート時は、1日2食で、

全体的な栄養素摂取不足がみられた。調査5回目には、 l

日3食と練習前後の栄養補助食品の摂取が定着し、たんぱ

く質摂取量も1.2g/kgから1.8g/kgに増加し丸その結果、

|糊旨肪体重の噌加、低栄養状態の改善がみられた。

3.運動能力評価部門Gln援芳昭)

本部門の目的は、持久的運露崎乞りの托提とともに運動中

の身倒犬況およひ笈注の磁認をし、今後のトレーニング強

化のための内容を提案することである。そのために、期間

中 3回の上肢用エノレゴPメーターを使用した多段階漸増負

荷テストを実施した。 IL粕数、血中手l駿濃度、呼気ガス等

の結果は、ほぽ同様な値で、あった。また、日々のトレーニ

ングや屋内でのトレーニングおよび日誌等の提案に対す

る実施は、組編首切T動には至らなかった。

4. トレーニング管理部阿倍崎満男)

車いすテニスに必要なパフォーマンスのうち、俊敏性や

移弱府乞句、スピード、持久力のレベルアップを図る目的で、

大学テニスコートにて、主に週 l回2時間程度の実践的な

チェアスキルトレーニング、を行った。また、その評価とし

て定期的にフィットネステストを実臆した。チェアスキル

トレーニング、で、は、効尉旨標を設定し、その結果を常に選

手にフィード・パックして動機付けを行った。また、フィッ

トネステストでは、主要な4項目平均において、トレーニ

ング介入以前に比べて約14%の向上が見られた。

5.心理サポート部門(中山正秘

心理サポート部門では、臨床心理士2名を含む3名でサ

ポートを行った。主なサポート内容として、個別面談、定

期的な心耳酌句競技能力測定を中心に行った。誕封揃句なサ

ポートの結果として、心聯句競技能力(DIPCA-3)の向上が

みられ、 2012年ロンドンパラリンヒ。ックでの好成績の一

要因で、あったと推察される。



7.ラウンドテーブル・ディスカッション



75 

チームパフォーマンスの新たな評価方法

企画・司会:磯貝浩久(九州工業大学)

演者:萩原悟一、吉田慎平、城島昂佑(九州工業大学)

【要旨】

チームスポーツのパフォーマンスを評価す

るために、私たちが取り組んでいる二つの方法

を提示して、議論したい。一つは、メトリクス

手法(データを統計学的見地から客観的に分析

し、選手の評価や戦略を考える分析方法)であ

るo もう一つは、選手の特徴を自己組織化マッ

プ (SOM)で学習させその特徴を基にチーム

聞の関係性を解析する方法である o これらは、

選手構成やチーム成績に有益な情報を提供で

きる可能性があるが、さらなる改良や現場での

活用法について検討する必要がある o

1 .バスケットボールにおける BOXSCOREを

利用した客観的分析法について

萩原悟ー(九州工業大学)

バスケットボールの試合において、チームの

戦力分析や選手個人のパフォーマンスを評価

する方法は、大きく分けて主観的分析と客観的

分析に分類される(鈴木， 2005) 0 主観的分析

は、監督やコーチの裁量によって、チームの状

況や選手のパフォーマンスを評価する方法で、

数字で表せない質的な情報を提供する o また、

客観的分析はゲームの内容や選手のスコアか

ら、その数字を基に正確に判断する分析法で、

監督やコーチの力量に左右されない情報を提

示する。従来の方式では、バスケットボールの

試合をスカウティングする際 試合内容を正確

に把握するという点で、後者の客観的分析を用

いる傾向が見られる(吉井， 1990) 0 バスケッ

トボールにおけるパフォーマンスを定量的に

評価する方法として、試合中に記録されるシュ

ート数やリバウンド数等の情報を試合毎に記

録した BOXSCOREが用いられている o

BOXSCOREから得られる情報は、実際の試合

で行われたプレイを数値化しており、より客観

的な判断を必要とする場合、有効なものとなる o

BOXSCOREを用いたバスケットボールのゲー

ム分析に関する事例研究は 欧米を中心として

行われているが、わが国では いまだに研究例

が少ないのが現状である o また、具体的な数値

に基づく客観的な情報を入手することができ

る BOXSCOREを利用した客観的なチームお

よび選手の分析方法についても わが国ではほ

とんど取り上げられてこなかった。以上のこと

から、本研究では、欧米やわが国で用いられて

いる BOXSCOREを利用した客観的な分析方

法 (APBRmetrics)を先行研究から概観し、チ

ームのパフォーマンス、および、個人のパフォ

ーマンスに分け、その方法を紹介することを目

的とした。

2.チームパフォーマンスの新たな評価方法

一自己組織化マップ(SOM)による解析一

吉田慎平(九州工業大学)

城島昂佑(九州工業大学)

本研究では、チームスポーツにおけるチーム

間の関係性を解析することを目的とした。各チ

ームを選手の集合であると考え、チームが集ま

ることで、リーグが構成されるとする o チーム

聞の相性や戦略の違いなどを解析する際、チー

ムの特徴を表現する方法として、チーム全体の

成績、選手個人の成績を加味する必要が考えら

れる o 選手個人の成績をチーム問の関係性に反

映させるために、全選手の関係性を解析したの

ち、チーム間の関係性を解析するが、その際の

処理方法として、自己組織化マップ (SOM)を

紹介する。 SOMはデータ聞の関係性を保持し

たまま、データ集合を解析する手法として有用

であり、また、多次元のデータに対して、その

分布を近似した特徴マップで表現し、可視化す

ることが可能である o

本研究では、米国 NationalBasketball 

Associa tion (NBA)の実際のデータを援用し、

テンソル分解型 SOMにより、選手個人のデー

タから詳細な選手間の関係性を明らかにし、多

段 SOMによって、選手個人のデータからチー

ム聞の関係性を明らかにした結果を紹介する。



8.スチユーデン卜・セッション
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大学院生として体育・スポーツの役割をどう捉えるか

ー「スポーツ基本法Jから読み解く一

司会:芦江源太(熊本大学大学院)

演者:大橋充典(九州大学大学院)

馬渡洗二(熊本大学大学院)

林田賢朗(熊本大学大学院)

キーワード:大学院生スポーツ基本法 スポーツ権 スポーツポランティア

はじめに

「スポーツ振興法J制定から50年が経過し，平成

23年に成立した「スポーツ基本法Jは，これからの

スポーツ推進のための基本的な法律である.スポー

ツ基本法を制定し，スポーツを推進することは，日

本国民のJr..~の健全な発達，明るく豊かな国民生活

の形成，活力ある社会の実現及び国際社会の調和あ

る発展に寄与する.

そこで，体育・スポーツを学ぶ大学院生が「スポ

ーツ基本法Jをもとに，学生独自の視点からセッシ

ョンを通じて体育・スポーツの役割を考察したい.

1.スポーツ界の壁

fスポーツ基本法Jでは， rスポーツは，世界共通
の人類の文化jであり， rスポーツを通じて幸福で豊
かな生活を営むことは全ての人々の権利Jとして

保証されることになった.しかしながら，国民の「ス

ポーツ権jを認めた法律が成立した一方で，そのよ

うな報道が国民に向けられることはなかった.また

fスポーツ基本法jの成立によって，これまで日本

のスポーツ界に内包されてきた問題が解決されたわ

けではなく， rスポーツ基本計画Jの推進や fスポー
ツ庁jの設置，地方自治体や競技団体との連携など，

多くの課題が残されている.

「スポーツ基本法jが焦点にあてている fスポー

ツ」の輪郭を浮き彫りにすることを通じて，今後の

日本スポーツ界が乗り越えなければならない「壁j

について検討したい.

2.学生のスポーツボランティア

スポーツ基本法前文で「スポーツを通じて幸福で

豊かな生活を営むことは，全ての人々の権利であり，

全ての国民がその自発性の下に，各々の関心，適正

等に応じて，安全かっ公正な環境の下で日常的にス

ポーツに親しみ，スポーツを楽しみ，文はスポーツ

を支える活動に参画することのできる機会が確保さ

れなければならない.Jとしている.

オリンヒ。ック等のスポーツイベン同様々なスポ

}ツ活動においてボランティアの活動が重要である

ことは，過去のオリンヒ。ツクのデータ等を見ると分

かるが，内藤 (2∞9)の調査によると「大学生はス
ポーツのボランティアへの参加意欲は非常に高いが，

参加する機会がないと回答したJと報告している.

そこで， rスポーツを支える・創るJという観点か
ら大学生がスポーツのボランティアとして参加する

ための機会の提供について討論する.

2020年のオリンピックが東京で開催されること

が決定したことにより，今後スポーツに対する関心

が高まるだろう.全ての人々がそれぞれに合ったス

ポーツの楽しみ方ができるように様々なボランティ

アとして活動できるように考察したい.

まとめ

本セッションでは， rスポーツ基本法jをもとに
「スポーツ界の壁Jと『学生のスポーツボランティ

アjに着目し、大学院生独自の視点から体育・スポ

ーツの役割を考察した.

2020年に東京オリンピックが開催されることが

決定したことで，今後の体育・スポーツにさらに注

目が集まるだろう.今後の体育・スポーツを担う大

学院生が独自の視点で fスポーツ基本法」を多面的

に考察することにより，これからのよりよい体育・

スポーツを創ることができると考える.



9.一般研究発表(口頭発表)



スポーツにおけるソーシヤルサポ}トの互恵性に着目した尺度開発の試み

~性差の検討~

O萩原悟ー・秋山大輔(九州工業大学大学院)磯員浩久(九州工業大学)
キーワード:ソーシヤルサポート 互恵性競技スポーツ

目的

ソーシヤルサポートは競技スポーツ参加・縦続に対

するストレスや心配を軽減する重要な要因であること

から，スポーツや運動に関するソーシヤルサポート尺

度の開発が進められている侭ees& Hardy， 2007).本研究
ではスポーツ場面を想定し，チームメイトや仲間から

受けるサポート侵領サポート)およびチームメイトに

与えるサポート(提供サポート)の互恵性に着目した尺

度の開発を目的とした.また，ソーシヤルサポート研究

において，男女差が先行研究侶00血d札，1997;萩原・磯

貝，2013)によって報告されていることから，本研究でも

性差に着目し，競技スポーツ実施・縦続に関するソーシ

ヤルサポートの授受の検討を実施することとした.

方法

1.調査対象者

調査対象者は九州地区に所在するK大学，F大学，N

大学の体育会で活動する大学生競技者 5臼名(男性:

395名，女性:168名)を対象とした.

2. 調査項目

競技スポーツ実施に関するソーシャルサポートの互

恵性を評価する尺度を開発するために，福岡(1997;

1朔)森・三浦(2αぬ土屋・中込(1朔)の尺度を参考に，

スポーツ心理学に精通する研究者とスポーツ心理学を

専攻する大学院生により項目の精還を行った結果以

下の項目(受領サポート6項目，提供サポート6項目の

計 12項目)を採用し，分析対象とした.①落ち込んでい

るとき，元気づけてくれる(元気づけているL②不安に
なっているとき励ましてくれる(励ましている)，③あ

なたを仲間の一員として尊重し，評価してくれる(チー

ムや仲間の一員として尊重し，評価している)，④問題解

決のために，アドバイスをくれる(アドバイスをしてい

る)i⑤あなたが抱えている問題を解決するために，一緒

に取り組んでくれる(チームメイトや仲間が抱えてい

る問題を解決するために，一緒に取り組んでいる)，⑥技

術面でわからないことを教えてくれる(教えている).以

上の質問項目は「アドバイス・指導J， r賞賛・激励J， 
「矧面Jなどの情緒的および，手段的なサポート機能を

表現している.回答は「全くそう思わなし、(得点I)Jから

fとてもそう思う(得点5)Jの5段階で評価を行った.

ソーシャルサポート尺度の基準関連妥当性を検討す

るため，以下の3つの尺度を同時に測定した‘

q漣蹴塞手のパーンアウト尺度(岸・中込・高見1988)
②スポーツ選手のメンタルヘルス評価尺度(村上・徳

永・橋本2∞J)
③スポーツ選手用ストレス反応尺度(煙山，2013)

結果と考察

本研究では情鮒句サポート，手段的サポートの 2因

子構造を想定しているため，因子数を 2に設定して，主

因子法パリマックス回転による探索的因子分析を実施

した.そσ漏果，受領サポート尺度は2因子6項目，提供
サポート尺度も2因子6項目となり，各尺度の因子構造

はソーシャルサポートの2つの機脳句側面(情編句・手

段的サポート)を反映したものとなった.尺度の信頼性

について検討を行うために，α係数を算山した結呆受

領サポート尺度において，情緒的サポート因子 0.89，手

段的サポート因子 O泌，提供サポート尺度では，情緒的

サポート因子0.80，手段的サポート因子o.おとなり，内
的整合性および信頼性をすづ?に有していることが確認

された.尺度の構成概念妥当性を確認するため，検制句

因子分析を実施した結果，受領サポート尺度

GFI=.9お，AG阿=三鮒，C阿=.991，RMS臥，=.076，提供サポ

ート尺度 G阿=.988，AGFI=.965，CFI=.994，RMSEA=.057

となり，モデル適合度において基準値を満たす結果と

なった.また，基準関連妥当性の検討を実施するため，同

時に測定した尺度とのP倒抑1の相関係数を算出した
結果，予想された測定変数間の相関が認められ，基準関

連妥当性が確認された.

性差については，ソーシャルサポートの受領におい

て，女性の方が男性に比べ情緒的サポートを認知して

いることが示された(ド1.99，pく.05).この結果は，先行研

究ω掠・磯貝，2013)を支持するものとなった.女性にと
って，仲間からの情緒的サポートはスポーツ継続にと

って重要な要因の一つなのであろう.今後，本尺度を援

用した他の要因との関連の検討が期待される.
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ストレス認知モデルについての考察

0阪田俊輔(九州大学) 杉山佳生(九州大学人間環境学研究科)

キ}ワード:トランスアクションモデル環境変数 目標志向性一次評価ストレスコーピング

目的

ストレスに対処する行動(コーヒ。ング)は，社会

生活を送る上で最も重要な能力のーっとされている.

そのため，その能力を向上させる手がかりとしてコ

ーピングの採用過程を詳細に分析することは重要で

あると言える.

また、Ban伽ョ，A.(1986)の担会的認知理論によれば、

人の行動は環境と個人の相互関係によるとされる。

また、La2aru必Follanan(198ηも、トランスア夕、ンョ

ンモデルとして、この「環境j と「個人Jの相互関

係について論じている。しかし、コーピングに影響

を与える要因として f環境Jを設定した研究は見受

けられなし、本研究ではこの知見の不足を課題とし

て、 f環境」と「個人jがどのようにコーヒ。ング行動

に影響するかを考察することを目的とした。

本研究における f環境Jとは、「対象者の周囲に存

在しうる状況jであり、例えば時間的・空間的な制

限や、社会的な支援の有無などである。これを

Lazarus&Follanan(198'ηのストレス認知モデ‘ルに適

応させると、「環境JとfストレッサーJの区別につい

て混乱が生じてしまう。つまり『環境jはストレス

と因果関係を持つ fストレッサーJと、因果関係を

持たない「単なる状如の2つが存在するというこ

とである。この混乱を避けるために、ストレッサー

を図 1のように分解し、ストレス認知モデルを再構

成した。

[去一同村一l
図1再精成されたストレス認知モデル

方法

1. 目的

図 1のモデルの検証及び、「環境J・『個人jのコー

ピングへの影響の考察

2. 対象およて潮査時期

K大学の体育実技授業受講者218名を対象とし，

調査は平成25年7月に実施した.

3. 測定項目

1)個人変数:細田ら (1999)による体育時の目視志

向性尺度『自我志向性Jr課題志向性jについて 8
項目抜粋した。

2)環境変数:予備調査により f支援環境Jr圧力環
境jについて6項目作成した。

3)一次制面:佐々木(1998)による認知的評価尺度

より、「脅威Jr挑戦jについて6項目抜粋した。
4)コーピング:渋倉(2∞2)よりコーヒ。ング尺度を採

用した。

結果と考察

パス解析の結果、環境変数及び個人変数は、有意

に直接的な影響を、一次評価を媒介した間観句な影

響を持つことが確認された。したがって、ストレス

認知モデルの再構成モデルである図 1を支持する関

係性が示されたと言える。より詳細に述べると、自

我志向性及び圧力環境は脅威評価を劇トして消樹句

なコーヒ。ングに大きく影響し(パス係数.64--30，

pく∞1)、課愚志向性と支援環境は榔創価を府トし

て積樹句なコーヒ。ングに大きく影響していた(パス

係数“-39，pく∞1)。つまり、体育授業において自

動志向性を持ち他者との比較を志向する者は、圧力

環境との相互関係で消極的なコーピングを、課題乱志

向性を持ち自身の能力向上を志向する者は、支援環

境との相互関係で積極的なコーピングを採用しやす

いということである。直接効果については少し不安

定ではあるが、支援環境は積極的なコーピングに、

圧力環境は消樹句なコーピングに影響を及ぼしてい

た(パス係数13.....11，pく05)。

結果は概ね満足のいく値を示していたが、今後も

追加調査を実施し、モデルについてはさらに考察を

深める予定である。
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中学・高校運動部員のパーンアウト傾向に関する研究

一自己決定理論からのアプローチー

0池本雄基(九州大学大学院) 杉山佳生(九州大学人間環境学研究院)

キーワード:基本的欲求理論有機的統合理論社会的要因

目的

本研究では，運動部活動に所属する中学生・高校

生を対象に，社封句要因として指導者の支援を取り

上げ，運動部員のパーンアウト傾向に対する指導行

動の影響について，自己決定理論の枠組みを用い，

f指導者の支援→基本的心理欲求(の充足)→動機づ

け→ノ〈ーンアウト傾向Jの関連性を検討することを

目的とした.

方法

。調査対象愛媛県内の中学校と高校の運動部活

動に所属する中学生 93名・高校生 95名の計 188

名を対象とした.

2)調査内容使用した質問紙では，学校名，性別，

学年などの基本的属性の他，以下の4つの下位尺度

に回答を求めた.なお 4つの尺度は運動部活動に

所属する中学生や高校生用に項目内容や表現を修正

し使用した.

(a)指導者の支援尺度…Sぬndageet al.(2∞5沖安

藤@∞0の尺度を参考に，コーチヰ瀬間の教員の「自
律性への支援J，r有能さへの支援j，r関係性への支
援Jの3つの下位尺度，計 14項目から構成されて

b 、る.

(b)基相句心理欲求尺度…S凶白geet al.(2∞5)や

藤田・松永(2∞，9)の尺度を参考に，r有能さへの欲求j，
f自律性への欲求jr関係性への欲求(対コーチ)J，
f関係性への欲求側チームメイト)jの4つの下位

尺度，計四項目から構成される尺度を使用した

(c)動機づけ尺度…藤田(2ω9，201ω，藤田ほか

@ω9， 201ω，および藤田・佐藤包01ωが作成した内

発的動機づけ尺度を使用した.この尺度は， r内発的
動機づけj，r同一視的調整j，r取入才凶句調整j，r外
的調整j，r非動機づけjの 5つの下位尺度，計 23
項目から構成されている.

(d)パーンアウト傾向…岸ほか(1988)によって作

成されたパーンアウト尺度(Atbleti.cBurnout 

Inven句，ry:ABI)を使用した.この尺度は， r競技に

対する情鮒句消耗感J，r個人的成就感の低下j，r競
技への自己投入の混乱j，rチームメイトとのコミュ
ニケーションの低下jの4つの下位尺度，計 19項

目から構成されている.

結果臨時察

f指導者の支援→基本的，心理欲求(の充足)→動機

づけ→パーンアウト傾向Jの関連性を検討するため

にパス解析を行った.主な結果は図1に示した.な

お，図 1には有意なパスのみを示している.

結果から，自律性への支援，有能さへの支援が指

導者から行われていると認知している選手ほど，自

律性への欲求が充足されることを通して，内発的動

機づけや同一視的調整などの自己決崩怜観蛾づけ

が高められることを通して，パーンアウト傾向を抑

制する可能性が示唆された.

また，関係性への支援が指導者から行われている

と認知している選手ほど，指導者及びチームメイト

に対する関係性への欲求が充足されることを通して，

内発的動機づけや同一概句調整などの自己決定的な

動機づけが高められることで，パーンアウト傾向を

抑制する可能性が示唆された.

盟血主盛 山岨~-血・Ii!. _温 d:立%!:lt:U
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国の政策が地方自治体において、どのように実現されているか

一朝倉市における地域スポーツ政策を事例として一

O田中祐馬(福岡大学大学院)藤井雅人瀬尾賢一郎(福岡大学)

キーワード:市町村合併総合型地域スポーツクラブ地方自治体朝倉市

目的

昭和36年に策定されたスポーツ振興法に基づき、

平成12年9月にスポーツ振興基本計画が策定された。

計画策定から 5年が経過したことに伴い、平成 18

年に同計画が改定された。同年に朝倉市が甘木市、

朝倉町、杷木町との新設合併により、誕生した。そ

の後、 2010年スポーツ立国戦略、 2011年スポーツ基

本法、 2012年スポーツ基本計画が策定され、朝倉市

のスポーツ行政も、国のスポーツ政策を受けて、ス

ポーツ振興を行ってきたo 天野 (2006)は、市町村

合併後のスポーツ行政組哉の統合に対する取り組み

に着眼し、地域に応じたスポーツ関連団体の育成や

支援、調整の重要性を示唆した。そこで本研究では，

市町村合併と同年に、国からのスポーツ政策を受け

た朝倉市のスポーツ行政の取り組みに着眼し、今後

の朝倉市のスポーツ行政の課題について明らかにし、

国のスポーツ政策が地方自治体を通じて、住民に反

映されてし、く過程における問題点を明らかにするこ

とを目的とする。

方法

1.対象およひ調査時期

本研究では、福岡県朝倉市を調査対象とし、朝倉

市教育委員会職員へのインタビュー調査と朝倉市公

的刊行物の資料調査を実施した。主な調査対象資料

は、朝倉市役所発行、岡市役所総務部行政経営課編

集「広報あさくらJ(平成 18年~平成25年 9月 1

日全179号)、朝倉市教育委員会発行、朝倉市広報

委員会編集の「あさくら市議会だよりJ(平成 19年

~平成25年8月 15日全30号)、「朝倉市社協だより

ふれあいネットワークJ(平成 18年~平成 25年 7

月 15日 全26号)である。また、インタビ、ュー調

査の対象は、朝倉市教育委員会生涯学習課スポーツ

推進係職員 1名、同教育委員会生涯学習課嘱託職員

l名の計2名とした。インタビ、ュー調査の回数は、

平成25年7月30日、平成25年 8月9日、平成25

年9月3日の計3回行ったo

2.調査項目

資料調査においては、朝倉市における公的刊行物

を対象とした。「地域スポーツJに関する広報の頻度

や回数、内容を他項目(農業、介護、福祉、文化等)

と比較を行った。朝倉市の地域スポーツ行政担当職

員に対して、インタピ、ュー調査を行ったo 調査項目

は、現在の朝倉市のスポーツ行政の取り組み、朝倉

市が誕生してからの地域スポーツの振興状況や総合

型地域スポーツクラブの設立状況や経緯等である。

結果と考察

平成23年 8月に施行された国のスポーツ基本法

を受け、朝倉市でも平成 25年までに総合型地域ス

ポーツクラブを設立する動きが見られた。朝倉市で

は、地域コミュニティ組織を中心に活発な自治活動

が行われている。それらのコミュニティの中でも特

に、活発にスポーツを行っていた「志波スポーツク

ラブJを中心に総合型地域スポーツクラブ設立のた

めの協議を重ねたが、朝倉市スポーツ行政や地域ス

ポーツの現状から総合型スポーツクラブ設立には至

らなかったo 今後、設立の目途は立っていない。

この背景には、 2点の理由がある。 1点目は、岡

市教育委員会生涯学習課スポーツ推進係の職員が 3

名であること。 2点目は、次の 2つが、 3名の職員

の日常業務の中心となっていることにある。 1つ目

は、事務局として、体育協会とスポーツ少年団、各

コミュニティのスポーツ推進委員の組織化、活動支

援をしていること。 2つ目は、体育施設の管理・修

繕である。そのため、総合型地域スポーツクラブの

設立まで手が回らない状況である。故に、国からの

スポーツ政策を住民に上手く反映させることが難し

い状況にある。



立食パーティーにおける水の入ったグラスの保持は
立位姿勢の動揺を小さくする

0大下和茂・山口恭平・木寺英史(九州共立大学 スポーツ学部)

キーワード:足庄中心点動揺手指感覚情報バランス能力

目的

立位時において，床と平行に設置された固定面

Oeka & Lackner， Exp Brain Hes， 1994)に軽く触
れる(1N以下のカ)ことで身体動揺は低下する.

この影響はカーテンなどの不安定物でも確認され

(Riley et a1.，政IJOA/ov Sci， 1999)，手指の感覚

から身体各調3位の相対的な位置関係が把握できるた

めと考えられている.さらに，立位時に錘を保持す

ることでも動揺は低下し(長野ら， J]BSE， 2007)， 

錘が身体動揺のベクトルを反映し，手部から知覚で

きている可能性が報告されている.これらの作用を

日常場面に置き換えると，立食パーティーなどにお

いて，水の入ったグラスを保持することがある.グ

ラスの水は身体動揺に伴い揺れるため，手部から動

揺方向が知覚できる可能性が考えられる.そこで本

研究は，立位時に水の入ったグラスを保持すること

が姿勢動揺にあたえる影響について検討を加えた.

方法

対象は健常成人対生37名(I9:t1歳)であった.

対象者は，閉眼状態で 20秒間の右足立ち課題を 3

分の休憩を挟み2回繰り返した.対象者へ「目の前

のボーノレを蹴る側の足j を調査したところ，全員右

と回答した(すなわち支持脚は左).本研究では，グ

ラス保持の効果を顕著にする意図で非支持脚での立

位を採用した.2回目の課題について，対象者のう

ち21名(∞N群)は 1回目と同様の片足立を行い，

16名 (WA群)は180m!の水が入った250ml容量の
グラスを左手で保持しながら片足立を行った.課題

中の姿勢動揺は足庄中心点(∞P)を用いて評価した.

すなわち，対象者は4角にロードセルが設置された

長方形のボード (RVL-U21，Nintendo， Japan)上で

片足立ちを行った (Clarket a1.， Gait Posture， 

2010).各ロードセルからのカ信号はBluetoothを介
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し， 100Hz間隔でパーソナルコンビュータに収録し

た.20秒間の課題のうち，中間の 10秒を解析対象

区間とした対象区間のカ信号から∞Pの総移動距

離を算出した後，平均移動速度 (ωP-V)を求めた.

結果と考察

図1は両群の片足立ち時における∞P-Vの平均値

と標準誤差を示している.側群における片足立ち

時の∞P-Vは， 1回目と 2回目で有意な差を示さな

かった(平均9.78cm/ s・平均10.06 cm/ s) .一方，

WA群では， 1回目の片足立ちに対し， 2回目に水の

入ったグラスを保持することで，有意にα>P-Vが低
下した(平均9.93cm/ s・平均8.80 cm/ s， P= O. 01) . 

以上の結果は，身体の動揺方向が水の入ったグラス

を介して手指から知覚でき，∞トVが小さくなった

可能性を示している.この作用について，立位時に

手指感覚情報の付加することで，主動筋であるヒラ

メ筋の活動に変化は見られないが，措抗筋である前

腔骨筋の活動低下が認められており (Oshita & Yano， 

Conf 庁 'OclEEE EJ習船dBiol Soc， 2013)，手剖3感

覚情報が下腿筋群における体性感覚のフィードパッ

ク機構を助勢している可能性が示唆されている.今

後，筋活動の影響やグラスの動きを測定するなど，

さらに詳細な研究を進めたい.いずれにしても本研

究結果は，立食パーティー時などに水の入ったグラ

スを持つことによりバランス能力が高まることを示

唆しており，ヒトのバランス能力向上に繋がる一方

策へ応用できうる可能性を示している.
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ニコニコペースによるウォーキング体験が日常身体活動における

健康づくりに有効な活動強度調整能力に及ぼす効果

0樋口慶亮、田中英幸、石見淳二、松原建史、江口慎一(株式会社健康科学研究所)、

竹井繁光、中村香代子(福津市いきいき健康課)、進藤宗洋(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:介入研究、ニコニコベース活動時間、ウォーキング体験、日常身体活動、加速度計付き歩数計

背景と目的

50%V02max強度のニコニコベース (NP: 
niconico・pace)相当の身体活動量を増やし、全身
持久力の向上を図ることが、効果的な生活習慣病

の予防・改善に繋がる。施設における機器を用い

た運動の強度を、 NPに調整することは比較的容
易なものの、日常身体活動時のNP活動時間の増
加に対する有効な支援方法は確立できていない。

そこで、本研究の目的は、運動施設での機器を

用いたNP運動の実践に加え、屋外でのNPウォ
ーキング体験 (NPW: NP walking)が、日常身
体活動時のNP実践に及ぼす効果を検証すること
とした。

方法

対象は、福津市総合福祉センター fふくとぴあj

内の健康増進室で定期的に NP運動を実践し、
NPWに参加した男女 16名 (64+9歳)とした。
NPWは約 4kmの屋外ウォーキングコースで
実施した。 NPW中は脈拍計モニターを用いて、
NP相当の脈拍数 (=138一年齢12):1:10%の範囲
内になるよう歩行速度を調整した上で、 NPの感
覚を覚えるよう指示した。また、加速度計付き歩

数計 (LC: lifecorder)を NPW時とその前後 5
日間以上装着させ、施設利用日を除いた3日間の

データを基に日常身体活動時の歩数、 NP活動時
間と全活動時間に対する NP活動時間の割合(NP
活動率)を測定した。

NP活動時間は、NPW中に脈拍数がNP相当の
脈拍数:1:10%の範囲内になった時にLCが示した
階級とその 1つ上の階級の積算値とした。また、
NPW後にNPW前のNP活動時間をグラフ化し、
参加者にフィードパックすることで、日常身体活

動時にNPへの意識が高まるよう取り組んだ。

結果と考察

NPW前後において、歩数は 9，411:1:4，136歩/
日と 9，117+ 3，334歩/目、 NP活動時間は 15.3:1:

12.2分/週と 20.2+13.1分/週で有意な変化を認め
なかったのに対して、 NP活動率は 15.2:1:10.9% 
から 21.2:1:12.4%へ有意に増加した(p<0.0I)。
これは、 NPWに参加したことで、日常身体活動
をNPに調節する感覚や意識が養われ、活動の質
が高まったためと推察された。また、 NPW前後
の歩数の変化量と NP活動時間の変化量との聞に
有意な正の相関性を認め(r=0.688，p<0.05) (図)、
歩数の増加を図ることで、日常のNP活動時間の
増加に繋がる可能性が示唆され、Ayabeら(2009)
や松原ら (2011)の先行研究と同様の結果を得た。
以上のことから、今後は施設と屋外における

NP運動の実践と体験を組み合わせると伴に、歩
数の増加を促すよう取り組むことで、より効果的

に健康づくりを推進できると考えた。

結論

施設と屋外における NP運動の実践と体験によ
り、健康づくりに有効な活動強度調整能力を高め

られる可能性が示唆された。今後は、本研究をさ

らに発展させていくことで、施設における支援方

法の改善を図り、健康づくりにおける施設の役割

拡充に繋げる必要がある。

35.0 r y=0.003x+5.831三
富 tr=0.688 
議25.0~ p <0.05 

制
迫 15.0
制
e 
a!: 5.0 

主 r・
E・5.0
z 
・15.0 • 

• 
@ 

・6，000-4，000-2，000 0 2，000 4，000 

歩数の変化量(歩/日)

図.歩数の変化量とNP活動時間の変化量との関係

Ayabe M. et a1. J PhysAct Hea1. 6: 1-8，2009. 
松原建史ら.体育学研究.56:105・113，2011
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縦列水中歩行時の水流速度の違いが後方歩行者の運動強度に及ぼす影響

O 平野 雅巳 ・回中 宏暁 ・檎垣靖樹 ・1青永 明 (福岡大学)

キーワード縦列水中歩行，流水プール

目的

水中運動は浮力により関節負担が軽減できるた

め，配満症の運邸』療法として合理的な運動様式であ

る一般的な水中i邸 /J療法は水中樹子を複数人が

閉じコースで縦子一列になって実施していることが多

い鰐ilJによる水中歩行は前の歩行者の背部に渦

が生じ，後方の歩行者の運動強度に影響を及ぼすと

考えられる.しかし，歩行速度などの条例によって，

と'の程度運!liIJil!li度に影響するカゆかつてし、なし、

そこで本研究は，水流速度の違しが縦列水中~

l時における後方歩行者の運動強度に及ぼす影響につ

いて検討した

方法

健常成人男性 (8名，

21.6土1.0才)を対象と

した対象者は，縦横

2911ずつ計4台の水中

トレッドミノレが殻位さ

れた溺fJl<.プーノレで2名

ずつ縦列水中歩行を行

った.歩行速度は，ト

レッドミノレ速度を

1.0mlsの一定とし，水
図 1. 歩行l侍の阻t~

流速 度を 0.6，1.0， 

1.4m1sで各 10分間l実施した.歩行位iiiは，上流iJUJと
下流側のトレジドミノレに l名ずつ配置し(図1)，5 

分毎に歩行佐世を交代した 測定項目は，各条件に

おいて4-5分の酸素摂取量を測定し，メッツを算出

したまた JL'寸白数と主観的運動強度を測定した

上流側，

結果と考察

酸素摂取li1は水流速度と歩行位置に有意な交互

作用を認め，水流過渡が低くなるに従って，歩行{立

問U]の差が小さくなることを示した(図2) 歩行位

置問の酸素摂取記;は，全ての水流速度で商IJ方より後

方の歩行が有意に低値を示したまた， 心拍数は，

25 

20 r; oo~ fふ
ド盟4

十九
ε

J

A

U

Z
3
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E
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〉

水流速度 x，歩行位置
r < 0.05 

。
06 1.0 1.4 
水流速度(m!s)

図2各水面旨車度における歩行位置とi踊雌度

・前方~UI歩行 O 縦列時の後方側歩行

水猫車度と歩行位置に有意な交互作用を認め， 1.0と

1.4m1sの縦列時の後方歩行が有意に低値を示した

悦 l名の対象者に対して測定ミスの可能性が考え

られため，スミノレノフ築却検定を行い， 5%有意水準
をもって棄却した

縦列歩行による運動強渡へのl』E緋について，我々
i丸一定の高速水流(1.8m1s)1侍にトレッドミノレ速度

漸l留に従って後方に位位する歩行者への影響が増加

すると既に報告したしかし，本研究は，運動強度

が0.6m1sl時に平均3メッツ程度の低い水mEl産皮であ
ったにも関わらず，縦夢11歩行による運動強度への影

響が完全に相殺されなかった以上のことから，縦

列水中歩行時の運動強度への影響は，水流速度が低

くなるに従って小さくなるものの，さらに低い水流

速度でも起こる可能性を示唆した.

まとめ

縦列水中樹 rlえ前方歩行l時より後方歩行l時の運

動強度が低下し，その差は水流速度が低くなるに従

って小さくなることを明らかにした

本研究は，文部科学省私立大学戦略的研[If究法議匂形

成支援事業 f身体活動研究所」により:!mi苗した
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やり投げの立投げ練習における後傾姿勢の違いが

身体の起し回転に及ぼす影響
0本山清喬・瓜田吉久・金高宏文・前田明(鹿屋体育大学)

キーワード:やり投げ動作分析

目的

やり投げにおいて、大きな投てき距離の獲得には

ヤリの速度を高める必要があり、助走速度を高くし

て身体に大きなエネルギーを発生させることがその

一つの手段である。そのため、助走速度を変化させ、

投てき動作の変化を検討したところ、助岩塞度が高

まるとともにプロック時の身体の後傾が大きくなり、

身体の前回り回転が速くなることが分かった。しか

し、常に高い助走速度で投てき練習を行うことは困

難であるため、通常やり投げ選手は短助走や立投げ

の練習を行うのが一般的である。特に立投げは、身

体移動が小さいにもかかわらず大きな後傾姿勢で投

てきする選手が多く存在するが、大きな後傾姿勢の

立投け濁作は、助走を伴った投てきにおいて「止ま

って投げるJといわれる動作に類似していることが

臆念される。立投げ時の後傾姿勢は小さくすること

が望ましい可能性があり、後傾姿勢を変化させた際

のバイオメカニクス的な特徴を明らかにする必要が

あると考えた。

そこで本研究は、後傾姿勢を小さくした立投げが

助走を伴う投てきの導入として有効であるかを明ら

かにすることを目的とした。

方法

被検者は大学やり投げ選手1名(身長1.715m、体

重89.2kg、自己記録69.85m)を対象とした。被検者

は大きな後傾姿勢の立投げ(後傾大)と小さな後傾

姿勢の立投げ(後傾小)の2条件をそれぞれら6試技

実施させ、左脚接地からリリースまで光学式動作解

析システムMAαD(Moti∞Analysis社鋤を用い

て投てき動作をサンプリングし、体幹角度及び身体

角度を分析した。また、経時的なデータは左脚接地

からリリースまでを 1∞%として規制包した。

乏ン/体幹角度

←) I (+) ノ ℃ 身体角度

.図1.体幹角度を身体角度の定義

結果と考察

身体重心とプロック脚の媒を結んだ線分の角度で

ある身体角度(図4)は条件聞で有意差が認められ、

いずれの条件においても左腕鞍地からリリースまで

後傾が小さくなるように変化していた。また、体幹

角度は左胸接地時に条件聞に有意な差が認められた。

後傾大条件は身体角度・体幹角度が同時に前回り回

転した(図2)。一方、創頃小条件は左腕暖地後しば

らく体幹角度の変化がなく、身体の前回り回転に遅

れて体幹の前回り回転が発生した(図3)。すなわち、

体幹を残して左胸接地をきっかけとした前回り回転

が生じたものであり、助走を伴う投てきのブロック

動作と類似すると考えられる。したがって、助走を

伴う投てきを考慮すると後傾を小さくして立投げの

トレーニングを行うことが有効であることと推察さ

れた。

2・10
ω 
司3

・.20

幽
担 -30

-40 

図2.後傾大のスティックピクチャー

図3.後傾小のスティックピクチャー

身体角度

o 10 20 30 40 50ω70  80 90 ∞ 
左臨地 規格化時間的 リリース

図4.体幹角度と身体角度の経剛句変化
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運動部に所属すると体力は向上する

0安方惇 1) 小見山高明1) 川崎光 1) 清永明 2，3) 田中宏暁2，3) 桧垣靖樹2，3)

1)福岡大学大学院スポーツ健康科学部研究科 2)福岡大学スポーツ科学部

3)福岡大学附置身体活動研究所

キ}ワード:児童運動部新体力テスト

背景と目的

子どもの体力は，平成24年度の体力・運動能力調

査の報告によると，短蜘句な視点ではほとんどの項目

で横ばいまたは向上傾向が見られるが，長期的にみる

と，体力水準の高かった昭和ω年頃に比A依側底い水
準になっている.この背景として，児童の身体活動量

の減少があげられる.そこで本研究では，身体活動量

を維持・向上する方法の1つである運動部新属の有無

が新体力テストの結果に及ぼす影響について櫛サした.

方法

対象者は，福岡県N小学校の4吋年生のうち，運

動制新属の有無と新体力テスト全項目のデータの両方

が得られた403名(男児 196名，女児207名)を解析対

象とした.調査は2011年から開始し， 1年後に同様の

調査を行った.測定は，明或10年より樹子されている

新体力テスト8項目纏カ，上体起こし，長座体前屈，

反復横とぴ， 5伽n走，2伽1シャトルラン，立ち幅とび，

ソフトボール投，1)を行った.また，生年月日，身長，

体重，生活習慣，運動習慣に関わる内容のアンケート

を保護者に記入してもらった.統計先虫里は，統計用ソ

フト 9お(18.0)を用い， 2年間縦続して運動部に所属

していた児童をI政 168名)， 2011年同軍動部に所属

していたが 2012年は辞めた児童をE政27名)， 2011 

年は運動部に所属していなかったが 2012年に始めた

児童を皿政132名)， 2年間運動部に所属しなかった児

童をW政76名)の4群に分け二元配置初予散分析およ

び百胞yの多重比較を行った.数値は，平均蝶準偏

差で表わし，有意水準は5%未満とした
結果と考察

運動部新属の有無で分類した4グノLープの菊淋カテ

スト評価の推移を図に示す.男児においてI群とE群

に交互作用が認められた多重比較の結果，新体力テ

スト評価は， 2011年においてI群がN群に比べ有意に

高値を示した.また， m群は，運動部に所属すること
で2011年から2012年にかけて体力が有意に向上した.

女児において交互作用は認められなかった.男児は，

野球やサッカーなどの運動部に参加している者が多く，

女児はダンスや体操などの運動部に所属している者が

多かった.運動部の種目によって新体力テストの結果

に及ぼす影響が異なる可能性がある.

仁60可 男児

ト|;;;iiff.
~ 45 i 畑一吋
4を
若葉 40 

女児

..・・・・・・・........・.

・ーーーー・
a . - -
持・・・・・・噌

2011 2012 2011 2012 

ゆ・ I群:運動部活雛鮪男児:1ω名，女児5銘)

..n群:運動部活動中止(男児:14名，女児:13名)
---m群:運動部活動開始(男児:34名，女児:37名)
4 ・w群:運動部活動無(男児:39名，女児98名)

図 運動部所属の有無と新体力テスト評価の推移

本研究の限界として対象者数が少ないため，運動部

の種目別に検討はできなかった.今後，対象者数を追

加し検証する必要がある.

結論

男児において運動部に所属することは，児童期にお

ける体力向上の一助となる可制生が示唆された.
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児童の投運動における短時間指導の効果に関する研究

一小学4年生を対象としてー
0中山正剛・三浦裕典(別府大学短期大学部) 田原亮二(名桜大学)

キーワード:ソフトボール投げ どすこいバウンド投げ振り子投げ小学4年生

目的

尾蘇ら 0∞1)は，小学2，3年生を対象に投能力
改善プログラムを，週3回を3週間にわたって実施

した結果，遠投距離を向上させるのに有効であるこ

とを確認している。他にも，投運動の指導が投能力

や投動作に好影響を及ぼしている研究は数多くなさ

れている(高本ら加4~ 出井 1朔)。これに対して，

投運動指導において少ない時間での有効性を確認し

た研究は見当たらない。より少ない指導時間で有効

性が確認されれば，利用価値がより高くなると考え

られる。

そこで本研究では，短時間での投運動指導が投能

力に与える影響を明らかにすることを目的とし丸

方法

1.対象およひ溺査時期

対象者は，大分県別府市T小学校に在籍する第4

学年2クラス児童67名(男子40名，女子27名)を

対象とした。なお，調査は，平成25年5月22日と
6月3日に実施した.

2.調査項目

文部科学省体力テスト実施要領にしたがって，

r5伽n走J，r立ち幅聞ttJtJ，r:握力J， r上体起こしJ，
f長座体前屈J~ r反復横とぴJ，r20mシャトノレランJ~

「ソフトボール投げjを測定した.また， rソフトボ
ール投げjのみ，指導前と指導後の2回実施した。

加えて， r身長J，r体重J，rSMIJ， r背筋力J，r手長J，
f手幅jも測定した。なお，ソフトボール投げ実施

の際には，遠投距離の測定と合わせて，投動作をビ

デオにより撮影し，高本ら 0∞13)が作成した観察
的評価法 (7項目 5段階)を用いて投動作を数値化

した。評価に関しては，野球の指導経験者やバイオ

メカニクスを専門に研究している者，計3名が担当

し，合議により決定した。

3.指導内容

指導の内容として，尾豚ら 0ω1)が考案した fど

すこいバウンド投げj と「振り子投げ」を， 1回30

分のみ実施した。この指導法の特徴として，①ゲー

ム性が高いこと，②能力に関係なく誰もが実践でき

ること，③教師の専門的な指導の関与が少ないこと

が挙げられる。詳細は以下のとおりである。

(1)どすこいバウンド投げ

横向きの姿勢から，相撲の四股を踏む要領で，

軸足と反対側の足を大きくあげ，勢いよく振り下

ろすと同時に地面めがけてボールを投げつける。

体重移動の感覚，全身を使ってボーノレを投げる感

覚を養うことをねらいとする。

ω振り子投げ
横向きに立ち，胸の前で両手首を交差させた姿

勢から，肘を伸ばしながら両腕を円を描くように

体側に振り，両手を肩の高さよりも高く挙げた姿

勢から一気に投げに移行する。主動作で肘がボー

ノレより先行し， リリース前に一気に前腕が振り出

されるムチ動作を引き出し，肩の回転を促進する

ことをねらいとする。

4.分析方法

指導前後における遠投距離およひ渡動作得点の差

を明らかにするために，対応のあるt検定を用いた。

また，投能力に影響を及ぼす要因を探るために，そ

の他の調査項目との相関係数を算出した。なお，有

意水準はすべて5%とした。

結果と考察

本研究は，小学4年生を対象に，短時間の投運動

指導が投能力に与える影響を明らかにすることを目

的とし調査した結果，指導後に投能力の有意な向上

が男女ともにみられた。さらに，投能力高群と低群

に分けて分析した結果，低群にのみ有意差が認めら

れた。これらの結果は， 1回30分のみの短時間の投

運動指導が，特に投能力が低い者に対して効果が高

かったことを示唆している。



児童・生徒の体育の好嫌が学習への構え及び学習成果に及ぼす影響

0縦木智彦(西南学院大学)、海野勇三 (山口大学)、中島憲子(中村学闘大学)、
fiI!ケn:淳 (近畿大学九州短期大ヤ)、小西隼平(山口大学大学院)

キーワード 体育嫌い、学びの履歴、 LCAS、学習成果、学習への構え、教印liの指導性

目的 子得点。コ傾向より第 Iクラスターから順に「学習志

「体育lUItいlの児蛍・生徒が生成される過程には、 l向型j 、 「学習回避志向型J、 「ひとり学ひ塑j

それそすL悶有の背iitが認められるであろうが、体育 「制返的参Jm型」、 「レク志向製Jと命名した，

援業における傑々な学びの経験 ・属鹿が少なからず 2 学習への構えタイプ別こみた学習成呆得点

~.望罪しているものと考えられる。 表 1は f学習への構えJタイプiJlJの学習h矧 ζ得点

本研究では、 「体育授業における学びの脆歴測定 についてみたものである。すべての因子において、

ハッテリー」 任AamingCa".ier・As田ssS岨.1e以 「学習志向劉タイプの得点が、その他のヂイプに

下、 LCAS)を用いて児童・生徒の体育の好嫌が 「学 比べ有意に向くなっていた。次に得点がiViかったの

習への構え」及び「学習成果Jに及ぼす影響を検討 が『レク志向型j、「ひとり学ひ望的であった。一方

することを目的とした。 で、「学習回避志向型jはすべての因子で最も低い

方法 得点を示していた。

ifJJ野ら (2010)の作成したLCASをJfIし、て、小学

生788名、中学生759名、高校生1084名の児藍 ・生

徒計2631名(男子1491名、女子1140名)を井j象に

質IJ11紙制有を実肱した。訪問E期間は'1"学 1年生を対
象としたiJ，'，j査は2007'flO-11月、高校1'1三、大学1

年を対象とした調査は2010年4-5月て'あった。

LCASの f学習への構えJについては、因子の各合

計得点をもとに、各次元をtIIi.成する因子得点を標準
得点に換x-;tし、 1(-皿ca国法によるQモー 1"のクラス
ター分析を行い、各タイプを確認した。これらの分

析にはffiMSPSS Statisti四 19.0for Windowsを

用いた。

結呆・考察

] 学習への構えタイプ

児社 ・生徒が体育授業に対してどのような構えで

挑んでいるのかについてクラスター分析を行ったと

ころ、 5つの解釈可能なクラスターをj111/Uずること

ができた(図1)。各クラスターは、それぞれの医|

. ..え合い a 自覚的学習・匁鯵辺守 ・..~

一 一一一一一一一一

0.' 

。
~.， 

s 

0.' 
2 ，~-ーーーーーーーー一一一一一一一一ー一一ーー 一一一一一一一一一一 一ーー一一 -

d開，，~向" <:滞留白量怠肉箆 ③ひとり掌ぴ型 @瓜極的・.." ⑤しク志向箆

図1クラスタ一分併における「学習への備えタイプJのパターン

"" 
『・‘:.~への情えタイツ"1の7官I~忠符b

学刊への闘え.イプ "同ーJt岨 央銀的....置" 裂しさ..~ 遁a・fI飽峰

②'jI:1!1'A:肉国 '5.，6 "・3' 15_)7 1).77 
.，.衛門~_nl本側型 10.77 9.'7 11.1] 10.11 
$ひと11?tÞ.~ 1].07 11.48 "ト8， "・56
.罰6倒拘.網' 11.6'1 9.93 ".45 9.8'1 
""タ志向鱒 14-45 12.57 '4・94 12.1] 

'"臥，~ 5'‘ ①〉⑤〉⑤>..>③ ③〉⑤〉③>Q'I>~⑤>"'>⑤><ZO 1))>⑤>CD><D>② 

3 体育Mlultl]iJ・学習への椛えタイプの学科j戎栄

渉;に、体育が「大好き (n=1246)J、「大嫌い(n=61)J 

と回答した児童生徒の f学習への構えタイプ.Jjjlj 

にみた学習成果得点、を表2に示した。 r大好きJs手
は、 2 と同織に I学習志向型J Iレク志向仰Jrひ
とり学ひ当QJの倣で得点がl向かった。 -};、 け司較

し、J群では「レク志向型」が品も商い得点を示して

い丸また、学習への構ぇタイプ)]Ijの割合に注目す

ると、 「大好きJ鮮では「ひとり学ひ塑jが、 「大

嫌し、Jl昨では f消短的参)111型Jが最も多かった。

基12 体育の灯蛾jjlJ 学習への榊えタイプうi}IJにみた学習成朱
学習 学習巨盟 ひとり 拙lti的 レタ
自白1鐙 由旬聖 学t即 歩加盟 由旬型

大好き 58.62 45.74 50.34 47.32 54.37 
(N=124G) (幻咽 (丘祖) {立哨 (11.4喝 (22.耳}

大緩い 27.28 26.43 26.97 47.00 
ω=61) (咽 (四5鴫 (11.5'却 (<11.5'栂 (11. 5'則

まとめ

以上のことから、体育好鎌それぞれの児童 ・生徒

は、 f学習への術えj タイプの所属割合が具なって

おり、それらは、学習成果に大きな違いを生んでい

ることが明らかとなった。
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体育嫌いの生成機序に関する基礎的研究

一体育嫌いの子どもの学びの実相一

0小西隼平(山口大学大学院)、海野勇三(山口大学)、中島憲子(中村学園大学)、

鐘ケ江淳一(近畿大学九州短期大学)、績木智彦(西南学院大学)

キーワード:体育嫌い、学びの履歴、 LCAS、学習成果、学習への構え、教師の指導性

1.本研究を行うに至った鼓磯

本研究の動機は、①子どもたちに体育を好きにな

ってもらいたい、②学校体育をきっかけとして生涯

にわたって運動に親しむ子どもが増えてほしい、③

だが現状は体育が嫌いな子どもも存在しているため、

そのような体育嫌いの子どもたちをなくしていきた

い、という 3点である。

2. 目的
本研究の目的は、体育嫌いの児童・生徒が授業過

程でどのような「学びjを経験しているのか、その

実相を当事者の視線から確認することであり、今後

の体育嫌いを産み出さない授業改革への基礎的資

料を得ようとするものであるロ

3.方法

海野ら (201ω の作成した「体育授業における学

びの履歴測定バッテリーJ(Leaming Carrier-

As舵ssS伺le以下、 LCAS)を用いて、小学生788
名、中学生759名、高校生1ω4名の児童・生徒計

2631名(男子1491名、女子1140名)を対象に質

問紙調査を実施した。実施時期は、 2∞7年 10-11
月(中学1年)、 2010年4---5月(高校1年、大学

1年)であった。統計解析には、mMSPSS Statistiω 

19.0 for Wmdowsを使用した。

4.結果 4考察

1)体育好嫌における児童・生徒の割合

「私は体育の授業が好きですjの設問を4件法で

尋ねた。「全くそう思わないJと回答した児童・生

徒を「体育大嫌いj群(以下「大嫌いj群;61名;

2.3%)、「とてもそう思うjと回答した児童・生徒を

「体育大好きJ群(以下「大好きJ群;1246名;

47.4%)として以下の分析を行った。

2) 2群問における児童・生徒の学習成果

「大嫌いj群は、学習成果次元の4因子いずれで

も f大好きj群に比べ有意に低得点であり、楽しめ

ない・できるようにもならない・わかるようにもな

らない・結ひも合うこともできない現実が確認された。

糊大好きI13.8 
3) 2群聞における児童・生徒の学習へ0糟え

「大嫌いJ群は、学習への構え次元の合計得点で

も「大好きJ群に比べ有意に低かったo 注目すべき

は、「規律遵守j因子で有意差が認められなかった

点である。リーダーや先生の指示に従いつつも、孤

立し、授業への消極的・回避的な傾向が伺える。

表2.2糊リにみた学習への構え因子・合計得点平均値

示哩ミ 教え 自錨句 規律
献身

学習への

合い 学習 遵守 構え合計

体育大嫌い 9.2 6.8 12.1 6.7 34.8 

体育大好き 13.2 10.4 12.9 9.0 必1.5 I 

4)児童・生徒一教師聞の指導一被指導関係

f大嫌し、j群は、 I大好きJ群と比べ、 f学習規律J

因子以外のすべての因子で有意に得点が低かった。

f大嫌いj群は、授業のプロセスで教師からの「肯

定的相互作用Jや「学び方指導Jを十分に受けてい

ないことが考えられる。一方で、教師の指導性の「学

習規律j因子で、両群に有意な差が認められなかった

ことは、学習への構えで両群に有意な差がなかった

「規律遵守Jとの関連性があることが推察できる。

表3.2群別にみた教師の指導性因子得点平均値

なで 学び方 肯相定互作的用 共同性 毘知的 学習 雰囲気指導 指導 規律 づくり

体育
8.4 9.7 9.4 7.3 12.5 9.7 

大嫌い

体育
12.7 12.7 13.0 9.4 13.4 13.2 

大好き

5.結びにかえて

体育嫌いの児童・生徒の学びの履歴を、当事者の

視点から省察した結果、教師によって fっくり出さ

れた『体育嫌い~J r学びの負のスパイラルjの可能
性が存すること、およびその指導性の如何がその誘

因になっている可能性が示唆された。



女子児童・生徒の体育授業における学びの実態

0中島憲子(中村学園大学)・海野勇三(山口大学)・鐘ケ江淳一(近畿大学九州短期大学)・

線木智彦(西南学院大学)

キーワード:学びの履歴測定バッテリ一、体育授業、女子児童、女子生徒

1. これまでの経緯 3.方法

海野ら (4006)は、体育・スポーツに関係する子

どもたちの育ちの実態を把握するために複併湖査

を実施してきた。そこでは、育ちそびれの全般化や

階層分化、格差の拡大といった「二極化J現象が確

認された。そこでは、とりわけ女子児童・生徒に関

する以下の諸点が確認された。「運動有能感jや「体

育の有用さの認知Jr体育の愛好的態度j において、
男子より女子が低得点であることや、 I友達を応援J

f友人、教師の励ましJr他者との関わりjの項目で
女子での高い相関がみられた点である。こういった

背景から、体育授業における児童・生徒の学習成果

や樹ヰ意識形成の背景にどのような学びの経験・履

歴の実態・傾向(過樹句側面)があったのかを明ら

かにするために、「学習成果Jr学習への構えJr教師
の指導性」の3次元から構成される「体育授業にお

ける学びの履歴測定バッテリーJ(Le紅ning

Carrier-Assess Sωle以下、 LCAS)を開発し、そ
れらの要因にはどのようなことが影響しているかを

明らかにしてきた。そこでは、小学校(中島ら:2008、

鐘ケ江ら:2∞8)および中学・高校(中島ら :2011、
鐘ケ江ら:2011)の体育授業を対象に、各3次元お

よびその関連について論及した。その結果、①「学

習成果j次元の得点は、すべての学校階梯で女子が

男子に比して有意に低かった。②すべての学校階梯

で、「消極的参加型jの「学習への構えJタイプの割

合は、男子よりも女子の方が多かった。③「教え一

学て月融合型Jの f指導性Jタイプの割合は、小学校

と高校で、男子に比して女子が少なかったo こうし

た結果から、 f学習成果j、「学習への構えJおよびf教

師の指導性Jの三者関係には、男女聞に差異がある

ことが示唆された。

2.目的

そこで本研究は、女子児童および女子生徒からみ

た体育授業の「学びの実態Jを捉え直し、どのよう

な影響からそういった男女聞にみられる差異が導

き出されるのかを考察する。

1)研究対象(全3297名:有効回答率79.8%)

階梯期 ，男 女 合計

小学校期 394 394 788 
中学校期 459 300 759 
高校期 638 446 1，084 

1491 1.140 2.631 

2)調杏時期:2007年 10--11月(中学1年)、 2010

年4月---5月(高校1年、大学1年)。

3)分析方法 :3次元の各因子別およて賂項目平均

値を算出し、有意差検定を行った。また、「学習への

構えJに関しては、タイプを調べるために各次元を

構成する因子得点を標準得点に換算し、 K-means

法によるQモードのクラスター分析を行ったo統計
処理に際してはSPSS18.0Jを用いた。

4.結果と考察

1)女子の『学醤への構えJと『学習成果』
『学習への構え』次元においては、「教え合いJ、

f規律遊守」因子および合計得点で、男子より女子

が有意に高い得点を示したが、「自覚的学習J因子

のみ、女チの方が有意に高い得点を示した。『学習

成果』次元においては、「実蹴句知識・理解Jr楽し
さ感得Jr運動有能感j因子および合計得点で男子
の方が有意に高い得点を示していた。一方で「共

同・共感j因子においては、女子の得点が有意に高

し、ことが示された。

2)女子の学校階梯別『学習への構え』タイプ

女子の『学習への構え』タイプでは、「ひとり学

び型Jrレク志向型Jの傾ですべての学校階梯で多
くなっていたo 一方で理想型と考えられる「学習志

向型jは、中学期より高校期で割合が伸びる男子に

対し、女子は高校期になるとわずか1割にとどまっ

ていた。また、 fひとり学ひ型jの構えの割合が男

子では中学期に、女子では高校期に増幅しており、

この問題の背景を探ることを今後の課題としたい。

制詞平成2へ-24何割砺題趨卸院 (C)r.ス請手ーツ・リテラシ

ー教育とジェンダ叶こ関する国勝側院i旬開抜書:海輔ヨ
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女子児童・生徒からみた体育教師の指導性の内実

0鐘ケ江淳一(近畿大学九州短期大学) ・海野勇三(山口大学)

・中島憲子(中村学園大学) ・績木智彦(西南学院大学)

KeyWord:学びの履歴、ジェンダ一、体育嫌い、教師の指導性

目的

海野ら (2008、2011)は、体育授業における児童・

生徒の学習成果や教科意識形成の背景にどのような

学びの経験・履歴の実態・傾向があったのかを明らか

にするために、 f学習成果Jr学習の構えJr教師の指
導性Jの3次元から構成される「体育授業における学

びの履歴測定バッテリーJ(LearnIng Carrier-Assess 

Scale以下、 LCAS)を開発した。

さらに、 LCASを用いて、小学生(中島ら:2008、

鐘ケ江ら:2008)および中学・高校(中島ら:2011、

鐘ケ江ら:2011)の体育授業を対象に、①「学習への

構えJと「学習成果Jとの関連、②「教師の指導性j

と「学習への構え」との関連について論及した。その

結果、①「学習成果J次元の得点は、すべての学校階

梯で女子が男子に比して有意に低かった。②すべての

学校階梯で、「消極的参加型Jの『学習への構えJタ

イプの割合は、男子よりも女子の方が有意に高かった。

③「教えー学び融合型j の「教師の指導性jタイプの

割合は、小学校と高校で、男子に比して女子が有意に

低かった。こうした結果から、『学習成果J、「学習へ

の構えJおよび f教師の指導性j の三者関係には、男

女聞に差異があることが示唆された。こうした男女問

での差異に影響を及ぼす「教師の指導性j を検討する

場合、男女間で指導性タイプが異なってくることが予

測される。

そこで本研究は、女子児童・生徒からみた体育教師

の指導性の内実をLCASによって分析し、男女聞の学
びの履歴の共通性と差異について考察する。

大学1年生| 合計

男 3941 759 1 638 11491 
女 394I 300 I 必6I 1140 
小計 788 I 759 1 1084 12631 
中学、高校、大学の 1年生を対象に、直前の学校階

梯の体育授業を振り返ってもらう形で、 LCASを用い

た配布調査法による質問紙調査を実施した。調査項目

はすべて 4件法である。調査期間は中学1年生を対象

とした調査は2007年 10-..11月、高校1年、大学1年

を対象とした調査は 2010年 4-"5月である。回収後、

記入漏れや記入ミスのある回答を除外し、 2631名の

有効回答 (79.8%)が得られた。(表1.参照)なお、

統計処理に際してはIBMSPSS19.0Jを用いた。

結果と考察

1 .教師の指導性次元について

褒2.学後陪槌副の『叡師の指事住』次元の平均値と恒..鐙
小学生 中学生

男 女 男 女

学び万指喝 12.5 11.70 11.73 11.86 
(4-16) (2.48) (2.53) (2.49) (2.50) 

局窓的相宣作用 12.32 12.26 11.75 *12.18 
(4-16) (2.46) (2.52) (2.72) (2.57) 

共同位 11.66 11.83 12.07 ・・12.58
(4-16) (2綿) (2.55) (2.48) (2.39) 

飽知的指窃 *・8.99 8.50 9.53 9.36 
(4-16) (2.80) (2.37) (2.67) (2.53) 

学留線偲 12.90 ・・13.42 12.76 ・・・13.55
【4-16) (2.38) (1.99) (2.10) (2.06) 

雰囲気づくり *12.66 12.29 12.16 12.16 
(4-16) (2.25) (2.27) (2.48) (2.49) 

高敏生

男 女

11.75 11.55 
(2.41) (2.12) 

11.62 **12.00 
(2.45) (2.13) 

12.37 ・・12.72
(2.25) (2.01) 

-・9.26 8.71 
(2.88) (2.39) 

12.81 ・・・13.32
(1.93) (1.67) 

12.31 *12.63 
(2.21) (2.25) 

2. r教師の指導性』にみられるタイプについて

衷3.教師の指導性タイプの人叡比と概要
小学生 中学生 窟敏生

男 女 男 女 男 女

学習不成立型 94 70 116 48 173 117 
(N=618，23.5%) (23;9) (17.8) (25.3) (16.0) (27.1) (26.2) 

強圧指噂型 64 70 87 58 130 84 
(N =493，18.7%) (16.2) (17.8) (19.0) (19.3) (20.4) (18.8) 

e 

学習支援型 67 92 52 19 112 120 
(N=S02，191CJ6) (17.0) (23.4) (11.3) (19.7) (17.6) (26.9) 

指導放棄型 70 80 102 51 109 51 
(N=463，17.6%) (17.8) (20.3) (22.2) (17.0) (17.1) (11.4) 

教え・学び融合型 99 82 102 84 114 74 
(N =555，21.1 CJ6) (25.1) (20.8) (22.2) (28.0) (17.9) (16.6) 

3. まとめと今後の課題

「学習規律Jr肯定的相互作用j など授業における
対人関係に関わった事項については、女子児童・生徒

の方が教師の指導性が発揮されていると捉える傾向が

強いことが示唆された。一方で、「認知的指導jについ

ては、小学生、高校生で男子が有意に高い得点を示し

た。さらに、「学習支援型Jの指導性タイプは、 f学び

方指導jは強く意識されているものの、教材に関る文

化的内容をめぐる『認知的指導Jが行われていない、

もしくは手控えられていることが推察された。

付記;本研究は，平成 22-..24年度科研費基盤研究

(C) rスポーツ・リテラシー教育とジェンダーに関す
る国際比較研究Jに関わる研究である。
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運動前の加圧空気チェンパー (HBA)入室が

運動後の疲労に与える影響

0渡漫裕文(鹿屋体育大学大学院) 添嶋裕嗣・長島未央子・替藤和人(鹿屋体育大学)

キーワード:加圧空気チェンパー疲労血液流動性末梢血液活性酸素

目的

運動を行う上で疲労というのは避けることは

できないものである。その運動後の疲労を軽減す

るため HBAが利用されているが、その科学的根

拠を示した報告はほとんどない。そこで、運動前

にHBAに入室し、疲労を抑制する効果があれば

パフォーマンスの向上やコンディショニングの

手助けになるのではないかと考える。本研究の目

的は、運動前の HBA入室が運動後疲労に与える

影響を検討することである。

方法

1.対象

調査対象は K大学男子サッカ一部員 9名(競技

歴 10年以上)。平均年齢20.9:t0.5歳。

2.実験手順

対象者9名をHBA入室群 (HBA群)とベッド

上臥床群(ベッド群)に分けた。そして、一定期

間を置き、両群を入れ替えるクロスオーバー法を

用いた。 70分間のHBA入室処置またはベッド上

臥床処置後に運動負荷として自転車エルゴ‘メー

ターを用いて 30秒間のウィンゲートテスト (WT)

を実施した。測定は、処置前・処置後・運動後 5

分・運動後 30分の4時点で行った。

3.測定項目

I)Visual Analogue Scaleにより主観的疲労度

を測定した。 2)血液検査:全血細孔通過時間

(BFr)・末梢血液(赤血球、ヘモグロビン、ヘ

マトクリット、白血球、血小板)・酸化ストレス

(ROM)・抗酸化力 (BAP)・血中乳酸値を疲労

に関連する項目として測定した。

結果

1)処置前、処置後の2時点に関して、 HBA群

は白血球・赤血球・ヘモグロビン・ヘマトクリッ

トが有意に下がり、ベッド群は白血球・血小板が

有意に下がったo 主観的疲労度は両群とも有意差

は見られなかった。 2)処置後・運動後 5分・運

動後 30分の 3時点では、両群とも処置後から運

動後5分かけて主観的疲労度・BFT・末梢血液の

すべての項目において有意に上昇した。 ROM.

BAPはHBA群のみ有意に上昇した。 3)2群間

の比較では4時点すべての測定項目において有意

差は見られなかった。

考察

我々 は、 HBA入室により赤血球変形能が高ま

り微小循環が改善され、酸素運搬が充進される可

能性を示した(脊藤ら、 2008)。しかし、本研究

の実験方法として無酸素性作業能力を評価する

WTを用いたためHBA入室による効果が出なか

ったのではないかと考える。

本研究において、運動前のHBA単回入室は、

高強度短時間運動における主観的疲労度や酸化

ストレス (ROM)の上昇による疲労を軽減でき

なかったと思われる。それは、被験者の運動能力

の高さや、運動負荷試験の強度・持続時聞が影響

したためと考えられた。今後は、被験者の運動能

力レベルや運動負荷を有酸素運動にした上での

研究が必要であると思われる。
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男子児童における疾走動作に及ぼす影響要因の検討
-形態および下肢組成の面から一
0船津京太郎(九州共立大学)

キーワード 筋厚、超音波、疾走能力、動作解析

目的

疾走能力はストライドと、ヒ。yチから構成される

が、幼児期から児童期の疾走能力の発達は、ヒ'ッチ

には経年的な変化はなく、身長の発育に伴うストラ

イドの上回大によりもたらされるとb、う特徴を有して

いる。船津ら(2013)は、身長の発育に加えて、疾走

能力には下肢組成の中でも筋量が影響をおよぼすこ

とを報告した。また、疾走動作は疾走能力に影響を

与える重要な要因である。

そこで本研究では、 8歳男児を対象として、下肢

組成の中でもlFi量に若目し、思1号制前における下!技
筋厚の発育と疾走車IJ作およひ咳走能力との関係を明

らかにすることを目的とした。

方法

i 対象

対象は，北九州市内の小さi'-'t交に通う倒療な小学 3

年生、男児21名(8.8土0.4歳)で也あった。

2. illO定項目

1)下肢筋厚

超音波診断装置(L∞lQeGE Healthcare社劃の日
モード図像により大l陸前部、大腿後部、下腿後部の

筋厚を測定した。

2)運動学的指数、床反力

左足が再幽し、次に左足が接地するまでを 1サイ

クノレとし、その聞の支持矧(右脚支持閥1)、回復期(左

脚.スイング仰)を分析の対象とした。運動学的指数

は、支持仰の接地時、接地中、隣地時の股関節、 l険

関節、足関節の角度、スイング脚の最小JJ率引付角度、

最大腿上げ角度を算出した。また、支持脚接地中の

股関節、 j膝関節、足関節のi量大fJIJ展角速度、最大脚

スイング速度、スイング仰の股関節、膝関節の最大

屈曲角速度、接地寸前の脚振り戻し速度を算出した。

床反力は水平方向の正の成分の最大値(Fy)、垂直方

向の最大値(Fz)を算出した。

3.統計処理

測定項目問にピアソンの積率相関分析を行った。

また、ストライド、ピッチをそれぞホ唯属変数とし、

身長、体重および全ての運動学的指数を独立変数と

するステップワイズ法による重回帰分析を行った。

有意水準はいずれも5%未満とした。

結集と考察

疾走速度とストライドとの聞には有意な関係が

(R=0.72， Pく0.01)認められたが、ピッチとの問には

有意な関係、ば認められなかった。対Ii!!後部およひ'f

JIi!!後部筋厚と、ヒ。ッチの説明変数のーっとして選択

された疾走動作要因(滞空時間/接地時間)との聞に

有意な関係が認められた。しかし、ピッチはスピー

ドとの聞に有意な関係が認められなかった。このこ

とから、 8歳男児は下肢の筋の訟的発育は疾走動作

に影響を与えるが、疾五謹度の向上には直銭的に繋

がらないことが示された(図 1)。船津ら (2013)は、

3~8 歳児において、ほとんどの年齢哨で大腿後部ま

たは下腿後部と疾走能力の中でもストライドとの問

に有意な関係があることを報告した。しかし、 8歳

男児においては形態や筋金が疾走能力(ストライド、

ピッチ)に影響を与えないことを示唆した。したが

って、本研究の結果から、下l伎の筋の量的発育は8

歳からピッチの向上に対する貢献度が大きくなるこ

とが示唆された。しかし、木研究のヒ・ッチはスピー

ドと有意な関係が認められないことから、8歳から

身長(下肢長)の発育に加えて、単位自主訟あたりの

筋力や、問l筋ノミワーの明大がストライドのI曽大に貢

献し、疾走能力を向上させると思われる。

←固冨圃
唱 M#M←医霊園園

医トi 下腕)1;厚が疾走JVJ作、疾走能力に与える影響
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ナショナノレレベルのユースサッカー選手の試合中のパフォーマンス
分析:GPSを用いた移動距離と速度の検討

0後藤平太(九州共立大学 スポーツ学部)

キーワード選手育成選手選抜試合分析 エリートスポーツ

目 的

発育発遥説明のユースサッカー選手は，それぞれの

年代や能力にあったトレーニングを行うべきであり

(Reilly et a1.， 2∞0)，試合中の移動E回世の測定は，
コーチが選手たちの年代キ哨E力に適した トレーニン

グメニュー作成のために重要である(Carling et a1. ， 

2008) .また，プロサッカークラブに残留できる選手

と放出される選手の，試合中のパフォーマンスの泣

いを明確にすることは，選手育成やタレント発御に

有誌な情報となることが考えられる.

本研究の目的は，英国プロサッカークラブに所属

する 11歳以下(Ull，小学5年生)と 12歳以下(U12，

小学 6年生)のチームの選手の試合中の移動E凶ftと

移動速度を調査し，さらに2年間の追跡調査にてク

ラブと契約吏新した選手とクラブに契約を打ち切ら

れた選手の泣いを検証することである

方法

イングランドプレミアリーグアカデミー登録のサ

ッカークラブに所属する Ull(N = 18)とU12(N = 12) 

のi握手の試合中におけるパフォ-"ンスの分析を

GPS (SPI elite， GPSport， Australia)を用いて行

ったー試合は11人lf，i]で78.7x 54. 1mのグランドに

て行われた事前に測定した 5m走と l伽走のタイム

を元に，各年代のスピードゾーンを，歩行 ・ジョギ

ング(ジョグ)・出産度走 ・中速度走 ・高速度走の5

つに区分し，スピー ドゾーンごとの移動Z間住を計算

した試合分析を行ったシーズンから2年以内にク

ラブとの契約を打ち切られた選手(放出選手)はUll

が8名，U12が6名，契約を更新され続けた選手(残

留選手)は，Ullが10名，U12が6名であった.

結果と考察

両年代の選手の移動距離は，一試合当たり約 5700

mであったスピードゾーンごとの移動E臥住(11時間
換算)は， U12の選手の方がUllの選手よりも樹T距
離(8払 l∞m!h)とジョグした距離(15'札 25Om/h)が長

いことが示された 一方，残留選手と放出選手の試

合中の移動距離(1時間換算)を比較すると，残留選

手の方が放出選手よりも総合で 7%(40伽v'h)，中速

度走で 16%(130m/h)長かった(Figure1)ー

会

6000 
ロ残留選手

口放出選手

211111i日n~~ ~n 品加
必議与 」か 内 {員ト £景F 込受ト
ジ 1，. ~'J .'1 ~"? 吠ギY 令v

Figure 1.残留選手と放出選手の試合中の移動間住

(1 時間換算， m!h). *p < O. 05 林 p< 0.01 

以上の結果から，小学5，6年生は一試合に6km近

く移動し，中でも6年生は5年生よりも遅いスピー

ドでの移動抱維が長いことが示されたまた，クラ

ブに残留した選手は放出された選手よりも，試合中

の総移動昭雄と中速度での移動E闘世が長く，これら

の指標が選手遺考に重要な意味をもつものと考えら

れる.ユース選手の試合中の運動盆を地加させるこ

とは，その選手がクラブに残留する可ti副主の向上に
つながるものと考えられる

本論文で示されたプロサッカークラブに所属する

ユース選手の試合中における移動E磁佐に|到するデー
タは，ユース指導の現場において年代に応じた トレ

ーニングプログラム作成を行う上で基礎的な知見と

なり，ユース育成やタレント発掘に応用できる可能

性があると考えられる
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バレーボーノレにおける攻撃力評価に関する研究

一大学男子トップレベルを対象として一

0佐藤剛司(鹿屋体育大学大学院)、坂中美郷、高橋仁大、演田幸二(鹿屋体育大学)
キーワード バレーボーノレ、ゲーム分析、大学生男子、攻撃力

目的 結果、アタックを行う場面については、サーブレシー

バレーボーノレにおける攻撃につU、てJIIIIl ([996)は、 ブからの攻撃(60.7首)と強打レシーブからの攻撃

「アタックは単独では存在U専ないプレーである」と (24. 9%)が多くの割合を占めt~

述べている。つまりアタックは、その前のプレーであ 相手ブロッカーの人数が 1.5人以下の場而では、「サ

るレシーブやトスの影響を受けることは明らかといえ ーブレシーブからの攻撃力りAトスJ場面のアタック

る。また、セリンジャー(1993)は「コンヒ、ネーション 効果率について有意差が認められた(図 1)。一方、相

攻撃が使えないとき、アタッカーはイづ士に準備した相 手ブ、ロッカーの人数が2人以上の場面では、「サーブレ

手ブロッカーと ìi!lòわなければならな~'Jと述べている。 シーブからの攻撃かつAトスJrサーブレシーブからの
しかし、先行研究では、相手ブロッカーまで含めた攻 攻撃かっCトスj場面のアタック決定率と効果率につ

撃に関する砂防Eはあまり見られない。そこで本巧防Eで いて有者差が認められた。さらに、「強打レシーブから
は、バレーボーノレのアタック技能を野市町するための評 の攻撃かっ C トスj 場面ではアタック効果率に有'~差

価方法を検討し、ゲーム分析によりそのM-lilli方法の有 が認められた(図 2)。いすサもの場面においても11持ちチ
用性について検詐付ることを目的とした。 ームのデータは負けチームのテータよりもi高く、これ

方法 らの評布肋2セットの}筋岩波に影響していると考えられたq

アタック技能の評価にあたっては、アタックの南濃

となるトス、アタックを行う場面、相手ブロッカーの

人数、の3つの要素を考慮して行った。 トスについて

は、演凹ら (2008)による「トス→スパイク修正イ白

を参考に、 トスの評市困を4つにう河頭した。アタックを

行う場面については、 工il事ら (2∞1)を参考に、サー
ブレシーブからのアタック、 5皇打レシーブからのアタ
ック、ブロックフォローからのアタック、チャンスボ

ーノレからのアタッ夕、の4つの場面に分類した。相手

ブロッカーの人数については秋山ら(2007)を参考に、

相手のブロック参加人数が2人ruか、 1.5人以下か
の2つの場面に分類した。以上の全滅領ごとに、セット

ごとのj隣ちチームと負けチームのデータを比較するこ

とで、アタックの技能のI~~出を行うこととした。アタ

ックデータは「決宮打数」で表す「アタック決定率j

と、 r(;決定一失点)/打動で表す「アタック効果率」
を算出した。

対象とした試合は、過去5年間の全日本大学選手権

男子大会の、準決勝、 三{立がと定戦、決断説とした。こ

れらの試合を、DataVolley2∞7(バレーボールヂータ分
析ソフト)を用いて集計し、分析を行った。

結果と考察

5大会分 ([9試合132セッ ト)のデータを集計した

これらのことから、バレーボーノレにおけるアタック

技官Eは、相手ブロッカーの人数、アタックを行う場而
やトスの状況5JIJによる、アタック決定率やアタック効

果率を算出することで、詞司iIIiすることができると考え

られた。
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-勝ちチーム
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図 l 相手ブロッカーが 1.5人以下の時の「サーブ

レシ)プからの攻撃かつAトス場面Jでのアタック
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図2 相手プロッカーが2人以上の時の 「ザーブレシ

ープからの攻撃かっAトスJ場市でのアタック



トップスプリンターの200mにおける走パフォーマンス分析

。高橋恭平(熊本高等専門学校) 松尾彰文(国立スポーツ科学センター)

広川龍太郎(東海大学) 柳谷登志雄(JI頂天堂大学)

貴嶋孝太・松林武生(国立スポーツ科学センター) 渡辺圭佑(順天堂大学)

キーワード:第 13回世界陸上競技選手権大会ハイスピード撮影走速度 ピッチ ストライド

目的

従来の陸上競技 200mのレース分析は，競技

会主催者に承諾を得て レース前にトラック走

路上に分析区間となるポイントにマーキング‘し，

ハイスピード撮影映像から分析する方法が一般

的である.

本研究では， 2011年に韓国大郎で行われた第

13回世界陸上競技選手権大会(以下，世界選手

権)における新たな 200mレース分析の試みと

その結果を報告する.

方法

1.映像撮影

世界選手権は走路場へのマーキングが不可

能であったため，ハードルの設置場所等のマー

クを手掛かりに可能な限り従来の報告に近い分

析区間および撮影ポイントを決定し(表1)，男

女200mに出場した日本代表選手および男女メ

ダリストのレース撮影を行った.

レース撮影は液晶デジタルカメラ EXILIM

(EX-Fl， CASIO， JAPAN)を用いて，スター
ターのピストル閃光撮影後，各撮影ポイントで

カメラを止めて全選手が通過したらゴールする

まで追尾撮影を行った.撮影スタッフは表 1の

項目にフィニッシュラインを追加した計9ヵ所

それぞれ応援スタンドに配置された.

表1.世界選手権における200mレース慢髭ポイント

揖露ポイント 儲 考

20m地点 400mハードJJ，8台目

SSm地点 40伽nl、田-':JJ，7台目

80m地底 400mリレ→走のヲルーライン

100m地点 1:策蜘大国リスレタージ3走ア4ム4に走は肝ライインク有オーバーゾーンの中心
121.5m地車 100mハ，-1ごJJ，2台目

140.28m地点 110mハードル5台目

158.58m地点 110mハ→:}レ7台目

181m地点 10印刷、ードJ"9台目

2.映像分析

映像分析には映像再生・編集ソフト

(QuickTimePro7， Apple， USA)を使用した.
コマ(フレーム数)表示機能を用い，まず，全

撮影ポイントから撮影した映像のスターターの

ピストル閃光をゼロフレーム目に編集し，通過

タイム，区間平均速度(以下，区間速度)，区間

平均ピッチ(以下，ピッチ)およびストライド

(以下，ストライド)，そしておm--8伽n区間

の接地時間と滞空時間，ピッチおよびストライ

ドの分析を行った.

結果と考察

今回分析対象であった選手の多くの最高走速

度はおm--8伽n区間で(男子メダリスト最高

11.63m1秒 vs.男子日本選手最高 lO.81m1秒，女

子メダリスト最高 lO.08m1秒 vs.女子日本選手

最高 9.73m1ft)，ピッチの最高値は 20m--55m
区間で出現している(男子メダリスト最高5.06

歩/秒 vs.男子日本選手最高4.75歩刷、，女子メ

ダリスト最高 4.84歩/秒 vs.女子日本選手最高

4.85歩Ify).ストライドは， 2伽n--55m区間ま
で増加した後フィニッシュまでほぼ変化しない

選手が多かった(男子メダリスト最高2.75mvs. 

男子日本選手最高 2.69m，女子メダリスト最高

2.43m vs.女子日本選手最高2.06m).

55m--80m区間の接地時間および滞空時間は，

男女メダリストに共通して左右脚での差はほと

んど無かったが，ピッチは右足で，ストライド

は左足で顕著に高い値を示した.

このように，レース中の最高走速度の出現区

間や変化のパターン等が従来の報告と相似した

ことから，今回の世界選手権で実施したレース

分析のように， トラック路面にマークを付さず

とも十分に分析が行えることが確認できた.圏

内外でのレース分析に応用可能と考えられる.
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走高跳における動作改善のためのトレーニング方法の提案

一競技記録を大幅に向上させたある大学男子走高跳選手の事例から一

0有国祥太(鹿屋体育大学大学院) 瓜田吉久(鹿屋体育大学)

キーワード走高跳ジャンパー膝跳蹴動作改善起こし回転

[目的1
走高跳は助走をつけて片足で踏み切り、身体重心

を鉛直方向へ上昇させ，パーを跳ひ被える競技であ

る。その際，実質的な跳脇市5となるのは、同IH也後に
身体i!l心がいかに上昇したかが重要となる。本事例

の選手(以後. SA選手)は走高跳を専門的に取り

組んできた選手で，身体重心をb、かに上昇させるか

という課題を持って，自己の技術的改善に取り組ん

できた。その取組みにより，大幅に記録を向上させ

る事ができ，全国大会で入2をするまでになった。
そこで本研究では.SA 選手が身体重心を上昇さ

せるために，独自に考案し取り組んできたトレーニ

ング方法を提示し，その有効性を明らかにしようと

することを目的とした。あわせて，今後同様の技術

的問題を抱える選手の.!llIJ作改善に役立っための基
礎資料を得ることも目的とした。

[方法1
対象者は，日本学生陸上競技個人選手権大会入賞

の実績を残すまでになった SA選手 l名とする。対

象とするトレーニング期間は.2010年5月から20日

年の 10月までの約1年と 5ヵ月間とし，この期間に

おいて取り組んだ動作改善トレーニングをもとに，

動作改善状況から図 lに示したように、 2つの期間

に分けた。そして，各期間]におけるトレーニング状

況や試合結果をもとに，行ったトレーニングが有効

に働いたかを明らかにした。

，~) 
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図 1: SA選手の走高跳における記録の変遷

[結果および考察]

第l!PIでは、ジャンパー膝痛の改善と踏切時にお
ける身体の起こし回転問J作習得のために、『身体制l形

成トレーニング』、目投関節トレーニング』、『身体の

起こし回転トレーニング』を行った。その結果、 ト

レーニング後は、図2のトレーニング前(域から、貫主

1 J哲l後(b)に示したように、跳躍動作が変化した。こ
れにより、ジャンパー膝7市が無くなり、踏切l侍に身
体の起こし回転勤作を行えるようになった。そして

自己最高記録を 凶97から 2m03へと更新すること

に成功した。

第2t切では、速い助走スピードを用いて身体の起
こし回転動作を習得するために、『ハイスピード用身

体の起こし回転トレーニング』を行った。 トレーニ

ング後、図2の第 l期後(b)から、第2t切後(c)のよう
に、跳限動作が変化した。これにより、速い助走ス

ピードから踏切11寺に身体の起こし回転勤作を行うこ

とができるようになった。その結果、自己最高記録

を2m03から2mIOへと更新することに成功した。

図2:トレーニング前後の跳躍動作の比較

これらのことから、本研究で提案した動作改善ト

レーニングを実施したことは、跳躍動作を改善し、

記録を向上させるために有ヲJに{郎、たと考えられる。
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スポーツを通じた国際協力

ー青年海外協力隊・野球隊員の活動からー

0黒田次郎(近畿大学産業理工学部経営ビジネス学科)

キ}ワード:国際協力機構 (Ja開oIotem説onalC∞pera踊00Agency)青年海外協力隊 (J勾anOverse俗
C∞peration Volunteers)、国際協力、開発途上国

はじめに

国際野球連盟佃AF)の第27回総会が平成25

年4月14日、東京都内で開催された。

今年度の総会において、青年海外協力隊を通じて

世界各国で野球やソフトボールの普及に貢献した

JICAボランティアの功績に対して、国際湾総車盟

からJICAが4甥 IJ表彰を受けた。

国際協力機構 (Japanln'飴mati.onalC∞Iperation
Agency) の所管する青年海外協力隊 (Japan

ove悶伺sC仰 eration羽田ぬers)事業は、 1965
年(昭和 40)4月に日本国政府の事業として発足。

野球及びソフトボール隊員は、 1970年から中南米、

アジア、アフリカ、大洋州、東欧、中東の計 36か

国で278人のボランティアが活動し、現在も 11人

が世界各国で活動している。(平成25年4月 12日

現在)

OBには2013年度のWBCで優勝したドミニカ

共和国チームのコンディショニングコーチ、ブラジ

ルチームの打撃走塁コーチ、プロ野球球団のスタッ

プ、日本野球連盟の職員、高校野球の指導者等、帰

国後にその経験を活かしているものも多し、また、

開発途上国での経験を活かして国際機関、大学や研

究機関で国際協力に携わる者など様々な分野で活躍

されている。

目的

本研究では、国際協力機構 (J叩anlntem必.onal

C∞pe則ionAgency)ボランティア事業の目的を紹介
するとともに、青年Wト協力隊 (J叩anOverseas
α却問説onVol凹蜘'5)・野球隊員の任国における活動
内容射帝国後の活路を紹介していくこととする。

1) JICAボランティア事業の目的

① 開発途上国の経済・担会の発展、復興への寄与

② 友好親善・相互理解の深化

③ 国際的視野の酒養とボランティア経験の社会還

フE

2)野球隊員の任国における主な活動

① 野球の普及

② 野球の技術指導、選手強化及。精導者育成

③ 教育機関等での専門的な講義

④ 野球教室の開催

⑤ 各種車盟・協会の環境整備

⑥ 野球場建設等に関するアドバイス

⑦ その他

3)帰国後の活躍

既述したように活動時に培った人的ネットワーク

や語学力、交渉力を生かして、スポーツにかかわっ

ている隊員OBも多い。また、国際機関、研究所等

で国際協力に携わる者、そして近年では、 JICAボ

ランティア経験が評価され、教員・自治体職員の採

用時にボランティア経験に配慮する地方自治体が増

えており、教育現場に就職する隊員OBが多い。

まとめ

隊員OBは、開発途上国の人々のために野球を通

じて素晴らしい国際協力をしている。

今後は、このような経験を担会に還元できる位姐

み作り(自治体、企業、他国ボランティア、 NGO

との連携)が重要であろう。

文献

J1CAボランティア事業 (ci凶 2013，Sep. 19) 

h均:lIwww.jica.go.jp/volunteer/ou出ne/acti.vityl



100 

中学校・高等学校における運動部活動の加入状況に関する研究

0山崎利夫前田博子隅野美砂輝竹下俊一(鹿屋体育大学)
キーワード:中学校高等学校運動部活動都道府県 GIS(地理情報システム)

目的

中学校と高等学校の運動部活動加入者数に関する

データを用いて，運動部活動の実態について都湖守

県単位の空間において地図上に表現することで，空

間的な文脈から運動部活動を取り巻く状況を明らか

にし，その要因の検討を探ることである.

方法

中学校と高校の学校体育連盟に加盟している運動

部について，加入している生徒数を各運動部単位で

都道府県別および男女別データを入手し，これらを

都湖守県の境界線が入った日本地図に結合したo 次

に、中学校・高校の運動部活動への加入状況宍種目ご

との加入率などについてGIS(地理情報システム)を

利用して、都道府県別に主題図を作成して、空間的

な観点から地域的な差異や共通性を探った。分析は，

中学校と高校のそれぞれについて男女合計，男子，

女子の3通りに分け都湖守県単位で行った.

結果

・運動部活動加入率

中学校について、福島県(83.1%)で加入率が最も高

く，これに岩手県，鳥取県，山形県，群馬県など地

方の非大都市圏が続く.一方，最下位は東京都

(49.3%)で運動部活動未加入の生徒が半数を超えて

いる.下位グループは，東京都に大阪府，千葉県，

福岡県などの大都市圏と北海道が続く。全体的には，

北海道と首都圏を除く東日本で加入率が高く，西日

本では低い傾向がみられる(図参照).

高校生については，岩手県(59.2%)の加入率が最も

高く，これに長崎県，山形県，鳥取県，石川県など

地方の非大都市圏が続く.一方，最も低いのは大阪

府<29.2%)で，東京，栃木県，福岡県，京都府など主

に大都市闘が続く。

以上から、中学校も高等学校も非大都市圏で高く，

東京都や大阪府など大都市圏といくつかの地方県で

低川頃向がみられる。

-種目別の運動部活動加入率

中学校の男子で加入率が最も高いのは軟式野球で

全男子生徒の16.0%が加入している.これに，サッ

カー，バスケットボール，ソフトテニス，卓球が続

く.中学校女子では，ソフトテニスが最も多く，全

女子生徒の 11.1%が加入している.これにバレーボ

ール，バスケットボール，陸上競技，卓球が続く。

高校男子で加入率が最も高いのは硬式野球で全男

子生徒の9.9%が加入している.これに，サッカー，

バスケットボール，硬式テニス，陸上競扮が続く。

高校女子では、最も多いのはバスケットボールで、

これにバレーボール，バドミントン，ソフトテニス，

硬式テニスが続く。

-:0"1 

連陸揚語繊細事

・圃幻・5~
Eコ舗・65
仁コ伺・71
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_77・94
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圏 中学生の運動部活動加入率

まとめ

①中学校での運動部活動加入率は北海道と首都圏を

除く東日本で高く，西日本で低い.

②高校での加入率は，地方の非大都市圏で高く，大

都市圏で低い.

③男子の加入率が1位の種目は野球が圧倒的に多く，

中学校では42府県，高校では40府県を占めている.

④女子の加入率が1位の種目は，中学校ではソフト

テニスで41府県、高校では，バレーボールとバスケ

ットボールで41都湖守県を占めている.

以上の通り、中学・高校の運動部活動の加入状況を

地図上に表すことで、運動調活動の地欄句差異や共

通性を主題図で視覚的に拒握することができた.
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スポーツにおける暴力と社会学的アプローチの可能性

O 根上優

キーワード:スポーツ・バイオレンス 暴力の三角関係的構造、潜在的擁護システム

I 問題の設定

暴力の研究は、その前提を間違えると限りなく問題

が拡散し見えなくなる。本研究では、これまでの学説

を踏まえて、 fスポーツjという文脈における暴力の社

会民嫡遁と意味を問い返し、Iスポーツ・ノ〈イオレンスj

の佐会特慨究の理制朔程を明らかにする。

E スポーツ・ノ〈イオレンス研究の前提 (1):学説史

自噸点カミらの簡単な素描

1. r1970年代Jという時代から

スポーツにおける暴力を所与として認めることは、

これまでフェアプレイ・スポーツマンシップを至上の

価値としてきた日本のスポーツ社会学においては「正

統性lを与えられてこなかった。一方、西欧のスポー

ツ佐会学では、 1970年代から今日まで、スポーツにお

ける暴力を祖会・文イ凶句なものと認識する多くの革新

的な研究が輩出してきた。「スポーツ・バイオレンスj

という言葉には、そのような意味が含まれている。

では、なぜスポーツ・バイオレンスの研究が r1970

年代jという時代に本格化したのれ学説史民親点か

ら慰慢したとき、その時代が近代の学問的パラダイム

の転換期にあったことを無視できなlt¥すなわち f文

化における中心と周縁J(山口昌男)の交替がドラステ

ィックに生起したことが、それである。それまで専ら

「グランド・セオリーJを追求していた社会学は、現

象学や記号学などの異分野の視座を取り込み、多義

的・両論拘・逆説的なパースベクティブを獲得するo

こうして現在、スポーツ・バイオレンスの研究はリ

スク紅会と再帰的近代化、そして「トランス・サイエ

ンスの時代jω嚇停司)の渦中で、ひとつの重要な合
意形成ー「科学は事実を問うことはできるが、問題を

解決することはできないjーをみることになる。

2.社会特句方法の規ヌ堅から

スポーツにおける暴力を所与として認めることは、

「スポーツ・バイオレンスJを「モノj として誌脅す

る道を切り拓く。村=る前提に立脚して当謝士会の文

化の在り様を反映した、例えば、英国ではフットボー

ル・フーリガニズ、ムを f文明化の過程lとの関連で、

また北米ではプロ・スポーツの暴力を「職業的社会仰

との関連で捉える多彩な研究として結実してきた。一

方、我が国では、指導者の体罰キ湿動部内の暴力が社

会晶司題化することはあっても、それらを構築主謝句に

解説したり、その生廊晶程を構造的な視角から捉えた

りするような研究は輩出しなかった。むしろ「いつ、

いかなることがあっても暴力は許されないj と、イデ

オロギー的に倭小化されるのが専らであった。

皿 スポーツ・バイオレンス研究の前提 (2): r二元
論Jから r3元論jへの視座の転換
今日、この「暴力根絶プロジェクトJの言説は「暴

力がスポーツであるがゆえの言説なのか、それとも人

間性と祖会全体に向けられるべき言説なのかJを再帰

的に問うことなしに、無前提に研究者間で容認されて

いる。そのことは、スポーツが現実には祖会と「地獄

きjのものとして重層的かヴ複雑に交文していること

への我々の眼差しを閉ざしてしまうことになる。

今こそ我々は哨会現象としての暴力は“正常な現

象"である。それが“異常ヂ'であるのは、それに対す

る“齢的反作用>>(r:介入機能J)が働かず、絵と文

化の秩序が崩壊したときだJというE.デュルケムの命
題の意義を再認識すべきであろう。この命題の意味す

るものを理解したとき初めて、我々は、第三項の f不

作為の暴力jすなわち切口害者Jと「被害者Jの f二

項関係J(r二元論J)から「力日害者jと「被害者Jとf目

撃者Jの「三角関係:J(r三元論iJ)へと視座を転議する

ことができる。こうして f目撃者jの一人である我々

は、スポーツにおいて暴力が発生しtd開笥に顕在化す
る「構造j-f:潜在的拐議システム」ーへと目を向け、

f身体化J(embodiment)の次元で「不作為の暴力jの

具現aイヒするものを捉えることができるようになる。

皿結論

スポーツにおける暴力の研究は今、かつてないほど

重要性を増している。これまで我々は、体育やスポー

ツを通じて「暴力Jのく場>に幾度も立ち会ってきた

「当事者Jではないだろうカ元今こそスポーツ文化の

深層構造に内在する「不作為の暴力jに目を向け、自

らが暴力的抱者になり、その構造の擁護者になって

いないか、そしてその上で「暴力根絶宣言jを読み返

すことを通じて「スポーツとは何カリ「研究とは何カリ

を再帰的に問いかけてみるべきではなかろうヵ、
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スクエアステップ運動が上肢の反応時間に

与える効果について

O森川書人・篠原純司(九州共立大学) 森川幸子(産業医科大学)

キーワード:スクエアステップ運動 (SSE) 全身反応時間棒反応時閑

目的

スクエアステップ SSEは多方向に足を移動させる

運動であることからバランス機能の改善に有効であ

るが、バランスを崩したときのすばやい脚の動きによ

る体勢の保持にも効果的であると考えられる。これら

の動作では単に下肢の動きによるものでなく全身(体

幹や上肢)の微妙な調節によりバランスが維持されて

いる。ステップ時には無意識(自動運動)のうちに上

肢によってもバランスをとることが考えられること

から、バランス能力と同時に全身の反応時間及び上肢

の反応時間の改善にも効果が認められるものと思わ

れる。そこで今回は特に上肢の効果について検討を試

みた。

方法

1.対象及び調査期間

被験者は北九州市民カレッジ「スクエアステップ教

室Jに参加している男性1名、女性6名(平均年齢64.4

歳)であった。教室は平成25年5月31日からの 10

週間で、 1回約 1時間半であった(但し4回目は台風

のため中止、出席率 82%)。教室の内容は体調確認を

兼ねた講話、ウォーミングアップ(体操、ストレッチ

ング、 SSE初級4パターン)、既習パターンの自主練

習、新パターン練習、習熟度測定 (SSE時間)、クー

リングダウン(体操、ストレッチング)であった。

2.体力測定項目

1回目、 5回目、 10回目の教室時に握力、全身反応

時間、棒反応時間、ファンクショナルリーチ、開眼片

足立ち、 SSE時間を測定した。

3.統計処理

体力測定項目については第 1固と第 10回の両方に

参加した者に対して対応のある 2群聞の差の検定 (t

検定)をおこなった。 SSE時間についてはそれぞれの

運動を最初におこなった固と第 10回の記録を同様に

処理した。有意性の判定ではP<0.05を有意とした。

結果と考察

体力はすべての項目において記録が向上した(表 1)。

特に全身反応時間、棒反応時間については有意

(p<0.05)な改善が見られた。また習熟度測定におい

ては測定対象種目において平均値の短縮が見られた

(表 2)が、教室の回数が進むにつれて時間の短縮は

見られなくなった。歩行運動は全身運動であり上肢と

も連動した協調動作である。スクエアステップでは複

雑な歩行動作による姿勢外乱が生じるが、この外乱を

持続的に負荷することで、バランスが崩れたときの体

幹及び体肢の微調整機能が改善されて習熟度にみら

れる SSE時間の短縮が生じたものと考える。また肢

間協調にともなう上肢の機能の改善が棒反応時間の

短縮につながったものと考える。上肢の反応動作の改

善は転倒時の身体保護動作にもつながるものである。

結論

スクエアステップ運動は全身反応時間と上肢の反

応時間を改善し、バランスを崩したときのすばやい反

応にも効果が期待できることがわかった。

表1SSE教室開始時(第1固)と終了時(第10固}の体力

項目 第1回 第10回

握力 (kg) 24.6:t 7.9 25.9 :t 7.3 

全身反応時間 (sec) 0.413:t 0.039 0.363:t 0.052議

棒反応時間 (cm) 21. 7 :t 3.91 17.6 :t 2.15 滋

ファンタショナルリーチ{佃 29.6:t5.02 33.3 :t 4.55 

開眼片足立ち (sec) 70.5 :t 40.39 100.3:t 23.42 

平均:f:SD、n=6、議Pζ0.05

表2各SSE種目の練習開始時と終了時{第10固)の習拠度 (s回}

項目 初回 第10回

初級1・1(n=6)第l回 3.38:t 0.50 2.90 :!: 0.32 猿

初経2・1(n=4)第1回 13.99:t 2.06 9.97 :t 0.83 援

初飯2・9(n=5)第5回 5.70 :t 0.79 4.77 :!: 0.59 

中級1・1(n=4)第7回 8.91 :t 1.19 8.01 :t 0.82 建

中級1・9(n=3)第9回 11.65:t 2.73 10.85 :!: 2.78 

平均:f:SD、滋Pζ0.05、項目に記した回は当該種目を開始した固(初
回)であるとともに第10固と比較した固でもある。
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高強度の運動に対する炭水化物マウスリンスの影響

尾原遼平・内藤貴司(九州大学大学院)斉藤篤司・大柿哲朗(九州大学)

キーワード:持久的パフォーマンス 高強度運動炭水化物マウスリンス

目的

長時間の運動時、炭水化物の摂取による持久的パ

フォーマンスの改善は運動終盤の糖利用の維持及び、

筋グリコーゲンの節約によるとされている。また、

比較的短時間 (60分程度)の運動中の炭水化物摂取

においても、持久的パフォーマンスの改善が報告さ

れているが、血糖値や筋グリコーゲンの利用に、摂

取しない場合との聞に差は認められない。したがっ

て、パフォーマンスの改善は他の要因が影響してい

る可能性が考えられている。これに対し、炭水化物

溶液を摂取せずに口の中に含み吐き出す、マウスリ

ンスでも、持久的パフォーマンスが改善することが

認めらている。これは口腔内の炭水化物受容体によ

って、脳の報酬系に関わる領域が活性化され、運動

継続に対する意欲をもたらしていることによる、と

考えられている。

そこで、本研究では炭水化物マウスリンスによる

報酬系の活性化を仮定し、より高強度の運動に対す

る炭水化物マウスリンスの影響と溶液の濃度の影響

について検討することを目的とした。

方法

被験者は健常男子 6名(年齢 25.6土1.5歳、身長

171.1土6.0cm、体重65.7土6.5kg)とした。炭水化物溶

液は、 6%、18%のマルトデキストリン水溶液および

プラセボとして、人工甘味料(アスパムテーム)水

溶液を用いた。全ての溶液に人工甘味料を加え甘さ

を統一し、 6人の被験者全てが溶液を正確に区別す

ることができないことを確認した。実験はシングル

ブラインド、クロスオーバーデザインとし、各実験

聞は少なくとも 7日関空けた。

実験は30分間の座位安静後、 3分間のウォーミン

グアップを行った後、乳酸4mmo日，相当強度のスピ

ードで、疲労困億までランニングを行った。ランニ

ング中は10分おきに5秒間マウスリンス(25m}!回)

を行った。心拍数は実験を通して連続的に測定し、

各 10分間の6・9分に呼気を測定した。血中乳酸値お

よび血中グルコース濃度を耳染血を用い、運動前後

に測定した。

結果・考察

運動終了時の運動強度は炭水化物6%が86土13%、

炭水化物 18%が88土13%、プラセボが90土13%と溶

液聞に差は認めるには至らなかった。疲労困鍛まで

の時間においても、溶液の違いによる有意な差は認

められなかったが(炭水化物6%: 28.4土8.0分、炭

水化物 18%: 27.1土5.4分、プラセボ:26.5土6.5分)、

炭水化物マウスリンスが高強度の運動においてもパ

フォーマンスに影響する可能性が示された。運動前

後血糖値は時間及び濃度聞に有意な主効果を認め、

炭水化物6%はプラセポに対し、高値を示した。ま

た、安静時と運動終了時の呼吸交換比に時間及び濃

度聞に主効果が認められ、炭水化物6%は炭水化物

18%に対し低値を示した。したがって、運動継続時

間に差を認めるには至らなかったが、エネルギー基

質の利用に影響が認められたことから、運動強度に

違いが生じる可能性が示された。実験後の感想にお

いて 3名の被験者が炭水化物6%溶液、 2名の被験

者が炭水化物 18%溶液マウスリンス後、「楽になっ

たJと回答したのに対し、プラセボでは全ての被験

者が何も感じないと回答した。

したがって、高強度の運動においても、炭水化物

マウスリンスにより、持久的パフォーマンスが改善

する可能性と至適濃度の存在の可能性が示唆された。
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日本ジュニア女子走幅跳選手の踏切動作に関する
バイオメカニクス的研究

一日本一流女子選手との標準動作，動作変動性の比較-

O大村一光(鹿児島女子短期大学) 飯干明(鹿児島大学)

キーワード:走幅跳ジュニア女子選手踏切動作標準動作動作変動性

【緒言】 多くの指導者やコーチが選手の動作

(フォーム)について指導や修正を行う上で役立つ

とみられる標準動作や動作変動性に関する研究は

これまで一流選手のスプリント動作や走高跳の踏切

動作などが報告されている(Ae.2∞7).女子走幅跳
における標準動作や動作変動性についてはこれま

で日本ジュニア男子および女子選手について比較検

討したものがみられ踏切中の上体の使い方等につ

いて男子ジュニア選手とは異なることが示されてい

る(大村ら，2012).このような女子ジュニア選手の

特徴についてさらに明らかにするためには競技レ

ベルの異なる女引墾手と比較検討することが役立つ

とみられる.そこで，本研究では日本ジュニア女子走

幅聞縄手(以下JW)の踏切動作について，キネマテ

イクスデータヰ標準動作動作変動性などを日本一

流女子選手(以下NW)と比較することにより，JW

の特徴や記鍋向上へ向けての課題について明らかに

することを目的とした.

【方法】 JWについては2∞3年ぷ胤年および
2010年の全国高校総体愈幅跳の決勝において，それ

ぞれ上位8位までに入賞した選手18名を研究対象と

した.デ、ジタルビデオカメラにより踏切板側方より

毎秒ω1Hz(2010年は250Hz)で撮影した.一方;NW
については2011年の日本選手権およて瀞岡国際陸

上に出場した選手のなかから日本記録保持者を含む

9名の選手を対象とした撮影は踏切板側方と正面

から2台のカメラにより毎秒250抱で撮影した.得

られた商像は限AMEDIASsys畑(D阻社)を用

いて分析し，助走速度身擁角，各関節角度などのキネ

マティクスデータの他標準動作，動作変酬主を算出

した(阿江2∞7).またデータの有意差検定にはt
検定を用い，有意水準は5%とした.
【結果と考察】 分析対象とした試技の平線識

(JW ; 5m82， NW ; 6m29)，踏切足接地時の水平助走

速度(JW;8.73m1s，NW; 8.9知 /s)，踏切足離地時の垂

直速度(JW; 2.88:凶's，NW; 3.14m1s)について}ま，いず

れも5%-0.1%水準でJWが有意に小さかった.ま
た、統計的有意差はみられなかったものの締切足離

地時の水平速度(JW;7.49mls， NW; 7.61凶;)，およ棚主

躍角(JW;21.0度，NW;22.5勘についても，JWの方が

小さ川頃向にあった.これらの結果をもとにする

と，JWが今低より高い記録を達成するためにはス

プリント能力の向上はもとより，助走後半を大きな

速度で走るための助走の走り方や高い闘躍を行うた

めの踏切動作の獲得が必要であることが示唆された.

踏切中の身体各部准の平均動作変動性同.cv)を

みると，踏切脚の膝関節角と大腿角，振上脚大腿角，

上体角の値が小さかった.このような傾向は世界一

流男子や日本ジュニア男子選手および本研究の比較

対象としたNWについてもみられたことから，JWに

おいてもこれらの身体部位が走編跳にとって重要な

役割を示すことが示唆された.また.)wとNWそれ

ぞれの身体各部准のmCVを比較すると，いずれの部

位もJWの値がNWよりも大きいことから踏切技術

にバラツキ沫熟さ)があることが推察された.

踏切局面における，上体角の変化に着目すると，JW

にみられた踏切中におけるマイナスの値(上体が後

働を示す傾向はNWにおいてもみられたこの動

作は世界一流男子選手や，日本ジュニア男子選手の

動作とは異なる(大村2鵬，2012)ことから，日本女

子選手は，男子選手と異なる踏切動作を行っている

ことが示唆された.また;NWの上体角をみると JW

の値よりも大きく，踏切中に上体をより後傾してい

た NWにみられたこのような動作は踏切中の水平

助お恵度を減少させやすいとみられるが，JWと比較

してあまり差はみられない.一方勝切中の支持脚膝

関節角度の変化をみると，NWではJWと比較して踏

切中の屈曲が小さいことからNWは身体をより後傾

することで踏切脚の負担を軽くし，つっぱるように

踏切ることで大きな跳躍角を獲得していたとみられ

る.これらの結果から，JWでは;NWにみられるよう

な踏切動作を目指すことが記録を向上させる上で効

果的であるとみられるが，今後さらに世界一流女子

選手の踏切動作の特徴についても明らかにしながら，

日本女子選手の望ましい踏切動作については櫛サし

ていく必要があろう.
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教師教育における途上国への教育支援活動が持つ教育可能性

0海野勇三(山口大学)、中島憲子(中村学園大学)、鐘ケ江淳一(近畿大学九州短期大学)

績木智彦(西南学院大学)

キーワード:教師教育、国際教育協力、ボランティア活動、地域に根差す学校運動会、教育者の芯

1 .目的

Educationあ，rAllやSportfor Allが叫ばれ、また

貧困撲滅が国際的な課題とされる中、カンボジアで

は国際機関や世界各国の NGO・個人が教育支援活

動を展開してきた。海野ら (2012，2013)も、 2011

年よりカンボジアにおける学校体育の振興・普及を

目的にして教育開発協力活動に取り組んできたと

ころである。しかし、カンボジアミレニアム目標で

r2010年までにすべての子どもの 6年間の初等教

育を修了できるようにし、 2015年までにすべての

子どもが 9年間の基礎教育を修了できるようにす

るJと明示されているものの、様々な困難を抱える

中で十分な開発成果を上げていないのが現実であ

る(平山， 2007)ロ

学校体育の普及・振興に関しても例外ではない。

2∞9年に小学校で保健体育科が本格導入されたも
のの、教育予算の貧困、教員養成・現職教育の未整

備、教育行政の伝達機構等の問題で、授業の実施は

極めて限定的なままに留まっている(山口，2012)0 そ

こで海野らは、 2012年 5月より、山口県およl)t福

岡県に所在する4大学で教員志望の学生に呼びかけ

国際教育協力ボランティア組織を立ち上げて、 f地

域に根差す学校運動会jの普及を通じて学校体育の

振興を図るべくプロジェクト活動を開始した。

本報告では、途上国への教育支援(=国際教育協

力)活動に教職を志望する学生がボランティアとし

て参加することの意味、換言すれば、途上国への教

育支援活動が教師教育に対して持つ可能性につい

て考察を試みた。

2. r地域に根差す学校運動会j開催の取り組み
圏内及て用地での取り組みにあたって、学生ボラ

ンティア組織として、次の2点を終始強調してきた。

1)現地調査企画立案一渉外・準備ー当日運営の

全過程を学生スタッフ分業と協業による自治白情

動として組織すること、 2)教育支援の基本原則(①

現地の必要と要求にマッチングした支援、@現地の

自主的・自衛句活動を促す支掛から絶えす喰り組

みを点検吟味することである。

3.教職を目指す学生スタッフへのインパクト

ここでは、この度のカンボジアでの運動会プロジ

ェクトの取り組みが教職をめざす学生スタッフた

ちにとって何を残したのかに関し、 4つの角度から

言及するD 以下はその概要である。

1) r途上国jカンボジアであったことの持つ意味
学生は、「貧困撲滅jや f富の再配分Jが強調さ

れる背景およて界都市部ー農村郁・富裕層ー貧困層の

格差の現実に触れることで、人権感覚と人類的視座

を育む契機となる。

2) rボランティア活動Jであったことの持つ意味
異質な他者が共同して取り組む中で、自治的運

営・折り合いのつけ方・分業と協業て最後までやり

抜く・必要に迫られて町制サイクノレを繰り返す、

など、教師として職業的に社会化していく上で必要

なライフスキルを鍛え合う場となる。

3) r教育支援活動Jに取り組んだことの持つ意味
学生は、教育観・教師観・学校観やProfessional

Beliefが揺さぶられ、経験に裏打ちされながら自己

形成を促す契機となる。

4) r運動会jに取組んだことの持つ意味
「目配りj と「見通しjをもって運動会を企画・

運営・総括するカ(=草の根スポーツイベント力)

を育むとともに、運動会それ自身が持つ教育的価値

と文化的価値に触れる機会となる。

4.まとめ

上述の一つ一つは、あくまで可能性であって、こ

れを実際の取組みの中で現実性に転化させること

ができた時、学生スタップの中に「教育者としての

芯Jを形成することができるものと推察する。
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ボーノレゲ}ム教材における戦術学習内容の検討

0則元志郎(熊本大学) 馬渡洗二(熊本大学大学院)

キーワード:戦術学習ボールゲーム教材攻撃戦術防御戦術

目的

体育科において小・中・高一貫した教科内容の体系

化と系統化は重要な課題である.学習指導要領の 2∞8
年改訂以降学習内容の明確化と体系化は重要課題と

して理謝句・実蹴句に検討樹首コれでもいる.

そのー領就であるボールゲーム領域で出演術学習内

容がキ婦すさ九多くは攻撃戦術を基にしたものである.

しかし，攻防関係の理解なしには戦術学習は成立しな

い.そこで本研究ではボール運動教材において防御戦

術内容を中心とした授業は攻撃戦術も学習されるとい

う仮説の検証を目的とした.

方法

防衛噂櫛内容を中核とした授業〈以下，防衛鮮)と攻

撃戦術内容を中核とした授業(以下，攻撃群)との比較

実験授業を行い，習得された戦術内容キ授業評価等の

分析を行った.教材はバスケットボーノレマTい，対象は
高校l年生女子であった.また，一般の授業を統市鮮と

して比較分析も行った

分析は戦術出現率，戦術認識，形劇切受類価によ

り行った.

結尉3よて時察

1.攻撃戦術と防街噂櫛の習得について

攻撃群が設定された学習内容を習得するのは当然で

あるが，攻撃戦術が学習内容として設定されていない

防街鮮においても、図ゆ析結果の一部場排)を見て

もわかるように攻撃群ほと濡くはないが攻撃戦術が習

得されていた

筋庄の戦術学習に関する授業研究でも防御の重劃生

を主張する研究も報告されており，これらの研究と本

研究の結果と符合するとともに，数少ない実践的成果

を示している.今後の戦術学習内容に重要な示唆を与

えるものと思われる.

2.戦術認識の習得について

攻撃と防御に関する知識・認識レベルの調査を単元

前と終了後に行った.両群とも 15--20%の伸びを示し

た.特に攻撃群はやはり攻撃戦術認識に関して防御群

45.0% 

40.0% 

35.0% 

30.0% 

25.0% 

20.0% 

15.0% 

10.0% 

5.0% 

0.0% 

ロ:学習前

n -学習後

さス|以|ギブ|リバ I~~I ヌ
速攻 I/ー|カッ I& Iウン|、一10-

~~ 1げ|ゴー 1r I;:'~ 1イン
l ぷ

学習前17.o%137.3%122.4%j4.o% j26.9%1 o.OOAlj1.o% 

学習後16.8%182鰯 132.9%18.9%11o.2%1 o.飢 18.8%

防御群ζお砂る攻事鞍街の変化

より高川直を示した.統府j群との此殺では実験群〈攻

撃群と防衛群)の方が攻撃戦術で 20%以ι防衛戦術
で10%以上の差があったこれらのことから，防衛戦術

の学習は一般の学習より成果があることがわかった.

3.腕鮪切受類価について

実験群の生徒同受瀬古から高川直を示していたため，

伸びはわずかであったが，少しだけ防衛鮮が高かった

統嗣鮮との比敢においては10%以上高川直を示した.

結論

防衛噌繍内容を中心とした学習は攻撃戦術をも習得で

き，かっ授業としても高いレベルで成立することが示

唆された.
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「教科内容の明確化と体系化Jについての検討

一学習指導要領と学校体育研究同志会の比較ー

0馬渡洗二(熊本大学大学院) 則元志郎(熊本大学)

キーワード:教科内容明確化体系化学習指導要領学校体育研究同志会

はじめに

10年に一度行われている学習指導要領の改訂は，

現代社会の変動，それに伴う児童生徒たちの問題点

に立脚して行われるという基材句な特徴を持ち，教

育現場において授業実践をめぐる研究を活性化させ

る一つの契機となることは間違いなく，このことは

体育授業の研究についても当てはまるといえる.

2∞8年改訂学習指導要領において中央教育審議会
答申。∞8)では， r小・中・高等学校の12年間を
見通して教科内容の明確化・体系化を図るJことが

基材句な考え方として提言されており，r発達の段階
に応じた教育課程の工夫・改善の視点から，各校種

聞の円滑な接続への配慮jが強調されている.すな

わち，小・中・高等学校 12年聞を見通した目標と

内容を設定し， rいつJ，rどこJで， r何jを学ばせ
るかといった発達段階に応じた教科内容を明確的・

体系的にとらえ，教育課程を構想することが今求め

られているのである.

目的

本研究では，今後「教科内容の明確化と体系化J

を実現させ，小・中・高等学校12年間の系統性ある

教育課程を作成するために，学習指導要領と学校体

育研究同志会の体育に関する考え方にどのような相

違点があるか比較・分析を行い，問題点や今後の課

題について考察し櫛すする.

問題点の把握と考察

学習指導要領の変遷と学校体育研究同志会の研究

史を照らし合わせてみると，r教科内容の明確化と体
系化Jに関して学習指導要領は2∞8年改訂から詳し
く言謎されているのに対し，学校体育研究同志会は

学習指導要領が明記する前から「教科内容の明確化

と体系化Jに関する意見が交わされていた.しかし，

両者とも「教科内容の明確化Jについては多くの記

述がされてはあるが， r教科内容の体系イヒJについて
の記述が少なく唆味であると思われる.学習指導要

領に関しては，各学年の授業の始まりは学習指導要

領に書いてある部分から行われることが大多数であ

ろう.その場合，小学校6年生から中学校1年生へ

各校種が変わるときの指導も，そのままの内容を指

導するだけでいいのかという疑問を持たざるを得な

い.学校体育研究同志会に関しては，つながりは見

えるが，現知句に子どもを見て，どういう状況かで

授業を始めていることが多い.つまり，できない子

に全体を合わせた指導が多くなってしまうため，本

来指導されるべき内容よりもみんなのできるレベル

が低くなってしまう.これらは，各校種聞の円滑な

接続となっているのだろうか.これらを改善するに

は前学年次での復習を考慮した具体的な教科内容を

明らかにしていく必要があると考えられる.

まとめと今後の課題

学習指導要領と学校体育研究同志会の考え方には，

それぞれに良い部分と悪い部分があることがわかっ

た.また，以下を本研究のまとめとする.

1 )両者の共通した問題点は，各学年・各校種にお

ける教科内容の「接続J部分が不明確である.

2)各校種間の円滑な接続をするために r接続j
部分として前学年次の復習の時間を必ず次学年の始

めに組み込み，全体の足並みをそろえる.

3) r教科内容の明確化と体系化Jに沿った授業実
践に挑戦し，実際に現場の子どもを見て，各教材に

おける小・中・高等学校の教育課程を作成していく.

今後の課題として ます冒せ支のバスケットボール

教材に焦点をあて，各学年・各校種の発達段階に応

じた系統性ある教育課程を自主編成し，各学年・各

校種における「接続j部分について教科内容を吟味

し，小・中・高等学校で抽出調査・実験授業を行い，

さらなる検討を加えていく.
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未就園児における子育て支援活動参加時の運動経験

0西回明史(西九州大学短期大学部)

キーワード:子育て支援活動基本的動作身体活動レベル

目的

本研究では、体育・スポーツ学に関連する視点か

ら子育て支援活動の実態を把握することを目的とし

た。そこで、短期大学の授業科目内で実施される学

生主体の子育て支援活動において、参加する未就園

児が経験する運動動作の内容や身体活動量について

調査した。そして、得られた結果を基に幼児期の運

動発達に寄与する子育て支援活動の在り方について

検討した。

方法

1.調査対象者

本研究の対象は、佐賀県内の保育者養成系短期大

学において実施される学生主体の子育て支援活動の

参加者のうち、本研究の参加に保護者が同意した、

佐賀市近郊に在住する未就園児26名であった。

2.調査項目およびデータ収集の方法

子育て支援活動で経験する運動動作を記録するた

めに対象児の活動の様子をデジタルカメラで撮影し

た。記録した静止画像を基に、体育科学センターが

整理した 84種類の基材鋤作と照らし合わせなが

ら、活動時に出現する運動動作を抽出した。子育て

支援活動時の身体活動量に関しては、ライフコーダ

GS ('株式会社スズケン鋤を用いて2分ごとの運動
強度 (4秒ごとの計測に対する最頻値)を抽出し、

分析に用いた。なお、運動動作の内容や身体活動量

の調査は、 2013年5月上旬から7月上旬までに開講

された5回の子育て支援活動時に実施した。

さらに、日常生活場面における未就園児の基本的

動作の週当たりの経験頻度について、対象児の保護

者を対象にアンケート調査を実施し、 5段階評定に

よる回答を得丸

3.学生主体の子育て支援活動の概要

学生主体の子育て支援活動は、当該授業科目の時

間割に合わせて2週間に1回、毎金曜日に開かれて

いる。子育て支援活動では、教員による保護者対象

の講座や学生企画の親子遊びが展開されほか、学生

が保護者から乳幼児を預かって保育し、その間保護

者が別室で歓談する時間も設けている。

結果と考察

1.日常生活における基材9動作の経験頻度

週当たりの経験頻度について、 5日以上の回答の

割合が高かった動作を見ると、「かがむJr起きるJ
「歩くJ r追うjなど、平衡系動作の姿勢変化およ
てヌ移動系動作の水平動作に関する項目が上位であっ

た。一方、 2日以下の回答の割合が高かった動作は、

「逆立ちするJ r浮くJ r泳ぐjなどの平衡系動作
およてF移動系動作、 「割るJ rこれ 「掘るjなど
操作系動作に関する項目が上位で、あった。経験頻度

が低い動作には、運動機能の発達段階による影響も

考えられるが、家庭内での経験が難しい動作も含ま

れていた。未就園児の日常生活場面における運動動

作の経験頗度には動作間で差が見られた。

2.子育て支援活動時に経験する運動動作

第2回目 (5月 24日)の結果を見ると、平衡系

動作では、姿勢変化 11項目のうち5項目の動作が

確認された。移動系動作では、上下動作3項目中3

項目、水平動作8項目中7項目、回転動作7項目中

3項目の動作が確認された。操作系動作においては、

荷重動作 lO項目中4項目、脱清重動作3項目-中2
項目、捕捉動作11項目中6項目の動作が確認され、

攻撃的動作は12項目すべてが見られなかった。

3.子育て支援活動時の身体活動量

第3回目 (6月 28日)に関して、活動中の身体

活動レベルの分布を見ると、対象児の平均は、低強

度67.3%(最大値89.1%、最小値39.1%)、中程度

2.61% (最大値6.52%、最小値0%)、高強度5.76%

(最大値27.1%、最小{直0%)であった。すなわち、

子育て支援活動時における対象児の遊びは、個人差

あるいは年齢による影響も見られるが、低い運動強

度の活動が中心であると言える。



スペインの競技者育成プログラムにおける選手育成の現状

0蔵元彩・小津和俊洋・末永智寛(福岡教育大学大学院)

鈴木津(福岡教育大学)

キーワード:スペインバスケットボール競技者育成プログラム 育成年代選手育成

109 

目的 は基材怜プレーに精通する共に，ボールコントロ一

本研究では，スペインにおけるバスケットボールの ルやスピードを重視した指導に重点が置カ寸もている。

競技者育成フρログラムの現状を明らかにし，日本パス 上位のカテゴリーになるとボールを持っていないプレ

ケットポール界における競技力向上に寄与するための ーヤーの動きヰ空間認識が焦点化される。またこのカ

基樹句資料を得ることを目的とした。 テゴリーになってディフェンスではゾーンディフェン

方法 スが導入されF ポジションの配置の決定がなされる。

1.対象及ひ欄由晴煽 17歳から 18歳の年代においてバスケットプレヤーの

調査対象はスペイン1部リーグ任igaEndesaACB) 完成を目的にこれまでのすべての事の精度をさらに高
に所属するクラブチームを対象とし，調査期間は2013 めることを目的としている。またどのカテゴリーにお

年2月27日から3月6に実施した。 いても共通的事項として6つのファンダメンタル(パ

2.調査項目 ス・リバウンド・シュート・ディフェンス・ハンドリ

インタピユ}調査:スペインバスケットボール協会 ング・ステップワーク)が重要視されているなどの調

テクニカルコーディネーター1名，クラブチームに所 査結果が得られた。

属する育成部門責任者 1名に聞き取り調査を行った。 (3)各カテゴリーの年齢に応じたリーグ戦の実施が

調査項目はrJOC競技者育成プログラム作成のための 行われており，毎年9月から翌年の6月まで実施されて

フレームワークJから①コンセプト@浦導カリキュラ いる。このシステムを採用することによって措抗したカ

ム@溜織糊lなどの項目を抽出し実施した。 のカテゴリーと試合ができ，ある程度確保された試合回

アンケート調査:スペインクラブチームに所属する 数をこなすことが出来る。

育成制漣手97名，育成制℃を指導する指導者6名 (4) 10代から指導者を目指すというキャリアデザイ
にアンケートを行った。(育成年代とは18歳前後まで ンの存在があり，単に将来プロの選手の育成というこ

の義務教育期間を指す) とに留まらず，コーチの育成クラブへの指導モデノレ

文献調査:諸外国における育成プログラムに関わる の提示，一貫教育を受けた選手達がコーチとして戻つ

文献及びスペインクラプチームにおける指導カリキュ てくる場の提供を与えているとし、うことが分かった。

ラムを参考資料とした。 日本の競技者育成を考える上で，これらのシステム

結果と考察 の全てを導入することは困難であるが，これらの紛ト

選手育成を支えている体制として，以下の4つの方 国の競技者育成プログラムを背景とした，指導カリキ

策カ均等られた ュラムの整理，また指導者育成の体制を整えることで，

(1)細かく分けられた年齢に応じたクラスが存在 今後より一層日本におけるバスケットボール競技の向

し、育成制tにおけるカテゴリーは2歳ごとに分かれ 上に寄与することができるのではないかと考えられる。
ており、能力によるレベノけまけがなされている。ミニ 表1 クラブ肉の年齢ごとのカテゴリー分け

バスケットボールでは，能力によるレベIL?t't附祐 一一一チーム属

れていないが， 13歳から 14歳以上のカテゴリーにな

るとA，Bのクラスにおいて主にプロを目指すカテゴリ

ーとなっているo (表1)

(2)クラブのコーチに年齢に応じた指導プログラ

ムが提示され，その共通理解によって選手育成の方向

付けがなされている。カリキュラムではその年代ごとに

重視されていることが異なっており 13歳から 14歳で

TOP 
Semi Pro 

Junior 

Cadete 

lnfantel 
A1evin 

クース
A 
B 

17-18怠
CANTER PROFESIONAR 

CAlS) 

15-16歳 CANTERA臥 MI問oDE MAEZTU 

13-14畠
(C/D/ElF/G) 

11-12歳
9-10歳 Escuela 
8 
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学生レスリングのスノキーリング及びスノキーリングノレトサ吋乙関する恵謂顧詮

藤山慎平(九州共立大学)0池田光功(九州女子短期大学非常勤)

松崎守利(九州女子短期大学)相原豊(九州女子大学)

結果と考察

質問1による結果として，r試合へのイメージJr技
術力の向上Jr体力の向上J等が上位回答であり，記
述に『スパーリングとは打込みで習得した技を実践

するところj，r実戦で使える技を試し追い込む場J，
fスパーリングから体力の向上を図るJ等が記述さ

れた.体力に関して，ラウンドを重ね追い込む体力

を技術力として，走り込みによる鍛錬をスタミナと

していることが考えられ，各自がチェックポイント

を設け，これをクリアしていく場であることが考え

られる.質問2による結果として， rケガをさせない
配慮l等が上位回答であり，言謎に fケガへの配慮

を第一に考え，万全の状態で試合に挑ませるj，r試
合期に入ると減量も始まるのでケガは絶対に避け

るjなどが記述され，減量を伴う競技で，ケガを発

生しやすい状況等を理解することも責務のーっとし

て考えられる.質問3による結果として， rレスリン
グの実力jr.助言するカJ等が上位回答であり，ま強

には f実力はあってしかるべきだが，助言に欠け役

割を呆せていないのはパートナーとは言えないjな

どが記述され，一定の技量を求め，それを表現体現

できるカも要求していることが考えられる.質問 4

による結果を図 1に示した.言謎に「試合に出るこ

とはチームを代表して出場しているJなど，責任感，

緊張感が生まれる背景に，本研究目的の結論として，

団体戦(フリースタイルのみの7人制，全7階紛

に割反rことにより，自己の戦いとしつつも制約守護
を越えチームのためにカを尽くしていると考える.

キーワード:レスリング，スパーリング，スパーリングパートナー.

目的

現在のレスリングは，種目別(グレコローマンス

タイル，フリースタイノレ)・階級別・団体戦・個人戦

などで構成され，競技スポーツとして実施されてい

る.両スタイルの比較ではルール上に市脆句を有し，

その技術力の発揮に相違が見られる.試合の展開で

は，スタンドレスリングとグランドレスリングによ

る局面の攻防も特鮒句で，選手の個性に関する体格

キ構えなどを含め，限られた人数による学生レスリ

ングの場において，その違いキ墜を越える工夫や協

力は欠かすことができないのではないかと予測した.

そこで，本研究は fスパーリングj及び fスパーリ

ングノ号ートナーJに着目して，その意識調査を実施

することで，これらをどのように乗り越え，その背

景にあるものを明らかにすることを目的とした.

方法

対象とした被験者及びその相生を表 1に示した.

質問紙調査法を2013年5月中旬に開催された西日本

学生レスリング春季リーグ戦のあと，同年5月下旬

K大学レスリング道場にて実施した.なお，質問項

目と内容に関しては表2に示した.また，先リーグ

戦では 1部リーグに昇格する実力であった.分析方

法として被選択数を集計して結果とした質問4の

結果同盟 1に示した.選択肢を選ん湾謎について

は，特徴的な一部を抽出して回答を損なわないよう

修正を加えて結果及ひ考察に反映させるものとした
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陸上競技選手の水分補給法による栄養摂取状況の差異

0樋口行人(九州共立大学) 横家将納(下関短期大学)

キーワード:陸上競技食事調査水分補給

目的

日本体育協会の「スポーツ活動中の熱中症予防ガ

イドブックjにおいては、運動中の飲料として 0.1

"'02%程度の食塩と 4"'8%程度の糖質を含むもの

糾佐奨されているが、現実的には運動中の勝ま摂取

を好まないアスリートも多く、水・茶のみや市販ス

ポーツドリンクを薄めて飲用する例も散見される。

薄める理由としては、「甘すぎて飲めない」という意

見が多く、市販スポーツドリンクの糖分は 6%以上
のものもあるため、大量に摂取した場合に平時の食

事量に影響する、つまり甘いものの摂り過ぎによる

食欲不振の可能性は無視できないと思われる。陸上

競技選手に限らず、学生アスリートの食事量不足、

摂取エネルギー不足は多数報告されており、パフォ

ーマンスへの影響も指摘されている。

運動時の水分補給法(噌好)と栄養摂取状況に関

する具体的な研究はほとんど見られないため、今回

陸上競技選手の運動中の水分補給法と平時の栄養摂

取状況について調査した。

方法

l.対象およひ調査時期

本研究の調査対象は平成24年度において K大

学陸上競技部の短距離、聞蝿ブロックに在籍する 56

名(男子43名，女子13名)である。対象には本研

究の趣旨を説明し、同意を得たうえで平成 24年 7

月に調査した。なお、対象の年齢は 18"'22歳であっ

た。

2.調査方法およて頗目

以下の質問紙調査は自記式留置き法にて行った。

1)水分補給に関するアンケート:独自作成の質問

用紙にて、運動中の飲用物の種類、量、飲み方を調

査した。

2)食物摂取頻度調査:エクセル栄養君食物摂取頻

度調査時Qg VC町~5 (建烏加を使用して食品・栄

養素摂取状況を調査した。質問票を回収後、管理栄

養士が記入漏れや記入内容の不備について確認した。

結果と考察

対象全体のエネルギー摂取量は、 2353.6土 6883

k叫であった。運動中の飲用物の種類により、運動

中に水・茶を飲用する群(水・茶群) (0= 18 :男子

11名，女子7名)、運動中にスポーツドリンクを市

販原液で飲用する群(スポーツドリンク群) (0 = 

23 :男子 19名，女子4名)、運動中に市販スポーツ

ドリンクを水で薄めたり、スポーツドリンクと水・

茶を併用したりする群(併用群)句=15 :男子 13

名，女子2名)に群分けした。体格の指標としてBMI

の平瑚直を、摂取すべき食事量の指標として推定エ

ネルギー必要量の平均値を各群で比較して、大差な

いことを確認した。

3群のエネノレギー摂取量に有意な差は認められず、

水・茶群 (2265.4土462.6kl伺1)がスポーツドリンク

群 (2408.6 土 614.6kl叫)、併用群。375.1土例栃.O~伺1)

に比して低値傾向を示した。いずれの群もアスリー

トとしては低値であった。炭水化物摂取量も同様に

有意な差は認められなかった。

次に各群を飲水量別に、運動中の飲水量 1側副

以上の群と 1似肋叫未満の群に分け、同様に群聞で

BMIの平糊直、推定エネルギー必要量の平糊直に大

差ないことを確認して比較した。エネルギー摂取量

は、 l000ml以上スポーツドリンク群(1802.6土234.0

陥1)が1{削ml未満スポーツドリンク群。798.2土

433.5 ~伺1)に比して有意に低値を示した。 1似伽曲

以上水・茶群および 1側 ml以上併用群に比して低

値傾向を示した。また、炭水化物摂取量も同様に

1∞加l以上スポーツドリンク群と 1∞伽l未満スポ
ーツドリンク群に有意な差を認めた。

市販スポーツドリンクは吸収の良い組成になって

いるが、大量摂取することにより普段の食事量に影

響が出るのであれば、水・茶との併用や薄めて飲用

することも必要ではないかと考えられる。
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大学スポーツにおけるアスレティックトレーニングの必要性

一九州共立大学リコンディショニングルーム活動からの提言一

0辰見康剛(九州共立大学)

キーワード:アスレティックトレーニングアスレティックリハビリテーション大学スポーツ

はじめに

九州共立大学リコンディショニングルーム(以下，

RCR)では学内のアスリートを対象として，アスレ

ティックリハビリテーションの指導およびサポート

や傷害に対する応急処置などを行っている.同校に

は教員として有資格者のアスレティックトレーナー

(以下， AT)が3名おり(日本体育協会鋭意および

全米アスレティックトレーナー協会公認)日本体育

協会公認ATの資格取得を目指す学生に対し養成カ

リキュラムである 180時間の現場実習をRα内で

行っている.合わせて，学生トレーナーチームとし

てCARE(Community of A出d泊aining 組 d

R即∞ditioni喝取開包)とし、う部活があり，現場実

習と同様に教員の指導のもとRαでトレーナー活

動を行っている.

Rαでは選手のコンディションおよび患部の状

態，またリハビリテーションの進歩状況を拒漉する

ために選手が来室した際には毎回記録を取っている

が，これらをもとに傷害予防に向けた検討や各クラ

プへの情報提供などは行われていなかった.

これらを踏まえ、本研究の目的は大学スポーツに

おける傷害発生の状況射頃向，またアスレティック

リハビリテーションの実施状況を拒渥し，傷害予防

活動およびアスレティックトレーニングの必要性を

検討することであった.

方法

1. 調査時期および対象

2011年4月から2013年8月にRαを新規利用と

して来室した際の記録書242例を対象とした.

2. 記録内容

来室日時，氏名，性別，生年月日，学年，所属ク

ラブ，傷害部位，受傷日，医療機関の受診の有無，

その他であった.

3. 手続き

記録書には選手自身で記入してもらい，必要に応

じてトレーナーが聞き取りと追記を行った.

結果

242例のうち4年生が30例 (11%)，3年生が51

例。1%)，2 年生が47 例(l~も)， 1年生が114例

(4'初心であり， 1年生が最も多くの割合を占めた.

また， 1年生における受傷タイプについては69例

(61%)が急性外傷， 45例。"も)が慢性障害であ

った.さらに，性別でみると男性は急性外傷が46

例 (41%)，慢性障害が 22 例(l~も)と急性外傷の

方が多いのに対して，女性では急性外傷と慢性障害

がそれぞれ23例。似)ずつの同数であったことが

明らかiこなった.

続いて，再受傷による来室記録であるが，人数は

5人。%)にとどまっており，同部位における再受

傷者が少ないことが示唆された.

考察

1年生の来室者が最も多いことから，高校卒業後

から大学入学までのコンディション維持の難しさや

大学入学後の段階的な練習およびトレーニング負荷

の調整が必要であることが示唆された.また，日頃

のコンディションが予防のためにより有効であると

考えられる慢性障害が発生傷害全体の3~もを占める

ということから，傷害予防を目的とした取り組みの

必要性とその可能性の大きさが示唆された.

一方，再受傷という形で再来室する選手は極めて

少なく，専門的な知識を有したトレーナーの指導の

もとでアスレティックリハビリテーションを実施す

ることの有効性を支持する結果絢臆された.

以上のことから，選手に対する入学前および入学

後の定期的なメデイカルチェックの実施，合わせて

Rα 内のみならず各クラプへのトレーナーの配置

を実現し，傷害発生に対する予防活動ならびにアス

レティックリハビリテーションの実施をより盛んに

行っていくことが必要であると考えられた.

今後は各部のトレーナーと Rα の連携をさらに

高め，より高いレベルでの傷害予防およびスムーズ

な競技復帰を実現させることが必要であると考える.



10.一般研究発表(ポスター発表)
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知的障がい児へのキャンプ支援活動が大学生の

EQ (情動知能)に及ぼす影響

~キャンプ参加形態に着目して~

0花田道子(九州共立大学)

キーワード:知的障がい児.EQ (情動知樹・キャンプ支援活動

目的

現在、大学生に対して(1)明確な目的意識を持ち

日々の学業生活に取り組む姿勢、 (2)激しい社会の

変化に対応し、様々な課題に柔軟かったくましく対

処するため自らの“情動"をコントロールする能力、

を育成することは教育に課せられた重要な課題であ

る。情動知能とは、情動に振り因されることなく、

状況を冷静に判断し、適切にその心の動揺を引き起

こした原因に対処してして能力である。ゴールマン

(Gole幽 1，1995)は情動知能を知能テストで測定さ

れる IQとは異なる頭の良さとして、「自分の本当の

気持ちを自覚し、尊重して、心から納得できる決断

を下村E力、衝動Jr考える(理性的)知性Jと表現
し、「感じる(情動的)知性jと識別している。また、

ドティ(Doty，2OO1)は、子どもが自分自身と他者の
情動を理解し、ポジティプな情動反応スキルを獲得

し、他者の情動反応も理解して受け入れるというプ

ロセスの学習を行うことによって、社会的スキルを

発達させ、暴力を減少させるだけでなく、学業面の

能力も、自噂心も高めることができると述べている。

今、企業が求めているのは組織の中でカを発揮す

る能力がある人、すなわち多様な人々とともに仕事

を行っていくうえで必要な能力を持っている人材で

ある。筆者は、そのような学生を育成するための教

育的に意義の深い協働T為のデザインとして rj盤
す'，Q創設/に着目した。そこで、キャンプ活動をツ

ールとして「キャンプ支援群jと「キャンプ参加群J

の参加形態による比較を行うことで支援する体験の

教育的効果を明らかにすることを目的とした。

方法

情動知能の変化を検証するため、内山ら (2001)

が作成した f郎 Jを採用した。 EQS(情動知能尺度)

は、大きく f自己対応Jr対人対応Jr状況対応jの
3つの領域に分けられ、さらに9つの対応因子、 21
個の下位因子の65項目から構成される。参加形態に

おける効果を検証するために、二つのキャンプにお

いて「キャンプ支援群n=9Jと fキャンプ参加群n

=9Jのキャンプ前 (pre)とキャンプ後⑪ost)の得

点の平均値を、 t検定を用いて比較した.

結果と考察

知的障がい児キャンプというツールを利用した、

キャンプ支援群は、障がい児支援とb、う keywordの

下、自己対応領域一盛盟主 (*pく.05)・fN/jA追求/
(林pく.01)、対人対応領域 fSぴの井威i(*p 
く.05)・丘塑監 (*Pく.05)• ~髭お (*Pく .05) • rf<< 
亙~(料pく.01)、状況対応領域/業E指導tL (*p 

く.05)・f綴転住L(*pく.05)・f道広佐I(:林pく.01)

において有意な向上がみられた。また、キャンプ参

加群では、自己対応領域媛綜変貌/(林pく.01). rO 

盛山(林pく.01)、対人対応領域/喜びの兵援j 件p

<.05)、状況対応領域ゴ謹監(林pく.01)において

有意な向上がみられた。これらの結果から、キャン

プを支援するという体験は、自己把握やコミュニケ

ーションが難しい子どもとの深い関わりを椅子錯誤

しながら主嗣句に行動する中で、自己、他者および

それらを取り巻く状況という 3つの領域において関

わってくる情動的課題への理解と行動の能力を網羅

的に向上させることが示唆された。

まとめ

支援する体験は、身近に障がいを理解し、その家

族の気持ちを共感することにより、障がい児に対す

る配慮や気配りに変化が現れ、熱意を持って子ども

たちと関わる姿勢、自らをその環境に適応させよう

とする教育的効果が認められた。激しい組会の変化

に対応し、様々な課題に柔軟かったくましく対処す

るため自らの“情動"をコントロールする能力、を

育成する手段として非常に有効ではなかろうカ弘ま

た、平成14年に障害者基本計画が策定され、障がい

者の社会への参加や参画に向けた施策として、ノー

マライゼーションの一層の推進が掲げられており、

地樹土会の取り組みにが、に貢献できるであろう。
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パフォーマンスノレ}ティンがバスケットボールの
フリースローの成功率に及ぼす影響

伊藤友記(九州共立大学)

キーワード:メンタルトレーニング心理的スキル 自己ベース課題大学生女子

目的

バスケットボーノ喰般におけるフリースローは、自己

ペース明Tえるシュートであることから、本来その技術

さえ習得していれば、極めて高い確率で決めることので

きるシュートである。しかし、実際の試合場面では様々

な要因が影響し、日頃の練習通りのパフォーマンスを発

揮することは難しい。そこで、選手治宝試合時にも安定し

たパフォーマンスを発揮するための手段として、パフォ

ーマンスルーティン(以下関)があげられる。 PRとIま、

決められた一連の動き・動作のことであり、「自己ベース

課題の瀦T蹴旬における、運動・感情・認知糊預bの組

縦制関芋Jと定義されている。

そこで本布院は、バスケットボールのフリースローに

おいて、選手が行っているPRとシュート成功率との関係

を明らかにし、試合場面で安定したパフォーマンスを発

揮するために有効な方法を検討することを目的とした。

方法

1.被験者:K大学女子バスケットボーノL部員お名(平均
年齢:18. 8歳、平均競技年数:11.3年J
2.分析方法:各選手、 M投分のフリースローを撮影し、

実臆しているPRを分析した。撮影の際には、日頃の練習

寸子オホている動作において、どの程度PRが取り入れら

れているかを調べるため、実験の目的がPRの分析である

ことは伝えずに行った。撮影終了後、「フリースローにつ

いてのアンケ」トjを実施した。

3.分析項目:選手がシュート前に実施しているPRを特定

するために、 7つの観点(ドリプル・足幅・秒敬・足踏み・

立ち位置・屈伸・リングルック)から動作を分析した。

4~依存変数:ビデオ撮影した 24 投分のシュート成功率、

日頃の練習でま糠している過卦句半年分のシュート成功

率を依存変激とし丸

結果

l.PR各項目聞の相関:PR各項目聞の相関係数を算出した

結果、有意な中~高程度の相闘がみられたのは、①足踏

みと穆数日7)、②普段のS%とリングルック (.54)、③

足踏みとドリプノレ (.44)、@立ち位置と足幅 (.43)、⑤

屈伸とドリプノレ(.42)、⑥普段のS%とドリプル←.51)。

であった。

2.PRとシュート成功率の関係:各選手の限を定量化(数

値化)し、それらの数値を基に全体をPR低群と PR高群

の2群に分け、両群のシュート成功率について此鍛し丸

その結果PRに対する意識レベルが低い方が、有意に 24

投分のシュート成功率が高かった。また完擦にPRを実施

している項目として、①ドリプル、②足幅、③リングル

ックを行っている方が、有意に普段のシュート成功率が

高かった。

3.アンケート調査について:限を意識しだした時朔とそ

のきっかけに着目し、 PRにどのような影響防2あるかを調

査した。その結果、 PRを意識し始めた時期とフリースロ
ー成功率の関係、はみられなかった。また、開を行うよう

になったきっかけ(自発的か他発的約の違いによる有

意な差もみられなかった。

考察

PRの項目の中で、シュートパフォーマンスと直繍句な

関係がみられた項目はドリプルであった。これはフリー

スロー実胞待に多くの選手がドリプルを行うことによっ

て、シュートパフォーマンスを安定させようとしている

ことの表れでもあり、またそうすることがシュートパフ

ォーマンス安定の有効な手段であることが示唆された。

PRをどの程度意識しているかについては、意識レベル

の低い方がシュート率が高いという結果がみられた。こ

れ仕すでにPRが自動化しており、かえって聞を意識し

ている方がシュート成功率が自主かった可能性が考えられ

た。またドリプルは他の様々な項目との相闘がみられた

ため、 PRの蜘院大きく関与していると考えられた。ア

ンケート結果においても、 PRを持っていると回答した選

手全員が、ドリプルの記述をしていた。これらのことか

ら、限にドリヌルが大きな役倉jを占めていることが明ら

かとなり、女凶可にドリプノレを自身のPRに取り入れて普段
の練習を行っていくかが、シュートパフォーマンスの向

上を図る上で重要であるかが示唆された。

※本海院は、明或24年度の筆者のゼミ生である楠本早希、

民武輝、森由紀の卒業研究のデータをまとめたものであ

る。ここに彼女らの真撃な取り組みに敬意を表します。
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ラグビーの状況判断の向上に関する検討

0下園博信(九州共立大学)磯貝浩久(九州工業大学)萩原悟ー(九州工業大学大学院)

キーワード:状況判断ラグビー認知的トレーニング授業

目的

本研究の目的は，授業を活用してラグビーに関わ

る基科句な知識，ルール，戦術などを学ぱせ，さら

に一定の期間に認知的トレーニングを実施すること

によって，ラグビーの状況判断に及ぼす影響を検討

することである.対象となるラグビーは，ボールゲ

ームの中で多くの技術が必要で，さらにルールにつ

いても複雑である.また，激しい身体接触が起こる

ことから，ボールゲームの中では非常に経験者は少

ないと考えられる.そのため授業において，競技場

面を見せ，専門的な知識を合致させることにより，

状況判断を容易にさせ，未経験者のラグビーに対す

る理解を深めることが期待される.

方法

1.対象および実施時期

K大学スポーツ学部の授業の受講生 24名を対象

とした(ラグビー競技経験者8名，ラグビー競技未

経験者16名).実施期間は，平成23年6月から平成

23年7月であった.

2.実施内容

;~.: ~，~;'議論番最縦齢忌謀総.'~S ::::~ 

.i学習者 i

f! ....oa 、
I;......a 
¥ ! ・・怠ど ! J 

園1録集を活用したポールゲームの扶況判断を向上させる概念モデル

授業では、作成したモデル(図1)に従って，対

象者に宣言的知識として，基材句なルール，基材句

なスキノレ，基材句な作戦や戦術など競技特性の理解

を促した.同時に，手続き的知識として，競投状況

の分析と予測ができるように，認知的トレーニング

を実施して，競技場面の選択的注意キ競技状況の認

知，必要となるプレーの予測について教授した.状

況判断を検討するため、授業の前後に7聞の状況判

断テストと20問のラグビーの知識テストを実施し

た。

結果と考察

主な結果は以下のとおりであった.

-未経験者の状況判断は、授業後に有意に向上し

た(図2).特に，ラグビー未経験者の「防御の状況J

が向上した.経験者は，状況判断全体の変化はみら

れなかったが、「選択すべき個人のテクニックJが向

上した.

-授業後の状況判断テストと知識テストには有意

な相闘が見られた.また，状況判断テストの得点変

化率と理解度については，経験者，未経験者ともに

得点変化率の高い方が，理解度も有意に高い結果と

なった.

以上のことから，ラグビーの状況判断を向上させ

る手段として、「授業を活用したボールゲームの状況

判断を向上させる概念的モデノレJに従い、 2つの知

識を享受させることの有効性が示された.特に未経

験者は，宣計句知識の習得に合わせて，認知的トレ

ーニングで手続き的知識を促進し，状況判断を向上

させていることが明らかになった.
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スポーツ基本法による
地域スポーツ振興の強化策に関する一考察

ースポーツ「好循環」システムの開発・活用-

O古市勝也(九州共立大学) 山下陽平(九州共立大学)

キーワード:スポーツ基本法学習成果の評価・活用 地域スポーツ振興好循環派遣システム

諸言 ステージに応じたスポーツ活動の推進，@住民が主

近年，国による法・答申等の改正・制定等が多い. 体的に参画する地域スポーツ環境の整備，

教育関係では約 60年ぶりに改正された教育基本法 第2段:④スポーツ競技力の向ム⑤国際交流・貢

(平成 18年 12月22日公布・施行)，中央教育審議 献の推進，⑥スポーツ界の透明性，公平・公正性の向

会答申『新しい時代を切り拓く生涯学習振興方策に 上.

ついて一知の循環型社会の構築を目指して一J平成

20年2月 19日，第2期教育基本計画(平成25年4

月24日中央教育審議会答申である.

スポーツ関連では，スポーツ立国戦略(平成22年8

月 26日文部科学大臣決定)，スポーツ基本法(平成

23年6月24日公布・8月24日施行)，スポーツ基本

計画(平成24年3月30日)等が矢継ぎ早に出され

ている.さらに，スポーツによる健康づくりや東京オ

リンヒ。ック誘致成功など国民のスポーツへの関心は

高い.これらの法や答申のねらいは，スポーツ基本法

では「生涯スポーツ社会の実現Jがあり，教育基本法

では f生涯学習社会の実現jがあるようである.

目的

この時期に，全ての国民の権利としてのスポー

ツ・みんなのスポーツ・地域におけるスポーツ振興

をどのように推進するかが課題である.特に，スポー

ツの「好循環J・『新しい公共Jへの理解と具体的な

活用システムの開発が求められている.そこで，具体

的に地域で活用される「循環型スポーツ人材活用パ

ンクJの開発を考察する.

方法

1.法等の分析

スポーツ立国戦略，スポーツ基本法，スポーツ基本

計画等の成立過程・背景等から，全ての国民が参加す

る地域スポーツを振興する手順・手法として，スポー

ツの成果・実績を積んだ人材を地域や学校で活用す

る『好循環j・『新しい公共j型活用システムの開発

を考察する.

2.好循環のシステム(スパイラル式好循環)

第1段:①子どものスポーツ機会の充実，②ライフ

第3段:チャンヒ。オンスポーツ，プロスポーツ，オり

ンヒ。ツク，世界選手権，国体・インカレ等のスポーツの

成果を子どものスポーツ，地域スポーツの振興に，指

導者として活用する『循環型Jシステム.

特に，指導者として今まで培った知識・技術を活用

するには指導者としての学習をさらに積み・人格を

確立し，効果のある指導に当たることができるよう，

指導者も学び・レベルの高い指導が出来るようにす

ることが求められる.

結果と考察

1.スポーツ人材派遣・活用システムの開発

第1段階:人材パンクの創設:(市町村レベル，県レ

ベル，全国レベルで登録)

第2段階:人材パンク登録認定制度の確立

登録者:プロスポーツ，オリンピック，世界選手権，

国体，インカレレベル

第3段階:登録人材派遣制度の確立

派遣システムの開発

第4段階:登録人材活用システムの確立

活用の場:学校スポーツ，地域スポーツ，青少年ス

ポーツ，高齢者スポーツ

結論

地域スポーツの振興のため，行政・学校・スポーツ

関係団体，プロスポーツ団体等の総合的に連携した

活用システムが必要である.

参考文献:r教育基本法J， rスポーツ基本法J， rス
ポーツ基本計画J， r第2期教育基本計画J等
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IP分析を用いたスポーツイベントの運営評価に関する研究

ーインディアカを対象としたイベントタイプ別比較ー

0井上晃一(鹿屋体育大学大学院) 山崎利夫(鹿屋体育大学)
キーワード:スポーツイベント，インディアカ，運営評価， IP分析，イベントタイプ

研究の背景及び目的 結果および考察

近年，我が国において f東京マラソンJに千波さ 1.サンプルの属性:男女の曾恰は，どちらのイベント

れるスポーツイベント拘差んに開催されている.また， も男性3割，女性7割で，両イベント聞に差はみら

f散歩J，rウォーキングJといった手軽な運動・スポ れなかった.年代の智治は両イベント間に0.1%水

ーツの人気が紺綴酌に高いことが報告されている.こ 準で有意差がみられた.特徴は，競筋志向型イベン

のようなことから，レクリエーションスポーツイベン トでは29歳以下および30歳代，また非競技志向型

トへの注目が必要と考えた.そこで本研究の目的は， イベントでは， 40歳代およびω歳以上の参加者の
同イベントの運営評価から，今後のイベント運営の改 曾恰がそれぞれもう一方のイベントに比べ高くな

善戦略を衡すすること，およびImpor阻時.perfonnar悶 っていた.これは，イベントの競按性に合わせた年

分析〈以下， IP分析)の有効性を探ることを目的とし 代の人々が参加した結果だと考えられる.

た 2.IP分析の有効性:図は， 4つの空間区分に各項目を

方法 プロットしたものである.参加者が各項目に対し，

1.調査対象およて足踏方法 どのような翻面をしているか直樹句に判断でき，イ

2013年6月22日， 23日に開催された日本インデイ ベントタイプごとの改善戦略を検討できる.イベン

アカ協会(以下， JIA)主催加All拘)3t1Indi醐 Tou トタイプ別に糊敷をみると，競技志向型イベントで

rnam倒 J(以下，競技志向型イベント)及び f2013JAPA は，競技結果に影響する項目に対し潜剖句不満を感

N FRIENDSlllP別DIACALEAGUE MATCHJ (以下， じていた.一方，非競技志向型イベントでは，目立

非競抗菌向型イベント)の参力暗(1，237)名に対し，集団 って不満を感じていた項目はなかったが，試合数や

調査法による質問続調査を行った.その結果，競技志 試合間隔など，よりたくさんの試合が可能となる運

向型イベントが216償男性65名，女性151名)，非競 営を望んでいることがわかった.また，年配の参加

誌志向型イベントは499{tt{男性141名，女性358名) 者が多いことから参加申し込みの簡便さも求めら

の有効回答が得られた. れていた.このことからレクリエーションスポーツ

2.調査項目 イベントにP分析を適用することの有効性がみら

使用した質払鳴お丸サンプルの基本的な属性に加え， れた.

原らやT吋iら，藤本らが用いた質問項目を参考に作成

した.具体的には，イベント運営に対して，参カ町する

前にどの程度期待していたか，実際に参加してみてど

の程度達成されていたかについて評価してもらった.

3. IP分析の適用

まず，各項目の期待度，達成度の得点をそれぞれ標

準似平均働した.次に横紬に各項目に対する期待水

準縦軸に達成度評価をとり，両軸を高低で二分して

満足，不満足，潜倒嫡足，潜在的不満足の4つの空

間に分けた.この空間上に，各項目の標準化得点をプ

ロットしたなお，原点は標準化得点の平均値:0)と

した.
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幕末長崎における競馬場設置構想に関する絵図面と関連資料

0田端真弓(大分大学)

キーワード:外国人居留地遊歩道イギリススポーツイギリス公使長時奉行

1.はじめに

本発表は幕末長崎における競馬場設置交渉の一端

であって，イギリススポーツ移入初期の交渉結晶を

検討する研究として位置づけられる。そこで競馬場

設置構想に関する絵図面を主要史料として用いて，

設置にかかる費用や競馬場の規模，その周囲の道路

の設計などの観点から競馬場の構想内容について紹

介することを目的とした。

2.慶応2年6月前後の競馬場設置交渉

慶応2年5月から7月の記録によって明らかにさ

れたこれまでの研究経過からは長時奉行能勢大隅守

とイギリス公使ノ号ークスの当初の交渉では，競馬場

は浦上に設置されることとなっていたo しかし，一

方で長崎の地理的な条件キ競馬場に付随する道路の

費用に関する問題があがっていた。さらに，奉行と

イギリス公使の交渉に，フランス公使が加わること

によって，議論が複雑になっていった。イギリス公

使とフランス公使の意見が，設置場所および費用の

面において異なり，奉行は戸惑っていたとも推察さ

れる。

3.絵図面からみた競馬場設置構想

「出嶋前ヨリ時津迄遊歩道目論見絵図j (慶応 2

年6月)によれば，周囲「七百五十二間j，その幅f十

問j程とする競馬場を建設することを構想していた

とみられる。同時に，居留外国人が競馬場まで移動

するための道路，すなわちこれは従来の道路に加え

て新たに道路を設置しようと考えるもので，このよ

うな外国人居留地と競馬場を結ぶ道の設置も競馬場

構想のなかに組み込まれていた。この道路こそが，

外国人が乗馬して通行する遊歩道であったと考えら

れる。主要道路は出島から競馬場設置を予定する浦

上新田までおよそ f千弐百拾聞j これらの建設にか

かる費用は f金四万七千九百四拾両j，競馬場を中心

にして市街地と反対方向にのびる大村藩の番所まで

の道路，すなわち遊歩道は， r千八問J延長すること

とした。遊歩道設置の前提には日本人が通行してい

る道路を外国人も利用しようとする案があったとみ

られる。そして，競馬場には「金八千八百五拾九両

三分」の見積りがなされ，主要道路から競馬場入り

口へ向かう道は「凡辰五百間jが予定されていた。

ところがこれはイギリス公使の主張に応じた図面で

あったと考えられる。

4.交渉の難航と競馬場未設置での構想の終息

以上のような図面がその後の交渉によって修正さ

れ，翌月にはフランス公使による新たな競馬場設置

構想が提案された。これが2の公使らの意見相違へ

とつながっているo イギリス公使案で着工すれば，

総額およそ「金壱万五千八百六拾両j，対してフラン

ス公使案では「金八千両J，ここに示される差額「七

千八百六拾両Jによって，議論は難しくなり，その

後も幾度となく協議されたものの，慶応2年末まで

には「先迄之間競馬場差延置候様心得被居候j とし

て，延期されることとなったo それ以後，長崎にお

いて競馬場設置の議論がなされることはなかったo

5.おわりに

本研究では競馬場の設置場所，競馬場とその周囲

の道路などの設計とそれらにかかる見瀬り金につい

て明らかにすることができた。また，これらの絵図

面キ構想から，長崎奉行とそれにかかわる幕府関係

者や外国人公使らは具体的な設置案を練っていた，

すなわち確かな将来構想を持っていたとみることが

できる。議論の詳細については今後の課題としたい。
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左右半視野提示標的に対する目標到達運動の左右差

一利き眼、利き手による比較ー

山内正毅

(長崎大学教育学部)

keywords:目標到達運動反応時間刺激ー反応の対応性

緒言

筆者は、視覚情報を伴った左右半視野提示刺激に

対する目標到達課題については、反応時間では刺激

と反応の対応性が重要な条件となることを支持した。

しかし、正確性については一部対応性を支持する結

果も得られたが、反応時間に比べると対応性が明確

でない傾向であった(山内， 2010 ; 2011)。他の要因

がかかわっている可能性が考えられる。本研究では、

利き眼、利き手の観点から目標提示視野と反応手の

対応性の検討を目的とした。

研究方法

1.実験参加者

強い右利き大学生23名(男子 11名、女子 12名、

この内右利き眼 15名、左利き眼 5名)と左利き 5

名(男子 1名、女子4名)で、実験の趣旨、方法に

ついて口頭で説明し同意した者であった。利き眼の

判定には指差法(ローゼンバッハ法)、利き手の判定

には八回・中塚(1975)の利き手テストを用いた。

2.課題と装置
タッチパネル付き 15インチディスプレイ(タッチ

反応測定器、 TKK-2800X)上の左/右半視野に提示さ

れる標的に対して、実験参加者前中央のホームポジ

ションから左/右どちらかの示指で、できるだけ素

早く正確に標的にタッチすることであった。示指先

端にはタクトスイッチ(ゅ約 3.3mm)をマジックテ

ープで装着した。

3.条件と手続き
実験参加者は、標的提示ディスプレイに向かつて

座り、方法の説明を受けた。各試行開始前は、ディ

スプレイ手前 35cmのスタート位置に示指先端のタ

クトスイッチを軽く押した状態で準備した。標的提

示と同時に動作を開始し、動作終了後速やかに示指

先端をスタート位置に戻して次試行の準備をした。

標的(赤円 :φ10mm、5mm)はディスプレイ上の 6

か所にランダムに提示した。標的の提示位置は、デ

ィスプレイ中心を原点として左上方、左中間、左下

方、右上方、右中間、右下方であった。 標的提示時

間は3sec、示指がディスプレイへ到達すると同時に

標的は消去し、 3sec後に次の標的を提示した。試行

数は、標的位置の 6条件x各 10試行x左/右手の合

計 120試行であった。

結果と考察

1.利き眼による検討

動作前時間:左/右利き眼者とも提示視野 (X軸)
と反応手の対応性傾向の値が得られたが、左利き眼

者については有意ではなかった。データ数が少なく

個人差が大きかったためサンプル数を増やす必要が

ある。右利き眼者については、提示視野と反応手の

対応性が認められた。

動作時間と反応時間:両時間とも利き眼にかかわ

らず、提示視野と反応手の交互作用が有意となり対

応性を示した。右利き眼者は右視野での右手の時聞

が有意に短かった。

基盤盤:統合誤差 (x軸方向)の値は、利き眼に

かかわらず同様の傾向を示した。右利き眼者では、

右視野において右手の誤差が有意に小さかった。し

かし、左利き限者では、明確な対応性を示すに至ら

なかった

2.利き手による検討一
動作前時間:右利き者の左反応手では左提示視野

が、右反応手では右提示視野の時間が有意に短かっ

た。左利き者の値は右利き者と類似傾向を示したが、

主効果、交互作用とも有意ではなかった。

基盤盤:統合誤差(TVx) は、両利き手者とも有意

な対応性を示す結果は得られなかった。

まとめ
目標到達運動における標的提示視野と反応手の

対応性への利き眼や利き手による違いを検討した。

時間については、利き限にかかわらず標的提示視野

と反応手の対応性をほぼ支持する傾向であった。左

利き手者については、時間、正確性ともに右手利き

者に比べて明確な対応性を示さなかった。

引用・参考文献

山内正毅 2010 腕目標到達課題における反応時

間と正確性の左右差九州体育・スポーツ学研究

九州体育・スポーツ学会第59回大会発表抄録集

51. 

山内正毅 2011 左右半視野への視覚刺激に対する

腕目標到達運動の左右差 九州スポーツ心理学研究

23 (1) 22-23. 
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スマイルズの身体教育論にみる知育，徳育，体育の相互連関

0榊原浩晃(福岡教育大学)

キーワード:スマイルズ 身体教育(体育) 知育 徳育 相互連関

1.はじめに

我々はよく近代三育主義の身体教育論は， Heぬert

SpencerのEducationon Jn凶郎知al， MoraI and Physi，叫

ar知育・徳育・体育論~， 1861年)によって税拐さ

れてきているとみている。しかし， physi，伺ledu伺姐on

と題する初期文献を探ってみると Spencerの著書よ

りも20年以上前の 1お8年にスコットランドのエデ

インパラで出版された SamuelSmiles著の Physical

Edu雌 onという文献にたどり着く。すなわち，英語

のpb;戸i叫吋u雌 onと題する初期文献の1っとして

oxf伺dEnglish Dictionmy (OED)の a抑 lem自由ry

d組.onにはこの本が挙げられている。

本発表では，この原典にあたり， 1830年代のイギ

リスの physi，叫吋u噸 .onの意味内容を主として，

近代の知育，徳育，体育論として知られる三育主義

の立場から検討しようとした。 Smilesも身体と精神

の関わり合いを言及する中で，特に身体教育と道徳

教育，あるいは身体教育と知的教育の関係性をにお

わせる叙述がある。それらの考察は，近代の三育主

義を理論的に説明しようとする際に大いに資するも

のである。

2.身体と精神の相互連関

Smilesは，人間の本性のうち，身体と精神は密接

に働き，相互に関連し合っているという立場をとる。

身体的，精神的な健康や発達は，正当に導かれる教

育の目的でなければならない。身体と精神のどちら

か一方が疎かにされると身体の虚弱さや精神的な錯

乱に陥ると述べている。そのことはSmilesの身体教

育論にみる身体は，乙、身一元論の立場であることを示

唆している。体格の成長・発達のために積極的な運

動の必要性を見出すのであれば，道徳的，知見脂質

の成長・発達のためにも積極的な運動が必要なので

ある。このように身体教育は，徳育と知育の重要な

手段であるという。体格(physicalframe)の成長・発

達のために実際の身体運動の必要性があるとすると，

道御句・知的資質の成長・発達のためにも実際の身

体運動が必要なのであると述べている。

3.まとめにかえて(身体教育と道徳教育，知的教

育の相互連関)

Smilesによれば，身体教育は道徳教育，知的教育

の基礎であるという。ここに幼年期の体格の成り立

ちゃ健全な生命の状態にとっての一般論が提示され

ている。単に身嗣句な健康や発育発達が重要である

というのではなく，知的教育は教育を飾るものであ

り，教育の集大成として位置づいている。とすれば

健闘句な体質は，最も高次の人間性をなす精神の聡

明さの道具の役割を担っており，身体教育の価値は，

幼年期や児童期を適切に導くものであり，人聞が高

度な力量へと発達しようとしているときに大人にな

るための準備をなしているという。換言すれば，道

徳的に知的にも幸福になるという大きな目標にとっ

て，それを実現するための手段なのである。それゆ

え，子ども達の適切な身体教育や健康・体力に満足

して喜ぶような訓練を行うことで，教育の一番大切

な部分の役割が達成されるという o

【文献】

1) Samuel Smil民 Physi伺1Education : 0ζ 百leN町ture

and Management of Chi1企en， founded佃由eS卸dyof 

TheirN鍋Jreand Constitution， Edinbwgh. 1お8.

2)H.スベンサー著，三笠乙彦訳， w知育徳育体育論~，

明治図書， 1969年
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フリースロ一時における注意の向け方がシュート成功率に

及ぼす影響について
山城朋大・木戸貴弘・蔵元彩(福岡教育大学大学院) 兄井彰(福岡教育大学)

キーワード:運動技能習得エクスターナルフォーカス インターナルフォーカス

目的

運動者が運動する際にどこに注意を向けるかは，

運動者のパフォーマンス発揮キ湿動技能の習得のた

めに重要である.この注意の向け方には運動者自身

に注意を向けるインターナルフォーカスと，まわり

の環境や運動の効果に注意を向けるエクスターナル

フォーカスがあり， 2つの効果についてはさまざま

なスポーツ課題により検討されている(ウルフ，

2010).そこで，本研究では，バスケットボール未

経験者に，フリースロー時の注意の向け方の違いに

よりフリースローの成功率がどのように異なるかを

検討し，効率の良い運動技能習得のための教示方法

を明らかにすることを目的とする.

方法

F大学の運動部(バスケットボール部を除く)に

所属する 33名をエクスターナルフォーカス群，イ

ンターナルフォーカス群，コントロール併の3群に

割り当てた.実験は，まず，何も指示せずにプリテ

ストを行わせ，次に，それぞれに指示を与えて本テ

ストを行い，最後に何も指示せずにポストテストを

行った.各テストでは，フリースローを 10本ずつ

打たせ，ゴ-)}.教を音源した.また，指示につし、て，

インターナルフォーカス群は運動者自身に注意を向

けさせ，エクスターナルフォーカス群はボーノレに注

意を向けさせ，コントロール群は何も指示を与えな

かった.

結果

図1は，各群におけるプリテスト，本テスト，ポ

ストテストの結果の平均を図示したものである.分

散分析の結果，交互作用が有意であった

(F(4，ω同 .59，p<.05) . 
そこで，ポストテストにおけるグノレープ聞の単純

主効果について LSD法による多重比較の結果，エ

クスターナル鮮とインターナル群のみ有意であった

⑪色e=2.43，p<.05).また，エクスターナル群に

* *llE四5 

4 

3 

2 問T群

1 1 P<.05 p<訓。
プリテスト 本テスト ポストテスト

図 1各グループにおける各テストの結果の平均

おけるテスト聞の単純主効果について多重比較の結

果，プリテストと本テスト，プリテストとポストテ

ストで有意であった伽se=1.59，p<.05) .さらに，

コントロール併におけるテスト聞の単純主効果につ

いて多重比較の結果，プリテストとポストテストの

み有意であった制民=1.59，p<.05).インタ一ナノレ

群においては，有意差は見られなかった.

考察

エクスターナルフォーカス群は本テストでシュー

ト成功数が上がり，それはポストテストでも維持さ

れた.またコントロール群ではプリテストとポスト

テストにおいて成功率が上がったことから，学習効

果がみられたと考えられる. しかし，インタ一ナノレ

群においてはテスト聞に差はみられなかった.この

ように，エクスターナノレフォーカス群とコントロー

ル群はパフォーマンスの向上がみられたが，インタ

ーナルフォーカス群はパフォーマンスの向上がみら

れなかった.これは，自分自身の運動に注意を向け

させるような指示を与えられた場合，運動の協調へ

の悪影響により学習効果が打ち消されたのではない

かと考えられる(ウルフ， 2010).このことから，

運動者自身に注意を向けさせる指示は，バスケット

ボ‘ール未経験者において有効ではないと示唆される.
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生涯スポーツと大学体育の心理社会的要因

0副島加奈子(福岡大学大学院)山本勝昭・徳島了・坂元瑞貴(福岡大学)

今村律子(九州工業大学大学院)

キーワード:生涯スポーツ大学体育授業評価 POMS 有能感専心度

目的

学校体育の目標は，生涯スポーツの実践の場を育

成するために，生涯にわたって継続的に運動に親し

む資質や能力を養うことを重要視している.

近年、大学生における日常の身体活動量の低下が

問題視されており，大学の体育授業がコミュニケー

ションスキルやリーダーシップに影響を及ぼすこと

が明らかにされており(橋本ら， 21仰)大学体育は

大学生にとって貴重な身体活動の場であるとともに

担会的スキル育成の場としても機能する.そこで本

研究では大学体育の場を通し大学生の運動・スポー

ツに対する有能感や専心度，メンタルヘルス，授業

評価の観点から生涯スポーツにつながる大学体育の

要因を明らかにすることを目的とした.

方法

1.対象および調査時期

調査対象は， N大学生涯スポーツ実習I受講者，

女性167名，指導者4名(男性3名，女性1名)で

あり，初回授業の前後，最終回授業の前後に実施し

た初回授業の調査は平成23年6月上旬に，最終回

授業の調査は7月上旬に実施した.

2.調査項目

初回授業の授知町に属性，運動有能感，気分の調

査を実施し、授業後に気分，専心度の調査を実施し

た最終回授業の授業前に運動有能感，気分の調査

を実施し，授業後に気分，専心度，授業割田アンケ

ート，生涯スポーツに対する態度に関して調査を実

施した.

1)属性:性別，年齢，スポーツ活動頻度，スポー

ツ噌好に関する自作アンケート

2)運動綿織:運動有能感尺度(岡沢ら， 1労6)

3)気分 :MI岱 E型仰附テスト短縮版)

4)専心度:Commi1ment旬駒市民a1es

5)授業翻面:授業割田アンケート ω、田ら， 201 I) 

6)生涯スポーツに関する態度:必要性，継続性に

関して5件法で調査した.

結果と考察

生涯スポーツに対する態度得点を従属変数に，各

調査項目を説明変数に重回帰分析を行ったが，有効

な線形回帰モデ〉レを抽出することはできなかった.

本研究の対象は選択科目であり，生涯スポーツに対

する態度得点は平均8.3+12点と高く，体育授業，

生涯スポーツに意欲的であった.生涯スポーツに関

する態度について必要性，継樹生の2項目において

低得点群はなく， 3 :どちらでもないと回答したもの

をMiddle群 (M群)， 5:よく当てはまると回答し

たものを四位群伯群)の2群に分け各調査項目に

ついてt検定を行った.必要性に関して， MCf-ll型

の得点では初回授瀬古の怒り，初回授業後の疲労，

最終回授業後の疲労において， H群が高い得点を示
した(p<O.05)授業評価についても H群は高い得

点を示した. (p<O.1)継繍主に関して H群は初回，

最終回授業前後における活動性の得点が高かった.

(p<0.05)最終回授業の有能感の下位因子である受

容感においてもH群は高い得点を示した. (p<O.I) 

本研究の対象者は生涯スポーツに意欲的な学生で

あった.中でも2項目に関してより高い得点を示し

たものについて以下のことが考えられる.

①必要性:授業後の疲労得点が高く，より体育授業

に専心し活動量が高いためであると考えられる.ま

た自身の体力のなさから生涯スポーツの必要性を感

じたということも考えられる.授業評価の得点は高

く，指導者ヰ授業内容に満足していると考えられる.

e継続性:授灘織の活劇鵠点が高く，体育授業
そのものに楽しみがあると考えられる.運動制包惑

の下位因子である受容感の得点が高く，大学体育の

場を通じ指導者や仲間とのコミュニケーションを重

要視していると考えられる.
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体育授業における自己調整学習方略尺度の作成

一信頼性及び妥当性の検討ー

須崎康臣(九州大学大学院) 兄井彰(福岡教育大学) 杉山佳生(九州大学)

キ]ワード:自己調整学習体育授業体育適応

目的

自己調整学習とは，学習目標の達成に向けて，

自らの行動や思考を組織的に運用していくよう

な学習 (Schmホ，2001)のことである.この自己調

整学習において， Zimmerman (I998)は学習サイ

クルの段階モデ、ルを用いて，各段階における自己

調整方略を用いたり，動機づけを調整しながら学

習が進められていることを想定している.しかし，

このZimmerman(1998)が想定しているモデルに

準拠して，尺度作成は行われておらず，また，体

育授業において学習者の自己調整学習方略を測

定するための尺度も作成されていない.

そこで本研究では，大学生を対象として，体育

授業における自己調整学習方略を測定するため

の尺度作成を行うことを目的とする.

方法

1.調査対象及び時期

調査対象は，大学体育授業を受講する大学生

420名(男性248名，女性 172名)であった.また，

再テスト法の検討を行った学生は， 56名の学生で

あった.調査時期は， 2013年 5--6月に行い，再

テストは本調査から 2ヵ月後に行った.

2. 調査項目

自己調整学習方略と妥当性の検討のために体

育授業に対する適応感について調査した.

1)体育授業における自己調整学習方略尺度:

Zimmerman (I998)が想定している自己調整学習

方略に準拠して，先行研究から項目の収集を行い，

尺度の作成を行った.

2)体育授業に対する適応感尺度:佐々木(2003)

の体育授業に対する適応感の測定を行った.

結果と考察

体育授業における自己調整学習方略について，

段階ごとに因子分析を行った.その結果，予見段

階において，目標設定が抽出された.遂行・コン

トロール段階において，注意の集中，動きのイメ

ージ，自己教示，先生への援助要請，クラスメイ

トへの援助要請，モニタリングが抽出された.自

己考察段階において，自己評価と適応が抽出され

た.

次に，これらの信頼性および妥当性の検討を行

った.信頼性はα係数と再テスト法を用いて検討

した.α係数は.78-.90の値を示しており，また，

再テスト法でも中程度の相関を示していた.妥当

性においては，他尺度と中程度の相関を示してい

た.このことから，本尺度は信頼性と妥当性を有

していることが確かめられた.
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体育授業における動機づけ雰囲気と目標志向性との因果関係の推定

O中須賀巧(大阪体育大学) 杉山佳生(九州大学)

キーワード:成績雰囲気熟達雰囲気 自我志向性課題志向性交差遅れ効果モデル

目的

達成目標理論には，成績目機能力を重視し，他者よ

りもよい成績を上げて自分の能力を示すことや高い評

価を得ることを目標とする)と熟達目機練習や努力を

重視し，自己のスキノレ向上キ新しいスキルのマスター

など学習の過程で努力することそれ自体を目標とす

る)の 2つの達成目標があり，過食場面(学業やスポー

ツなりで生徒がどちらの目標を認知するかは，郵般づ

け雰囲気状況要因)と目標志向償個人要鴎の 2つの

概念から影響を受ける.

近年，体育授業場面において，これらの概念を用い

て生徒の道徳性ヰ授業内行動などとしりた変数聞の関

係、について検証されている(例えば MIα'eIlO-M町ciaet

札，2011;中須賀ほか 2012なり.これらの研究の中

では，巌勝づけ雰囲気が目標志向性に影響を与えるこ

とを仮定したモデルが設定されている.しかしながら，

それら同横断的な調査によるものであり，そこから見

出される結果は変数聞の関係をあくまでも仮定のもの

として位置づけているに過ぎない.横断的な調査では，

巌磯づけ雰囲気と目標志向性のどちらの要因が先行す

るのかという因果関係について検証することはできな

い.実際に変数同士の因果関係を厳密に翻面するため

には，因果推論の重要な概念である時間的先伺主を検

証することができる2時郎A上の縦断的調査を行うこ

とが必要である.

そこで本研究では， 2時点にわたり維鎖的に調査を

行う 2波のパネル調査をもとに，体育授業における動

機づけ雰囲気と目標志向性の因果関係について櫛校

行うことを目的とした.

方法

2波のパネル調査を， 2011年 5月と 10月に実施し

た分析対象者は1回目， 2回目の両調査に参加し，

すべての調査に不備なく回答した 1209名(平均年齢

13.7:1:0.9歳)であった.調査内容は①体育における動

機づけ雰囲気測定尺度と②目第志向性尺度であった.

分析モデルには2波の交差遅れ劾果モデ〉レを採用し，

S聞によりモデルの適合度を機サした.分析にはIBM

SPSSAnx必1.0を使用した(1%有意水寄与.

結果と考察

熟達雰囲気の授業は課題志向性を高めることが示

され，成績雰囲気の授業は自我志向性を高めることが

示された個u.これ出動機づけ雰囲気が目標志向性を
高める先行的要因になっている可能性がある.以上の

ことから本研究の結果関動機づけ雰囲気と目標志向性

の関係を示す基融情料の1っとして位置づけること

ができるだろう.
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図1交差遅れ効果モデルの分析結果
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サッカー遷手における垂直跳びから評価した両側性機能低下の特徴

0奥井菜月，大下和茂，山口恭平(九州共立大学 スポーツ学部)

キーワード:サッカー，垂直聞W，両側柑強能低下

目的

本研究は，サッカー選手における垂直跳ぴの高さ

から評価した，両侭惟機能低下の特徴について検討

した.

運動経験のない者とボールを蹴る動作やボールを

蹴る間，片脚で体重を支持しなければいけない動作

などー側での筋力発揮が必要とされるサッカー経験

者を対象として，垂直航Fにおける闘躍高の両側主
機能低下について検討を加えた.

方法

対象は健常男子学生47名で、あった.22名(18土1

歳)は体育・スポーツ学を専攻とし， 6年以上連続し

たサッカー経験を有する者であり(SOC群)， 25名

(18土1歳)は体育・スポーツ学以外の専攻であり， 6

年以上，特定の競技スポーツを行なっていない者で

あった(UTR群).

対象者は，ウォーミング、アップを行った後，後述す

る3種類の垂直跳び(両足・右足・左足)を，対象者

によりランダムな順序で測定した.

対象者は，直径380mmのゴム製マット上に立ち，

位置変換器型ジャンプメータ(T.K.K.5106，竹井機

器工業株式会社)を腰部にベルトで固定した.跳躍

高は，立位時にジャンプメータと床面(マットの中心)

に緩みがないよう垂直に繋がれtd齢長さから，跳
躍した際に伸びた紐の長さを測定した.膨躍には，

反動動作(すなわち，立位姿勢からいったん軽くし

ゃがみこんで跳躍する)および振込動作(すなわち，

立位姿勢ゆら腕の振り込みを伴い跳躍する)を許可

し，できるだけ高く跳ぶよう指示した.測定は2回行

い，最も高かった記録を採用した.なお，着地はマッ

ト上に足が乗るよう指示した.片足での垂直跳びも，

両足での垂直跳ぴと同様にジャンプメータを用いて

測定した.対象者は，マット上に両足で立ち，ジャン

プメータに繋がれた紐を緩みがなし、ょう調整した.

その後，片足になり，反動動作および続み動作を許

可し，できるだけ高く跳ぶよう指示した.測定は左右

肢，それぞれ2回行い，最も高かった記録を採用し

た.

結果と考察

soc群における両側での跳躍高 ω.54:tO. 12 m) 
はJUTR群ω.49:t0. 10 m)に比べで有意に(P=O.01)

高く，平均直の差は7.9犯であった.一側ずつの合

計値も，回R群 (0.62:t0. 18 m)に比べS侃群 (0.70

:t0.27 m)で有意な (P= 0.01)高値であり，平均

値の差は11.5覧であった.

図2は，両群における利き脚およて舟降fjき脚での

跳躍高の平均直と標準誤差を示している.利き脚の

跳躍高は， UTR群ω.31:t0. 09 m)に比べsoc群 (0.35
:t0.14 m)で有意に高い傾向 (P= 0.06)を示し，

非利き足の跳躍高は， UTR群 ω.31:t0. 10叫に比

べsoc群 (0.36:tO. 14 m)で有意な (Pく0.01)高
値を示した.

さらに，片脚での跳躍高は運動経験のない者に比

べてサッカー経験者で高いが，その差は非利き脚で

顕著だった.

特定のスポーツ動作が繰り返し練習されることに

よって，それが両側同時の動作であれば両侭惟機能

低下は抑制され，一側単独の動作であれば両側性機

能低下が大きくなることを意味している.サッカー

はボールを蹴る動作の際に片脚での速い動きが求

められ，さらにその間，支持脚は素早くボールを蹴

る動作に対して姿勢を保持する必要がある.すなわ

ち，サッカーは利き脚およひザ同IJき足を問わず，一

側での高い筋力発揮が要求されると言える.そのた

め，サッカー選手におけるー側ずつの慰蝿高が，運

動経験がない者に比べてより高くなったと考えられ

る.利き脚は，ボールを蹴るために素早い動きやボ

ールを蹴る力をコントロールする調整力が必要とな

る一方，非利き脚(すなわち，支持脚)は，それ

らの動作を行う問，自体重を支える必要があり，よ

り高い筋力やバランス能力が必要になると考えられ

る.そのため，本研究では，利き脚の開蝿高が群聞

で有意傾向であったのに対し，非手11き脚では有意な

差が認められたと考えられる.
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バスケットボール選手における

垂直跳び評価・両側性機能の特徴

O 山下陽平・大下和茂・山口恭平(九州共立大学)

キーワード，垂直跳ぴ，フィーノレドテスト， Bilateral Index 

緒言

垂直跳は下肢筋力パワーを簡易に測定で

きるフィールドテストとしてトレーエング

現場で用いられている.しかしながら，競技

特性を考慮し垂直跳が実施されているケー

スは少ない.

バスケットボールのシュートにおいて基

本とされているものにレイアップシュート

がある.このシュートはゴールに向かつてど

ちらからでも打てるのが基本だが，利き手側

のシュートが多い.そのため踏切足にも偏り

があると考え，調査を行った.

目的

本研究では，フィーノレドテストヘ還元す

るための基礎的知見を得るため，バスケッ

トボール選手における垂直跳の運動特性を

明らかにすることを目的とした.

方法

6年以上の競技経験を有する男性 15名

(BSK)と，特別な運動経験を有さない男性

14名 (SED)を対象とした.垂直跳の高さ
は，雨脚，利き足，非利き足で測定した.

両側性機能低下の指標として Bilateral

lndex (BI =利き足ジャンプ高+非利き足ジ

ャンプ高/両脚ジャンプ高)を算出した.

跳高においても BSK郡が有為に高い(p = 
0.01 ).Bilateral Indexにおいても BSK群

が有意に高かった(図 2). 
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考察

垂直跳の運動特性は，股関節，膝関節，

足関節の屈曲伸展運動を同期させることに

ある.利き足+非利き足眺高に差は見られ

結果 なかった.しかし BSK郡は，非利き足眺高や

右足+左足ジャンプは両群聞に差は見 両足跳高において筋力発揮が低下しにくく

られなかった(p= 0.39).両足跳高に 2群関 両群聞に差が見られたことが考えられる.

で有意な差は認められなかったが，非利き足 さらに BSKの競技力やポジション別に

ジャンプはBSK郡が有為に高く(図2)両足 よる調査を行っていきたい.
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徒手抵抗エクササイズが動的バランスと主観的足関節安定性に

及ぼす影響

O篠原純司(九州共立大学) 藤井均(大阪体育大学)

キーワード:足関節捻挫，附F，姿勢制御，主観的指標

目的

スポーツ現場でしばしば見られるアスレティック

トレーナーによる足関節への徒手抵抗エクササイズ

は、足関節テーピングを施す前に行う事が多く、エ

クササイズ後は選手のバランス感覚や主雛健闘節

安定性が向上することが多い。この徒手抵抗エクサ

サイズは、捻挫の再発予防に寄与していると考えら

れるが、エクササイズの効果を検証した研究報告は

非常に限られている。

したがって、本研究では足関節への徒手抵抗エク

ササイズが動的バランスと主観的足関節安定性に及

ぼす影響について検証するo

方法

1.被験者

下肢に整形外糊句疾患のないK大学バスケットボ

ール部に所属する学生 12名(男子9名、女子3名、

身長1ω:t7.3cm、体重64.3:t 6. 9kg、年齢19.3:t0. 9 

歳)とした。

2.測定方法

動的バランスの測定は、 StarExcursion Balance 

Test(S郎r)を用いて行い、主観的足関節安定性は、

SEBTの際の足関節の主観的安定感を5段階(1.不安

定である、 2.やや不安定である、 3.安定している、

4.とても安定している、 5.かなり安定している)で

評価した。測定は、 12人の被験者に対し、徒手抵抗

エクササイズ「ありJ(α別)と fなしJ(EXP)の

計2回行った。 α別とEXPの順番はランダム化し、 2
回目の測定は1回目の測定から 1週間後に行った。

S回Tは、片脚立位にて反対側の下肢を3方向(前方、

後内側、後外倶Dにバランスを崩さずに出来るだけ遠
くにリーチした距離を測定し、測定した値を脚長で

除し標準化(%MaxReaching Distance : %胤XD) し

た。徒手括抗エクササイズは、1.底屈・内反位から

背屈・外反位、 2.底屈・外反位から背屈・内反位の

2パターンで各パターンを 10回、 1セット行った。

3.統計処理

動的バランスと主観的足関節安定性の各測定項目

の値を、平均及て牒準偏差で表し各比較には対応の

ある t~検定を用いた。有意水準は5%未満とした。

また、臨床的妥当性を検証するためにCohen'sdを

用い効果量を算出した。

結果と考察

動的バランス測定(%胤XD)の結果、 α別と EXP
グループの聞に有意差は認められなかった。効果量

もそれぞれの比較において効果小であったo (:表1)

主観的足関節安定性の測定の結果、 α別と即の聞
に有意差は認められなかった。しかし、効果量は後

内側と後外側の比較で効果大を示した。(表2)

効果量測定の結果から、後内側、後外側方向への

リーチ時の主観的足関節安定性が向上していること

示唆された。 t-，検定での有意差が見られなかった理

由としては標準偏差の大きさが考えられる、今後の

研究では被験者を増やし、結果を再検証する必要が

ある。また、足関節不安定症を持つ被験者に対して

同様の実験を行う事も重要である。

表1.動的ノ〈ランス測定(%胤XD)

CON EXP P値 d値

前方 0.96:t0.08 0.98:凶.06 0.38 .Q.2S 

後内側 0.98:t0.10 1.仰O!ω 0.37 .Q.2S 

後外側 0.95:t0.26 0.9制:0.10 0.81 aω 

表2.主観的足関節安定性測定

CON EXP P値 d値

前方 321士1.01 3.42:凶.包 O.儲 .Q.22 

後内側 3.0釦:0.97 3.71胡.78 0.10 .Q.71 

制側 3.0制:0.94 3.8ま曲.75 0.11 .Q.94 

一一」
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野球投手の投球後に見られる筋硬度の変化について

0長谷川伸(九州共立大学)

キーワード:投球動作筋硬度

目的

野球投手が投球動作を反復する際に，投球速度のよ

うな競技パフォーマンスに関わる指標だけでなく，上

肢の筋力や関節可動域，筋血流量なども経時的に変化

することが報告されている.筋硬度は筋の血流量や腫

脹，筋収縮カと関連し，筋の弾性を反映することから，

筋機能を非侵蜘句に評価できる指標とされている.

本研究では，野球投手が行う 1ω球の投球が身体の

いずれの部位に筋硬度の上昇をもたらすのか，また，

投球後の回復過程において，筋硬度がどのように変化

するのかを明らかにすることを目的とした.

方法

1.対象

被験者は大学生野球投手10名(年齢19.8+0.8歳，

身長 174.1+0.8歳，体重70.7+S.4kg)であった.全

ての被験者には実験参加の2目前より，投球練習，

筋力トレーニングを行わないように指示し，これら

の条件を満たしていることを確認の後，測定を実施

した.

2.プロトコール

被験者にはヒ。ッチャーズマウンドから，捕手に向

けて，ストレートのみ1∞球の投球を1分間に6球

の間隔で行わせた全て「全力での投球Jを行うこ

とを指示し，投球の球速をスピードガンで測定し， 1 

球ごとに被験者にフィードパックした.

3.筋硬度測定

筋硬度の測定には筋硬度計(NEl月。悶

TDM-I，TRY-ALL社劉を使用した.筋硬度の測定

部位は①前腕屈筋群，②上腕三頭筋，③上腕二頭筋，

④三角筋前部，⑤三角筋中部，⑥三角筋後部，⑦練下筋，

③菱形筋，⑨対旬筋，⑩脊柱起立筋，⑪腹直筋，砂ト

腹斜筋，⑬大殿筋，⑬中殿筋，⑬大腿直筋，⑮内側広

筋，⑫外側広筋，⑬大腿二頭筋，⑬半臆様筋，@棚鮪

の20部位とした.投球側，非投球側ともに各部位5

回の測定を行い，最大値と最小値を除く 3回の平均

値を測定値とした.

4.統計処理

投球前，投球直後，投球24時間後，投球48時間

後の測定値より，投球前の値に対する比率を算出し，

筋硬度に差が見られない場合の理論値(l∞%)に対

して有意な差が見られるかどうかについて， 1標本

のt検定を用いた分析を行った.

結果と考察

投球前に対する筋硬度の有意な上昇は，投球直後

では投球側の中殿筋，大腿直筋，大腿二頭筋に示さ

れ，投球 24時間後では，投球側の上腕三頭筋，大

殿筋，中殿筋，外側広筋，排腹筋，さらに非投球側

の内側広筋に示された.これらの部位は下肢では股

関節の外転筋，股関節，膝関節，足関節の伸展筋，

上肢では肘関節の伸展筋に相当するものであった.

また，筋硬度が上昇する部位は時間の魁晶ととも

に変化し，投球直後では瞥部・大腿部(中殿筋，大

腿直筋，大腿二頭筋)に示されたが，投球 24時間

後には，啓部・大腿部(大殿筋，中殿筋，外側広筋，

内仮l広筋)だけではなく，より遠位の上腕部(上腕

三頭筋)や下腿部(緋腹筋)にも示された.

また，投球後の回復過程について見てみると、筋

硬度の上昇が示されたのは，いずれの部位において

も投球直後，24時間後のみであり， 48時間後では，

投球前の筋硬度との聞に差は見られなかった.この

ことから，日常的に投球練習を行っている野球投手

の場合， 1∞球の投球に対する筋硬度の上昇は短期

的なものであり、48時間以内には回復することが示

唆された.
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エアロピックダンスのステップの違いとピッチの変化が

エネルギー代謝に及ぼす影響

0得居雅人(九州共立大学)

キーワード:ハイインパクトステップ、ローインパクトステップ、酸素摂取量、弾性エネルギー

目的

エアロピックダンスの運動強度は、ジャンプを伴

わないローインパクトステップ (LI)やジャンプを

伴うハイインパクトステップ (HI)などのステップ
の違い、および音楽リズム(ヒ。ッチ)の高低によっ

て決定される。本研究の目的は、エアロピックダン

スにおいて用いられるU とmのステップの違いと
ヒ。ッチの変化が、エネノレギー代謝に及ぼす影響を明

らかにすることである。

方法

1.被験者

エアロピックダンス経験のある 5名の女子学生

(21.6土0.5歳、 156.4:土5.5cm、52.6土3.1kg)である。

2.実験手順

被験者には、異なる日にUであるVステップと

mであるジャンピングジャックの 2種類のステッ
プのダンスを行なわせた。試技は、ヒ。ッチを4段階

で糟加させ(128、138、148、158bpm)、4分間の

休息を挟みそれぞれ4分間実施した。その問、呼気

ガスを連続して採取し、各ヒaツチの最後の 1分間の

酸素摂取量と呼吸交換比の平均値からエネルギー消

費量 (EE)を求めた。

3.統計処理

繰り返しのない二元配置分散分析法、および

Tukey-Kramer法により検定を行なった (p<O.05)。

結果と考察

U において EEは、 128bpmから 138bpmにか

けて有意に増加し、それ以上のヒ。ッチでは有意差は

認められなかった(Fig.1) 0 138bpm以上のヒ。ッチ

では、 1分間のステップ数の増加に伴う EEの変化

が認められなかったことは、ヒ。ッチ増加に伴い1ス

テップの歩幅が減少し、結果的に筋活動量が噌加し

なかった可能性が示唆される。 mにおいて EEは、
128bpmと比較して148bpmおよび158bpmでは有

意に低値を示した(Fig.2)0 HIは連続した跳躍運

動であるため、高ヒ。ッチにおいては弾性エネルギー

が効率よく利用され、有酸素的代謝によるエネルギ

ーが節約されたことを示すと考えられる。

本
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Fig. 2. HIにおけるピッチとエネルギー消費量の関係

結論

U とmでは、ピッチの増加に対するエネルギ
ー消費量の変化のパターンが異なることが明らかと

なった。このことを念頑に、プログラムの設定には

注意を払わなければならない。
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健康増進のためのトレーニングは適正強度で行われているか
0平山沙季(佐賀大学大学院)

坂元康成(佐賀大学)池上寿伸(佐賀大学)井上伸一(佐賀大学)

キーワード:中高飾者健康教室運動強度心拍数

目が]

中高齢者に対して健康僧進のためのトレーニング

を実施する際，年齢に応じた適正強度で行う必要が

ある 一般的に『隣の人と話せるくらい」といった表

現て世国噛度を規定しようとする指導がなされてい

ることが多い しかし，これはあくまで主観的な感

覚であり， ~(主もが適正な強度て活動しているかは疑

わしく，実際、の浬illJJ強度と比較した時，それらにず

れが生じている可能性が考えられるー

そこで本研究では， 中高併者の健康教室において

適正な強度て湿J勤しているかどうかを，じ村数測定で

求めた運動強度によって許哨lijすることを第 lの目的

とした.また適正強度に近づけるために工夫された

指議方法を期留することにより運動強度が改善され

るかどうかを検討することを第2の目的とした.

方法

l 対象および淵査時期

被験者は，健!長教室に参加している中高齢者 51

名(男性2名、女性49名、年齢69.7歳:!:n)とし，

なお37名(男性2名、女性35名、年指令69.9歳土72)

は3回の測定データの比較の|療の対象とした.測定

は平成24年 7 月 ~8 月に霊訪包した

2調査項目

.c.4自数の測定については，Polar社製のu:j自計を使

用し， 15秒間|痛でIL'粕数を官官直量した トレーニング

内容はストレッチ ・筋力トレーニング，そして有酸

素遺動としてリズムダンス，エクササイズウォーキ

ング(以下、 EW)の3種類で各運動は 15分とし，

休磁をいれた計80分で桝成した EWとは，ウォー

キングに手足の動きを加えた有酸素i郵!Jで，柔軟性
や筋力構加の効果も兼ねている 測定については、

①迩劫強度に関しての指導をおこなわなかった場合

(以下、指導なし)、②「隣の人と話せるくらしリ、と

いった芦かけによる指導をした場合(以下、戸かけ)、

③適正心拍数を事前に示した後圃IJ'pに心拍数を

提示し、 'N白数をフィードバックした場合(以下、
，N白数FB)との3固にわたって測定し，指導方法の
違いによる，C，4台数の影響を調査した また適正心拍
数の設定に関しては， (最大，N白数一安静時，C，4官数)
×運動強度(50%)+安飾11寺心拍数とし，最大心判数

は220一年荷台から求めた.

結果 ・考察

被窃惜の適正心拍数の平均は 109.3:!: 5.3であった

図 lは運動強度に関する指導なしの測定における局

面ごとの平均心拍数である 全体的に適正，C，4官数よ
り低b可頃I"Jがみられ，運動強度として低いことが示

された.また，図2は，リズ‘ムダンスと EWにおけ

る指単方法ごとの平均心拍数を示したものである.

声かけの場合，どちらの運動においてもut自数が下
がる傾向にあった Ii::判数 FBでは，声かけよりも

強度は高くなったが，指導なしとほぼ同様であった.

これらの結果から，一般的に行われている戸かけ

では，強度が低すぎる被験者をさらに低くすること

となり，運動強度を高めるという点では，適当では

ないということがわかった.また， FBの際に強i度の

目標値を示しても，そこまで強度を高められる被験

者が少ないことがわかった
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カノレニチンの投与と脂肪酸代謝の評価

0吉田剛一郎・吉武裕(鹿屋体育大学)

キーワード:カルニチン脂肪酸代謝 NSマウス 絶食

目的

脂肪酸代謝のコファクターとして機能するカルニ

チンは、脂肪からのエネルギー産生に必須のバイオ

ファクターである。細胞膜カルニチン輸送体、

∞1N2の遺伝子異常により全身的にカルニチンを
欠損する、何venile吋釦伺叫S陶腕is(NS)マウス 1)は、

餌を除くこと(絶食)によって暗期活動期の自発行

動量が低下する。低下した自発行動量は、カルニチ

ンの腹腔内1回投与により持続的に回復する。その

投与効果は、全身のカノレニチンレベルが元の低いレ

ベルに復した後も少なくとも2日間にわたり続く。

カルニチンの持側句投与効果について、脂肪断湖

の面から評価を行う。

方法

雄3ヶ月齢の野生型、NSマウスに対し24時間の

絶食後、カルニチンの腹腔内1回投与を行った。マ

ウスの自発行動量は直径4加の円形の大型ケー

ジに3ヶ所の赤外線発生装置が取り付けてあり、そ

れをマウスが遮ると行動量としてカウントされる仕

組みのケージを用いて測定した。エネルギー代謝は、

マススペクトロメーターを用いた酸素消費量と炭酸

ガス生成量および尿中窒素量から算出した。長鎖脂

肪酸酸イ雌は、マウスに 14C判 mi協を尾静脈投与

し、呼気中に排出される 14C..(ご向を測定することに

より求めた。

結果と考察

投与されたカルニチンは、血中と肝臓でのみ顕

著に取り込まれたが、12時間後には元の低いレベ

ルに復した。血中脂肪酸代謝パラメーターも肝臓

のカルニチンレベルに相応して変動し、元のレベ

ルに復したため、カルニチン1回投与が手鞠揃句に

自発行動量を増加させる「カノレニチン持続効果J

の機構を、それらのパラメーターで説明すること

は難しい。

栄養素別の消費カロリーを検討した結果、絶食

NSマウスでは、カルニチン投与2日後において

も生食投与 JVSマウスと比較して脂肪からのエ

ネルギー産生は充進していたo さらに、持続効果

の認められる時期に尾静脈より 14C~凶mi協を投

与して呼気中に排出される 14C-CU2を測定したと

ころ、生食投与対照マウスを上回る脂肪酸代謝初

速度を計測した。すなわち、絶食 JVSマウスの

脂肪酸酸化において、カルニチン以外にも何らか

の律速因子が存在する可能性がある。

持続効果が認められる時期の血中遊離脂肪酸

(FFA) レベルには、カルニチン投与と生食投与

JVSマウス聞に有意な差を認めなかったo しかし

ながら、カルニチン投与を行った全ての絶食JVS

マウスの 14C心q発生量は、生食投与JVSマウス

を上回った。

脂肪酸代謝の指標と考える血中町主主は、長時

間における絶食下では個体差が大き"'0絶食した
JVSマウスでは、血中町A と肝臓重量、

epididymis重量および飼育鼠トリグリセリド含量

とは正の相関を示した。すなわち、血中 FFAの

変動は、体全体の脂肪含量に由来している。血中

岡弘レベルが、全身の脂肪組織量に規定される中、

その一方で、血中FFAと14C-CU2発生量は相関を

示さなかった。

以上の結果から、 14C~開h由蹴は血中田弘のみ

だけではなく、組織トリグリセリドまたは脂肪酸

によって希釈されると考えられるので、呼気中

14C..(ご仇発生量を脂肪酸酸化の指標とすることは

妥当と考える。

参考文献

1) N位 uJ.et札N組問Genetics，21(1): 91・94，1999.
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重錘を用いたラピットトレーニングが

テコンドー未熟練者の前蹴り動作に及ぼす即時的効果
0蔭山雅洋(鹿屋体育大学大学院)・前田明(鹿島体育大学)

キーワ『ド:テコンド」 レジスティッドトレーニング活動後増強蹴動作打撃動作

目的

テコンドー競技とは，攻撃の 90%以上が蹴り技

で構成されており，華麗な足技に代表される「蹴

りj という動作に特出した競技である.テコンド

ー競技には，ラビットトレーニングという特有の

トレーニングがある.これは，攻撃者が防御者の

持つミットを両足で交互に，その場で連続して蹴

り， 30---50固など回数を決めて行われるトレ?ニ

ングである(李 2008).そのため指導の現場にお

いては，即時的に蹴り動作を高めるために，試合

直前のウォーミングアップや技の補強運動(李

2008)として行われている.しかしながら，ラピ

ットトレーニングは，回数や負荷といった設定に

ついて規定がなく，適切なトレーニング方法が示

されていない.

そこで本研究は，重錘を用いたラビットトレー

ニングがテコンドーの前蹴り動作に及ぼす即時

的効果を明らかにすることとした.

方法

被検者は大学男子テコンドー未経験者7名とし

た.トレーニングは，重錘バンド (O.5kg)を用い

た条件，重錘バンドを用いない条件のラピットト

レーニングとし，回数 (30回，40回，50回)条件を

含めた合計6条件を6日に分けて行った.トレー

ニング (Tr)前後の評価は前蹴りとし，ミットに

対し前蹴りを最大努力で 10回打撃させた.その

際，光学式三次元動作解析システムの 11台の専

用高速度カメラ Eagleを使用し，動作中の三次元

座標を計測した分析項目は前蹴り動作における

つま先の速度，股関節，膝関節，足関節，体幹の

角度および角速度とした.

結果および考察

表1は，つま先の最大速度および膝関節伸展最

大角速度の変化を示したものである.つま先の最

高速度は，重錘なし 50四条件およびすべての重

錘あり条件において，Tr後がTr前に比べ有意に高

くなった (pく0.05).また動作時間は重錘あり条

件40回において， Tr後が Tr前と比較して有意に

短縮しゃく 0.05)，また膝関節伸展の最大角速度

は，重錘なし 50回および重錘あり 40四条件にお

いて， Tt後が Tr前と比較して有意に高くなった

(p < 0.05). 

これらの結果より，ラピットトレーニングは，

テコンドーの前蹴り動作を即時的に改善するた

めに有効であり，重錘を用いる場合は40回に，重

錘を用いない場合は 50回に設定することで，つ

ま先の速度および膝関節の最大角速度を即時的

に増大させることが示唆された.また負荷を用い

た事前の高強度の収縮は，後の筋パワー発揮に影

響を及ぼすこと(Younget al.， 1998， French et a1.， 

2003，島ら 2006)が報告されている.つまり，重

錘を用いたトレーニングは膝関節の伸展筋群の

筋活動量を高める可能性があり，このことが膝関

節伸展動作の改善に効果を及ぼしたと推察され

た.

表l.つま先の最大速度および膝関節伸展最大角速度の変化

prc post Jtitlil (%) 
つま隼の島大速度

官なし 7.1土 1.7 7.0企1.7 -1.5 tt 2.1 
毘鑓なし条件
3悦司 6.5土 0.8 6.8企 1.0 4.6土 6.3
40図 ，6.4:i; 1.3 66、.69士 ).2 3.9土 6.3
50国 6.5念 1.2 ま1.3・ 5.7:i; 3.4 

B餓ありS量畳
30箇 6.2土 0.9 6.5土 0.8・ ".3土 4.3
ω図 6.1 :i; 0.9 6.8主1.2・ 11.5土 10.2
50圏 6.4土1.0 6ι 企1.2・ S.4土 5.6

t 

膝関盟控鹿量大角速度
T官し 1052.3土 195.4 lση5土 168.4 2.5 土~
賃値なし象件
30圏 1OJ5.4土 194.7 1055.0土 169.8 4.5企 4.0
ω圏 Iω1.5土 216.4 11∞.1土 189.3 11，5念 10.2
50図 953.9土 245.9 1053.5土 208.1・ 12.6:t: 11.1 

里鍾~り袋畳

づ34000圏国薗
1011.5土 211.3 1103.1土 167.0 11，6企 17.4
1ω2.1 :i; 130，8 1139.9土 164.5・ 9.5 :t: 7.7 
1044.7土 218.5 l似国0.3:t: 194.5 5.2， :i; 6.2 

早士相僅企tIQ!I

民曹司POSl:p<O.Oヨ

表2 トレーニング効果のまとめ

霊鍾なし条件 霊鍾あり条件
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一流選手の比較からみた男子競泳選手の下肢筋力特性

0津野天兵・亀田麻依頃屋体育大学大学院)・前田明慎屋体育大学)

キーワード:競泳等尺性筋力下肢関節

目的

競泳競技はキック動作とストローク動作から構成

されている.キック動作は，泳動作時には浮力を得

るために用いられ (Yanai2∞1)， ドノレブインキック

はスタートやターン後に達成される高い速度を維持

し，泳動作ハ新子するために用いられる(武田ら

2012). キック動作は主に下肢がカを発揮しており，

下肢関節の筋力がパフォーマンスに影響しているこ

とが考えられる.しかし，下肢筋力と競泳のパフォ

ーマンスに関する研究は膝関節の筋力しかみていな

い(渡遅ら 2∞5).
そこで本研究は，競泳の一流選手と大学選手との

比較からみた競泳男子選手の下肢筋力特性を明らか

にすることを目的とした。

方法

l. 被検者

被検者は男子自由形長距離の日本代表選手1名，

自由形もしくはバタフライを専門とするK大学男子

水泳部員8名(自由形中長距離6名，バタフライ 2

名)であった.

2. 測定項目

測定は足関節底屈/背屈トルクを下腿筋力測定機

器(竹労機器工業)で，膝関節屈曲/伸展トルクを多

用途筋機能評価運動装置(BIODEX)で行い，いず

れも右脚を被検脚とし，等尺性筋力を測定した.測

定回数は2回以上行い，連続して2回の値の差が5%

以内になるまで測定した.2回の値のうち，値の大

きかった方を分析した.

3. パフォーマンス

競泳のパフォーマンスは昨シーズン (2012年4月

........ 2013年3月)の日本水揚d車盟が定める公式大会の
記録の中でベストタイムを調査した.しかし，個人

によって得意距厳や専門種目が異なるため個人間の

パフォーマンスの高低を比較することができない.

そこで本研究では，パフォーマンスを国際水泳連盟

(F別A)が定めているFINAPoint (FP)を用いて個
人間のパフォーマンスを比較した.

結果と考察

一船室手の足関節背屈トルクの値 (31.45Nm)が

大学選手の平均値(29.94土1.92Nm)よりも高く，ま

た一流選手を含む被検者全員の足関節背屈トルク

の値とFPとの聞に有意な正の相闘がみられた
(r=O.785， p<O.05).一方，一流選手の膝関節伸展ト

ルクの値(I47.1Nm)が大学選手の平均値

( 198.25:r23.89Nm) よりも低かった.

よって，一流選手は小さなキック幅で推進力や浮

力を得るために膝関節伸展トルクからは発揮してい

ないことが考えられ，足関節背屈トルクから発揮し

ていることが推察された.

表l.下肢関節トルクの測定結果

一統選手(Nm) 大学選手(Nm)

足底屈

足背屈

膝屈曲

膝伸展

137.8 

31.45 

67.12 

147.1 

124.2U:2528 

29.剣士1.92

63.39土13.79

198.25土1.92

34 

• • 
詑

拐

お

お(g
g
 

hm
ム
ヱ
随
俳
血
相
思
醍

y= 0.019x+ 16.22 
r=O.785 

p<O.05 n=9 

24 

印o 700 aoo 到JO 10∞ 
FINAPoint 
(po血t)

図1.足関節背屈トルクとFPとの関係、
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大学サッカー選手のインステップキックにおける

主観的努力度とボーノレ速度の関係

0水谷未来(鹿屋体育大学大学院) 前田 明(鹿屋体育大学)

キーワード:グレーディング能力再現性キック動作

緒言

スポーツの分野では運動の「正確さJの指標とし

てグレーデ、イング能力が注目されている.大築。ω)

によるとグ、レーディング能力とは， rつまりと実際の対
応関係jであり，自分の物理的強度を主観によって調

整し劇普付ける能力と定義されている.これまでに，

走，跳，投動作(伊藤と村木 1997・2∞5，伊藤ほか

2∞1，村木と稲岡1蜘，村木ほか 1朔，定元と大築

1977)，打勤作(金子ほか 1朔・2卿，種ケ島 2∞12)，

水泳の泳動作(合屋ほか 2005・2∞8)などのグレー

ディング能力について検討されている.サッカーのキ

ック動作においては， IJ~下ほか(2007) が飛麟監と努

力度の苅芯関係，正樹生と努力度の対応関係の検討を

行っている.しかしながら，ボール速度の観点から，

努力度と菊擦に発揮されるパフォーマンスとの対応関

係を詳細に検討した研究はこれまでに見当たらない.

そこで，本研究では大学サッカー選手を対象とし，

サッカーのインステップキックにおけるグレ}ディン

グの様相を明らかにするために，1)ボ一川車度に対す

る主雛句努力度(働~"'loæもまでの 5 段階)と実誤射直

との対応関係を明らかにすること， 2)努力度とボール

速度の姉志関係、には再現性があるのか，以上2点を検

討することとした.

方法

被検者は大学サッカー選手10名(身長:1η.借4.伽n，

体重:“.知.1均，年齢:213土1.4歳。であった.被検

者は前方11mに置カれたゴ、ーノレ縦2mx横3m)の中

央に向かって，インステップキックでボールを蹴った.

試技は最大努力，最大下努力で行わせた.最大努力は

努力度1000もであり，最大下努力は努力度卿も， 8似，

7似，仰もの4段階であった.5段階の主観的努力度は

ランダム表を用いてランダムな順序で行った.7日間

あけて同様の方法で2日間実施した.試技数は，各努

力度1誤投ずつ，計5回を1セットし，被検者には3

セット行った.なお，すべての試技が終了するまで，

被検者に対する結果のフィードパックは行わなかった.

結果と考察

ボーパ速度の分散分析の結呆努力度の主効果のみ

有意であり，多重比較の結果，全ての努力度の聞に有

意な差が認められた⑮<0.01 表1).また，全てのセ

ット聞で主観的努力度とボーノ同車度との聞に有意な正

の相関関係争<0.∞1 表1)が認められた.以上のこ

とから，意識によってパフォーマンスを一定の間隔に

調節可能であることが示唆された.各実験日内におけ

るボーノ吋塞度から求めたセット聞の Iα は" 0.753'" 

O.例4の範囲にあった.また，両実験日におけるボール

速度から求めた実験日間のICCは， 0.841寸 1.981の範

間にあった.以上のことから，サッカーのインステッ

プキックには高b潤現性があると示凌された.最大努

力である努力度 1000もでのボーノレ速度の値を基準

(Iα)010)とし，各最大下努力度でのボール速度を相対
値としてみたところ，全てにおいて対芯する努力度の

値を相対値が上回る傾向が認められた.また，各最大

下努力において，努力度の値とボール速度の相対値と

の差を民殺したところ，努力度の主効果のみ有意であ

り争<0.01)，多重比較の結果，全ての努力度の聞で有

意な差が認められた刷01).一樹句に主観的努力度

と実現備との聞には S町田S砂ペキ法則関係(紘vens

1957)が成り立つ.これは，出力のレベルが大ききな

るほど，主観員甥カ度を同明治で増加させても，そ

れに対する実視胞の増加量は小さくなる傾向があるこ

とを示している.このことは最大下努力で実測値が

対応する努力度を上回ること，さらに努力度が下がる

につれて駒齢句に誤差が大きくなる説明をするかもし

れない.

ポール速度

凶}

表1主観的努力鹿kポール速度との毘係
(平均値土毎窃銀差}

主製謹皐車
am地 7側 鈎% 鈎% 100%相聞係設

Sct.l 泣3土l.423.7土l.415.2:1: 1.4 27.0土1.529.1:1:1.6 0，蝋
Dly-I 制.2 21.9土1.523.7:1:1J 15.5:1:1.1 27.4剖 .729.4土1.7 O.労4
&ι3 22.2土1.523.6土1.415.2:1:1.2 27.1士2.029.6:1: 1.6 0.993 

&争1 22.1:l:l.4 23.7:1:1J 15.2:1:1J 27.0土1.629.4:1:1.7 O.蛸
D.1y.2 Sct.・2 22.0土1.623.S:l:ω15.1:1:1.0 2“土1.1 29.5:1:2.0 0.982 
Sct-3 2U土I.S23.1土1.615.I:!:1.4 27.1土1.8293土1.8 0.988 
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跳馬における踏込み意識の変化が踏切動作や力学的パラメータに与える影響

0本嶋氏恵纏屋体育大学大朝掲 前田明傭屋体育大学)

キーワード 体操競技跳馬踏切局面力積

緒言

体操競技跳馬において，競技会で高得点を得るた

めには踏切局面で榔轍からより大きな力を得る

ことが重要である (Takeiet札抑).恩師磁の弾性

を効果的こ利用するための踏切皮術獲得を目的とし

て，踏切位置の手前に障害物を置いて跳躍練習が行

われることがある.この練習により，観感意識内容

に変化が見られ，臨みみ感覚を捉えられることが報

告されていることから鈴木と川口 2012)，踏切局

面の動作やカ特句パラメータにも変化が起きている

ことが考えられる.そこで本研究は，踏切位置の手

前に障害物を置くことにより隣丞み意識を変化させ

ることが榔敵実施時の踏切動作やカ勃句パラメー

タへ与える影響を明らかにすることを目的とした.

方法

大学男子体操競技選手4名(年齢 20.0+1.8歳，身

長 162.8::t3.6cm，体重 582::t2.6k喜，競銭歴 120::t2.4

年)を対象に，踏切位置の手前に障害物を置く条件。章

害物条件)と通常条件の2条件で倶臨とび114ひねり

後方伸身宙返りを実施させ，光学式3次元動作解析シ

ステムMac3D (Moti∞Analys包co可4∞伽)を用いて
撮影した.聞協臓に接地する 1歩前から榔献に接地

するまでを踏込局面，榔献に接地してから離地する

までを踏切局面と定義し，踏込局面の踏込距離，最大

重心高，膝関節最大屈曲角度，股関節最大屈曲角度，

踏切局面の接地貯乱膝関節最大屈曲角度，f(d酒:成分

のカ積，銘酒球分のカの最大値に関して評価した.

結果および考察

踏切位置の手前に障害物を置くことにより，全ての

被検者て鳴拠局面の蹴丞距離が長く，最大重心高が高

くなり，踏切局面の膝関節最大屈曲角度も大きくなっ

た(表1).踏み距離が長くなったことで，脚献の前

方部を踏めるようになり，より効果的に跳躍板のパネ

を利用できていること，聞協番飯接地時の動作の変化に

も影響を与えていることが推測される.また踏切局面

の膝関節最大屈曲角度が大きくなったことで，より膝

関節を伸展させた状態で身体をスティフさせて踏切

が行われていると考えられる.これらのことにより，

踏切局面の鉛直成分のより大きなカ積獲得に繋がる

ことがノ予愛された.

本研究では障害物の位置を任意としたため， s¥材A
は聞協献の外に，残りの被検者は榔献の下部に設

置した.このことにより，踏込局面の膝関節最大屈

曲角度，股関節最大屈曲角度，踏切局面の接地時

間，fr}酒球分のカの最大値において， StmjAだけ他

の被検者と異なる結果を示したと思jつれる.障害物

の位置が，踏みみ意識キ動作改善に重要であり，踏

込み意識暢作改善には慰留轍の下部に障害物を置

くことがより有効になると考えられる.

結論

踏切位置の手前に障害物を置くことによる臨みみ

意識の変化は，踏込動作を変容させ，踏切局面のよ

り大きなカ積獲得に繋がった.

表1.各被検者¢崎頃動作と力勃包パラメータ

局面 項目 .件 &止lj.A SUtlj.B &将C 50埠D

通常象件 2.35 279 214 266 
筒込霞慮(m)

陣書絢条件 2.42 Z同 269 299 

温鎗条件 1.12 1.18 0.97 1.00 

路
量jcll心高(m)

込 .書物象件 1.16 1.26 1.12 1.21 

民

録火屈銀曲関角節度(dcg)

通曾象件 54.5 70.2 38.1 76.5 
国

隊書給条件 67.9 49.2 32.9 52.3 

銀大屈股曲毘角節度t缶百曲
通常象件 倒 .8 85.0 87.8 70.1 

陣寄鍋条件 77.6 75.8 83.9 58.61 

通常象件 115.0 115.0 122.5 
11n15..G 51 鎗亀時間{悶}

陽書納金件 120.0 1125 105.0 

録文屈磁曲調角節11(，企君。
適合条件 127.6 1-ωlO 126.8 129.0 

路
問書偽条件 129.4 145.8 144.5 138.5 切

局 通常象件 144.3 158.3 150.9 148.<f 
面 カ積酬の

J:a"絢条件 1525 170.7 170.1 

通常録件 5436.4 5430.0 4729.5 
カの銀大健制】

陣容鎗象件 52320 5951.3 51~泌4 S832.31 
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足指筋力と身体組成及び運動能力との関係について

0鰭原正賞 (鹿児島大学大学院). 前田雅人(鹿児島大学)

キーワード 是指筋力、座位、立位、身体組成.運動能力

目的

近年， 足指機能として足指の把持力が注目され

てきている.足指把持カは足指筋力ともよばれ，

足指筋力の強化は高齢者の転倒予防や下肢のリハ

ピリテーション等にも活用されている. しかし，

これまで立位時の足指筋力については評価がなさ

れていない。そこで， 本研究では座位及び立位で

の足指筋力測定と身体組成評価及び新体力テスト

を実漉¥..-. 比較検討することを目的とした.

方法

1 被験者

被験者は， 運動部活動に所属している健常な児

子大学生 26名 (平均年齢は 20.6土1.4歳入

2 測定項目

(I)足指筋力足指筋力測定掠(竹井機器社製)

を用いて， 布足， 左足のそれぞれの腹位及び立位

の筋力を測定した。

(2)身体組成 身長，体重， 体脂肪率， BMI. 

皮下脂肪率， 骨格筋率は体組成計を用いて測定し

た。体脂肪量， 除脂肪体重， 全身筋肉盤は， 体重

と体脂肪率から算出した.

(3)新体力テスト 測定項目は強力.上体起こ

¥..-. 反復横とV'. 立ち幅とぴの 4項目とした。

3. 分析方法

足指筋力と身体組成， 運動能力との関連性を検

討するために.Pearsonの積率相関係数を求めた。

また、座位、立位の 2I時間の検討には t検定を用

いた。その際，5%水準未満であれば統計学的有窓

とした.

結果と考察

1 足指筋力について

座位， 立位のそれぞれの足指筋力のデータでは，

平均 5kgの筋力差がみられ(座位 16.9kg.立位

21.9kg) . 立位での測定値が高く示された (図 1)。

右足と左足の足指筋力については、有意差はみら

れなかった。 立位の測定値が高かった理由として，

立位では股関節の1申鹿に関わる殿筋群目膝関節の

屈曲に関わる大腿の筋群， 下腿三頭筋によって代

償運動がIJ日わった可能性が考えられた。また、下

腿三頭筋の中でも足関節の底屈に関わっている

排腹筋は，膝関節が屈曲した座位では十分に力を

発事uできないが， 立位では力が発揮されるため，
足指筋力に強く反映したのではないかと考えら

れた。

2 身体組成と足指筋力について

足指筋力と身体組成との比較検討を行ったとこ

ろ，座位、 立位の足指筋力と相闘がみられたのは

体重と全身筋肉量であった. このことは， 体mが
mいほど体を支持するために， より強い足指筋力
が必要とされるのではないかと恩われた。

3 運動能力企足指筋力について

立位の足指筋力は立ち縮とび ( r~0.44. p<0.05). 

反復横とぴ (r~0.42 . p<0.05). 上体起こし (r~0 .48 .

p<0.05)について，低い相関係数だが有意な関係

を認めた。 方m位の足摺筋力とは相関関係を認
めなかった。推奨されている足指筋力の測定体位

は座位であるが，立{立の足摺筋力は代償還動を反

映し、 しかも一部の運動能力と関連があることが

わかった。 さらに今後、研究対象を鉱げ， 足指筋

カの基礎的データを捕えていく必要があると恩わ

れた伺
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) 

担扇 15

孟12
理 9 一
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全日本男子パレーボール選手のフロントスパイクにおける打ち分け
動作のパイオメカニクス的研究

0増村雅尚(崇城大学)

キーワード:バレーポールバイオメカニクス スパイク 打ち分け体幹内旋

目的

近年のバレーボールで、はリードプロックシステム

に対応すべく、サイド攻撃の高速化が進んでいる。

しかしながら 2011年ワールドカップにおいて高速

化を目指した全日本男子チームのスパイク効果率の

低迷要因として、被ブ、ロック率の高さが挙げられたo

そこで、高速化されたセッティング、に対してのプ、ロ

ックを避けるライン側(ラインショット)とクロス

側(クロスショット)への打ち分け動作の分析が必

要であると考えられる。本研究では、 2012ロンドン

オリンヒ。ック最終予選における全日本男子選手のフ

ロントスパイク動作を3次元動作分析し、打ち分け

技術向上への示唆を引き出すことを目的とした。

方法

全日本男子ナショナルチームの 2012ロンドンオ

リンヒ。ック世界最終予選直前合宿における紅白試合

をVTR撮影し、 3次元DLT法により男子全日本選

手のフロントスパイクにおけるラインショット動作

とクロスショット動作を分析した。なお、これらの

選手の打撃腕は全員右腕であった。スパイク動作は

試合において、完全なパスからのセッティングにお

けるクイックスパイクとのコンビネーションが成立

したものとし、レフトポジションから各方向に打撃

し、ミスなく決定した試技を分析した。撮影には 4

台の高速度V1Rカメラ (CASIO社製、 EX-FH1∞)

を用い、撮影スピード毎秒120コマ、シャッタース

ピード 1/10∞秒とした。測定点ごとに恥Usand 

W田畑(1980)の方法によって最適遮断周波数 (5--

12Hz)を決定し、 3次元座標値をB国防Wぽ血 digi1al

m卸により平滑化した。得られた身体部位の3次元
座標から、ボール速度、身体各部や身体重心の速度、

上肢や体幹の関節角度および角速度等を算出し、ス

パイク動作の離地からボールインパクトまでを、①

踏切足離地、②ノ《ックスイング(体幹の後方ひねり

最大時点)③インパクト(ボールインパクト時点)

の動作区分点をもとに分け、①から②までをパック

スイング局面、②から③までをフォアードスイング

局面とした。

結果と考察

FKZとYNYはクロスショットでは体幹の前後、

左右の変化が小さく、ひねり角度が大きく、ひねり

戻しの角度も大きく、ひねり角0度付近でインパク

トしていた。ラインショットではひねりは小さかっ

たがひねり戻しは大きく、打撃肩が前方にある状態

でインパクトしていた。このことから、FKZとYNY

は体幹のひねり角度を変えて打ち分け動作を行って

いたと考えられる。またISGはひねり動作に相違は

なく、前後動作とパックスイング時から左へ傾き打

撃していた。またクロスショットはパックスイング

時から内旋角速度が大きかった。このことから ISG

はクロス、ンヨットでは左へ傾き肩の内旋動作を利用

して打撃していたと考えられる。
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暑熱環境下における運動時の身体冷却が生体に及ぼす効果について

一膨ト運動部を対象としてー

0村山光(長崎大学)

キーワード:熱中症予防対流性熱輸送冷却ジャケット 平均皮膚温心拍数

目的

日本スポーツ振興センターは，平成 22年までの

過去 34年間において，学校管理下における部活動

熱中症死亡事例を調査した結果，野球種目が最も多

いと報告している.その予防対策として適切な飲水

行動や体調管理，練習強度の調整等が実施されてい

るが，その実態に関する報告は少ない.そこで本研

究では，スポーツ活動時の熱中症の予防対策を検討

するために， トレッドミルを用いて中等度の運動負

荷を間欠的に実施し，運動と運動の聞に冷却ジャケ

ット着用，下肢冷水浴，冷却無しの3条件の生体反

応について調査を行い，スポーツ活動現場での実用

性について検討することを目的とした

方法

1.対象者およて潮査時期

調査対象は，資料の完全な県立K高校硬式野球部

に属する 1年生4名であり，調査は平成24年8月

13，16， 26日の3日間実施した.

2.測定項目

1)年齢，身長，体重

2)心拍数:測定用際十及び匂レト(POLAR却を

用いた.

3)平均皮膚温:Hardy， Do Boお (1937)の平均

皮膚温指標(Tsk=0.3(胸部温+上腕部温)+0.2 

伏腿部温+下腿部湿))を用いた.

4) RPE: RPE 0惑覚的運動強度3を15段階設定
し，各休息時に測定した.

3.測定手願

冷却ジャケツト(保冷弗服用)，下肢冷水浴(15t)，
冷却なしの 8条件を設定し， トレッドミル走

(10km血XI0分)を3セット行い，各セット聞に10

分間の休息を設け，休息持に冷却ジャケツト着用と

下肢冷水浴を行った.

結果と考察

3つの測定項目に対する，乙、拍数， RPE，皮膚温の
各平均値ヰ唆動率を見ると，冷却ジャケット着用

時が下肢冷水浴に比べ心拍数， RPE共に高値を
示しており，この時点では冷却ジャケットはあま

り効果がないことがうかがえる.しかし，皮膚温

においては，下肢冷水浴時や冷却なし時と比べて

冷却ジャケット着用時の数値が低く，後者の方が

対象者にとって運動しゃれ、且つ過ごしやすし、温

度が保持できる環境下にあった可能性が高かった

のではないかと考えられた.これに対する分析の

結果，この差には自律神経の働きが大きく関与し

ていると考えられる.それは、繋倣散は生体の内

部臓器の温度との関係、が密接に存在し，それが顕

著なのは躯幹部周辺にあたると言われているから

である.つまり，その冷やす位置による対流性熱

輸送の働きがこの大きな差をもたらすに至ったと

いえる結果となったのである.具体的に，冷却ジ

ャケット着用時には，生体は疲れを強く感じてい

たものの，その冷やす位置が適切だったため熱放

散がうまく働き，皮膚温の平瑚直はそれほど上昇

しなかった.一方で，下肢冷水浴は，直謝句な冷

却だったこともあり，生体はそれほと事疲れを感じ

ていなかったものの，その冷やす位置から熱放:散

がうまく働かず，その結果熱がこもったままにな

り皮膚温は高くなったのである.したがって，本

研究からは，熱放散が効率的に働く躯幹部周辺を

冷却することがスポーツ活動現場での実用性に対

してより効果的であるといえる.
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大学野球選手における形態的特徴と競技成績の関連性

-2012年全日本大学野球選手権大会からみた検討-

O木戸貴弘、斉藤敬嘉、村上光平(福岡教育大学大学院)、

金相培(福岡教育大学外国人客員研究員)市丸直人(福岡教育大学)

キーワード: 身長体重 BMI 成績野球選手

目的

本研究では野球選手の形態的特徴とチームの競技

成績を比較櫛せすることにより、野球に必要とされる

望ましい体格や体型を導き出そうと試みた。

方法

1.研究の対象

研究の対象は、 2012年全日本大学野球選手権大会に

出場した26チーム、選手649人であった。身体的特徴

を表1に示しむ

2.対象者の分類

対象者649人を2012年全日本大学野瑞雲手権大会チ

ーム成績によってA、B、C群に分け、その数がほぼ

均等になるように分類してみた。 A群はで2勝以上し

た8チーム(ベスト8)の2∞人、 B群は同大会で1

勝したチーム8チーム(ベスト 16)の2∞人、そし

てC群は同大会で0勝の10チームの249人を対象とし

た身体的特徴は表2に示した通りである。

表1.対象趨全体の身体制撤(n=帥〉

身長(館。 体E駄目。

平均 175.31 73.77 

SD 527 7.08 

.2.成績濁I乙みた遣手の形錨眼前働と有薗盤陣定

A癖 B癖 c癖

n 2ω 2ω 249 

身長(cm) 175.89 175.ω 174.51 

SD 幻4 4.98 5.34 

体重依g) 75.11 73.96 η.75 

SD 6.70 7.16 7.35 

国1ck酢n2) 24.17 23.95 23.86 

SD 1.53 1.“ 1.85 

側一一一一同
有意聾

ns 

A>B>C 

A>B.O 

結果と考察

身長に関しては、全26チーム、 649人の身長の平均

は17531(:t52ηcmとなった。日本人の成人男子の

平均身長が文部科学省。010)の調査による 172cm程

度であるという報告からわかるように、今回は出場全

チームがその数値を上回る結果となった。

体重に関しては、全26チーム、 649人の体重の平均

で、 η.77(+7.08)kgでとなった。それぞれのチーム別

にみた関係では、 1%水準で有意な関係が認められた
チームの結果を見ると、体重平均の高いチームが低い

チームよりも上位に進出していることが示された。ま

た、表2に示したA群、 B群、 C群に分けた場合も同

様な結果となった。これらのことから、体重の増加は

筋量の増加と考えられ、より上位のチームの選手は筋

肉量が多く、試合の中でそのカを十分に発揮している

ことが糊される白

BlMIに関しては、全26チーム、 649人のB阻の平

均で、 13.97(+ 1.69) kglm 2となった。チーム別にみ
た結果では、組食率1パーセント水準、 5パーセント

水準で有意差がそれぞれ認められているように、チー

ムの成績との関連性において、体重と全く同じ結果と

なった。つまり、 B聞の検討結果は8大学8通りの有

意差が生じ、体重の検討結果切専られた9大学9通り

の有意差と比殺しても、ほ同司じ結果であった。

強く鍛えられた選手と推察される対象者によるこ

のような結果から、 f体重が重いJrB:MIの値が大きいj
ことは、そのまま骨格筋量の多さと考えてよいだろう。

野球は閉じ広さのフィーノレドで、同じ大きさと重さの

ボールを投げることやそのボールをほ同司じ大きさと

重さのパットで打つといっt:J.磁支特性を持つため、必、
榊句iこ絶対的骨格筋量が多く、可動域の大きい大型選

手が有利にできている。 2012年全日本大学野球選手権

大会に出場した選手も同様で、このような形態的特徴

の傾向が認められた。しかし、全国大会でのチームの

成績は形鰯句特徴だけでなく、心理的プレッシャーや

上位大会の出場経験など勝ち上がるためには他にも要

因があることが予想される。
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短距離選手における垂直跳の運動特性

0山口恭平 ・大下和茂・奥井菜月(九州共立大学)

キーワード短距離選手垂直跳 フィーノレドテスト

目的

垂[醐Eはパワーを簡易にill~定できるフィーノレドテス

トとしてトレーニング現場で用いられている 短Re離
選手のパフォー7 ンスにとってパワーは重要な体力要

素であることから，垂直銚はパワーを評判面する有効な

手段である 一般的に垂直跳は両足で笑胞されること

が多いが，両足同時にパワーを発揮する動作局面がな

い短悶悶手の体力特性が反映されているとはいい縫

い。そこで本研究では，殺終的にフィーJレドテストへ

溢元するための基礎的知見を得るため，短Z醐白童手に

おける垂直跳の運動特性を明らかにすることを目的と

した

方法

1.対象者

文I象は他全男子学生27名であった.13名は体育・

スポーツ学を専攻し， 3年以上の短距耳慣目の経験

を有する者であった (SPT).14名は体育 ・スポーツ

学以外の耳殴であり，特定の競技スポーツを行って

いない者であった (UTR)

2. llt~定項目および測定方法

両足での垂直跳および片足での垂直跳によって得

られた跳服高(両足同時・右足・左足)を計測した対

象者は，直径380mmのゴム製マット上に立ち，イ立t~変

換若髭型ジャンプメータ(T.K.K.5106，竹井機器工業株

式会社〕を腹部にベノレトで固定した跳践高は，立位

Jl寺にジャンプメータと床而(マットの中心)に緩みがな

いよう垂直に繋がれた紐の長さから，跳躍した際にや11

びt:J丑の長さを測定した跳躍には，反動動作および

振込動作を許可し，できるだけ高く跳ぶよう指示した

測定は 2巨|行い，最も向かった記録を採用したなお，

着地はマット上に足が乗るよう指示した

3統計史盟

統計処理には統計虹民Eソフト S回配l田@:macLEを

用いた各測定項目について，各群の平均値の比較

には対応のなし、t検定を用いた t検定は，事前にF

スタートダッシュ

検定を行い，有意に分散が等しいとみなせた場合，

Student' s t-testを用いたーなお統計的有意水準は5%

未満で有意， 10"10未減で有意傾向とした

結果と考察

阿足l司Jl羽生駒高はSPI'I洋 (57.8土9.28)がUTR

i洋(53.64:1:5.64)よりも高い傾向を示した(p=0.08)

(図)右足+左足ジャンプ高はSPI'(74.92:1:9.05) 

が Uτ'R(66.29土8.25) よりも有意に高かった

(p=0.02) (図) これらの結果は， SPI'群が日常的

に行っている専門的トレーニングの影響を反映して

いるものであると考えられる.また，最高疾起車度

を得るために加速する技術はスタートダッシュとJl手

ばれ，接地脚のl股関節，膝関節，足関節の屈曲jlp股

運動を同JUIさせるプレス型の脚MJ展ill!J作によって遂
行される そのため，スタートダyシュは同じくプ

レス型の閥l伸展!fiIJ作により遂行される片足での垂直

跳に類似した動作であるといえるー

これらのことから，特に加速局面のパワー出力の

前湘li指標として片足での垂直跳を用いることが，短

昭雄送手のパワー出力を評価する際に実践的である

と考えられる
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UntrJinl-d (l汀R)

80 

. 
~-ーーーーー、

色圭

旨曲
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40 
町p<<IaI UnipedaJ佃 gbl+Le川

図両足および片Eの委賓館ぴ践11.(*; p<O.IO， '"*; p<O.OS) 
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授業研究 (Iessonstudy)の研究成果からみた

体育科教師教育研究の課題

0四方田健二(九州共立大学)

キーワード:体育授業教師の発達 CPD

目的

学校教育のアカウンタピリティが関われる現在、

教師の生涯を通した発達 (σ'0:ω凶n凶19
Professional Development)の必要性が一層高まってし、

る。体育科のαD研究では、線舵集団の協働的な力

量形成の重要性が指摘され、その促進方略が議論さ

れてきた。他方で、我が国の学校で伝統的に行われ

てきた「授業研究(Iesson釧.y)Jは、 1卿年代に

アメリカで紹介されたことを契機に、英語圏諸国で

協働的なαDのモデルとして導入され、実践や成果

の検証が行われてきた。しかし、我が国の体育科の

lessonぬ均においては、多くの実践を有しながら、

効果的な方法や成果についての寺ど術的研究が蓄積さ

れていない白そこで、本研究では、英語圏の l鎚叩n

ぬIdy及び体育科のσDに関する研究を概観し、我

が国の体育科教師教育研究の課題を明らかにするこ

とを目的とした。

方法

英文学術誌の1悶 onぬIdy及び体育科のαDに関

する文献から英語圏の1偲抑1ぬ吻研究の特徴、成果

と課題及び体育科のαDの課題を整理した。対象と

した文献は、Le羽s(2'償問、 Yoshida(2012)、Housner

etal. (21似ゆ)、 Wang組 dHa(2∞8)である。

結果・考察

1.英語圏のlessonぬ吻研究の特徴

英語圏のlessonぬ吻の多くは、地域の複数の学校

から自主的に参加した教師グループにより構成され

ており、我が国に特徴的である学校を基盤とした例

は少なし、また、 l邸鈎n繍Idy研究の多くは算数・数

学科の指導に焦点を当てたものであったo Figure 1 

は、典型的なlesson鮒 yのプロセスの例である。

2.険制ぬId.yの成果

l白蜘捌yの成果として、教師の教科内容の知識

の変化、授業実践の変化、教科指導の信念の変化、

教師集団の協働の促進が挙げられている白

3. 1図鈎nぬ1々 の課題

l偲sonstudy実施の上での課題として、時間的負担、

専門的知識を有する助言者の確保が挙げられる。

4.体育科のαDの課題

体育科のαDに関する研究では、教師の協働の必

要性が繰り返し指摘されてきたが、時間的な負担や

実際、の授業実践への活用に課題が残されてきた。

上記を踏まえると、我が国の学校を基盤とした

l鎚鈎n純物が、教師の協働キ授業実践の改善プロセ

スを促すモデルとなる可能性が指摘できる。教員の

時間的負担はles鈎凶ぬIdyでも課題とされているが、

指導資料の共有や役割の分担によりその負担を軽減

する方策も提案されている(Lee，2∞8)。
1. STUDY 

刊誌器部鴫|可
2.PLAN 

も I~……s側JIo()ne旬ammem出r国岡山:t II 
1間伺rchI邸側.others observe I /'-' ~ 
land ∞』胎c:t da匂 I~

Figme l.L国田nstt吻 cycle

結論

体育科の σD研究で指摘されてきた課題は、

l箆抑1studyの適用により改善できる可能性がある。

学校を基盤とした体育科の 1邸側1studyに焦点を当

てたフィーノレド研究を通して、その適用可能性を検

証することが求められる。さらに、我が国の l凶鈎n

studyを、英語圏の体育科教師教育研究の理論を元に

分析することで、より効果的なαDの方法論につい

て検討できると考えられる。
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生徒の楽しみ方に対応した球技選択制授業の有効性

~高等学校バスケットボーノレ授業において~

0松本究(佐賀大判て朝涜)福本敏雄(佐賀大学)

キーワードバスケットボーノレ コース分け

目的

生子二校の体育・スポーツの施設・用具の多くは、各ス

ポーツ競技のルーノレに基づいた規格品が学習の場に持

ち込まれていることがほとんどである。

これからの生涯スポーツのA司港としての体育学習
においては、学習者の力量に合わせtdi信設、器具 ・用
具やノいーノレを工夫 ・改苦手し、学習をスター卜するべき

であろうと言われている(板司又 2∞2)。さらに、生涯
スポーツにつながる学校体育のあり方として、生徒 ・

学往が授業に意欲的に取り組むように問点台ヨけをし、

楽しい経験を積ませることも言われている(金崎、

1998)。つまり、体力レベルに応じて、施設・用具を設

定し、楽しし、件載を高;iませることが生涯スポーツにつ

ながる学校体育において必要なのではなし、かと考えた。

そこで本研究では、バスケッ トボーノレ授業を量産開3
の規絡品を用いるコースと簡易化したコート、ボーfレ、

ゴーノレを用u、るコースを設定することで、生徒の体育
授業に対する意識の変容を明らかにすることを目的と

した。

方法

l対象およひ領宣明切

1)バスケットボーノレ授業をi裳択したF破 l年77名
クラブコース選択 58名(男26、女32)

エンジョイコース遺択 15名(男6、女9)

コース変更者(クラブ~エンジョイ)4名(女4)

文部剰学省時期噺体力テストの日賦捌に上位、中

位、下位に分類した匂

クラブコースー競伎用の規格品を用いるコース

エンジョイコースー簡易化したコー ト、ボーノレ、

ゴーノレを用いるコース

2)翻釘糊]と期間は、平成24年 12月~平成25年

l月にかけて9時間実施。

3)学習のねらし、と道すじ(エン‘ンョイコース)
¥¥、 112131<1516171819 
0，) シューティングゲーム (SG)

ねらいl ねらい2
世しの 今持っている力でゲームを聾し 自分たちに合ったやさしいルー

. ゲームむ ルでゲームを聾しむこkができ
る.

初分 まとめ

2.1li'1.査項目

1)ゲーム中の触球数、シュー 卜数、シューティン

グゲームの試投本数、日即席数

2)毎授業後、生徒持巴入した形劇均授灘f-fiffi
結果およひと考察

.~ 

，~ 

~.59 
'.00 

，・。

，初

2届

クラブよ也 クラフ，.... クラブ下飽 ヱン~.イ下位

図l汗翁財悦量挺梓価総合wfイ炉問地

表1コース、体力テスト成績日lゲームデータ

'ゲーム平岡触車値 'ザーι司F・，>・私個骨 1手ーム平均需車 輔得点者数
ヴラフ上位 6.83 1.91 l位 2 
ヲラフ中位 6.34 1.48 0.68 4 
ヲラブ下位 4.47 0.88 0.27 8 
エンジョイ下位 9.36 2.04 1.65 。
総合許制iの平均において、エンジョイ下位の値が、

クラプ下位の者より高くなった(p<O.05)。この原因と

しては形日始悦受業評価の技能の伸び(p<O.05)、楽しさ

僻段(p<O.05)が高くなったことが要因であると考え

られる。

エンジョイ下位は、 クラプF位より平均触瑚宜、平

均シュート試投数が高くなった (pぐ0.01)。さらに、平

噺専点も高く(p<O.OIl、鮒専点、者が一人もし、なし、こと

から、今回の授業において、バスケットボーノレの楽し

さをクラブコース選択者より味わえているのではない

かと考えた。しかし、楽しさ体験とこれらの値の間

で相関が見られなかった。

まとめ

lつの種目をコース別に実施することは、用具の数、

場所の訂正保、指導者の数キ羽田位の間短があり、授業に

おいて実施が困難なことが予測される。しかし、選択

した種目を自分に合った楽しみ方てe取り組めるのは、

体力が唱し渚にとって、 i郵 IJの特性lこ創れる有効な手

段の lつであることが明らかとなっTこ。
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現職教員が感じるダンス授業の指導に関する問題点及び要望と
ダンス実技研修会の効果

0椿ちか子(鹿屋体育大学) 小松恵理子(鹿児島女子短期大学)

キーワード:現職教員 ダンス授業実技研修会

目的

平成20年告示の新学習指導要領では，中学におい

てダンスの授業を男女必修で履修させることが示され，

学校体育授業においてダンスがより重要視されている.

そこで本研究ではダンス実技研修会に参加した現職

教員を対象に質問紙調査を実施し，ダンス授業の指

導に関して現職教員が感じている問題点及。要望を

抽出し，その要因を探る.また，ダンス実技開始

における感情・気分変容について調査し，研修会の

効果を検証する.

方法

l.対象および調査時期

調査対象は， 2011年8月に行われた鹿児島県学校

体育女子体育研究会主催の夏期研修会に参加した現

職教員76名中，有効回答が得られた56名(小:18 

名，中:14名，高:16名，特別支援:8名)であっ

た.全員が女性で，平均年齢は 38.5:!:10.1歳(平均

±標準偏差訪であった.ダンス実技布穆途前後に質

問紙調査を実施した.実技砂穆迭の講師は本研究実

施者がつとめ，内容は，①全員で(円形コミュニケ

ーション)，②グループで(人間知恵の輪，誰に習え?

ゲーム，時間差模倣，からだつなぎリレー)，③ぺア

で(タッチ&ゴー，ウォーミングアップダンス)，④ 

ダンス作品練習で約2時間実施した.

2.調査項目

実技研修会前に1)ダンスの授業の受講経験(小

学校~大学)， 2)ダンスの好き嫌い(ダンスを踊る

こと，ダンスを創ること，ダンスを観ること)， 3)ダ

ンスの指導経験， 4)ダンス指導の好き嫌い・自信，

5)ダンス指導に関して感じていること(問題点・要

望)について調査し、実技研修前後に 6)VISWll 

Anal句ueS伺 leを用いた心理状態に関する評価， 7) 

感情尺度WASEDA慌井他 2∞3年)を調査した.

結果と考察

問題点として半数以上が感じている「実技経験・

指導経験が乏しく，指導に不安があるJという点に

関しては，自身がダンスを踊ることの好き嫌い，さ

らにダンス指導の好き嫌い，ダンス指導への自信の

項目と関連が認められたまた， r運動技能・表現技
法など的確な助言ができないjと感じている教員は，

大学でダンス授業を受講していない割合が高く，割

合は15.1%と少なかったが，ダンスが好きで，指導

歴も長く，指導にも自信がある教員ほど， r大学の教
員養成課程では，ダンスを必修で履修させて欲ししリ

と答えていることから 大学でのダンス授業の必要

性が示唆された.さらに，ダンスの指導に自信があ

る教員がむしろ「教員の研修の機会を増やして欲し

いj と感じており，学習指導要領の改訂により指導

内容の範囲が広がっていることからも，様々なダン

スの指導法をより深く学びたいという意図が伺えた.

教員自身のダンスに対する好き嫌いと指導に対す

る好き嫌い・自信は大きく関連していた.

ダンスに対する好き嫌いと指導に対する好き嫌い

は実技研修会の前の心理状況(r恥ずかしさJr心配J
「不安Jr緊張Jr否定的感情Jr楽しさJr高揚感J)
と大きく関連していた.研修後には， r楽しさJr生
き生きするJr高揚感drぐったり感Jが向上し， r悲
しみJr怒りJr緊張Jr恥ずかしさJr心配Jr不安j
「否定的感情Jが明らかに低下していた.

以上より，ダンス実技開始は，ダンスに対する

ポジティブな感情・気分を向上させ，ネガティプな

感情・気分を軽減させる効果が認められた.従って，

研修会の受講により，感情・気分が変容することで，

ダンスに対する好き嫌いや指導に対する好き嫌い・

自信を変化させ，現場で感じられる問題点の解決に

もつながるのではなし、かと考えられた.
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体育系授業における生活習慣や運動への取り組み、メンタルヘルス

の変化について一新入生を対象として一

笠井妙美(東海大学)

キーワード:フィットネス 体力 コミュニケーションスキル

目的

大学入学時、これまでの生活環境や自分を取り

巻く環境が大きく変化する時期にあたり、新しい

生活や大学への適応、仲間づくりなど課題が挙げ

られ、春学期は新入生にとって心身のバランスが

崩れやすい時期となる。大学生における心身の健

康問題に直接的、間接的に関わる授業科目の一つ

50m走は授業終了時天候悪化で半分が測定不

能。

4)アンケート調査

・コミュニケーションスキル(堀毛、 1994)

・青年期の危機尺度 (ACS)内 精神衰弱、身

体の痛み

結果および考察

として体育系科目が重要な意味を持ってくる。ス 体力テストについては、男性は授業後 6項目

ポーツ種目を用いた先行研究では、コミュニケー (上体起こし、反復横とび、 20mシャトルラン、

ションスキルや運動行動は大学体育を通じて向上 立ち幅跳び、ハンドボール投げ、体脂肪率)で有

の可能性が指摘されている。 意差が認められ、女性は 3項目(上体起こし、長

そこで、フィットネス系授業受けている 1年生 座体前屈、反復横とぴ)で有意差が認められた。 1

265名を調査対象とし、体力テストは授業スター 回目と 2回目の体力テスト結果4項目以上で向上

ト時と終了時、アンケート調査は授業スタート時 した人を体力向上群、 4項目以上で低下した人を

と終了時、夏休み終了時にコミュニケーション基 体力低下群、どちらにも属さない人を体力変化な

本スキル尺度(ENDE2)、青年期の危機尺度(ACS) し群に分け、アンケート結果を検定したがコミュ

を測定した。 ニケーションスキルの統制カのみ有意な差が認め

方法 られた。

1、対象および調査期間 フィットネスを主題にした授業の場合、個人が

調査対象は新入生で春学期フィットネス理論実 自分の体と向き合うことが中心になり、授業で積

習受講し、アンケートに回答した 167名(年齢 極的なコミュニケーションを行うことが少ない結

18.52:J:O.72 男性 134名女性 33名)1回目 果と考えられる。

調査は 4月中旬、 2回目は 7月中旬、 3回目は 9

月下旬に実施した。

2、調査項目

。個人的属性 (71.3%が親と離れて暮らし)

2)体脂肪率(タニタ社製 BF.564) 

3体力テスト 8項目 (握力、長座体前屈、立ち

幅跳び、反復横とび、ハンドボール投げ、上体起

こし、 50m走、 20mシャトノレラン)

.It e帽

m.聞鎗時 11..7" 侵.蘭鎗嶋 鰻..聾7A
-η1..， 38ll宜9.83 :sas倉 11.4 24.4傘 7.94 20'.7'匙 7.91 

~・・・ーし唱:t 37・5.88 21).7・ 8.05・ 21.8・6.18 22.0・ 6.17・

‘ー0iKa(C'.' 48.3・ 31.2 47.4倉 9.03 47.1含 7.55 51・ 8.8 ・

. ・唱..，.11> s5・ 1卸 58.4'"' 8.29 . 44.7・4.83 46.8. 3.96・

:.仲""，..COD 6O.d* 23.2 77.1・ 28.8.. 39.3" 115.0 "3.5・ 11.08

2・・tAlJC..，.) 20.'" 34.6 創出h 却 S 崎 157'" 21.1 '00- IUi8 
，"'1$・・‘脚，'&.t' 21.8合 ... 朗22.8. 5.39" .2.8 $ 3.国 13.2盆 3.71 

"_1・・・ 18.2倉 18.7 15.2・ 18.8.. 29.3盆 8.8 28.8・ 8.65 
-00・‘・田・ "þ噴・・~竃曹守'てい蜘-・.~需... 底.
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幼児の戸外甑陀運動能力の関係

0瀧信子(福岡こども短期大学)高原和子・角南良幸(福岡女明境大学)瀧豊樹(日本経済大学)

キーワード:幼児運動能力戸外遊び自由甑F

研究目的

蛤環境や生活様式の変化から、現代の幼児は身体

を動かして遊ぶ機会均紗している。「幼児期運載指針

ガイドブックjには、幼児期において、体を動かす遊

びを中心とした身体活動計剣こすることは、基材句

な動きを身に付けるだけでなく、生涯にわたって健康

を維持し、穆掘句に活動に取り組み、豊かな人生を送

る基準づくりになると指摘されている。

園生活においては、そのような体を動かす栃絵とし

て運搬遊びを実施しているが、幼児が主偽拘に楽しく

体を動かして遊ぶ機会としては自由遊びがある。

本研究においては、幼児がこの自由遊【購に行う戸

外遊Fと体力・運動能力との関係について衡すするこ
とを目的とした。また、保護者アンケートを実施した

ので、その結果と合わせて報告する。

研究対象及て防法

1.対象

福岡市のMこども園l司通う幼児68名臼歳児クラス

男児19名，女児23名J 5歳児クラス男児10名，女児

16名，漉淀時の年齢4歳3ヵ月吋歳10ヵ月)。

2.体力・運動能力測定項目と実施方法

測定項目は、 25m走立ち中譲症び，両足連続銚ひ越

し，体却制輔弱埼~"ソフトボール投げで、東京教育

大学体育心理学教室作誠「幼知聾蹴包力測定j方法に

従って実施した。測定期日は、 2012年6月， 2013年2

月のいすサLも午前中に実施した

3.戸外甑Fの種類と幼児の好きな遊び
2012年6月-..2013年2月を通して、幼児の戸外個

展9遊ぴでよく出現している遊び6種類ω漣ぴ，ボ
ール遊び，三輪車・スケーター，走り回る遊び，鉄棒・

ジャングルジム・うんでい滑り台)を抽出した。 2

月源院終了後に担当保育者に対し、 6種類の遊びから

各幼児が樹頭句こ臨んだものを調査した。

4.質陪雄氏

2012年6月、幼児の保護者に対し、菊窪での戸外遊

びについて質問紙を用いて調査した。

結果と考察

1.戸外遊Fについて

各幼児が樹甜句に遊んだものは、全体では三輪車・

スケーターが最も多く (23名)、次いで、走り回る遊び

及ひ切捧・ジヤングノレジム・うんでい(各14名)、砂

遊び (8名)ボール遊ひ'σ名)滑り台 (2名)であっ
た。年長児においては、走り回る遊びが最も多く、男

児 (4名)、女児 6名)であった。鉄棒等の遊m土女
児のみだった。また年中児においては、三輪車等の遊

びが最も多く 15名であった。鉄棒等キ場漣明土女児が

多く、走り回る遊びやボール遊別立男児が多かった。

2.体力・運動能力棋院議果について

①体力・運動能力の変化 (6月と2月の此載:クラス

別)については、年長男児の「ソフトボール投げjが

低下していむその他の項目においては全台鵡こ伸

びが見られ、年中女児については全ての種目におし、て、

有意な差が認められた。

⑫月と2月の測定結果を幼児の月齢に合わせて年齢

区分で分け、全国平均と此鍛してみると、男女共、 f立

ち幅慰[(}Jがやや低く、男児では、「ソフトボーノレ投げJ

が5歳後半以降低値となり、 f体苅端端知者間Jはばら

つきが見られた。また、女児は「立ち幅跳びj以外は、

全国平均{直をほぼ上回ってb叱。

3.戸外遊びと体力・運動能力の関係

①戸外敵N滞錦織も積幽句に遊んだもの)と体力・
運動能力測定結果については、一元配置分散分析を行

った。遊びの種類ごとでの有意な差吋認められなかっ

た。また、 6月と2月の変化信9についても遊びの
種類による有意な差は認められなかった。

②質問項目と体力・遺動能力の関係、

1)子どもは戸外甑Fが好きか 2)保護者が幼い頃、
戸外猷Fが好きか 3)子ども吋活動的か 4)保護者
は活蜘句か 5)保護者が選動・スポーツで体を動かす

ことが好きカ~5項目について、 5件法による回答と

体力・運動能力との関係を検討した。その結果、 2)、3)

の2項目に対し「両足連続跳E継しJ~司3いて、有意

な相関関係が認められた(pく0.05)。
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教育大学に通う学生の体罰に対する意識の分析

。永里健，竹内奏太，長嶺健，村上光平(福岡教育大学大学院)

須崎康臣(九州大学大学院)，兄井彰(福岡教育大学)

キーワード:体罰性別専攻再生産

目的

現在，学校における体罰問題が社会で大きく取り

上げられている.そこで，将来，教師になることを

目指している教育大学同重う学生が体罰についてど

のような意識を持っているのかについて明らかiこし，

体罰問題の実態について明らかにすることを目的と

した.

方法

1.調査対象

調査対象は，福岡県の教育大学に通う学生の合計

604名であった.なお，回答に不備のあったものと

教員を志望していない学生のもの合計169名を分析

から脚トし，合計435名分を分析の対象とした.

2.調査項目

調査内容は，質rJ.鳴弱震査を用いて，フェイス、ン一
人体罰や暴力の経験や考え方，先行研究から抽出

した体罰に関する51項目であった.

結果と考察

福岡県の教育大学に通う学生で教員を志望してい

る435名のデータをもとに体罰を受けた経験の有無

が，どのような影響を与えているのかについてクロ

ス集計を行い，iの検定で分析を行った.
まず，体罰に対する考え方について質問した結果

が表Iである.r検定の結果，人数の偏りは有意で
ある倍。)=24380， p < . .05) .そこで，残差分析

を行った結呆表Eに見られるように，体罰ぬ必要，

または，どちらかといえ防必要と考えている者が過

去に体罰を受けた経験のある者に多く，過去に慨

を受けた経験のない者は少ないことがわかる.

したがって，過去に体罰を受けtd鵠長のある者が，
過去に体罰を受けた経験のない者より，有意に体罰

を肯定しているといえる.

次に，自分なら体罰を行うかについて質問した結

果が表Eである.が検定の結黒人数の偏りは有意

である(仰:)=25.'朔， pく.05).そこで，残務ま析

を行った結果，翻Vに見られるように，体罰を行う，

または，場合によって凶行うと回答している者が過

去に体罰を受けた経験のある者に多く，過去に体罰

を受けtd頚食のない者は少ないことがわかる.
したがって，過去に体罰を受けtd麗たのある者が，
過去に体罰を受けた経験のない者より，有意に将来

の指導場面で体罰を行う可能性があるといえる.

以上の結果から，教員を志望して教育大学に通う

学生は，過去に体罰を受けた経験のある者が，過去

に体罰を受けた経験のない者よりも体罰を容認し，

体罰を行う可能性があると示唆された.

表I 偶踏襲般消繋と体罰に臆する考え方的=必5)

体罰に対する考え方

とどい必ちえ劫要Iま、 必とどいち署Pえ初SlいZ 、
必要 合計

必要 相、

有
5.8 27.4 36.8 30.5 100 

体罰経験 {る) @ω (85) 包帥 ω5) 
の
有無

無
0.9 12.6 35.9 50.6 100 。) (43) (122) (172) 句40)

合計
1.8 15.9 86.1 46.2 100 
(8) 佃的 (15η 位。。 ω85) 

上段:割合併) 下康:人数仏〉

表E 表Iの親整済み残差

体罰に対する どちらかといえとちらかといえ
必要屯い

考え方 ば必要 ぱ必要むい

体罰経験あり

体罰経験指し
2.8 

-2.8 

35 -02 -3.5 
-35 02 3.5 

表E 体罰経験崎無と自分なら体罰を行うか(N=締)

合計

自分むら
体罰を行うか

体罰経験あり

体罰経験指し

自分むら体罰を符うか

仔う F合はに行ようって 行わ屯い
有

1.0 35.8 63.2 100 (。 (34) (60) (95) 

0.0 14.4 85.6 100 
撫

(0) 臼9) 也91) 。40)
0.2 19.1 80.7 100 

一一~ 伯母 (351) (46δ〉

上段:割合併) 下段:人数以J

麹 V 蜜皿の調轄靖み雄塾

行う

1.9 

-1.9 

場合によっては
行う

4.7 

-4.7 

行わ白い

-4.9 

4.9 
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短期間の運動遊びプログラムが幼児の体力・運動能力に及ぼす影響

O高原和子・角南良幸 C福岡女明涜大学) 瀧信子 C福岡こども短期大学)

キーワード:幼児体力・遅動能力，週郵遊びプログラム

研究目的

筆者らはこれまでの先行研究において，定期的に意

図的な身体活動を取り入れている保育所幼児の体力・

運動能力を測定した横断的調査では，行われていた取

り組みが十分に幼児の体力・運動能力面に反映されて

いないことを確認した。また，幼児の体力・運動能力

と保育実銭との関わりについて検討した縦断的調査で

は，保育指導計画による身体活動を意識した保育実践

だけでなく，幼児の自由遊て時にも身体活動を取り入

れる工夫の必羽生が示唆された。

以上の先行研究を基盤にして，今回の研究では，保

育現場(園開における幼児の自由遊びの過ごし方に

着目し，幼児が自由遊ひ鳴に自由選択型運動プログラ

ムを実施することで幼児の体力・運動能力にどのよう

な影響があるのかを検討した。

研究対象およて防法

対象は福岡県春日市の園所に通う年中・年長児 112

名である。

体力・運動能力の測定項目は， 25m走，ソフトボール

投爪立ち幅跳び，両足連続眺ひ滋し，体支持持続時

間，開眼片足立ち，立ち上がりパワーの7種目で，運

動遊びプログラムの前後に実施した。

測定方法は，25m走，ソフトボーノレ投げ，立ちI働臥

両足連綴跳ひ越し，体支持持続時間については，東京

教育大学体育，心理学教室作成の幼児運動能力測定方法

に準じて行い，開眼片足立ちは，文科省新体力テスト

に準じて測定した。立ち上がりパワーは，竹井相録器工

業完封製測定器を用いて測定し，中谷ら (2004)の方法

に準じて評価した。

運動遊びプログラムは， 5種類倒h躍系の遊び，投げ
る遊び，手・腕を使ってカを出す遊び，集団で全身を

使う遊び，家庭での親子遊び)で構成し，園所では自

由遊びの時間を利用し，幼児の自主性にまかせて実施

した。また，幼児が運動甑Fプログラムに意欲的に取
り組む工夫として，幼児一人ひとりに『からだにこに

こあそび』シートを用意し，実施した運動遊びの箇所

に幼児自らシーノレを貼って，取り組みが幼児自身に確

認できるようにした。運動遊びプログラムは3週間実

施した。

結果と考察

・体力・運動能力の運動遊びプログラム前後での比較

ソフトボール投げ(年中男児p(O.05)，両足連続跳び

越し(年中男児 pく0.01，年中女児 pく0.01，年長男児

pく0.01，年長女児 pく0.05)，開眼片足立ち(年中男児

p(0.05，年長男児 pく0.01)，立ち上がりパワー(年中

女児pく0.05，年長女児pく0.01)に運動遊びプログラム

(取り組み)前後で有意な好転がみられた。取り組み

としては，短期間であったため，当初は有意な変化は

認められないのではないかと推測していたが，その予

想をはるかに上回る結果を得ることができた。その要

因としては，今回の運動遊びプログラムが子どもたち

の体力・運動能力の向上に有効に働きかける要素を含

んでいたことが考えられる。しかし，それを特定する

には至っていない。今後その要因について精査，検討

することが重要であり課題である。

・体力・運動能力の変化量と運動量との関係

取り組み前後の体力・運動能力の変化量と『からだ

にこにこあそび』シートから計量した運動の量鍵び

の劃との関係、では，いくつかの項目で関係性が認め

られた。これは，遊んだ分だけ体力・運動能力に好転

をもたらすことを示しており，自由遊て時の運動遊び

の有効性を示唆するものである。

以上の結果から，今回の運動遊びプログラム(取り

組み)が子どもたちの体力・運動能力の改善に有効で

あったことが確認され，園所においては，保育指導計

画における保育実践だけでなく，幼児の自由遊びの過

ごし方の工夫も盛り込んだ保育指導計画を行うことの

必要性が示唆された。また，この度の運動遊びプログ

ラムの介入研究から，幼児の体力・運動能力を改善す

るための一方策としての資料を得ることができ，今後

は，この結果を様々な角度から精査し，さらなる検討

を加え，より効果のある実践に即した運動遊びプログ

ラムの構築に寄与したし、。

体力・運動能力の変化量と運動量との関係

銚1'1系@湿びm:げる泡ぴカを出す泡び 全身遊び

&両足逮1ulぴ起し 隠 -0.2∞，* ns 随

時鵡持制悶 0.23S om. 0.訂2・m 
dllll酎包5 ns ns ns 0.226* 

測隊司障 調.
&立ちよがりパワー 0.2鵠 ns 0.240 ns 

a子湿ぴ 遜E陶合計

心，.218* -0.21 f 
0.227* om* 
ns ns 

*率
的 0.2印

ns:縄問主Eし*:p<O.05・・ :p<O.Ol



148 

教職課程における実習を通した学習意欲の変容について

0瀬尾賢一郎、永山寛、伊藤寿浩、深江久嗣、藤井雅人、田中守(福岡大学)

キーワード 学習継続意欲、模擬授業、教員資質能力

1.はじめに

2∞5年10月、中央教育審議会答申「新しい時代の
義務教育を倉鎚をするJにおいて、『教職に対する責任感、

探究力、教職生活全体を通じて学て続ける力Jr専門職
としての高度な知識・技能Jr総合的な人間力jの 3
つの要素から構成される「これから求められる教師像j

としての能力が掲げられた。また、 2012年8月の「教

職生活の全体を通じた教員の資質能力の総併句な向上

方策についてjでは、さらに実蹴嫡導力の強化のた

めの『殺臓ける教員像の確立J糊日えられた。この

背景には、採用後すぐに学校現場が抱える高度化、複

雑化した様々な課題に対応しなければならないことや、

新たな学びを支えるための指導力が求められているか

らだと考えられる。

そこで本研究では、 F大学スポーツ科学部の教職課

程において、 3年次の必修科目として開講されている

保健体育科教育法Eを履修した学生の、学習すること

への意欲を4月と 7月に同様の調査を行い、模擬授業
を経験したことによる、その後の教購練程に対する学

習紺鍛意欲の変容について明らかにすることを目的と

した。

2.調査対象およて助法

調査対象はF大学スポーツ科学部に在籍し、保健体

育科教員免許の取得を目指す3年生である。模擬授業

の体験を主たる内容としている保健体育科教育法Eを

受講している学生で、授業が開始される4月と終了時

の7月に実施した2回の調査でマッチングすることの

できた158名を調査対象とした。調査は、記名式によ

る質問紙法を採用し4件法で回答を求めた。

学習継続意欲を測定するための質問項目については、

林ら (2012)が自由記述のアンケートをまとめた 22

項目と、山口ら(201ω の「大学で身につけるべき専

門的知識・技術尺度 (14項目)Jのうち、重複する項

目を除いた33項目から構成される質問紙を僧戎し丸

統計処還については、 mM社のSPSSs包括組.cs19

を使用した。

3.綜尉3よて時察
ω学習紺鍛意欲尺度の因子分析結果
学習縦続意欲を矧面するための項目 (33項目)に対

し因子分析録免法・プロマックス回輸を実施した

結果、 f学習指導伝達技術 (5項目)J r生徒理解カ (7
項目)J r教職教養 (4項目)Jの3因子が抽出された。
これらの3因子から構成される尺度について『学習継

続意欲尺度jとした。各因子の信頼性をみるためにク

ロンパックのα係数を算出し、第一因子から 0.877、
o.側、 0.822と高b激{跡示された唱
ω学習継続意欲尺度pre得点の高儲鵜fjにみた保健
体育科教育法E受鱒前後での民鍛
学習継続意欲尺度のpre合計得点を算出し、 25%以

下を{邸主 75%以上を高群として2群に分けた。その

後、それぞれの因子ごとに2群でのpre下側t比較を対

応のあるt検定にて行った(図1)。その結果、学習指

導伝達ぜ術は低群で有意に上昇したのに対して、高群

では有意に低下する結果必糟られた。また、生徒理解

カでは低群で変化はみられなかったものの、高群では

有意に低下する傾向がみられた。さらに教職教養では、

低群で有意に上昇し、高群では有意に低下する結果が

得られた。

以上の結果から、学習継続意欲の低語学にとっては、

授業を組み立てたり人前で授業を行うことが良い痢撒

となっていた反面、学習組編意欲の高群に関しては、

全ての因子において有意な低下を示していることから、

さらに実際の授業に近し彬での模樹受業の環魔設定や

綿密な指導案作戒のための指導およU省察の徹底が必
要となる可能性が考えられる。
国1笠置鍵範意盤尽摩区e鍾皐の直盤整からみた盟コ盟批比塾

m'8 巴st
N M SD M SD t値

学習指導伝達低 40 11.80 1.70 13.65 2.39 4.05帥申

盤情 高 41 18.糾 1.78 17.10 2.27 3.48本*

生徒理解力
低 40 18.73 2.85 19.75 2.93 1.83 n.8. 

高 41 25.85 1.61 23.41 2.97 5.63 *柿

教職教養
低 40 8.88 1.68 10.18 2.23 2.98 ** 
高 41 13.54 1.53 12.29 1.97 3.82 本林

*林p<.OOl 柿p(.01
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学内での教育実習が教員としての力量に与える

効果についての一考察

0伊藤寿浩、瀬尾賢一郎、永山寛、深江久嗣、田中守、藤井雅人(福岡大学)

キーワード:実践的指導力 学内教育実習 教員としての力量実習の効果

目的

教員に必要な資質能力の獲得において、実践的

な指導力が大切であることは言うまでもない。 F

大学スポーツ科学部では、 3年次生を対象に教職

必修科目の保健体育科教育法皿で模擬授業の実

践を行っている。さらに、独自の取り組みとして

他学部対象の生涯スポーツ演習 1• nにおいて、
より教育現場に近い形で指導実習を行う f教職事

前実習jを選択性で開講している。この「教職事

前実習jを受講することで、さらに実践的な指導

力が身に付くことが期待される。

そこで本研究では教職課程を履修している 3

年次生を対象に質問紙法を用いて調査を行い、実

践的指導力をはじめとした教員としての力量に

関する意識の変化を比較し、教職事前実習の効果

について検討することを目的とした。

研究方法

F大学スポーツ科学部3年次生の保健体育科教

育法E履修者のうち、 4月(模擬授業を行う前の

段階)と 7月(全員が模擬授業を経験した段階)

の調査で回答が得られなかった者を除いた156名

(男性86名、女性70名)を対象とし、 3群に分

けて検討した(表1)。

1.実践的指導力 (10項目):固有値.816

2.生徒理解カ (9項目): .固有値829

3.専門的知識 (4項目):固有値.684

4.情報管理能力 (3項目):固有値.730

教職事前実習を受講した学生は4月から7月に

かけて『実践的指導力Jr専門的知識Jの2因子
に有意な上昇が認められた (pく0.01)。また、教

職事前実習を受講していない学生は f実践的指導

力jの1因子のみ有意な上昇が認められた (pく

0.05)。教職事前実習を後期に受講する学生にお

いては、いずれの因子も有意な上昇が認められな

かった(表2)。

表2各因子の経時的変化

!1l 111 
A群 28.2土3.1 30. 1土4.2事事

実践的指現力 88事 29.9土3.3 30.2土3.8

C盤 28.1ま4.1 29.0土4.0.
A群 28.3土3.4 29.0:t3.0 

生徒理解力 B君事 28.7土3.8 28.9土3.7

C聾 27.8土3.5 27.7土3.4
A群 9.5:t2.1 10.5土2.5*寧

専門的知臨 B群 10.4:t2.0 10.9土1.9

C聾 10.3:t2.1 10.6士1.9
A群 8.1ま1.9 8.8土2.1

情報管理能力 B群 9.6主1.6 9.5土1.6
cg 8.6土2.0 8.7土1.9

柿p(0.01
* p(0.05 

教職事前実習を受講することによって実践的

指導力の向上が期待されたが、得点として、大き

な上昇ではなかった。この結果を受け、各教員に

委ねられている実習生の指導をより統一し、具体

的なねらいを掲げて指導する必要があると考え

る。しかしながら、教職事前実習を受けたことで、

調査は先行研究をもとに 59項目から成る、教 実習に対する意識の変化は一部でみることがで

員としての力量についての質問紙を作成し、実施 きた。

した。

結果と考察

教員としての力量において因子分析を行った

結果、 4つの因子に分けることができ、それぞれ

の因子を以下のように命名した。

今後の課題として、それぞれの特徴による変化

を検証し、学生個人の課題に目を向ける必要があ

る。また、教職事前実習の取り組みとして、実践

的指導力をはじめとする教員としての力量が向

上する方法を確立する必要性が考えられる。
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小学校高学年の児童の睡眠と生活習慣との関連

0野田耕(九州共立大学スポーツ学部)

キーワード.小学校尚学年の児m、側面L生首!湘似

{はじめに}

近年わが国において、子どもの生活の夜型化が懸念

されている。三池や増田らの報告によると、子どもが

夜型の生活を送ることにより、睡眠の質や時間が十分

に確保されず睡眠障害になる可能性が高くなり、それ

により心身の健康古市iてず、似性的疲労や不~.校につ

ながる等、子どもの但!);Jiにとって看過することのでき

ない重要な問題であると指摘している。

そこで本田mでは、小学校高学年の児蛍を貫長盈に、
睡眠習慣や学校生活についての質問紙調査を実施し、

l睡眠習慣の笑態および|睡眠習似と学校生活や健康度と

の関連について明らかにするこ とを目的とした。

{方法}

調査方法は自記式質問紙を作成し配哀調査法にて行

った。対象はA県内のB小学校の高学年児童で、 2011

年 3 月 12~ 16 日に笑胞した。対象者数は、 4 年生(男

子31名、女子23名)、5年生(男子21名、女子23名)、

6年生(男子30名、女子33名)の計 164名で有効回

答率は 95.3%であった。アンケートの内容は、①媛i眠

習1('1、②学校生活にl刻する質問、 ③健康度(起立性調

節障害)とした。分析にはx2検定及び残差分析を実施
し、結果の有意性については 5%未満の危険率で判定

した。

{結果および考察}

図 lには就床時間干iiと寝付きとの関連について示し

た。 ここでは質問紙調査の結果から、午後9時までに

就床している児童を“早寝群"、午後 日時以降に就床

していた児鐙を“遅綬~:~"の 2 l洋に分け、それらの差異

について分析を試みた。図からわかるように、早寝訴

は52.2%の児盗か就床後に「すぐに|成れるJと回答し、

一方、遅車II伴では 21.7%の児1置が戯床後に「すぐにl臨

との閲iiliについて示した。医lから早寝群の児mは朝、
「すっきりと目が党めるJ者の割合 (52.2%)が遅寝

群 (4.3%)よりも有意に高他であり (pく0.05)、また、

「なかなか起きられない」児童tの割合は、早寝群4.3%、

遅寝i洋30.4%であり、有意差が認められた (p<0.05)。

これらのことは、夜早く就床ザることにより、寝付

きが良〈、また翌朝も“すっきり と"目カぢZめ、その後

の 1EIの生活も快適に過ごすことができるものと机察

され、「早寝」の生活習慣を子どもには定着させる必要

があろう。

なお、就床時間借と学校生活・健康皮との関連には、

特筆すべき関連は認められなかった。

{ま とめ}

早寝1洋は遅寝群より有意に寝付きが良〈、 加え

て朝、すっきりと目が党めていた。

早寝震{

。" 2Dro 40'笥 60s 80% 100情

回すc眠れる ロιぱちぐιたら蝶品る ロ志かI.;IJ、眠れ本い
参有漕重あり(ρ<0.05)

図1 就床時間帯と寝付きとの関連

れるJ と回答しており、両群闘に有意差か認 められた 顕著事(

(pく0.05)。また、早寝群では 「なかなかl眠れない」

と回答した児監は 4.3%であるのに対して遅綬群では

30.4%の児童が「なかなか眠れない」と回答していた

(pく0.05)。次に、園 2には就床l時間借と籾の目覚め

師 20芯 40% 60~掲 .""回%

回すっきり fJð喧め~ロ少し思い日曜ぐでなtJ"，;. IJ 'l.世6れ本い

事有軍盟国bり(p<0.05) 

図2 就床時間帯と朝の目覚めとの関連
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若年成人女性におけるボクシングエクササイズの生理・心理学的効果

ー「ミット打ち」を主体とした一過性運動に関する検討一

0熊原秀晃(中村学園大学)，西国順一(群馬大学)，田中宏暁(福岡大学)

キーワード:メンタルヘルス運動様式運動強度運動処方

目的

今日，循環器疾患キ糖尿病等の生活習慣病に加え，

抑うつ，不安障害といった精神疾患に対する対策が

公衆衛生上の重要課題となっている.ボクシングの

運動様式を応用した運動プログラムは，全身持久力

などの行動体力への効果が期待できると同時に，気

分を改善するなど心理的ストレスを解消させる効果

が「経蜘句にJ知られてきた我々は，競泳選手を

対象とし，打撃運動の要素が強い「ミット打ちjを

主体としたボクシングエクササイズ(BOX)直後に

高揚感などのポジティブ感情に特異的な向上が認め

られることを報告した(九州体育・スポーツ学研究

27(1):89，2012年).本研究は， BOXが運動習慣のな

い成人の身心に与える影響を寸品性運動の側面より

検証することを目的とした:具嗣句には，①運動中

の生郡句応答について運動強度の側面より評価する

と共に，②感情・気分に与える特異的効果の有無を

他の運動様式との比較の上検討した.

方法

対象者は，運動習慣のない若年成人女性 10名

(24:8歳)であった.BOXと自転車エルゴ、メータ

を用いた対照足掛 (CON)について，無作為化クロ

スオーバー誤験を行った.訴験は， 4日間以上の間

隔をおいて実施された.主運動およびウォーミング

アップ，クーリングダウンを含めた運動時間は，

BOXが39分， CONが48分であった.BOX言織の

主運動は，基材句なパンチング動作の練習を行った

上で，対象者同士がお互いに手の平でパンチを受け

るミット打ちを想定したエクササイズ，およびイン

ストラクターが持つミットにてエクササイズを行っ

た.CON試験は，事前の運動負荷試験で決定された

40分間の固定負荷 (50.7土82watts)を主運動として

行った.ベダリングは 60回転/分を維持した.各運

動開始前と終了 5分後， 30分後に POMS短縮版お

よび W鎚edaAffect Sωle of Exerci民組dD町油le

Acti吻 (WASEDA)を用い心醐句指標を評価した.

運動中は， IL~白数を連続して測定した.

結果と考察

BOX主運動中の平均心拍数は，年齢推定最大心拍

数の51.7土6.7%であり， CON (59.1土:7.5%)に比して

有意に低値を示した.しかし，最高IU粕数において

は Boxingが有意に高値を示した (80.9土10.9vs. 

65.7士:7.00も).BOX後のPOMSの「不安Jと「混乱J

に有意な低下， r活動性Jに有意な増加が認められ，
顕著なicebergprofileを示した.二元配置分散分析を

施した結果， r活動性Jに有意な交互作用が認められ，
BOX直後の増加が大きいという主効果が示された.

「混乱jに交互作用の傾向が認められ，運動直後に

は両運動共に低下するが，BOXの低下の程度がより

大き川頃向にあり， 30分後にも低下した水準を維持

することが示された.r総合的不快感j は， BOX直
後に有意に低下し， CONよりも低下の程度が有意

に大きいという主効果が認められたが，交互作用は

有意でなかった.WASEDAの「高揚感JもBOX直

後に有意に増加し， CONとの聞に交互作用の傾向を

認めた.

このように， BOXは，若年成人女性において特異

的にポジティプな感情・気分を誘引し，一部のネガ

ティプ因子ヰ喰1合的不快感においても特異的な低減

効果を有することが期待された.身榊句トレーニン

グ効果の獲得に必要な運動強度を確保するためのプ

ログラム内容の構成に課題はあるが，若年成人女性

の身心の健康づくり資する運動プログラムの開発に

向けた手がかりが得られた.

本ボクシングプログラムの実施は，山田博久氏(株

式会社ライフフィールド)と重閑貴司氏(白井・具

志堅スポーツジム)の協力を得た.本研究の成果の

一部は，財団法人上月スポーツ・教育財団の助成に

よるものである.
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大学野球における「送りパントJが試合に及ぼす影響

一送りパントと強行策に着目してー

0仲里清(九州共立大学) 今村律子(九州工業大学大学院)

キーワード:送りパント 強攻策

目的

野球の攻撃においては， 1点でも多く得点を重ね

るために，如頓や送りパント，盗塁，ヒットエンド

ラン等あらゆる戦略が繰り広げられる.送りパント

は，走者を次塁へ送ることによって，次打者が外野

に打球を運べば走者が生還できる可能性は高くなる.

しかし，送りパントは打者自身が犠牲になるため，

アウトになることを前提としている.送りパントと

いう併殺は，走者を進塁させる代わりにアウト 1つ

を献tしていることになる.仮に強攻策で安打なら
ば，走者はアウトなしで進塁することができる.

本研究では，送りバントを用いた攻撃がどのよう

に試合に影響を与えているのか，強攻策と比較を行

い，福岡六大学野球のリーグ戦の公持疎を基に分

析し，送りパントが試合に及ぼす影響について明ら

かにすることを目的とする.

方法

1.対象およて潮査時期

調査対象は，福岡大大学野球の過去3年間の公式

託録。包1年秋季リーグ戦---H24年春季リーグ戦，

計6季192試合)をもとにデータを収集した.

2.分析項目

送りパントが起こりうる前提条件である，アウト

カウントが無死もしくは1死で，塁上に走者がいる

場合すべてを対象にした.対象となる場面は以下の

14通りである.

①無死1塁②1死1塁③無死2塁④1死2塁

⑤無死3塁⑥1死1塁⑦無死12塁③1死1，2

塁⑨無死1，3塁⑩1死1，3塁 ⑪無死2，3塁⑫1

死2，3塁⑬無死満塁⑭1死満塁.

上記場面のパント打席数(送りパント，強攻策)

と得点回数を基に送りパント率，得点率を算出した.

対象とする送りパントは打者がパントをして走者が

進塁し，打者に犠打が記録された場面のみとした.

セーフティーパントで打者に安打が記録された場面

や，走者が進塁できず，打者に犠打が記録されなか

った場面は分析対象から削除した.

結果と考察

送りパントは，無死1塁53%，無死1，2塁51%，

無死2塁36%と高し、確率で行われていた.このこと

から，先頭打者が出塁した場合は手堅く送って，得

点圏に確実に走者を進塁させていることが示唆され

る.走者が1塁もしくは1，2塁での強攻策は，安打

であればチャンスを拡大できるものの，三振や凡打

で走者が進塁できず，内野ゴロ等による併殺のリス

クが高まることが考えられる.

1試合あたりの送りパント数が多いほど勝率は高

く，優勝回数の多い大学ほど無死1塁では送りパン

トを選択していることから，強いチームほど出塁し

たら送りパントをして走者を得点圏に進塁させ，チ

ャンスの機会を増やしていることが考えられる

(r-=・.63，p<.05) .必ずしもあらゆる場面において送

りパントが有効であるとは言えないが，勝利のため

には，イニング，打判買に応じて送りパントを選択す

ることが必要となる.チームの特色ヰ試合状況に合

わせて送りパントやヒットエンドラン，盗塁など

様々な戦術を有効に使うことが重要である.
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大学女子バレーボールの試合における

ラリー中のセッターの役割と攻撃結果の関係

0宮田隆美八板昭仁坂井充(九州共立大学) 大川昌宏(日本体育大学)

キーワードパレーボーノレ ラリーセッター攻峡jJ所

目的

バレーボーノレ競技の攻撃は，サーブレシーブ後の

1st攻撃とその後のラ リー継続中の攻撃に大別され

る 各攻態においては，相手攻撃に対するレシーブ

がセッターへ返球されるか否かが攻撃戦卦予やその結

果を左右する.また，攻撃に対する相手プロックの

人数やタッチの有無は，攻盤結果やその後のラリー

に影響することは自明である.そして，攻耳聖戦術に

おけるセッターの役割は， レシーブの返球の良し慈

しに関わらず攻撃結果に大きく影響する

これまでに，サーブレシーブの成否と攻略害結果に

ついての報告はみられるが，その後のラリー継続中

の攻撃胤術におけるセッターのトス回しに注目した

研究は少ない.そこで本研究は，ラリー絡~1:中のセ

ッターの トスの散らばりを攻撃位置とブロック数に

着目し，大学女子を対象に検討した

方法

w.~動操は， 2013九州大学春季バレーボーノレk子
l音f¥リーグ上位4チームの6試合をVTRに収録した.

調査項目は，全ラリ一回数，全攻墜における攻撃

位置，攻態結果およびブロックタッチ数(0・1・2人)

である なお，ラリー継ま間数侮の攻撃位位は，レ

フト，センター，ライ ト，セッター，パックアタッ

クの5カ所とした.

調査した項目をラリー剥封釘l寺の攻撃回数と攻略位

fE，攻般に対するブロックタッチ数についてまとめ，
それぞれの平均値と攻態成功率を算出し，検討した

結果および考察

サーブレシーブ後の l回攻撃の得点率は，図 lに

示す通り，ブ、ロックタッチ数がそれぞれ0人で46.8%

(153β2η， I人で34.9%(451129)，2人で32.9%(78/237)

であり，0人と l人および2人の聞に有意な差が認

められた また，ラリーが継指tした時の得点、率にお
いては，プロックタッチ数が 0人では 45.4%

(224/493)， I人では37.0%(401108)，2人では32.7%

(711217)であり、 0人と 2人の聞に有意な差が認めら

れ，サーブレシーブ後の l回攻撃と同様に、 2人の

プロックにタッチすると得点率が低くなる影響がみ

られた.したがって，相手ブロッカーにタッチしな

い攻撃をすれば得点率が高くなることから，セッタ

ーは2人プロックがつかない状況を作る トス廻しが

必要であるととともに，アタッカーの技術力を要す

ることが示唆された.特に相手プロックに跳んだ人

数カ吋可人であっても，高い打点から打つ能力やプロ

ックをかわす判断や技術が必要になることが示唆さ

れた.

図目庇脂哲点率 回2 2回J;l防車軍司点率

ラリーが泌絞した時の攻撃位位の数とブロックタ

ッチ数の関係は，図2に示す通りであった 2回を

|百l一位世から攻撃した場合のブロックタ yチ数の平

均は0.768人，2回の攻撃を典なる 2カ所。コ位置から

攻撃した場合のプFロックタッチ数の平均は、 0.880

人であった 3回の攻撃を同一位置から攻撃した場

合は0.867人，3回の攻撃を異なる 2カ所から攻撃し

た場金は0.826人，3回の攻懲を呉なる3カ所から攻

墜した場合は 0.630人て'あったーラリーが継続した

時の攻聖書回数と攻撃ポジション数において有意な差

は認められなかったが，3 IB:I以上ラリーが継続した

場合に，異なる3カ所から攻態した場合にプロック

タッチ数が減少した ラリーが継続する場合は，決

定力のあるアタッカーに 1:カ所から攻懲させるとい

う方法もあるが，攻撃する佼世を分散させてブロッ

クタッチ数を主党台させることも，セッターの トス回

しには必要な選択肢になると考えられる.
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図3 ラリー継続<PO:丸町，位置;J/.ブロッヲタッチ恕
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大学女子バドミントン競技におけるラリ一時間に関する研究

0有吉晃平(九州共立大学)

キーワード:ノ〈ドミントン大学女子ゲーム分析

目的

バドミントン競技における競技糊生を考慮したト

レーニング負荷を設定するうえで，その競技レベル

でのラリ一時間 (workperiod/以下:WP)や休息時

間(restperiod/以下:RP)を知ることは重要である.

国際大会レベルを対象とした研究では，種目や男女

によるゲーム特性の違いが報告されている.しかし，

大学レベルにおける報告は少ない.

そこで本研究では，大学女子バドミントン競技の

全国大会と地方大会の試合(各々決勝，準決勝)を

対象にゲーム分析を行い，大学選手の試合の特徴及

び大会レベルによる違いを検証し， トレーニング負

荷設定の基礎資料を得ることを目的とした

方法

対象大会は， 2010年から 2011年に開催された全

日本学生バドミントン選手権大会(以下:全国大会)

と，中・四国学生バドミントン選手権大会及び中四

国・九州学生バドミントン選手権大会(以下:地方

大会)の決勝及ぴ準決勝(団体戦を含む)からラン

ダムに抽出された合計48ゲームとし，ダブ〉レスとシ

ングルスに別け，分析を行った.

分析項目は，以下のとおりである.

1) 1ゲームの平均所要時間

2) 1ゲームの最大所要時間

3) 1ゲームの平均ラリー数

4) 1ラリーの平均時間

5) 1ラリーの最長時間

6)ラリー間 (restperiod)の平均時間

η1ラリーの平均打数
8) 1ラリーの最長打数

9) 1打に要する平均所要時間

10)w銚戸dω/rest悶 iod

各項目の平均値を算出し全国大会と地方大会に

て比較した.比較には対応のないt検定を用い，有

意水準を5%未満とした.

結果と考察

表1は分析項目をまとめたものである.なお，本

研究結果と比較するための参考値として，ロンドン

オリンピック(蘭;2012)の結果も示した.

1ゲームの平均所要時間は，地方大会と全国大会

で差はなく，全体平均はダブルス 13.8土2.4分，シン

グルス 14.4:r2.9分であった.

ダブルスでは，平均ラリ一時間に差はなく 7.1:r2

秒であった.1打に要する平均所要時間では全国大

会の方が短く，全国大会の方がより速いラリー展開

でゲームを競い合っていることが推測された.シン

グルスでは，全国大会において平均ラリー時間が長

く， 1打に要する平均所要時間は短かった.このた

め，全国大会の方がより速くかつより長いラリー展

開でゲームを競い合っていることが推測された.一

方，国際大会での結果と比較すると，国際大会の方

が，ゲームの所要時間，ラリー時間及びラリー打数

とも，本研究結果を大幅に上回った値であった.

以上のことから，大学ノ〈ドミントン競技において，

より高い大会レベルで競い合っていくには，より長

く，かつより速いラリー展開を継続する技術とスタ

ミナが求められると考えられた.本研究結果は，学

生選手のトレーニング負荷設定を決める際の参考資

料になると考えられ，今後，大学生プレーヤーの競

技力の向上に役立てばと期待する.
地方夫会 全国夫会 -ロSシ主陀2，2五t8

'伊ーム@平~ßi.崎潤【分3 13.4念1.8 14.3ま3.O " 'ゲーム0)&次府要時1111<分』 15.8 18.9 ー
一'伊-J..O)平勾ラリ-I!U園} 3u企u おま5.4 ー

'ラリー@平~時間(8) 7.511:1.4 制主U 10.1 

タフルス ラリー伺(，帽同市d)O)平~時閲f駒 12.1:1:2.3 14.4士主2. ー

'固@ラリーにおける平~釘e(打】 8.91:1.4 8.9主主a 9.8 

'打に聾する平淘防護時伺(8) o.as主QJ)9 0.12企0.13. ー
一明司自Eperiod/回stp副 od 0.821:0.1 Q.44主0.1. ー

.長ラリー時間(8) 28.2創価 28.1:1:13.7 44.G 

邑長ラリー釘富l(釘】 32.11:13.8 33.9まtω ~ 
ゲーム扇裏嶋田f分3 13.71:2.7 15.2主主' 11.11 

'チーム@鍾大所夏時伺t重量》 11.11 20.8 ー
一'伊-J..の.勾ラリ-fil(自3 37.8企制 34.3主3.5 ー

tラリーの平均時間【秒】 u土1.0 8.3土1.4. 9.2 

シングルス ラリー冊む瞬間凶)0)事均時間【働 lUま且7 17.21:2.5. ー

官固のラリーにおける平勾釘e(打} 邑a企1.0 7JJ土1.4. 15 

ltrに聾する平~扇安時間(8) 1.1由主0JI5 1.07土0.07. ー
一wok...-..vn&t --... 国主0.1 O.A8主Q.CI9 ー

H5'J-IlIll(掛 18.7まU 22.2:1:4JI 28.8 

tl.ラリー省I!l(釘 17..3まU 21.91:ω・ b帽師24.会5SD} 
表1:文学女子I<t--a:，トン鶴銭におけるゲーム分析結果ー覧・p(白血四組方文会
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バスケットボーノレにおけるスクリーンプレイの効果的活用方法の検討

0大山泰史 八板昭仁 川面剛(九州共立大学)竹内奏太 長嶺健(福岡教育大学大学院)

キーワード:バスケットボール スクリーンプレイ スクリーン数 対時打破 身長差

緒言

バスケットボールにおける攻撃戦術は、ルールや

競技者の能力、技術により年々変化しているロ近年

のゲームでは、スクリーンプレイを利用した攻撃が

数多くみられ有効な戦術のひとつと考えられている。

先行研究において試合中のスクリーンの頻度や曾j合、

種類、勝敗との関連などの様々な研究報告がなされ

ている。しかし、スクリーンプレイの有効性を示す

攻撃結果との関連を示したものは見当たらない。

本布開丈 1巨肢激費量とおけるスクリーン数と攻態結果

骨髄棚らカヰこし、スクリー〉ゲレイ0瀕犬とク」ムに

おける有刻由こ合、て糠すしようとするものである。また、

スクリーンプレイによってゲーム中の体格差を補う

ことが可能であるかを併せて検討することとした。

方法

対貌丈第64巨往日本大挙パスケット元手ーノL這百議入会

男子Uチ}ム侶崩芝プロック8チ}ム、関東プロック以

外4チーム〉である。また総攻甑現役llID回のうち1

巨政鋼部こスクリーンを崩丘1回以団関し刀、る441プ

レイを用r、ることとじた斗VIR撮影した映像を沼ζ賠開

綿こスクリーンカ泡こった場所、ショット矧賠、対時め

打破をま緑じたな拡対鰍坊]磁こ関して同盟1明随

制。の購嚇側帯係を参考尚樹摘したも

のへと変更したものを剰聞した

言E録したものを全体ー関東プロックのチーム、関東プロ

ック防防チーム観弓街した鋸協議樹処理.Y-rrっ
た続制盟;:Jj入2群の母瞬時制錠を用いたλ関

東プロックのチームと関東プ'ロックJ2J61.のチ}ムの身長を

比較する掬砿t椋佳用J九ともらも締拠趣崎意

樹立、組際事5倒錯相淀した
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結果・考察

表1 1回の攻撃におけるスクリーシ教と対時打百周Uの攻撃成功率
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スクリーンを1回以上利用した場合の攻撃成功率

は37.2%であった。表1の3つの項目でスクリーン

プレイを用いる際に3回以上のスクリーンを用いる

ことが有効である傾向が見られた。特に、アウトサ

イドスクリーンでは3回以上のスクリーンプレイを

用いることは効果的であり 75.0%と有意に高い成

功率を示した。 1回の攻撃で複数回スクリーンを用

いるということは、スクリーンを連樹句に位掛ける

ことでオフェンスに時間をかけ、相手に長い時間デ

ィフェンスさせることである(日高、 2013)。この

ように長時間ディフェンスをさせることで矧痔を困

難にさせる要因であると考えられる。

また、関東プロックの選手と関東以外の選手の身

長を比較すると関東プロックの選手の方が 1%水準

で有意に高かった。スクリーンを8回以上利用した

際の攻撃成功率は、関東ブロックが39.2%、関東ブ

ロック以外が53.1%であった。関東プロック以外の

攻撃成功率は、全体の攻撃成功率と比較すると 5%

水準で有意に高い差が認められた。このことから、

関東プロックとの体格差は複数回のスクリーンプレ

イで補えるのではないかと考えられる。
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大学生アスリー トにおける方向変換能力の向上につながる

トレーニング、方法の検討

O小屋菜穂子(九州共立大学)

キーワード方向変換走 (COD) プライオメトリッタトレーニング球技大学生アスリート

緒言

プライオメトリックトレーニングには、爆発的な

筋力発郷、走能力に影響を及ぼすとした報告が数多

くあり (Sheppard，2003，2004)、現世スポーツで日符

的に取り入れられている。現段階では、直線走では

プライオメトリックトレーニングが有効であるとし、

う報告は数多くあるが、方向変換走 (以下 COD)

での報告は少ない。そこで本liJf1Eでは、球技を専門

とする大学生アスリートを対象に、CODの向上を目

的としたプライオメトリックトレーニングの効果を

検討した。

方法

l 女I象者
主操者は、大学体育会クラブに所属する男子学生

39名である。39名のうち、トレーニング群を25名、

トレーニングを実施しないコントローノレ'll平を 14名

に設定した。 トレーニング群には、プライオメトリ

ックトレーニングを、週2回の猿渡で 12週間実施し

た。

2， ðl~Á主項目

トレーニングtpm司(12週間)の前後に、垂直
方向へのジャンプ (3種類)、水平方向のジャンプ (4

租努O、直線走 (5m、20m)、COD (4種類)を測定
した。

3， 統計処理

測定値は、すべて平均値4烹準偏差で示しTこ。

トレーニング前後の測定値の有志:差検定には、 211草
間における対応のある t検定を行った。また、方向

変換走と関係の深い測定項目を検詐ド「るため、方向

変換走を従属変数、各at~定項目を独立変数とした重

回帰分析を行った。有意基準は、 Pく0，01とした。

結果と考察

12週間のトレーニング後、トレーニング群は、垂

直方向へのジャンプ(VJ)、水平ジャンプ (HJ)、

直線走、 CODすべての項目において、有意な向上を

示し (pくO訓)、 トレーニング効果が窺えた。 VJは

約 11%、HJは約7%、RJ-lndexは約 17%、直線走は

約 5%、CODは約7%の向上であった。 しかし、

コントローノ川洋には、有意差が認められなかった。
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さらに重回帰分析の結果、 VJ、E却ともに、直線
走と地l唆して、方向変換走により大きな影響を与え
ていることが示された。
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本研究の トレーニング‘は、直線走よりも方向変換

走に影響を与える可能性が高い。さらにジャンプを

方向別に判断『すると、水平ジャンプ (HJ)よりも、

垂直ジャンプ(VJ)が、直線走よりも方向変換走に

効果をもたらす可能性が示唆された。
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共分散構造分析によるバスケットボールの
スクリーンプレイにおける状況判断の構造モデ〉レ
八板昭仁(九州共立大学) 青柳領(福岡大学)

スクリーンプレイ，状況判断

beforeJ， rオフボーノレスクリーンユーザー&血事jな
ど15項目にまとめた.これらを因馬台析の観測変数に

して再度、探索的因子分析を行った結果を参考に， rオ
ンボーノレスクリーン針子前のユーザーの状況判断J，

「オンボールスクリーン試行中のユーザーの状況判

断j，rオフボールスクリーン荷予前のユ一千ーの状況
判断j，rオフボールスクリーン椅子後のユーザーの状
況判断j，rスクリーン荷予前のスクリナーの状況判断J，
「スクリーン争切子後のスクリナ}の状況判断jの6つの

構成概念を想定し， F包3に示すパス図を描いて共分散

構造分析を行った.その結果このパス図は， χ~105.9
[df=84]， GFI=O.923で，十分なモデルへの適合度であ

った.その中で構成概念と観測変数の関係においては，

fオフボールスクリーン令財首自のユーザーの状況靭断j

では「オフボールスクリーンユーザー duringJ(0.528)，

「オフボールスクリーン骨材T後のユーザーの状況判断j
では「イージーレシーブ、プロックユーザー afterJ

(0.側)，スクリーン椅子前のスクリナーの状況判断J
では「オンボールスクリーンスクリナー beforeJ

(0.634)， rスクリーン曾母子後のスクリナーの状況判断J
では「インサイドスクリーンスクリナー afterJ 

(0. 193)がそれぞれ高値を示した.また，構成概念の関

係は， rスクリーン前行前のスクリナーの状況判断Jか
ら「スクリーン尚子後のスクリナーの状況判断jへ発

展する関係、(.698)が高値を示した.

結論

スクリナーのスクリーン訓子前後の状況判断には，

発尉生のある強い関係があり， rオンボールユーザーj
「オフボーノレユーザ~J rスクリナ~J のそれぞれのス

クリーン令明T前の状況判断に関係は認められなかった. 
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図1 スクリーンプレイ

キーワード:共分散構造分析，パスケットボール，

緒言

バスケットボールの攻撃におけるスクリーンプレイ

は， 2人以上のプレイヤーが協力することによって集

団的な対持を打破しようとするものである.ゲームシ

ーンにおける味方プレイヤー相互の位置関係キ相手プ

レイヤーの状況の理解などによるプレイ選択の判断が

重要といわれている.近年のゲームでは，対11$伏態を

打破Fる最も有効な戦術のひとつとして多くのチーム
が誠子しており，その頻度キ容j合，種類，勝敗との関

連などの研究報告がなされている.スクリーンプレイ

は，主にボ吋嚇持者が関わって誠子される α1baIl 
舘聞はボール非保持者同士が謝子するOffball釦蜘1

に苅日され，そのプレイヤーはUserとSα関町に役割

を分類できる.多様で難易度の高いスクリーンプレイ

における状況判断能力の構造を明らかにすることは，

効果的な指導法の確立に貢献するものと考えられる.

本研究は，様々な後宮jによって成立するバスケット

ボールのスクリーンプレイについて，その状況判断能

力の潜在的な構造を共分散構造分析を用いて検討した.

方法

バスケットボールのスクリーンプレイを対象とした

包掛枕状況判断能力テストをバスケットボー内3に

所属する男子102名，女子卯名の大学生192名に実施

した.テストは，第63回全日本大学ノミスケットボール

選手権大会の6試合の中からスクリーンプレイを適宜

選択し，様々なスクリーンプレイにおける湛脳協知

(18項目)七'選択的注意(18項目)ぺ H認知・予測(19

項目)ぺ'意思決定(19項目)"の4つの過程からなる計

25シーンについて，その後の状況やプレイを問う 65

項目で構成した.各項目の正答は8名中4名のバスケ

ットボール指導者の解答が一致したものとしたこの

各項目の正誤に探剰句因子分析を行い、互いに関連の

高い項目の合計点を因果分析の観測変数としたさら

に観2版激に再度、探索的因子分析を行い、園都台析
での構成概含、とした。そして、これらの構成概念の因

果構造を共分散構造分析によりパス図に表した.

結果および考察

65項目の探耕句因子分析の結果によって， rオンボ
ールスクリーンユーサ-ba田J，rインサイドスクリー
ンスクリナー a伽 J，rブロックユーザー(ペイント)
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バスケットボールの速攻の「流れJのチーム別特徴の因子分析的研究

川面剛、八板昭仁、大山泰史(九州共立大学)青柳領。富岡大学)

長嶺健、竹内奏太縄問教育大学大学院)

キーワード:ファストプレイク アーリーオフェンス

目的

バスケットボールにおける速攻でのプレイや状況

はその前後のプレイや状況の影響を受け、これらの

聞には関連阿南する.さらに、その関連はチーム

固有の戦術や選手の身榊句特徴の影響を受けると考

えられる.そこで本研究は速攻でのプレイや状況間

の関連を因子分析を用いてチーム別に検討する.

方法

対象は2009年および2010年度bjリーグに所属す

る7チーム聞の12試合切Tわれた、速攻を意図した
648プレイである.そのプレイに関して fボール獲

得の手段Jrボールマンへのプレッシャー数Jrボー
ル獲得エリア縦Jrボーノ同重縛エリア横Jrボール獲
得後プレイJrボールを進めたレーンJrCL越え OF

人数JrCL越えOFとDFの差Jr速攻に関わった人数J

「ドリプルをした延べ人数Jrパスをした述べ人数j
「シュート時DF人数Jrシュート場所Jr攻撃形態j

rFBが成立した否かJr獲得一CL時間j印L-S時間J

計17項目(表1)を記録した.これらのデータにつ

いて尺度水準に応じて相関係数、独立係数、相関比

を用いて相断予列を求め、ミンレス法およびパリマ

ックス基準による直交解をチーム別に求めた.

表1.項目名

鰐e5パフ才一マンス項目 項目略

1 ボーJi-irl!量得した樋顕 ポー1"頃得a錫

2 ポールをm得した時のポール・マンへのプレッシャーの人徳フレッシャー敏

3 Jtt-Ji-を.得したヱリア{緒方向} 信縛エリア鑓

4ボールを磁得したエリア{償方向} 11縄エリアUI， 

5 ポーMI得後の週顕{ドリブル官パス} 窓縛t量平段

レーン

6ポールを遭ぶレーン

7 ボールをiIIぶ時間{ポール磁得後からセンターラインiI:で〉 橿掲・a.・~1IIl

8 ドリブルの図書r(aベ人敏} ドリブルIt

9 パスの図敏{延べ人敏} パス敏

10ポールを運んだ人B(1-5人を選ぶ} 。沼んだ人位

11センターラインを飽えた時怠でのフロントコートにいるOF人 CLS糊 OF)
B 

12セ叡ンターラインを鐙えた時点でのフロントヨートにいるDF人 1 CL鎗え鉱(DF)

. 
13ボールを選ぶ時間{センターラインからシュートまで} I CL・S崎間

14シヨットをした編Ifi シ量ヲト~F.野

15シヨット簡にプレッシャーをかけているDF人叡 ;ショット時DF依

16ゴール ヨール

17狙頬 !韓.1J1iJ

結果および考察

7チーム別に因子分析を行い、表2の各因子を得

た.固有値のスクリープロットから判断すると、S89

チームはl因子(Fl)が抽出され，全ての項目に有意

な負荷量を示した因子であった.これは、このチー

ムがフアースト・プレイクを奇跡た際、ボール獲得

状況やディフェンスの防御状況によってチーム固有

の一連のパターンがあり ボー凡運びの状況に応じ

て速攻のプレイパターンを変えるということがない，

単調なri事攻の流れJを有しているチームといえる.
HPチーム・ RFチーム・NAチームはスクリープロ

ットからは2つの因子が妥当で，各々「獲得手段，

ボールの運て肋，ポール運びの速さなどの項目に有

意な因子負荷量を示した因子(Fl)Jと『ボール獲得

時の状況，その直後のプレイ，シュート場所，攻撃

形態に有意な因子負荷量を示す因子(陀)Jであった.

これらのことから，これらのチームでは， rボーノL獲
得状況やボール運びの状況次第でコート状のボール

運びの決める流れJと，それとは別に.rボール獲得
状況やボー凡運びに応じてシュートする場所を決め

たり，アーリーオフェンスに切り替えたりすること

を適宣決める流れJを有しているチームといえる.

TGチーム・ SBチーム・ TAチームでは3因子が抽

出され、下記のF2因子が、フロントコートとパック

コートでのボール運ひ.の速さを決定する項目聞に

別々の関車が見られ、別の因子として抽出された.

これは、これら3チームに共通して，センターライ

ンの前後でボール運びの遅速を適宜，ボー凡獲得や

ボール運びの状況に応じて変えている流れを有して

いるといえる.したがってこれらの3チームは速

攻の攻め方としては最も柔軟性に富み，臨機応変な

流れに基づいていることになる.それに対してS89

は攻め方が単調で，最もチームの戦術に忠実な速攻

を試み，個人のフリーランスが少ないといえる.

表2.抽出された因子名

チーム者 国平

ボール盤鮪からシュ→まで←ム固有@ー因遣子の名パ併シ@勤鑓S 円

Ff ポール樋ぷ人散や}!1J1.ル・I~の彊度胸囲に隠する走れ
HP. RF. NA 

隠 ポールの鵬慨が鵬鋤攻撃協畠鶴崎勤

Ff 内フル・，収入御4セン炉ライA伽鶴田敏める茸れ

TG. SB. TA n ポ~M温鰍翼が雌鵬瑚蹄鈍.ぬる謝峨踊勧
悶 レーン・酎nた人蝕・ClJlぇOF人制センチライン割献での融欄訟踊勧
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平行棒の後方車輪における手のすべりに関する研究

山下龍一郎(九州共立大学)

キーワード 小指球の密着懸垂体勢の姪りの先取り

序論

運動指導における目標は、学習者にコツを身に付

けさせることが主題であるといえる。コツの指導は、

自分が!f!IJいたときの感じを参考に行うのが一般的で

ある。しかし、白穣 (2007)は、運動に習熟した者

でも、そこに技術的認識がない場合には動きの感じ

を:前哉することができず、必ずしも指導に役立つ湿

lfOo.i!¥¥覚意識を持っている訳ではないと指摘している。

さて、本却wt;で取り上げる平行俸における後方車

輸は、技の習熟にあたって手のすべりの克服が緩め

て重要な意味を持つ。 一方、手のすべりと関連付け

た身{本操作について技術i的因子として取り上げられ
ることは無く、当然、指導法も構築されていない。

そこで、本研究においては、後方11日|翁の振り下ろ

し局面における握り操作に焦点、をあて、手のすべり

の原因究明及び、それを1iJlJilするコツを明らかにし、
手のすべりに悩む現場の選手、 指導者に有主主なlfVJ感

情報を提示することが目的である。

方法

被験者は、後方I倒翁の米習熟者である当王者とする。

筆者が後方llD愉における手のすべりを克服する撮り

操作を習得した過程について、金子 (2006)の提唱

する古11発分析を行い、コツを明らかにする。分析の

基礎資料収集のために筆者の実施を随H寺ビデオ抗出

した。具体的な検証の内容は以下に示す通りである。

1 手の指を相官の外側にr，~~、た振り下ろし

2. ，J、指球で格を外側lに押す振り下ろし
3. 手首の落としを意識した振り下ろし

4.小指を握らない振り下ろし

結果と考察

手の指を外イJlIJに開いて振り下ろすこと(図 1)に

より、指で体を引し、て握る感じ(図2左)が影を潜

め、手のひらの意識が鮮明になり、手のすべりが生

じるときには、肩が俸の高さを通過する局面で小指

球の筏着が蹄れる感じがすることが明らかとなった。

これを解決したのが、小指球で株を外イ)lIJ.......J1II-jj操作

である (図 2右)。棒を縦向きに撮って後方に回転

する技の構造上、手の振りは支持体勢では挙が俸の

内~lIJに向し、た内手、晃正重体勢では主主が俸の外向自lIJに

向いた外手へと移行するが、 m.者が行った梼を外1JlIJ
吋叩ずillIJきは、慰霊体勢併手握り)の先取りとし

て働き、小指球がずらされて密着が弱まることを抑

制できたものと恩われる。しかし、ここでは、倒立

から体が水平になる振り下ろし局面において小指球

を支点にして手がやや回外、尺屈し、旅を深く握り

直寸-j~作が行われていた(図 3) 。 これは筆者が意図

的に行った操作ではないが、支持から懸垂の移行に

おいて手が椀屈、囲内されることを考慮すると、余

計なf1i性が生じて手がすべる要因になると思われる。
そこで、加藤 (1991) が「手首の尺'1~'íJl!1を内側に

寄せる操作」とする手首の落とし(図 4)を意識す

ることで修正を試みた。すると、絡を握り直すこと

なく手を検屈、 {中展させて小指球を外側lに押すこと

が可能となった。また、手首を務としたところから

小指球を外侃11に抑し続けるには、振り下ろしに合わ

せて手を秘極的に囲内させることが有効であった。

l量後に、 ノl帽を握らなし、で振り下ろすことで、コ

ツの核と思われる小指球のttl'しを意図的に消去し、
技を失敗にi皇いこむコツの11([認を試みた。そこでは、

小指球の密着を保てず、手のすべりが生じTこ。

以上の考察から、小指球で棒を外側lト押して密着

を保つことに加え、手首の落としからの手の積極的

な囲内操作を行うことで外手握りを先取りすること

図3深く握り直す振り下ろし 図4手首の務とし



体幹機能を高める体幹トレーニングの有効性に関する研究
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(佐賀大学大学院)・池上寿伸(佐賀大学)・坂元康成(佐賀大学)

体力要素トレーニング効果体幹トレーニング

リン

キーワード:体幹機能

Oゴウ

る。他の測定項目では顕著なトレーニング効果

が認められなかった。

しかし、ランニングジャンプと脚伸展速度、

反復横跳びにおいてトレーニング後に測定値

が向上した群(以下、上位群とする)はトレー

ニング前後の対応する t検定の結果、有意差が

認められた。 (Pく0.05)

次に動作分析より、反復横跳びは左右への身

体重心の移動幅が減少し、腰の安定性が見られ

た。また、図 1からランニングジャンプの上位

群では助走踏込みから離床にかけて、身体重心

の水平移動速度の安定により絶対速度が維持

された。さらに、脚伸展速度がトレーニング後

に顕著な向上を示した。これにより、跳躍中の

膝屈曲位から離床にかけて、膝にかかる一定の

重力負荷の元で発揮される脚伸展スピードの

重要性が示唆された。

今、、ー¥

IJ. 

7そ

的

体幹(コア)はすべての動作の源であり。体

幹機能の向上により、運動のパフォーマンスが

向上するo このことはスポーツ選手にとっても

重要なことである。

本研究では体幹を安定させる能力に加え、立

位姿勢のバランスをとる能力をトレーニング

課題とし、その効果の検証を目的とする。

目
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方

被験者は、高校男子バレーボール選手 7名で

ある。週4日の体幹トレーニングを 2週間実施

した。被験者の体力に応じ、バランスボール及

びメディシンボール、リアバランスシューズ等

を段階的に用いるトレーニングを実施した。ト

レーニング開始前とトレーニング後の2回にわ

たり、筋力(K.IN-COMisokinetic dynamometer 

によるアイソトニックス・ 110Nxl0rps)並びに

体力・運動能力の測定により、トレーニング効

果の検証を行った。検定には対応のある t検定

を用い、有意水準5%とした。

また、トレーニング効果に関わる要因を分析

する為に、ランニングジャンプ及び反復横跳び

中のVTR撮影を240fpsで行った。動作分析は、

アプライドオーフイス社製二次元行動解析プ

ログラムを用いて、フォーム分析や身体重心移

動速度算出等の比較検討を試みた。

法

10 

8 

b 

4 

2 

o 
2 ~ 4 7 10 1.3 16 1.9 2.2.お
トレーニング前刷preJVD2(240::::Jマh偶・'

-・MgE一
個
帽

a緯

ランニングジャンプ中の身体量心移動速度(上位詳の例}園1

結果と考察

トレーニング後の上体起こしがおから 38回

に増え、有意差が認められた。 (P<0.05)メデ

イシンボールを用いた体幹トレーニングによ

って股関節周りの筋力が高まったと考えられ
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砲丸投・回転投法におけるファーストターンの

反動動作が砲丸及び身体重心に及ぼす影響

0豊里健(鹿屋体育大学大学院) 瓜田 吉久・金高宏文(鹿屋体育大学)

キーワード:砲丸投げ・回転投法ファーストターン反動身体重心速度全身の加速

目的

砲丸投・回転投法は投げ動作以前の準備動作で

全身を加速させることが重要であると報告され

ている。(渋川 1968，田内 2006)。しかし、全身

を加速する方法について記述された研究が少な

い状況にある。発表者は全身を加速させるために

ファーストターン中に反動動作を取り入れたと

ころ、投郷距離を 14m68から 15m75へ記録を向

上させることに成功した。しかし、発表者の取り

入れた反動動作が砲丸及び身体重心に及ぼした

影響については競技者の憶測をでない。そこで本

研究では、砲丸投・回転投法におけるファースト

ターン中の反動動作が砲丸及び身体重心に及ぼ

す影響を明らかにすることとした。

方法

【1】被験者は回転投法を用いている大学男子競

技者 1名 (PB: 17m28) とした。

【2】実験試技は反動を用いた試技と用いない試

技をそれぞれ各8投最大努力で行ったo

【3】測定方法はフォースプレート (kistler社製)

と光学式モーションキャプチャーシステ

Mac30 (Motion Ana1ysis社製)を用いてフ

ァーストターン中の地面反力及び投榔動作

を測定した。

【41本研究における反動とは、身体の沈み込み

と前方へ腔を倒し、地面から反発をもらう

動作である。

【5】投郷局面は以下に示す通りである。

私~~ミ~1tÄ
とアヲJlJJ A>IOa:D 0:滋詫沼崎|

結果

①投榔距離は反動ありで有意に高かった。

(投榔距離:反動あり 15m62，反動なし 14m26)

②反動ありで各局面において身体重心速度が有

意に高く、砲丸速度においては各局面で有意な変

化がみられなかったo

③ファーストターン中の地面反カは反動ありで

どちらも高い傾向にあり、特に水平方向の地面反

カが有意に高かったo

④ファーストターン中における水平方向の地面

反カと身体重心速度 (L-ofI)の相関については、

r=O.808 (p<0.01) となり、正の相関関係が認めら

れた。

考察

これらの結果から、砲丸投・回転投法においてフ

ァーストターンで鉛直方向より水平方向への地

面反力を高めることが身体重心速度を高めるう

えで重要と考えられる。反動を用いたファースト

ターンは水平方向への地面反カを高め、身体重心

速度を投射直前まで高めることに成功した。

本研究で発表者が用いた反動動作はに影響を与

えられたと考えられる。

よって、ファーストターンで反動を用いること

は全身の加速に貢献し、投郷距離の獲得に貢献す

ると示唆された。

図2. 地面反カと身体重心速度(水平)の関係

図3・4. 砲丸速度&身体重心速度



162 

体操競技男子あん馬における「縦向き旋回」に関する一考察

松井雄介(鹿屋体育大学大学院) 北)11 淳一(鹿屋体育大学)
キーワード:体操競技、あん馬、両足旋回、縦向き旋回、肩からの反転運動

目的

2006年に国際体操連盟が改正した体操競技のル

ールでは、高難度の技を演技中に入れ、演技の価

値点 (Dスコア)を高めることが、上位入賞を果

たすーっの要因となっている。そのため、来各グ

ノレープから高難度の技を演技に取り入れ、演技価

値点を上げなければならない。しかし、日本人選

手のほとんどが「旋回移動技〈グループm)Jや、「上

向き転向、下向き転向(グループIV)Jの技で高難

度の技を実施し、 Dスコアを上げている。「旋回

技、旋回ひねり技、倒立技(グループII)Jの技に

おいては、ー把手上縦向き旋回などにより B難度

を獲得し、グループ要求を得る傾向にある。しか

し、全日本選手権や国際レベルの大会で、上位入

賞を果たすには、 fグループIIJ技群での高難度

技をさらに演技構成に入れ、 Dスコアを上げる必

要がある。よって本研究では、『グループIIJの

縦向き旋回 1回ひねりに焦点をあて、「グループ

IIJの技を日本人選手に普及し、日本の体操のあ

ん馬が世界に通用するものとなることを目的と

した。

※現在のルールでは5つのグループがあり、どの

技もグ‘ループI---Vのどれかに属している

方法

1.研究対象:対象はK大学の体操競技部員2名

を対象として行った。習得までの過程をデジタ

ルビデオカメラで撮影し、習得した際に得られ

たコツを、これから習得する選手に提示し、ど

のような変化があるかを観察した

2.撮影方法:カメラ位置:あん馬の馬端の中心

から 3m離れた高さ1.5mの側方位置に設置

3.考察方法:撮影した映像を基に連続写真を作

成し、基礎資料とする。基礎資料から、技術的

なポイントを探る。

結果と考察

習得者の初期段階の連続写真では、 2回目の旋

回で1回ひねりを終えておらず、技としての熟練

性は低いものであった。この時の習得者の感覚は、

「腰の返しを意識して手を早く着くJと述べてい

ることから、身体の切り返しを行ってから手を着

きに行くことで、 2回目の旋回のひねりに遅れが

生じているものと考えられる。習得後の連続写真

では、習得者は体の切り返しが早い段階で終了し

ていることがわかった。習得者の感覚を分析した

ところ、『後ろを向くようにして手を早くあん馬

に着き、あん馬を押すように肩を回すj と述べて

いることから、肩を中心として力をかけており、

腰の返しだけでなく、肩から反転運動を行ってい

ることがわかったo このことから、習得前では身

体の切り返しを意識しているが、習得後ではまず

手を着きにいき、腕のカを利用して身体を切り返

すという感覚の変化が、重要なのではないかと考

えられる。このコツを、練習中の選手に提示して

変化を撮影した。その結果、提示前では切り返し

と着手が遅く、バランスを崩してしまい、 2回目

の旋回に入れなかったが、提示後では、身体が切

り返っており、支持の姿勢をとれるようになった。

このことから、習得までの過程において、習得者

の得たこの感覚は、非常に重要と言える。

まとめ

以前は腰の返しによって行う技とされていた

が、今回の実験から肩や腕を利用して身体を切り

返して行う技であることがわかった。しかし、各

選手の持っている旋回の質も、技の習得に関係が

あるのではないかと考えられる。よって、旋回の

質がこの技にどのように影響するのかを今後の

課題としたい。
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予備動作とグライド動作の連動を意識したトレーニングが

砲丸投の動作改善に及ぼす影響
一大学男子選手の取組事例より一

0加藤忠彦(鹿屋体育大学大学院) 瓜田吉久・前田明(鹿屋体育大学)

キーワード:事伊即院砲丸投動作の変化投鯛菊髄鱒

緒言

砲丸投グライト波法は予備動作，グライド動作，

投げ動作，制動動作の4局面で構成され，その投榔距

離獲得には投げ動作が最も主要な局面である.そして，

更なる投強鵬儲鱒には投げ動作に入る以前の予備

動作やグライド動作が必要不可欠である.

本事例で取り上げる選手(以後， A選手とする)は，

自身の投蹴馴乍において予備動作やグライド動作に技

術句問題があり，それらが搬鵬倍野得を目指す上で

妨げになっているという考えに至った.そこで，これ

らのまだ術的問題を改善するためiこ独自のトレーニング

方法を考案・実施した結果，投郷距離を12m64から

13m87へ伸ばすことができた.

本研究の目的は A選手が実施したトレーニング方

法を提示し，その有効性を検証するとともに，同様の

問題を抱える選手に役立つ基礎資料を得ることとした

方法

1.樹食者

被検者は，大学男子砲丸投選手1名である.

2.対象期間

A選手が自身の投撹動f宇の改善に着手した2010年
12月から2011年10月までの，約10ヵ月を対象とし

た.

3.トレーニング方法の考案並びに検証

A選手の技強働宇のm術的問題を拒彊し，それをも
とにトレ}ニング方法の課題を設定して，課題解決の

ためのトレ}ニング方法を考案した.また， トレーニ

ング実踊織の投開馴乍の此鍛並びにA選手の内省報

告により，実施したトレーニング方法を検証した.

1)課題設定:A選手の課題は，①予備動作で身体の
バランスを保つ，②上体の前傾姿勢を保ちながら，瞥

部を後下方に落としてグライド動作に入る，③臨甥

のまま後方に移動する，(!凌脚を真後ろに蹴り出し，

Heel-To争Pω温州右腫と左爪先が，投榔苅向に対して

直線である構え)を作る，という 4点であった.

2) トレーニング方法:課題解決のため考案し，実施

したトレーニングは，両脚支持グライドトレーニング，

T-~倒tion ダンベルドリノレ，片脚グライドトレーニン

グ，ハードノレ支持グライドトレ}ニングの4つであっ

た.

結果と考察

トレーニング実施前後のA選手の投鱒畷d乍を図1に
輪郭図で示した. トレーニング実施後，予備動作で身

体のバランスを保てるようになり，グライド動作に入

る際，上体の前傾姿勢を保ったまま腎部が後下方に移

動するようになった.また，グライド動作で身体が上

方に恩院3なくなり，後方に勢いよく進んでいた.そし

て，左脚を真後ろに蹴り出し， H民1・Toe-PI倒6仰を作れ
ていたこのような動作の改善が達成された結果，動

作全体の勢いが増して，投榔距離の増大に繋がったと

考えられる.

トレーニング実施後A選手は， r身体が安定したこ
とで，安心して楽に予備動作を行えるようになったJ，

また， rスムーズにグライド動作に移行できたんそし
て，「余裕をもってグ、ライド動作を行えたにも関わらず，

身体が寸分に力防車し，勢いよく投げられたように感じ

たj という内省報告をしていた.

以上のことから， A選手が考案，実施してきたトレ

ーニング方法は，設定した課題解決のために有効に働

いたと考えられ，問題動作を改善できた.そして，自

己記長知向上に繋がった.

実

空
図1 トレーニング実施前後の投鏑動作の比較
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踏み足動作を利用した水泳用フィンの研究開発

0関野義秀 (鹿屋体育大学大学院) 田口信教 ・赤嶺卓哉 (鹿屋体育大学)
キーワード踏み足水泳フィン

目 的

フィンはキックによって推進力を得る泳具であり E

-A帥I;Jに普及してb、る製品はパタ足並1I作もしくはドノレ
フインキック@Ii'乍により推進力を発生させるものが多

く，平泳ぎのキック馴件踏み思リj作により割出力を

発生させるフィンは少ないそこで，大きなパワーを

発拘そすることができる脚力を効率よく利用するために，

麟み厄fYli'乍を利用して推進力を得ることのできる泳具

の開発について考察することを目的とした

方法

フィンスイミング経験者2名(平均22.5:1::0.5比坊に

対して!l!E一存のフィン(ロケットフィン社製モノフィン)

を用いて試泳を行った.!IlIJ!惑およひ滋若感等について

質問を行い，踏み厄砂J作を利用したフィン(以下「ステ

ップフィン」と略す)作製の参考とした得られた結果

から，以下に示す常設主のステップフィンを作成し，そ

れぞれのフィンにつして奇跡を行い，アスリートの動

感を中心とした考察を行った.

l.T型ステップフィン個 1)
フィン部は!l!E有のモノフィンの板部を使用し， フィ

ン部の付け根部分から延長上にアクリノレ板を接合した

アクリノレ板の先端部分に取り付けられたブーツを両腕1

交互に踏み込む!IlI1作により推進力を得る.

2. L型ステップフィン(図2)

フィン部は既存のモノフィンの板部を使用し，ブー

ツl対反部の付け根部分に，フィンの負淵仰lにかかと側，

付け糠側につま先側となるように取り付けた談合し

ている剖l分はつま先制!Jのみである かかとを岡山l同時

に踏み込む動作により推進力を得るー

3. A型ステップフイン個3)

モノフィンの板宮1¥のような形に形成されたアクリル

板に，浮力を7防止するためのスポンジゴムを張り付け
たものを2枚使用し，それぞれの付け根部分をハの字

に談合した.内側に引きパネを取り付けて2枚の板を

悶定した接合印を同開て踏み込む印J作により何進力
をt与る

結果およひ常祭

l. T型ステップフィン

フィン全体の浮力が足りず，フィンからブーツまで

のE倒伽2長いことから，スト リームライン制呆持とフ
ィンを!fillかすことができず.~:Eい十街並カを得ることは

できなかった

2. L型ステップフィン

T型同様に浮力が足りず，ストリームラインの保持

が困難てーあった.また，ばねの力が弱く，キック後の

フィンのリカバリーが遅延し，正月し寸的i主力を得ること
はできなかった

3. A型ステップフィン

スポンジゴムにより，浮力を得ることができた し

かし，蹴り込んだ1探に，フィンの開きが180度Eλ上に

なってしまい， 力が逃げてしまった また，素材が簿

<;1霊いアクリノレ板であったため，高し、打他力を得るこ
とはできなかった

まとめ

3和瀕のステップフィンを製作し試泳を行ったが，

b ササしのフィンにおいても高し明他力を得るには至ら

なかった しかし，既存のフィンに比べると，足部や

足首への負担は少なく，今後は踏み足動作に対する反

カを5i1J率よく利用できる形状にっし、て検討する.

U 
図2.L型ステyプフィン

図l.T型ステップフィン h

図3A型ステップフィン
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間欠的な Stretch-Shorteningcycle運動の

遂行能力に関する研究

0鈴木康信(福岡教育大学大学院)池田修(福岡教育大学)

キーワード:間欠的運動，Stret品-Shor岡崎cycle，無気的ノミワー，有知情久力

1.緒言

球技スポーツでは，種目に特有な体力として間

欠的なハイパワー発揮能力が要求される.これは，

ダ、ツシュやジャンプなどの数秒のハイパワー運動

を，ランニングなどのローパワー運動を挟んで，繰

り返し発揮する能力である.一方で，各種の跳躍や

フットワークは伸張一短縮サイクル運動

( Stretch-Shぽ随時Cycle，SSC)が極めて短時間

ω.1秒から02秒)にパリスティックに遂行され

る運動である.そのために優れた球技選手はパリ

スティックな SSC運動を長時間にわたって間欠

的に発揮し続ける能力に優れる事が重要である.

そこで本研究は長時間の間欠的な SSC運動の遂

行能力の変化と無気的パワーや有気的持久力との

関係について検討することを目的とした

H.方法

1.被験者

大学男子ハンドボール部員 12名(年齢 19.8土0.9

歳，身長 177.倒.Ocm，体重71.8封 .8kg)を用いた.

2.無気的パワー

被験者に，典型的な SSC運動であるその場での

5団連続跳躍σ即)を最大努力で行わせ，その際の
踏切時間体)と滞空時間(包)をマットスイッチを用

いて測定した.無気的パワーの指標に

は，匁Jindex[(1I8・g-旬2)1tc]を用いた.

3.有気的持久力

有気的持久力の指標として，最大酸素摂取量

(V02max)を用いた.測定には傾斜0度での多段階

速度漸増方式によるトレッドミル走を用いた.

4.間欠的なSSC運動の遂行能力

被験者に，最大努力による匁Jをセット聞に30

秒澗のランニング(インターバルテスト 1)およ

び完全休息(インターバルテスト 11)をはさんで

20セット行わせ，各セットにおける 5即の踏切時

間，滞空時間を測定した.間欠的な SSC運動の遂

行能力の指標には，各セットにおける匁Jindexを

用いた.

m.結果および考察
本研究から， 1)SSC運動の遂行能力は間欠的な

長時間運動において低下していくが，その遂行能

力の高さには無気的ノ宅ワーの優劣が有気的持久力

の優劣よりも大きく影響すること，2)間欠的な

SSC運動の遂行能力の低下率には，無気的パワー

が有気的持久力よりも大きく影響することなどが

認められたこの結果には，本研究で用いたssc運
動の特性や間欠的な運動の時開設定も大きく関与

しているので，今後さまざまな実験条件下で本研

究課題について検討する必要がある.

き
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バスケットボールにおけるショット時の防御状態
と成功率に関する基礎的研究

0竹内奏太，長嶺健(福岡教育大学大学院)川|面剛，大山泰史，八板昭仁(九州共立大学)
鈴木淳，本多壮太郎(福岡教育大学)

キーワード:対峠の打破防御状態 ショット成功率 ショット試行

目的

バスケットボーノレにおいてショットに至る過程にお

ける様々なI~欄の状況は， その正否に大きな影響を与
えるーショットは対1時の打似殺に前泊されるが，ゲー
ムにおけるその状態の程度は微々である それらのシ

ヨッ ト時の防衛吠態は，対時を打荷主し11右衛l者のない状
態での、ンヨット主財T，対~時を打破したがiE俵した11方御
者がある状態でのショット11KiT，対~痔を打破せずにシ
ヨッ トを樹子し防御者に阻まれるとし、う 3つの状態が

考えられる そこで本研究は，ショットとその防御状

態および成功率を調査し，バスケットボーノレの、ンヨッ

トに関する基礎的資料を得る事を目的とする

方法

i対象

訓査対象はJBL(日*'くスケットボールリーグ〕に所

属する8チームの2012-2013レギュラーシーズンの7
試合，939プレイである。
2.調査項目

各試合をVfRに収録し，ショットに繋がる全ての

プレイについて攻撃エリア，攻継形態，ショット位誼，

ショットの成否，ショットl時の防御状態を調査した

ショット時の防御の状態は，対時を打1放し防御者の
ない状態で‘ンヨットi尚T(以下， A‘ンヨット)，対~侍を
杓T¥!liしたが近接した附調l者がある状態で‘ンヨット耕す
(以下，Bショット)， Î<'l~痔を打倣せずに・ンヨットを試
行し防御者に阻まれる(以下， Cショット)の3つに

分類した.

3統計虹盟
統計先盟にあたって，有意差の検定にはχ2ー検定を

用いた有意差が認められたものには，さらにライア

ンの名義尺度を用いた多重上位絞を行った。全ての統計

的な有意オく準はpく0.05とした

結果及び考察

ショット成功率では， Aショットが61%，日ショット
が41唱で，Aショッ トがBショッ トよりも有意に高い値

を示した

3Pショットl時の防御状態とs:i'11支の古'1合では，Aショッ

トが58%，Bショ ットが40弘で，AショットがB、ンョ

yトに対して有意に高い値を示した.これは3Pショ

ットにおいては，対時の打1政治斗づ?に図られている状
態での‘ンヨットが謝?できていると考えられる

しかし，ショット全体の防御状態と頻度の割合を見

ると、 Aショットが49弘 Bショットが4舗であり，A 

ショットと Bショッ ト聞には有意な差が見られなかっ
たこれは， Aショットは‘ンヨット成功率が高いにも関
わらず、試合においてA、ンヨットと 日ショッ トの頻度

に差がないということである。 同じく 2Pショット時
の11方綱取j@.と頻度の割合でもA、ンヨッ トが44%，Bショ
ッ卜が50%で，Aショットと Bショット聞には有意な

差が見られなかった ドライブイン，ポストプレー，

10n 1においては， Bショッ卜がAショットよりも有

意に高い値を示した。これらは， AショットがBショ
ットよりも成功率が高いにも関わらず、Bショッ トがA

ショットより多く樹子されている。これらの結果から，

ドライブイン，ポストプレー， 10n 1において，号揃す
や技術に改普の余地があると考えられる。またドライ

ブインとポス トプレーにおしては他の攻駒彩態と比べ

てCショッ トの書11合も高い。これらは、Bショットと C

ショッ トの自l合が高いことから‘ンヨッ トセレクトを見
直す必姿性があると推察する

結論
本却問は，ショットとその1¥欄欧態およひ減功率を
調査し，検討を行ったところ以下の知見を得ることが
できた
l ショットは， Aショットが， Bショットより，成
:J;IJ率が高い

2. 3Pショットでは，対時の打破がイづまに図られた
ショットの害拾が多し、ことが示唆された

3 ドライブイン，ポストプレー，10n 1において技
制附 i担術に改善の余地があることが示唆された。

4 ポス トプレーとドライブインにおいては、 Bショ

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

ットとCショットの割合が高く，ショットセレク
トの見直しが必要であると示唆された.

AショットBシヨット

A-B NS. 
A-C本*

B-C ** 

-Aショット掴Bショット!BCシヨツ

図 1 s胤再燃とユノヨット同"'"宰 図2 'yヨ γト全体叫時寓砂t態と頻度の割合
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バスケットボーノレにおける集団的な防御行動に関する研究
一女子大学生を対象にしてー

0長嶺健，竹内奏太(福岡教育大学大学院)川面剛，大山泰史，八板昭仁(九州共立大学)
鈴木淳，本多壮太郎(福岡教育大学)

キーワード:パスケットポール防御行動

目的

近年の競技力向上にともなう攻撃力の進歩はとても

目覚ましい。特に個人技術においては向上しており、

ショットを限止するには、ボール保持者と対時してい

る防御者だけでなく、他の防御者との協応の防餅識

を謝子する必要がある。本研究ではボ寸喉持者の

打破に対して、個人的防御ではなく集団的な協応の防

餅子動の試行について調査し、攻撃力の向上に対する

集団的防御の強化を志向する戦術を検討する事を目的

とした。

方法

1. 調査対象者

調査対象は女子大学生のトップレベルのチームであ

る。第悦回全日本大学ノミスケットボール選手権大会ベ

スト8位上の5ゲームの5チームとした。

2. 調査方法

VTRに収録した試合の中で、対時の打破を行う攻断T

動に対して、 2線目、 3線目の集団的防繍子動計識し

た。その集団的防衛府動に対してボール保持者の攻撃

行動とその結果を記録した。対時の打破を志向する攻

新T動は、主に個人的技術によるものとし、ドライブ

プレーとポストプレーの二項目とした。攻撃がシュー

トに結びついた場合は、その状況を防御状態によって、

3段階に分類して評価した。

A:ショットを阻止した。
B:対時しているがショットされた。

C:対時の維持が回復できずショッ卜された。

調査した結果は、①全嗣瀕度、②攻撃混リによる頻度、

③攻撃結果の頻度、④ノ号ス展開後のシュート⑤各シュ

ート時の防衛府動評価の 5項目について 2線防御、 3

線防御を比較し、統計的処理は比率の差異の検定を行

った。

結果と考察

1. 全体的頻度と魯j合

対時の打破を試仔する攻駒子動に対する防鮒子動の

全嗣句な頻度と割合は、 3線防御が61.8略、 2線防御が

38.舗で、 3線防御が高い害l合を示し、 1財く準で有意な

差が認められた。

2. 攻駒子動別の防鮒預瀕度と宮治

攻駒子動別での防餅T動頻度は、 ドライブにおいて

は、 2線防御83.5弘、 3線防御77.7覧であり、両者間に

有意な差は認められなかった。ポストプレーにおいて

は、 2線防御 16.郎、 3線防御22.舗であり、両者聞に

有意な差は見られなかった。

3. 防鰍T動別の攻撃結果と頻度の審恰

攻撃結果については、パスにおいて2線防御邸.側、

3線目防御56.1%であり、脱水準で有意な差が認められ

た。シュートにおいては、 3線目防御43.郷、 2線目防

御 14.舗であり、 1財く準で有意な差が認められた。

4. パス展開後シュートに結びついた頻度とシュート

までのパス回数の害l合

パス展開されたプレーは、 2線目防御83回、 3線

目防御88回であった。両者とも、パス 1回目でシュ

ートされる曾l合が高く 2線防御が79.5覧、 3線防御

が89.8覧であったo

5. シュート時の防御評価

2線防御後にシュートに結びついた時の防御状態

は、 Aが33.側、 Bが37.郎、 Cが29.鋭、 3線防御で

は、 Aが39.側、 Bが36.5覧、 Cが24.5覧であり，それ

ぞれ両者間lこ有意な差は見られなかった。

結論

1. 全体的頻度は、2線防御より 3線防御が多く荷予

されている。

2. 攻撃結果については、2線防御はパスされる頻度

が多く、 3線防御では、シュートされる頻度が多

かった。

3. パス展開後は、 64.4%がシュートに結ひ午fけら

れており、 2線防御は79.邸、 3線防御は89.8覧

がパス 1回でシュートされていた。

協応の防御誠子後の対応が必要であり、特にパスさ

れた後の防鰍子動に改善を要すると考えられる。
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リス トの筋力 トレーニングが投球速度に及ぼす影響について

0村上光平，木戸i~'弘 ， 斉藤敬嘉， (福岡教育大学大学院)
金相培(福岡教育大学 外国人客員研究員)，市丸直人 (福岡教育大学)

キーワード リス ト 投球速度握力

目 的

野球における投球速度を向上させる ト

レーニングや研究は，今日まで様々なもの

が行われてきた。しかし，まだまだ未航'明

なこともある。そこで木研究では，リス ト

音11位の筋力 トレーニングに着目し，リス

トの筋力及び握力の向上と投球速度との

関連性を明らかにすることを目的とした。

方法

1 被験者

本学硬式野球部に所属している 20 ~， と

した。
表1被験者の身体的特徴

n 皇長与旦i
平均 173.4 

20 
173.9 SD 

2. 測定項目

握力と投球速度とし，

に測定した。

3 実験方法

トレーニング前後

8月上旬に トレーニング前の測定を行

い， その後，リストカーノレ，リストエクス

テションの トレーニングを 2か月間行わ

せた。具体的には，10kgのシャフ トを使用

して，各 20回 1セットとし 1日3セッ
トのトレーニングを週 2日の頻度で実施

し，2か月間継続させた。その後，10月上

旬に，2回目の測定を行った。 トレーニン

グ前後の記録測定の検定には，対応のある

t検定を用い，有意7kfl!iは p<0.05とし

た。

結果と考察
表 2トレーニング前後の躍力の比較(kg)

トレーニング前 トレーニング後 有意性

平均 49.3 47.9 ns 

SO 4.83 5.30 

表 3トレーニング前後の投球速度の比較(kl11/h)

トレニング前 トレ一二ング後 有意性

平均 118.9 

6.8 

120.3 

6.6 

p(0.05 

SD 

(km/h) 調俳

121 

120 

119 

118 

117 

* : p<O.OS 

トレーニング前 トレーニング後

図 1 トレーニング前後の投球速度の差と標準偏
差(km/h)

必
火グンレ

• 
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• 
山

m

蜘

球

選

度
1

130 

110 

105 

30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 
握力 (kg) 

図2 j患力と投球速度の判l関

握力は トレーニング前後で 1.4kg記録

が低下したが，投球速度は 1.4km/h向上

した。この速度に p<0.05の有意差が認め

られた。また，投球速度と握力に相関関係

は認められなかった。今回の実験結果によ

り，投球速度の向上のためには今回処方し

た，リスト部位の筋力トレーニングが有効

であることが認められた。また，握力と投

球速度には関係がないというこ とも確認

された。
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ソフトボール投手の球速と疲労の関係

-M-1Jωからみた検討一

0黒崎辰馬(福岡大学大学院) 向野義人(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:球速疲労 M・T側

目的

ソフトボールの勝敗は投手力に大きく影響される.

投手カの要素の一つに球速があり，疲労が蓄積する

と球速が低下する可能性が高い.そこで，本研究で

は投手の球速に注目し ソフトボール投手の疲労が

球速にどのような影響を及ぼすかを明らかにするこ

とを目的とした.

方法

1.対象および調査時期

F大学女子ソフトボール部所属の投手1名(年齢

20歳，右投右打，投手歴6年7ヵ月，九州トップレ

ベル)を対象とし， 1ヶ月ο012.10.--11.)にわたり 9

回の測定を実施した(雨天中止・晴天時のみ).

2. 1回の測定の内容

M-14舗を測定した後 30分程のウォーミングアッ

プを経て，球速測定を実施した.球速の測定では日

本ソフトボール協会認定球(ミズノ:20S-15∞0)の
イエローボールを用い，ウインドミル投法で連続合

計30球の投球を実施した(距離13.11m).

3. 測定時の調査項目

1) M-Test 30項目 (58種類むに分類された動
きを行ない，それに伴う痛みやつっぱり感などを被

検者に主観的に0--10の11段階で評価してもらった.

2)球速:投球毎の球速を超音波速度計(ミズ

ノ:M02374)で捕手の背後から測定した.

4.統計処漣

統計解析ソフトIBMSPSSS凶stics21を使用した

M・Testの総スコアおよび個々のスコアと各測定の平

均球速との関係を S戸armanの順位相関係数を用い

て検討した.全ての統計の有意水準は 5%未満とし
た.

結果と考察

測定毎の平均球速と測定毎の M・Test総スコアと
の聞には有意な相関は見られなかった.

M-14舗の個々のスコアと球速の各項目との間には

有意な負の相関関係を認めた.それらはM・Testの9

(R)， 30(1ミ)， 24(L)， 17 (L)， 21似8{R)， 29侭)， 6侭)，

15(1ミ)の動きで、相関係数はそれぞれ、 (r=ー0.842)， 

(r=ー0.820)，(r=ー0.768)， (r=ー0.730)，(r=ー0.725)， 

(r=ー0.719)， (r=ー0.694)， (r=ーO~ω8) ， (r=-O.677) 

であった.

9(1ミ)， 8(1ミ)， 6(R)， 15(1ミ)は右上肢の動作で，これ

らは，肘の屈曲，肩関節の水平内転，肩関節の屈曲，

手首の背屈の動きであり，投球時の球のリリース後

のフォローやリリース時の手首のスナップなどの動

きに相当する.

30 (1ミ)， 24(L)， 17ω， 21(L)， 2'質問は下肢の動き

で，これらは，体幹の左回旋動作，足首の背屈，膝

の屈曲，股関節の内旋，体幹の側屈動作であり，投

球時の踏込みゃ体幹の捻りに相当する.

これらの動きは投球動作に深く関わる動作，及び

刺立であると考えられる.このことは負の相関関係

があった動作はそれぞれ，投球動作との関連が深い

ことを示している.その結果，投球時にこれらの部

位に負荷がかかり，疲労が蓄積されると球速に影響

が及ぶと示唆される.

日頃からM-Testの測定を行うことで，投手特有
の疲労などが明確となるので，それに対する治療や

ストレッチなどのセルフケアで投手力の維持・向上

ができるだろうと推測される.また，疲労の蓄積を

防ぐことにもつながり，外傷・障害などの予防に有

用だと考えられる.

結語

球速と M-Test総スコアとの聞には有意な相関は
見られなかった.しかし，個々のスコアとの聞に負

の相関関係が見られたそれらの動きと投球フォー

ムを照らし合わせることにより，投球時に負荷がか

かり，疲労が蓄積する動きが明らかとなった.この

動作に対するストレッチなどは，コンディショニン

グに有用であると考えられる.
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-英の陸上競技選手権大会におロンドンオリンピックを控えた日

金子公宏(明治大学)

ける分析的研究

O 八嶋文雄(北九州工業高等専門学校)

p値t値

短距離

種目ラウンド

イギリス日本

目的

2012年 8月 3日から 10日間の日程で Olympic

Games (A血letiω)がLondonで開催された。近年の

日本男子短醐腿手の世界大会における活躍には目

を見張るものがあるD 特に男子 4xloomRにおいて

は、 2∞0年のシドニーオリンヒ。ック以来、アテネ、

北京(銅メダノレ)、ロンドンと4大会連続で入賞を果

たしており、その背景にはナショナルチームとして

の強化策・戦略、科学委員会のサポートなどによる

貢献とともに、短蹴健手それぞれの競技水準の向

上が考えられる。そこで本研究では、開催国であり

陸上競技におけるメダ、ル数で、は常に世界の上位に君

臨するイギリス (GBR)と、日本 (JPN)の短距離

種目について、オリンヒ。ック代務室手を中心に圏内

選手権からオリンヒ。ックまでのラウンド毎の記録を

分析し比較・検討する。

国内選手権キーワード:ロンドンオリンピック

鰯
綱
一
脚

M
一
肌
却
一

m
m一胸

m

車:p<.05

嚢2.日英代表選手の圏内選手植及びオリンピックのラウンド毎の飽録
EVENT2町'官祖駒y αvmoぬT由抱晶NatIOnIIChM晴樹減、b・ ta狗改問。如何回目

NAT 聞 A四 陶・t 伽昨白川 内叫 H闘t 蜘昨偽叫 F同 1

a司"'~~ ~日.46 ・0..8 1029 A A 10.30・0.7
10..07 20 10.2宮・1.3 1D.34 輔岬 10.07 0.0 10.10 +1.7 

100 01 34 ~・0.3 10.2il・0.81025 10.oz +2.0 10.05・1.0
G8R l0.0a 25 10.4&叫.110.28 -0.4 10.31・ω10.13・0.410.18・0.7
so.os 1ー 10..27・0.410.2由 白血 10.29 '0.11 白血 10.Q8 +'.7 

20.45 21 20.80.角 20.45 2Q.81・1.1
a司'"20.22 28 20M ・四 2O.5CI 00 20.57 ・0.72O.n ・0.4

200 o.~ 24 20.87 0.0 20.~ 20.72・0.820m ・Q.5
20.~ 27 21.0. +1.7 20.50 . . 2..23 G8R::::':' :.:.-:! ::;! ::::-:::: '5 2008 33 20.78・0.8 20.63 ." 20.59 20.51 

dPN 45.11 25 4&s ・11.18 48.01 
4ω ‘5.11 23 45.81 46.00 45.58 45.8‘ 
G8R 44.80 25 411.24 45.83 45.38 45.31 
45伺却 411.15 45.17 411..2 4&.53 

13.31 22 13.38・0.5 13.45 13.42 13.3. 
n刷 GBR.3.34 20 13.44 +1.8 13.41 -0.1 0制F

23.22 32 13.t12・1.2 .3.52 '3.42 13.42 

嶋 .41 22 ω:21 4U5 48041 0百
JPN 49凋 n ω.87 49純 49.38 OQ 

400H --49.48 21 50.4' 49.49 49.49 49.95 
49旬 21 ー1.50 411.81・9.48 DNF 

G8R 47.制 28 50.80 48.47 48.88 48.19 姐鴻8.24
48.ω28 50.54 0Hf ω17 49.63 

DQi)i割拠語伽d(~絡l.D鈍F:Oω 陶t 陪輔、t途中撮樋

.065 

.001 

.000 

の方が有意に高い値を示した。決勝においては、

11伽叶fで英国選手権の方が有意に高い値を示し、

1∞m、4∞mの決勝においても英国選手権の平均直
の方が日本選手権を上回ったが、いずれも有意性は

認められなかったo また、 100m、1陥叶E、初白叫f

においては、一方で準決勝が行われたため、準決勝

を決勝前のラウンドとみなして記録の平均値の差を

比較した。その結果、 11伽叶fと4∞mHにおいて日

本選手権の方が有意に高し可直を示した。これらのこ

とは、日本における代弱墾考の難易度の高さを裏付

けるものであると同時に、近年の我が国における男

子短距再俗芸手の競技水準の高さを推察できるもので

あると言えよう。

表1.男子短距腫種目におけるラウンド毎の平均値
日本選手権 英国選手権

M SO M SO 

10.547 0.190 10.710 0.212 

10.417 0.110 10.378 0.100 

20.910 0.240 21.361 0.356 

20.762 0.272 20.825 0.228 

47.096 0.469 47.205 0.864 

46.779 0.523 46綿 0.470

14.149 0.590 14.214 0.479 

13.878 0.091 13.6∞ 0.136 
51.033 0.643 52.687 1.378 

49.865 1.027 50.819 1.116 

一 準決勝

10.451 0.132 

予選

14.214 0.479 

予選

52.687 1.378 

2.90* 

0.76 

5.25* 
0.51 

0.42 

1.20 
0.45 

4.30* 

5.84* 

1.73 

3.50* 

9.98* 

1.90 
予温

10.547 0.191 

事哀蕗
13.879 0.109 

事哀蕗
49.902 0.433 

河
川
一
糊
司
湖
南
湖
寵
糊
寵
糊

110mH 

4∞mH 

1∞m 

100m 

110mH 

4∞mH 

2∞m 

4∞m 

方j去

1.対象

2012年のロンドンオリンヒ。ックの選考を兼ねた

日英の圏内選手権及びオリンヒ。ックゲームズにおけ

る男子短蹴縄目の公鵡操を対象とした。

また、日本選手権は2012年6月8日--10日に長

居陸上競技場(大阪)で、英国選手権は 2012年 6

月22日--24日にAlexanderS旬dium(Binningham) 

で、ロンドンオリンヒ。ックは2012年8月3日--12

日にOlympicPark (S回白吋)でそれぞれ開催された。

2.分析と結果の処理
収集した記録データをもとに、記録の推移、平均

値、標準偏差などを分析して比較検討した。統計分

析は、対応する2組の平均値の差の検定、対応のな

い2組の平均値の差の検定を行い有意水準を 5%以

上とした。結果の処理はエクセルの計算プログラム

に従って集計を行った。

窃百li'
結果および考察

日本選手権と英国選手権における男子短距湾臨目

の予選、及。快勝の記録平均を比較し丸その結果、

予選においてはl∞m、2仙 n、制白叶fで日本選手権
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沖縄県高校女子バレーボール競技における競技カに関する研究

0島袋真丞(琉球大学大学院) 安田知子(琉球大学大学院) 三輪一義(琉球大学)

キーワード:バレーボール競技カ ゲーム分析スキル評価値

目的

高校女子バレーボール競技を対象に，試合のスカ

ウティング結果から算出したスキル評価値から，全

国大会と沖縄県予選における競技力を数値化し，沖

縄県の競技力向上に向けた指導現場において役立つ

基礎的資料を得ることを目的とした.

方法

1.対象

第 65回全日本バレーボール高等学校選手権大会

(以下，春の高校ノ〈レー)女子の全51試合 ω2セ
ット)と平成 25年度持縄県高等学校総合体育大会

(以下，沖縄県高校総体)バレーボール競技女子の

全46試合(224セット)とした

2.分析項目

(1)得点に関する項目:サイドアウト率とプレイク

率を算出した.

ωスキルに関する項目:サーブ，レセプション(A
パス，Bパス， Cパス， 0パス，失点の5段階評価1)，

アタック，プロックについて，それぞれのスキル評

価値を算出した.

3.分析方法

競技成績によって rl回戦Jr2回戦Jr3回戦Jf4 

回戦jおよび f準決勝・決勝:Jr決勝リーグJの5段
階にステージ化し，各ステージを勝ちチームと負け

チームに分類した.得られた結果をもとに，全国大

会と沖縄県予選における競技力を数値化し，その傾

向を分析した.

結果と考察

1.春の高校ノミレーについて

勝ちチームでは，全てのステージでサイドアウト

率が r4回戦jの61.7%より高く，平均値は65.7:t

3%となった.その要因として，レセプション成功率

U ・Bパス率]が64.1+1%であり，攻騨句なレセ
プション・アタックに繋がったことが関係している

と推察される.

勝ちチームでは，スキル評価値が全てのステージ

でほぼ同等の値を示した.その平矧直は，サービス・

エース率:6.6:tl%，サーブミス率:7.0土1%，レセ

プション成功率:64.1 :::t:l%，レセプション失敗率ω
パス・失点率]: 112:tl%，アタック決定率:36.1:t 

1%，アタック失点率:9.4土0%となった.したがっ

て，これらの数値は，全国大会で勝つための目標値

とすることができると推察される.

2.沖縄県高校総体について

勝ちチームでは，プレイク率の平均値が58.7:1:5%

であり，春の高校バレーの 46.鮭5%より高かった.

同様に，サービス・エース率も 13.4:t5%であり，春

の高校バレーの 6.6土1%より高かった.その要因と

して，負けチームのレセプション失点率(平均値:

29.7:t7%)が関係していると推察される.

fl回戦Jとb回戦Jのレセプション失敗率の平
均値が37.9:t3%であり，レセプション成功率の33.6

+3%より高かった.また，負けチームでは，レセプ

ション評価のうち，Cパス率の平均値が30.0+2%と

最も高かった.さらに，負けチームでは，レセプシ

ョン成功率が， 1回戦:31.8%， 2回戦:35.4%， 3回

戦:42.8%， 4回戦43.6%，決勝リーグ:51.5:t7%と

なっており，ステージが上がるにつれて高くなる傾

向を示した.したがって，下位のチームが上位に勝

ち進んでいくためには，レセプション成功率を高め

ていくことが必要であると推察される.

課題

今後は，試合の内容も考慮して，同等の競技力同

士の競った試合などで勝敗に影響を与えているスキ

ノL評価値を明らかにしていき，沖縄県の競技力向上

の一助となる基礎的資料の提示に向けて検討を重ね

ていく予定である.



九州体育・スポーツ学会

第 62回大会報告





173 

九州体育・スポーツ学会 第62回大会報告

大会尖行副委員長得 居 雅 人 (九州|共立大学)

f!~62回大会は.平成25 (2013)年9月131-1-151'1の31111iJ 九州共立大学を会場に開催された 大会の悦械を以下に

報告する

9月13日(金)

Oプレセ ミナー

①九州地区大学体育迎合合同企図 「テニス授業セミ ナ一一ー効来的に!分かりやすく!I，Iくよ述!-J 
②九州 jljl純地区メンタルトレーニング研究会企画 「チームカア ップセミ ナー」

③第3W門分科会企画 「コミュニテイダンスの可能性を探る

~からだで|聞係刊を感じるワークから-J

③学生企画委民会企画 「スポ- 'J~技と指導法J

今年度は 111'年までの縦続に加え 手生企画委11会が}Jllわり 4企jiIijとなった プレセミナーのJIXり般ぃ (大会に完

全に含めるかどうか) について結論を 11\ す 1L~ J~1であろう

テニス メン9)レトレーニング ずンス

9月14日 (土)

O一般研究発衣 (11 iiJ'i発表)20演題

0特別措iiii

プロ野球チームのマネジメン トと地域i決断

出者 小林.3i氏 (稲岡ソフトパンクホークスマーケティング株式会制取締役

稲川1 ソフトパンクホー ナ ス海外~It'i ' 1" JUIi世間KJLl;'i部長。

江戸川大学相会学部教授)

元プロ野球選手であり Jlつスポーアビジネスの咋門家でもある小林氏によ

り 世界と地域両者に目を向けた球回の経位戦時について講師lが行なわれた

0全体シンポジウム

現場における体育 ・スポーツ学会からの知見や技術の前川

シンポジス ト 下針六太氏 (稿|珂 t'，U~1 1 市立Hl 1 1判中学校一1 ・件数諭)

手 }.-~剥l 人氏 (公益 1111'11法人郁附HIL スポー ツ振興!センタ ー )

小出水孝子氏 (稲|州大学スポ-"J干|学部)

コーデイヰーター 池上HfiI'氏 (佐賀大'';':) 

池上氏の進行により 31円のンンポジス|がなJi'iし それぞれの立場地、らテーマ

に|則わる提案がなされた

畠野富島
スポーツ実技
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O 総総、会

橋本会長のJj土、拶の後 初}j肱Ijj以;1l弘之大会会長(り1九L州共立大学寺半学f主: ~長えo およひ'1下イ1' 1' 旦盟u前i'町目Yt 

大会実行委i品l長が歓迎の挨拶を述べた後 議Z事l~にしたがつて進行された 今年

皮より ヨ王ミゴf仇1

長にl州問呈された また 若手{俊甚秀発表1'lと Lて.i萩A幻}町胤H血1↑慌l行I一氏 (九州工梁大学大
学院)およひPヲブ大三下手荊和Uj!茂立氏 (九州共立大学)の2名が表彩された

0梢報交換会 (九州共立大学自IIIケ丘会fil'i1 陪食堂)

則元副会長 1'1'盟大会実行委員長の挨拶のf量 的朝日交換 ・懇親の会が和やかに進められた 会の後半にはI濃貝新会

長の挨拶があり 多くの会n(約92名)のI.BI市により脱会に終了した

9月15日 (日)

Oトピックセッション

①大学体育授業の実践例 ー やE目 「を」学ぶから 航目 「で」学ぶへー

②111いすテニス選手の競技力lliJ上支援プロジェクト

一一ロンドンパラ リンピック U:¥場までの取組lみについて

Oスチューデントセッション

大学院生として体育 スポーツの役叩lをどう従えるか

一 「スポーツ基本法」から読み解くー

0研究推進委n会企画セッション (2012:'1三度 研究助成対象発表)

墜重雪ヨ

日齢者2次予防事業におけるソーシャルサポート介入が迎動継続およびメンタルヘルスにおよぽす彩相'

荒チi久仁子 (g本他LJt・体力づくりセンター/九州大学大学院)

過渡WJを迎えた体育 ・スポーツ行政機構をめぐる 「抗らぎJの話相

一知事郎防への移管動II'Jに|則する相会学的考察ー

谷口勇一(大分大学)

2012年度 研究助成対象となった2名の演者による発表が行なわれた

0早/川分科会シンポジウム

自~ 1 . 3WI"J分科会合同'1:I巡動会」を考える一学校体育活動としての存在:u:

i沫と可能性ー

第2.4WI"J王子料会合同 他府づくりのための身体活動基準2013

第5専門分科会 スポーツ選手のセカンドキャリアについて

0ラウンドテープル ・デイスカッシヨン

チームパフォーマンスの新たな評仙!方法

0一般研究発表 (口頭発表)14iiIl題

0一般研究発表 (ポスター発表)59演題
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総括

2020'.1'.オリンピァク IJflfm都市が東京に決定された直後に 62 1m大会はIJilfmされた 国民の他Lliの維持j竹進と活力ある

!J会の実現にlilJけ スポーツの来たす役割';j:J¥'lすばかりである 本大会も 九州地区の体育 スポーツ科学の発信版と

して初極的な活動をしてゆかなければならない 今回は.過去Jli大の以組数を数えるなと'成功型]!に終了することが出来

た さらに門前な運営体制の確立に，ijJけ 準備から大会までの l年IIIJを娠り返り我々なりの総折をしたい

01[1込みフ ォームの採川
今回は.1[1込みに Web上の申込みフォームをj*)IJした ，'，出J返信メールの文:字化けや学会ホームページのダウンな
どのII.JJ題が生じたものの 参加者 実行委l~ 会fJtに作業が肘l紫化されたと思われる

0参力IIIrの振込方法
袈耳iでは各参加者が別{同に振り込むようにしていたが， 1昨年までのおiiれか まとめて数名分振り込むパターンが凡

られ 識の何の(参加賀 情報交換会費)振込か附ー訟に手JlIJ取った 振込方法の検討が必要である

0参加， 1~

当日払いの場合の参加賀を出くすることや.会以外の参JJII'fH，OOOI'Jの是非。 学生会民の参加貨を別にするなど検討

すべきではないかと考える

O会日の位所の把鑑

H 所変~をしていない会員がいるようで， その住所のJJUr:の入問者から郵便物を送らないでく れと 11 う抗的の~u:;tt;.

が数料あった 会IHt絡およひ1巴恨の方法を検;J:tすべきである

0作業全体の討Lれ

大会尖11 妥I~会は 11m限りであるため 竹Ji全体の討しれの把慌が削I!しかった 大会企画委u会 学会事務局白大会
実行委n会の役割分担と協力体市11をliiLIiする必裂がある

62聞大会を:Im:事終えることができ 終始以~ fi-いただいた学会役n ・ 理事ならびにτJf務局各位に!~却したい 労多き I

11:ではあったが学部教uのチームワークを改めて確認でき 尖り多い i年でもあった 次年位以降大会の議々の発

似を祈念したい

九州体育・スポ ツ学会大会発表演題数の推移 (2004年-2013年)

:附 ßrt~: """，'...r:r:一般発或 口iIItポスター 発表J守 先占者 分科会 全 体 Afュ-fント
助成研究

品掴別。フウ ンド 合計
["[ ''iiijj拝')!JJiHmJ>jWf 副題数 発表 発-J<(駄目地)(大学院生lシンポジウム ンJポジウム 七7ション トピ y ク七 '1'/ ヨン~ 出題数

53 ; 2004 .ノ}L、州PEJ-JNf佐 38 27 11 27 11 
3(副組4) 1(川姐3) 4 2 3 54 ';'1-2咽4・5(.1，，1

5-1 : 2∞5 よ分 .k ~1~ 24 13 11 15 9 
以前姐7) 1 (出旭3) ヲーe 2 3 41 ，;，1-2. ・ト5{il-1

55 : 2∞6 dli.Tl k 'i" 65 33 32 29 36 3(刷組5) I(j1iiWia) 2(副旭川 2 3 81 
".卜2..1・5合1，，1

i主崎
56 20 36 26 30 

3(j，;姐3) 1 (抗日:ffi3) 1 (副題J) 2(iiii姐2) 2 (品ji~4 ) 69 56 • 2∞7 1;，ーボルト主辛 子1'2作1"1

57 : 2∞8.ノ久L文 官I米句'f:屯 Eレ1 30 34 38 26 'l(wi姐11) HM旭川 3 3 (j，;旭9) 92 ';;2・4合川

58 ; 2ω9 : ~:'~岐 krF 66 29 37 32 34 4(山姐8) J( iiii~3) 1 (酬11114) 2 3 ( i~í旭町 92 +2-1什H

59 ; 2010 ; 鹿児品女子 59 27 32 27 32 '1(酬姐10)I (iiii題3) 1(面i姐3) 2(出題。 1 Ii<;旭3) 82 
た~JVIk学 ・:H什1，，]

ω 2011 .:y，桜よ苧 80 48 32 50 30 4 <iui姐8) 1 (j，(II1I，1) 1(副題2) 1(j';;組1) 95 
十2-.1介IUJ

61 2012 ; 山崎公立 59 32 27 4'1 15 
4(ω{姐10)1II<(姐3) 1(出題2) I (iûi~2) 76 

Jミ牢 ':'2・4作1，，1

62 2013:九J三州共立学 93 34 59 57 36 3(副題8) Hiii1題3) 1 (j副題2) 1 (iiiiIl1l2) 3 (j両組11) 119 
が1・12叶合'"'
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九州体育・スポーツ学会第62回大会報告

(i寅題数・参加者数)

発表演題数

口頭

ポスター

計

題
一
題
一
題

演
一
演
一
演

9月13日(金)

テニス 11人

メンタルトレーニング 14人
プレセミナー

7人ダンス

スポーツ実技指導 11人

9月14日(土)

第1専門分科会 30人

第2専門分科会 18人

口頭発表 第3専門分科会 36人

第4専門分科会 15人

第5専門分科会 25人

特別講演 110人

全体シンポジウム 105人

全市盛巴、iZ為~ 62人

情報交換会 92人

9月15日(日)

① 28人
トピックセッション

② 16人

スチューデントセッション 27人

研究推進委員会企画セッション 13人

第1専門分科会 22人

第2専門分科会 20人
口頭発表

第3専門分科会 30人

第5専門分科会 35人

第1・3専門分科会合同 25人

専門分科会シンポジウム 第2・4専門分科会合同 30人

第5専門分科会 28人

ラウンドテープル・デイスカッション 10人

学会参加者合計 230人
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九州体育・スポーツ学会事務局ニュース (2013年度第1号)

九州体育・スポーツ学会事務局

1. 2013年第3回総務委員会議事録

日時:2013年9月13日 16時-18時

場所:九州共立大学深耕館 (2F)S207室

出席者:橋本会長.飯干副会長，則元副会長.根上副会長，大柿理事長，山崎事務局長，竹下庶務担当.前回会計担当.

(大会実行委員会:得居副委員長.伊藤友記委員.八板昭仁委員.船津京太郎委員) (次期事務局:田原亮二

庶務担当，遠矢英憲会計担当.東思納玲代会計)

橋本会長挨拶

審議事項

1.第62回大会の確認

則元副会長及び得居大会実行副委員長より.学会大会の準備状況の報告があった.

2.会則の改定(案)について (理事会 資料1 参照)

会則第10号の改訂について，審議の結果原案通り承認された.

3.課題研究助成採択者の選考 (理事会 資料3 参照)

課題研究は該当者なく，一般研究には下記の3課題が承認された.

① 立木宏樹「中学生年代における部活動とクラブチームの関係性に関する社会学的研究一教育的意義から-J

② 萩原悟ー「スポーツ・コミットメントを形成する要因についてー中高年のスポーツ参加を対象とした検討-J

③ 水谷未来「サッカー選手におけるボールを蹴る方向の事前提示の有無がボールキック動作に及ぼす影響J

4.学会賞の副賞について (資料 X) 

審議の結果，学会賞(奨励賞)の副賞には2万円を授与することが承認された.

5.理事会の内容の確認 (別紙理事会次第)

新旧合同理事会の議事内容が確認され.次期の監事候補者として琉球大学の宮城政也・三輪一義両先生の案を総会

に提出することが承認された.

6.総会の内容の確認 (別紙総会次第)

総会の議事内容が確認され.原案通り承認された.

7.各委員会の自己点検評価と申し送り事項について (別紙 参考資料)

総会では，会長，総務委員会.大会企画委員会.編集委員会.研究推進委員会の申し送り事項をパワーポイントで

提示することが確認された.

8. 日本体育学会地域連絡会議への意見 (資料 y) 

橋本会長より日本体育学会からのアンケート調査の内容の説明があった.

9.学会のホームページの取扱いについて

現在学会のホームページを九州大学のサーバーから他のサーバーに移動することが承認された.

10.その他

若手優秀発表賞の結果を会場に掲示して受賞者に告知することになった.

大会会場内に九州大学の若手育成の学術講演会のパンフレットの設置が認められた.

報告事項

なし
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II. 2013年 第4回総務委員会議事録

日時:2013年9月14日 12時50分-13時

場所:九州共立大学深耕館 (2F)S208室

出席者:橋本会長.飯干副会長，則元副会長，根上副会長.大柿理事長，竹下庶務担当

審議事項

1.若手優秀発表質について

根上副会長より審議経過の説明があり.下記の2名を若手優秀発表賞候補者として理事会に推薦することが承認さ

れた.

① 萩原悟一「スポーツにおけるソーシャルサポートの互恵性に着目した尺度開発の試み~性差の検討-J(共同研
究者:秋山大輔，磯貝浩久)

② 大下和茂「立食パーティにおける水に入ったグラスの保持は立位姿勢の動揺を小さくするJ(共同研究者:山口
恭平・木寺英史)

m. 2013年(新年度)第1回理事会(新・旧合同)議事録
日時:2013年9月14日 8時30分-9時40分

場所:九州共立大学深耕館 (2F)5208室

出席者:橋本会長.飯干副会長，則元副会長，根上副会長，大柿理事長.山崎事務局長.竹下庶務担当，前田会計担当.

斉藤理事，松下理事，山内理事.森理事，桧垣理事，谷口理事.池上理事.磯貝理事.吉田理事，吉武理事.

熊谷理事，榊原理事.小松理事，新事務局(高瀬事務局長，田原庶務担当，遠矢会計担当.東恩納会計担当). 

仲里第62回学会大会実行委員長

橋本公雄会長挨拶

仲里清第62回大会実行委員長挨拶

審議事項

1.会則の改定(案)について(資料1) 

大柿理事長より，副会長の職務についての改定案が提案された.審議の結果，総会で諮ることが承認された.

2. 2012年度学会賞の選考について(資料2)

根上委員長から2012年度学会賞の選考過程の説明および候補者の推薦があった優秀論文武は該当者なし，奨励賞

2名(幾留沙智・中本浩樹・森司朗「文脈の不確実性が運動修正能力の向上に与える影響J[第27巻第1号].永尾雄
一・杉山佳生「日本版スポーツ集団効力感尺度の作成」【第27巻第2号】)が該当者として承認された.

3. 2013年度研究助成について(資料3)

根上研究推進委員長から.研究助成についての選考過程の説明及び候補者の推薦があった.課題研究は該当者なし

一般研究は3名(立木宏樹「中学生年代における部活動とクラプチームの関係性に関する社会学的研究一教育的意義

から-J.萩原悟ー「スポーツ・コミットメントを形成する要因についてー中高年のスポーツ参加を対象とした検討
-J.水谷未来「サッカー選手におけるポールを蹴る方向の事前提示の有無がポールキック動作に及ぼす影響J)に助

成金を交付することが承認された.

4. 2012年度会計決算(案)について(資料4)

前田会計担当事務局員より，一般会計と特別会計の決算(案)について説明があり.小松理事から監査の結果の報

告があった.審議の結果原案通り承認された.
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5. 2014年度事業計画について(資料5)

山崎事務局長から2014年度事業計画(案)の提案があった.審議の結果.原案通り承認された.

6. 2014年度予算(案)について(資料6)

前回会計事務局員より2014年度予算(案)の提案があった.審議の結果.原案通り承認された.

7.次期学会事務局および監事について(資料7)

大柿理事長から.次期学会事務局を名桜大学へ移管することが提案された.また，監事には宮城政也先生(琉球大

学)，三輪一義先生(琉球大学)が推薦された.審議の結果.承認された.

8.第63回大会について(資料8)

大柿理事長より2014年の第63回大会について.主管大学を大分大学(西本一雄実行委員長).会場を別府大学とした

開催提案があり，承認された.

報告事項

1. 2013年の活動報告(資料9)

大会企画委員会，研究推進委員会.編集委員会の活動報告について資料にもとづき則元.根上.飯干各委員長より

報告があった事務局の活動報告は資料にもとづき山崎事務局長より報告があった.

2.理事選挙の結果(資料10)

山崎事務局長から選挙の結果が報告された.19名の候補者から4名が辞退し 1名逝去のため以下の14名が新理事

として選出された.

磯貝浩久(九州工業大学).吉田剛一郎(鹿屋体育大学)

前田博子(鹿屋体育大学).榊原浩晃(福岡教育大学)

森 司朗(鹿屋体育大学).熊谷秋三(九州大学)

則元志郎(熊本大学).田中宏晩(福岡大学)

吉武 裕(鹿屋体育大学).田口正公(福岡大学)

青柳 領(福岡大学)小松恵理子(鹿児島女子短期大学)

坂下玲子(熊本大学)田中 守(福岡大学)

3.新入会員について

竹下庶務事務局員より，現在の会員総数は634名.2012年度 (2012年9月-2013年8月)の新入会員は86名，また会

費納入者は73.3%との報告があった

4. 日本体育学会の動向(資料12)

橋本会長より， 日本体育学会の副会長の増員，男女共同参画社会基本法に基づく女性理事数の4名増加，台湾体育

学会との学術協定およびそれに伴う学会大会期間の延長(国際学会1日+体育学会3日).新入会員の手続き方法の変

更および入会金の取り扱いの変更が報告された

5.新役員.理事，事務局への引き継ぎ事項(参考資料)

大柿理事長から.新体制への引き継ぎ事項に関する説明が資料に基づきあった.

6.その他

橋本会長から.学会ホームページの運営について.外部のサーバー・運用者の利用が提案された.

竹下庶務事務局員から.学会大会発表抄録原稿未提出に関する連絡があった

大柿哲朗理事長挨拶

N. 2013年臨時旧理事会議事録

日時:2013年9月14日 13時-13時20分

場所:九州共立大学深耕館 (2F)S208室
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出席者:橋本会長.則元副会長，根上副会長.飯干副会長.大柿理事長，磯貝理事，吉田理事.森理事，斎藤理事，

松下理事.山内理事，槍垣理事，谷口理事，池上理事.事務局(竹下)

審議事項

1.若手優秀発表質について

根上副会長より審議経過の説明があり，下記の2名を若手優秀発表賞候補者として承認された.

-萩原悟ー「スポーツにおけるソーシャルサポートの互恵性に着目した尺度開発の試み~性差の検討-J(共同
研究者:秋山大輔，磯貝浩久)

・大下和茂「立食パーテイにおける水に入ったグラスの保持は立位姿勢の動揺を小さくするJ(共同研究者:山

口恭平・木寺英史)

v. 2013年(新年度)第2回理事会議事録

日時:2013年9月14日 12時-13時30分

場所:九州共立大学深耕館 (2F)S208教室

出席者:磯貝会長，則元副会長.吉武副会長，熊谷副会長，榊原理事長，吉田理事，小松理事.前田理事，森理事.高

瀬事務局長.田原庶務担当.遠矢会計担当，東恩納会計担当.旧事務局員(山崎事務局長，竹下庶務担当，前

田会計担当)

審議事項

1.新理事構成員の紹介

山崎旧事務局長から新理事が紹介された 14名中5名欠席.委任状のある旨が報告された.

2.会長，副会長.理事長の選出

山崎旧事務局長進行の下，会長，副会長，理事長の選挙が新理事9名の投票により，以下のように役員が決定した.

立会人:遠矢英憲.東思納玲代事務局員.

会長:磯貝浩久

副会長:則元志郎，吉武裕.熊谷秋三

理事長:榊原浩晃

3.副会長3名の担当委員会の決定

大会企画委員会:則元志郎

研究推進委員会:吉武裕

編集委員会:熊谷秋三

4.各常置委員会・事務局の役割，活動内容の確認および構成員の決定(資料2.資料3)

会長.副会長.理事長を除く理事を事前調査の希望に基づき振り分け.各常置委員会の構成員とした.

大会企画委員会:小松恵理子，田口正公

研究推進委員会:吉田側一郎.前田博子

編集委員会:田中宏暁，坂下玲子.森司朗.青柳領.問中守

5.理事の補充

磯貝会長から補充理事についての説明があり.各県から理事を選出することを前提に5名が推薦された.

品目龍吉(宮崎大学)

池上寿伸(佐賀大学)

中垣内真樹(長崎大学)

田原亮二(名桜大学)

中山正剛(別府大学短期大学部)
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分科会世話人として以下の5名が推薦された.

第1分科会兄井彰(福岡教育大学)

第2分科会奥本正(名桜大学)

第3分科会宮嶋郁恵(福岡女子短期大学)

第4分科会野田耕(九州共立大学)

第5分科会 田口正公(福岡大学)理事と兼任

以上.計9名を理事として補充することが承認された.

6.その他

熊谷理事から質疑があり.編集委員長の役割確認が行われた.

9月15日12:10から第3回新理事が開催されることが確認された.

VI. 2013年(新年度)総会議事録

日時:2013年9月14日 17時10分--18時10分

場所:九州共立大学深耕館大講義室

橋本公雄会長挨拶

福原弘之九州共立大学学長挨拶

仲里清大会委員長挨拶

議長選出:橋本会長

定数が確認され.総会の成立が確認された

審議事項

1.会則の改定について(資料1) 

副会長の役割の変更についての改定案が提案され.承認された.

2. 2012年度会計決算(案)について(資料2)

前回会計担当より資料2をもとに説明があり.引き続き小松恵理子氏より監査報告があり，承認された.

3. 2014年度事業計画(案)について(資料3)
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山崎事務局長から次年度事業計画案が資料3をもとに提案され.承認された資料3について.機関紙巻数が30巻

から29巻に訂正された.

4. 2014年度会計予算(案)について(資料4)

前回会計担当より資料4をもとに説明があり.承認された.

5.次期会長.副会長の選出について

大柿理事長から，次期会長として磯貝浩久氏.副会長として則元志郎氏.吉武裕氏.熊谷秋三氏が推薦され，承認

された.

6. 次期理事長の選出について

大柿理事長から，次期理事長として榊原浩晃氏が推薦され，承認された.

7. 次期学会事務局.監事について

大柿理事長から，次期事務局として名桜大学.監事として宮城政也氏(琉球大学)，三輪一義氏(琉球大学)が推薦

され.承認された.

8.第63回学会大会について

大柿理事長から.2014年の第63回大会について，主管大学を大分大学(西本一雄実行委員長)，会場を別府大学とし

た開催提案があり.承認された.
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9.その他

特になし

報告事項

1. 2012年度活動報告

大柿理事長から.2012年度の理事会の活動が報告された.

2. 2012年度学会賞について

根上選考委員長から2012年度学会賞が報告された

優秀論文賞:該当者なし

奨励 賞:1)幾留沙智・中本浩樹・森司朗「文脈の不確実性が運動修正能力の向上に与える影響

【第27巻第1号}

2)永尾雄一・杉山佳生「日本版スポーツ集団効力感尺度の作成」【第27巻第2号】

3. 2013年度課題研究助成について

線上選考委員長から2013年度研究助成の選考結果が報告された.

課題研究:該当者なし

一般研究:1)立木宏樹「中学生年代における部活動とクラブチームの関係性に関する社会学的研究

一教育的意義から一」

2)萩原悟一「スポーツ・コミットメントを形成する要因について

一中高年のスポーツ参加を対象とした検討-J
3)水谷未来「サッカー選手におけるボールを蹴る方向の事前提示の有無がボールキック動作に

及ぼす影響J
4. 2013年度若手優秀発表賞について

根上選考委員長から2013年度若手優秀発表賞の選考結果が報告された.

1 )萩原悟ー(九州工業大学大学院)rスポーツにおけるソーシャルサポートの互恵性に着目した尺度開発の試み
~性差の検討-J

2)大下和茂(九州共立大学)r立食パーティにおける水の入ったグラスの保持は立位姿勢の動揺を小さくするJ
5.次期理事について

大柿理事長から14名の新理事が選挙により選出されたことが報告された

6.名誉会員，功労賞について

大柿理事長から，今年度の名誉会員.功労賞について推薦がなかったことが報告された.

7.会員動向について

竹下庶務担当から 1年間 (2012年9月一.2013年8月)の会員動向(新入会員数86名，会員数636名.年会費納入率

73%)が報告された.

8. 日本体育学会総会について

橋本会長から日本体育学会総会，地域連絡会議における報告事項が説明された

9.その他

大柿理事長から.学会ホームページの今後の取り扱いについての報告があった.

西本一雄氏(大分大学)から，次期大会開催にあたり挨拶があった

竹下庶務担当から，大会発表抄録未提出者(14日現在15名未提出)の報告があった.

表彰式

( 1) 2012年度学会賞(奨励賞)

(2 )若手優秀発表賞

(3 )記念楯が橋本会長から九州共立大学に贈呈された

橋本会長閉会の挨拶
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VH. 2013年(新年度)第3回理事会議事録

日時:2013年9月15日 12時10分--13時10分

場所:九州共立大学深耕館 (2F)S208教室
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出席者:磯貝会長，則元副会長.吉武副会長.熊谷副会長.榊原理事長.吉田理事.小松理事.前回理事.森理事，

池上理事，中山理事.兄井理事.野田理事.高瀬事務局長.田原庶務担当，遠矢会計担当.東恩納会計担当，

旧事務局員(山崎事務局長.竹下庶務担当.前回会計担当)

磯貝浩久新会長挨拶

審議事項

1.理事の補充

会長推薦として各県から補充する理事として，宮崎県は品目龍吉先生，長崎県は中垣内真樹先生が推薦され.御二

方には事務局から受諾の確認をとることとなった.なお.品田先生は退官されており辞退される可能性が高いため，

その場合の候補者として高橋るみ子先生が推薦された.

補充により選出された先生は.後日.事務局からメールにて内諾書を送り.提出していただくことが確認された.

2.常置委員会の役割分担

則元副会長から.各常置委員会の委員長は副会長が務めることが報告された

補充の理事も含め.希望調査に従い各常置委員会に理事が以下の通り配置された.

大会企画委員会:小松恵理子.田口正公.中山正剛，池上寿伸.野田耕.宮嶋郁恵

研究推進委員会:吉田剛一郎.前田博子.兄井彰，奥本正.田原亮二.中垣内真樹

編集委員会:田中宏暁，坂下玲子.森司朗.青柳領.田中守，高橋るみ子

3.各常置委員会で今後の活動の確認

常置委員会別に集まり.今後の活動内容・日程が確認された.



編集後記

電子メールでの投稿システム採用が承認されて2回目の九州体育・スポーツ学研究第28巻第1号をお届けしま

す.今回， 4編の原著論文(運動生理，バイオメカ，心理)， 2編の研究資料の計6編の論文を掲載することがで

きました前号より原著論文が1編増え，現在査読が進行中の論文もあり.今後掲載される論文の増えることが

期待できます.投稿システムの電子化等.努力の成果が少しずつ表れてくると思います.若手もそうではない先

生方も含めて，多くの研究者が幅広い内容やレベルで(例えばベテランの先生方には総説論文を)投稿していた

だき.本学会誌のページ数が益々増え，発行号数が3号， 4号と増えることを期待しています.

また，平成25年9月に九州共立大学にて開催された九州体育・スポーツ学会第62回大会の発表抄録集と大会報

告も掲載されています.学会大会は，大会事務局をはじめ多くの関係者の皆様のご努力により，過去最高の発表

演題数(一般発表は，口頭34，ポスター60，計94，総演題数120)となりました.最近9年間の発表者推移をみま

すと大学院生の発表数は30前後で大きく変わりませんが，一時期減少していた教員の発表数が増加し今回は57

演題でした発表演題が増えるということは，その研究を発展させて学会誌への投稿論文が増える期待が膨らむ

ということでもあります.大変喜ばしいことだと思います.

最後になりましたが.投稿いただきました先生方，大変お忙しい中を限られた時間で査読に御協力いただきま

した先生方に深く感謝申し上げます.なお，本号が，現編集委員会の最後の仕事となりました.会員の皆様には，

いろいろと，ご協力いただき有り難うございました.新しい編集委員会のもとで，本機関誌が益々，充実してい

きますことを祈念申し上げます.

(山内正毅)

編集委員会

飯干 明(委員長)青柳 領
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